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第１日目（６月７日）（金曜日） 

   

諸報告  

諸般の報告 

（１）委員会報告 

（２）例月現金出納検査結果の報告（２、３、４月分）  

    

  

議事日程  

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 提案要旨の説明 

第４ 議案第 22号 波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例の訂正について 

第５ 議案第 39号 波佐見町環境保全条例       （以上１件 産業厚生委員会付託） 

第６ 議案第 38号 令和６年度波佐見町一般会計補正予算（第１号） 

第７ 議案第 53号 財産の取得について  
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第１日目（６月７日）（金曜日） 

１． 出席議員

１ 番    前田   博司 

３ 番    澤田   昭則 
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７ 番    福田   勝也 

９ 番    横山   聖代  

1 1 番    北村   清美  

1 3 番    尾上   和孝  
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８ 番    城後    光 

1 0 番    欠 員 

1 2 番    脇坂   正孝  

1 4 番    百武   辰美  

２．欠席議員 

    な  し 
 

３．議会事務局職員出席者 

議会事務局局長   林 田  孝 行 書  記   一 瀬  若 菜 

 

４．説明のため出席した者 

町 長   前 川  芳 徳 

総 務 課 長   福 田  博 治 

商工観光課長   太 田  誠 也 
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農 林 課 長 兼   伊 藤  幸 治 

建 設 課 長   本 山   征一郎 

長寿支援課長   松 添   博 

会 計 管 理 者   串 島  佳 織 

教 育 次 長 兼   朝 長  哲 也 

税務財政課課長補佐   鶴 田  秀 幸 

副 町 長   村 山  弘 司 

企画情報課長   澤 田  健 一 

庁舎建設推進室長   大 橋  秀 一 
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総務課課長補佐   坂 本  昌 俊 

 

農業委員会事務局長 

兼 会 計 課 長 

給 食 セ ン タ ー 所 長 
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午前 10時 開 会 

○議長（百武辰美君） 

 皆さん御起立お願いします。おはようございます。 

ただいまから令和６年第２回波佐見町議会定例会を開会します。これから本日の会議を開き

ます。本日の議事日程はあらかじめ御手元に配付のとおりです。 

      諸報告 諸般の報告 

○議長（百武辰美君） 

 これから諸般の報告を行います。委員会報告、例月現金出納検査結果の報告については、そ

の写しを配付しておりますので御了承願います。 

 また今定例会までに陳情１件を受理しました。陳情１件につきましては、配付にとどめてお

きますので御了承願います。 

 これから議事に入ります。 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（百武辰美君） 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により８番 城後光議員、９番 横山聖代議員を

指名します。 

      日程第２ 会期の決定 

○議長（百武辰美君） 

 日程第２．会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は本日から６月18日までの12日間としたいと思います。御異

議ありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から６月18日までの12日間と決定しました。 

      日程第３ 提案要旨の説明 

○議長（百武辰美君） 

 日程第３．提案要旨の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 皆様おはようございます。本日ここに令和６年第２回波佐見町議会定例会を招集いたしまし
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たところ、議員の皆様には御健勝にて御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。令和６年度も

２か月が過ぎ各事務事業も順調にスタートが切れたところでございます。 

 ４月１日に就任頂きました村山副町長におかれましては、精力的に職務に精励される一方、関

係団体との意見交換も積極的に行われ、波佐見町に随分溶け込んでいらっしゃいます。あわせて

議員各位からも様々な御指導があっていると聞き及んでおり感謝を申し上げます。 

副町長にとって、今回が初めての町議会となりますので、引き続き御指導を賜りますようよろ

しくお願いをいたします。 

 さて、４月29日から５月５日まで開催されました波佐見陶器まつりは、初日こそ天候に恵ま

れない中ではありましたが、昨年より１万人多い25万人のお客様をお迎えすることができ、大

きなにぎわいを見せたところです。特に懸念事項でありました駐車問題については駐車場空き

情報アプリの運用開始や、民間駐車場との連携によりおおむね順調にお客様を誘導できたこと

と考えていますので、来年に向けて運用のブラッシュアップを図ってまいりたいと考えていま

す。 

 また、いよいよ梅雨入りが見込まれ災害が起こりやすいシーズンに突入しますので、昨日６

月６日には波佐見町防災会議を開催したところであります。近年の災害は地球気候の変動によ

り局地化、激甚化が顕著でありますので、引き続き関係機関との連携を密にしつつ本町の体制

を整え災害に備えたいと考えています。 

 さて、国においては昨今の原材料費高騰や物価高に起因する経済への影響を最小限にするた

め、賃金のベースアップや雇用環境の改善を経済界に求める一方、今月６月から定額減税を実

施し経済活動の底上げを進めることで各施策が進められています。 

 本定例会におきましては、これら定額減税に係る補正予算、昨年度末の決算を見込んだ各会

計補正予算の専決処分に加え、環境保全条例や波佐見町まちづくり基金条例の制定、そのほか

条例の一部改正、財産の取得などを提案しております。 

 それでは本定例会に提出しました議案の要旨について御説明をいたします。議案第22号 波

佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例については、令和６年第１回波佐見町議会定例

会に提出し、産業厚生委員会に付託のうえ継続審議となっておりますが、条例附則の施行日に

ついて議案の訂正を行うものです。 

 議案第38号 令和６年度波佐見町一般会計補正予算（第１号）は、歳入歳出の予算総額に１

億3,600万円を追加し、補正後の予算総額を96億5,600万円とするものです。 

主なものは歳出では物価高騰対策として実施される特定生活支援給付金事業や、定額減税で

きない部分を補填する定額減税補填給付金の追加などで、歳入については定額減税の実施に伴

う町税の減額と減額分を補填する地方特定交付金の増額、歳出の給付金事業の財源である物価

高騰対策対応地方創生臨時交付金の増額を主なものとしております。 

 議案第39号 波佐見町環境保全条例は、良好な環境の保全に関し必要な事項を定めることに
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より町民の健康で安全かつ快適な生活を確保することを目的に制定するものです。 

 議案第40号 波佐見町まちづくり基金条例は、既存基金の一部を統廃合し住みよい豊かなま

ちづくりを推進するための事業の財源に充てるため制定するものです。 

 議案第41号職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例は、昨今の経済情勢を踏まえ、

日当、宿泊料及び食卓料について見直しを行うため所要の改正を行うものです。 

 議案第42号 波佐見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す

る条例は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改

正に伴い、本条例の引用条文の改正を行うものです。 

 議案第43号 波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する内閣府令の

公布に伴い、保育所等における職員の配置基準の見直しのため所要の改正を行うものです。 

 議案第44号 波佐見町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例は、長崎県後期高

齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正に伴い、本条例の引用条文の改正を

行うものです。 

 議案第45号 波佐見町地域経済牽引事業の促進による地域の促進発展の基盤強化のための固

定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例は、地域経済牽引事業の促進に関する

地域の成長発展の基盤強化に関する法律に基づく長崎県同意基本計画期間が延長されたことに

伴い、固定資産税の課税免除対象期間について、国の減収補填措置適用期間に合わせて延長す

るため、所要の改正を行うものです。 

 議案第46号 波佐見町公共下水道条例の一部を改正する条例は、デジタル原則に照らした規

制の一括見直しプラン及び下水道法施行令の一部改正する政令の公布に伴い、排水設備工事責

任技術者の専属義務の緩和に係る所要の改正を行うものです。 

 議案第47号 専決処分の承認を求めることについては、地方税法の一部が令和６年３月31日

付で改正され、その一部が４月１日から施行されるため所要の改正として波佐見町税条例の一

部を改正する条例を地方自治法の規定に基づき、専決第１号として令和６年３月31日付で専決

処分したので議会の承認を求めるものです。 

議案第48号 専決処分の承認を求めることについては、令和５年度波佐見町一般会計補正予

算（第９号）について地方自治法の規定に基づき、専決第２号として令和６年３月29日付けで

専決処分したので議会の承認を求めるものです。補正の内容については歳入歳出の予算総額か

ら２億8,000万円を減額し、補正後の予算総額を107億4,000万円とするものです。主な内容は歳

入については町税の納付実績による増額、各種交付金、国県支出金や地方交付税等の最終交付

額に基づく増減のほか基金繰入金の減額を行っています。 

 一方歳出については年度末実績に基づく減額補正が主なものであり、剰余金の処分について

は減債基金へ積立てを行っています。 
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 議案第49号 専決処分の承認を求めることについては、令和５年度波佐見町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第４号）について、地方自治法の規定に基づき専決第３号として令和６

年３月29日付けで専決処分したので、議会の承認を求めるものです。補正の内容については歳

入歳出の予算総額に700万円を減額し、補正後の予算総額を16億6,500万円とするものです。主

な内容は年度末実績による補正で、歳入については保険料等の減額、国県支出金の増額、歳出

については基金積立金の増額などとなっています。 

 議案第50号 専決処分の承認を求めることについては、令和５年度波佐見町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）について、地方自治法の規定に基づき専決第４号として令和６年

３月29日付けで専決処分したので議会の承認を求めるものです。補正の内容については歳入歳

出の予算総額から220万円を減額し補正後の予算総額を１億9,580万円とするものです。主な内

容は年度末の実績によるものです。 

 議案第51号 専決処分の承認を求めることについては、令和５年度波佐見町介護保険事業特

別会計補正予算（第４号）について、地方自治法の規定に基づき専決第５号として、令和６年

３月29日付けで専決処分したので議会の承認を求めるものです。補正の内容については歳入歳

出の予算総額から2,800万円を減額し、補正後の予算総額を13億7,500万円とするものです。主

な内容は歳入が保険料の増額、国県支出金などは実績による減額補正。歳出についても実績に

よる減額があるものの剰余金の処分については、基金積立金の増額としております。 

 議案第52号 長崎県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約は、保険証のマイナ

ンバーカード移行に伴い、資格確認書の発行等について所要の改正を行うものです。 

 議案第53号 財産の取得については、学校給食センター立体浸漬槽食器洗浄機及び食器自動

供給装置について、５月17日に実施した一般競争入札の結果、落札した株式会社 長崎日調と契

約を締結するため地方自治法の規定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 次に報告２件がございます。報告第１号 専決処分の報告については、４月10日に折敷瀬郷

町営住宅内で発生した車両への物損事故の損害賠償額について、相手方との同意が得られ専決

第６号として、令和６年５月８日付けで専決処分を行ったことから地方自治法及び町長の専決

処分の指定に関する条例の規定に基づき報告するものです。 

 次に報告第２号 令和５年度波佐見町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

は、諸般の事情により、令和５年度内に完了できずに令和６年度へ繰越明許費となった事務事

業について、地方自治法の規定に基づき報告するものです。 

 提出した議案等は以上であり、詳細については御審議の折に御説明をいたしますので、何と

ぞ慎重に御審議のうえ適正なる御決定を賜りますようお願いをいたします。 

      日程第４ 議案第 22号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第４．議案第22号 波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例の訂正についてを
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議題とします。本案について内容説明を求めます。 

 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 議案第22号 波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例の訂正について。この議案に

ついては３月定例会の折、産業厚生委員会に付託され審査を頂いていたところですが、本議案

が閉会中の継続審査となったことにより、本条例案の附則に訂正が生じたため今回訂正をさせ

ていただくものであります。 

 それでは内容について御説明いたします。資料の令和６年第１回（３月）波佐見町議会定例

会の議案の訂正についてをお開きください。 

訂正内容でございます。５ページ附則ですが、「この条例は令和６年４月１日から施行す

る」を「この条例は公布の日から施行する」に訂正いたします。なお訂正後の参考資料と条例

案につきましては同フォルダに格納しておりますので御参照ください。 

 以上で御説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第22号 波佐見町キャンプ場の設置及び

管理に関する条例の訂正についての件は承認することに御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって議案第22号 波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例の訂正についての

件は承認することに決定しました。 

      日程第５ 議案第 39号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第５．議案第39号 波佐見町環境保全条例を議題とします。本案について内容説明を求

めます。 

 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 議案第39号 波佐見町環境保全条例について御説明いたします。波佐見町環境保全条例を別

紙のとおり制定いたします。令和６年６月７日提出。 

提案理由でございますが、良好な環境の保全の推進について必要な事項を定めるため本条例

を制定するものでございます。 

 ２ページをお開き頂きたいと思います。別紙でございますが、環境保全条例の目次第１章総

則は第１条～第４条。第２章環境の保全は第５条～第12条。第３章公害の防止は第13条～第19

条。第４章総則は第20条～第24条になっております。 
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 そのあと条文を載せておりますが２ページ、３ページ、次のページをお願いいたします。４

ページ、５ページ、６ページまでにつきまして本条例を載せておりますけども７ページをお開

き頂きたいと思います。 

 波佐見町環境保全条例の条文の構成一覧となっております。条例の内容につきましてはこの

ページで御説明をいたします。 

第１条 目的でございますが、良好な環境の保全に関し必要な事項を定めることにより、町

民の健康で安全かつ快適な生活を確保することを目的としていることを規定いたしておりま

す。 

 第２条 定義でございますが、条文の中に載せております良好な環境、自然環境、生活環

境、公害、公共用水域の５つの用語の意義について規定をいたしております。説明につきまし

ては省略させていただきます。 

 第３条 町の責務でございますが必要な施策の実施、町民から苦情があった場合の調査及び

適切な処理の町の責務について規定をいたしております。 

 第４条 行政機関への協力でございますが、町民及び事業者は町が実施する施策への協力に

ついて規定をいたしております。 

 ここからは第２章の環境の保全になりますが。 

 第５条 良好な環境の保全でございますが、何人も、土地または建物及びその周辺の清潔を

保ち、相互に協力して良好な環境を保全するよう努めなければならないと規定をいたしており

ます。 

 第６条 植生の回復等でございますが、事業者による植生の回復その他の自然環境の保全に

ついて規定をいたしております。 

 第７条 水質の保全でございますが、町、町民及び事業者は、河川等の水質保全について規

定をいたしております。 

 第８条 排水処理の適正処理でございますが、生活及び事業排水の適正処理について規定を

いたしております。 

 第９条 土砂、資材等の流出等の防止でございますが、土砂、資材等の流出の防止及び違反

した場合の土砂等の排除について規定をいたしております。 

 第10条 土地の適正管理でございますが、何人も雑草類の繁茂や不法投棄により、住民の生

活環境を侵害しないよう適正に管理しなければならないと規定をいたしております。 

 第11条 動物の飼養でございますが、飼養する動物による近隣住民の生活環境の侵害の防止

及び使用する動物がふん等をした場合の適切な処理について規定をいたしております。 

 第12条 協定の締結でございますが、公害の防止方法その他の環境保全に関する事項につい

て、事業者と協定を締結することができることを規定しております。 

 ここからが第３章の公害の防止になりますが。 



－8－ 

 第13条 公害の監視及び公表でございますが、公害が発生またはその恐れがある場合の町に

よる監視または調査、公表についての規定をしております。 

 第14条 公害防止の努力でございますが、何人も公害の防止及びその努力について規定をい

たしております。 

 第15条 被害の措置でございますが、何人も良好な環境の侵害に係る被害が発生したときの

適切な処理及び被害の拡大防止のための対策を講じなければならないと規定をいたしておりま

す。 

 第16条 紛争解決の義務でございますが、何人も紛争が生じた場合の解決の意義について規

定をいたしております。 

 第17条 野外焼却行為の禁止でございますが、何人も、野外焼却行為の禁止及びその例外と

なる焼却を行う場合の配慮について規定をいたしております。 

 第18条 施設の整備でございますが、事業者は、事業活動に伴う公害を発生させないよう適

正な施設の整備に努めなければならないと規定をいたしております。 

 第19条 施設の維持管理でございますが、畜舎、鶏舎等の施設の適正管理について規定をい

たしております。 

 ここからは第４章の雑則でございますが。 

 第20条 報告の要請でございますが、町長は良好な環境を侵害する恐れがある者に対し必要

な報告をさせることを規定しております。 

 第21条 勧告及び命令でございますが、本条例に違反した者等に対する勧告または命令につ

いて規定をいたしております。 

 第22条 違反の公表でございますが、前条に基づく命令に従わなかったものに関する事実の

公表について規定をいたしております。 

 第23条 立入調査等でございますが、本条例の施行に必要な施設等の立入調査について規定

をいたしております。 

 第24条 委任でございますが、条例の施行について必要な事項は規則で定めることを規定し

ております。 

 附則 この条例は令和７年１月１日から施行します。 

 ９ページからは条例の施行規則について記載しております。11ページ以降は様式について記

載をいたしております。御覧頂ければと思います。 

 以上で、議案第39号 波佐見町環境保全条例についての説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 お諮りします。 

 ただいま議題となりました議案第39号 波佐見町環境保全条例については、産業厚生委員会
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に付託したいと思いますが御異議ありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって議案第39号は産業厚生委員会に付託します。 

      日程第６ 議案第 38号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第６．議案第38号 令和６年度波佐見町一般会計補正予算（第１号）を議題とします。

本案について内容説明を求めます。 

 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 議案第38号 令和６年度波佐見町一般会計補正予算（第１号）について説明します。歳入歳

出予算の補正ですが、歳入歳出それぞれに１億3,600万円を追加し、総額を96億5,600万円とす

るものです。債務負担行為の補正については第２表によります。今回の補正は物価等高騰対策

支援としての特定生活給付金や定額減税給付金の追加に加え、自治体ＤＸ推進事業関連経費な

どについて所要額を計上しております。 

 それでは４ページをお願いします。第２表 債務負担行為の補正ですが、消防分団ＩＰ無線

機回線使用料について追加しており期間及び限度額は記載のとおりです。 

 次に７ページをお願いします。歳入について説明をいたします。１款，町民税については、

定額減税の実施により個人住民税が減収となりますので5,134万4,000円を減額しております。 

 ８ページをお願いします。９款，地方特例交付金には１款，町民税の減収補填特例交付金と

して、5,580万円を追加計上しております。 

 ９ページをお願いします。14款，２項，１目．総務費国庫補助金には、特定生活支援給付金

と、定額減税補足給付金の財源となる物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金１億3,049万

1,000円を追加計上いたしております。 

 次の２目．民生費国庫補助金は、児童手当制度改正に伴うシステム改修に対する補助金とし

て169万6,000円を追加計上しております。 

 次に歳出に移りますが、こちらは各担当課から説明をいたします。まずは税務財政課所管分

から説明をいたします。 

12ページをお願いします。２款，１項，20目．定額減税補足給付費。１億170万円の追加補正

でございます。定額減税は令和６年度の所得税と個人住民税が控除されます。しかし令和６年

度の税額から定額減税額可能額を控除し切れない方については、定額減税補足給付金を支給す

ることとなりますので、その給付金とそれに係る経費について追加計上しております。 

 税務財政課からは以上でございます。 
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○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 それでは総務課関係について御説明します。16ページをお願いいたします。 

 ９款，１項，２目．非常備消防費については消防団の経費でございますが、今回消防団のＩ

Ｐ無線機について当初予算では購入としておりましたが、参考見積り書を聴取したところ、使

用料に通信費及び機器代が含まれる、いわゆる定額プランで各事業者が見積りを出しました。

したがいまして５年間の総額がこの場合有利でございますので、17節．備品購入費を全額減額

し、４ページの債務負担行為に組替えるものでございます。 

なお11節．役務費は既存機器の撤去費と新規設置の費用。13節は新旧切替えで不足する使用

料となります。 

 以上で総務課関係の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 続きまして企画情報課所管の補正の主なものについて御説明いたします。12ページをお願い

いたします。２款，１項，13目．電算管理費のうち、12節．委託料でシステム改修委託料528万

7,000円の増額については、先ほど歳入でもありましたように重点支援地方創生臨時交付金に係

るシステム改修など３件分を計上しております。 

 次に同じページで14目．地域情報化管理費のうち８節．旅費に関しては、役場の窓口改革や

ＤＸ推進について先進地視察などのための110万2,000円を計上しております。 

 また２つ下の12節．地域住民向けデジタル研修業務委託料については、町民向けのＤＸの推

進として、まず興味を持っていただくために、小学生から大人まで幅広い町民の皆さんを対象

に生成ＡＩやクリエイティブ講座としてＬＩＮＥＢＯＴ、３ＤＣＧ、デジタルデザインなどの

メニューの講座を開催するために330万円を計上しているものです。以上で企画情報課関連の説

明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 それでは住民福祉課所管に関して御説明をいたします。14ページをお願いいたします。 

３款，１項，６目．生活支援給付費事業で、今回も価格や物価高騰等に対しての生活支援事

業でございまして、2,520万円を増額しております。主なものは18節．負担金、補助及び交付金

2,500万円でございますが、令和６年度に新たに住民税非課税世帯及び住民税均等割課税世帯が

対象になります。 

まず世帯につきましては10万円掛ける200世帯で2,000万円。子供加算としまして１人５万円

の100人で500万円。合計して2,500万円になります。以上で住民福祉課所管の説明を終わりま

す。 
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○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 以上で令和６年度波佐見町一般会計補正予算（第１号）の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ６番 岡村達馬議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 12ページ。２款，１項，１目．この253万円の増額の件ですけども、これは新たに何か緊急に

雇用する必要が生じたのかというのが１点と、それと当初の見積りには入れることができなか

ったのか。２点をお尋ねします。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 12ページの２款，１項，１目の件でございますね。今回253万円を追加しておりますが、総務

課の職員が１名、６月末で退職をいたします。したがいましてその職員のかわりとして会計年

度任用職員を雇用することになったため所要額を計上するものでございます。以上でございま

す。 

○議長（百武辰美君） ８番 城後議員。 

○８番（城後光君） 

 同じく12ページの歳出で２款，総務費１項，総務管理費14目．地域情報化管理費で先ほど12

節．委託料330万円地域住民向けデジタル研修業務委託料ということで説明がありましたけれど

も、具体的にちょっと生成ＡＩからいろんな講座を検討しているということだったのですけど

も、例えばどんな講座をどういう事業者さんに委託する予定なのか。分かる範疇でちょっとも

う少し詳しくお伝えください。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 12ページ。14目．12節．地域住民向けデジタル研修業務委託料については、事業所について

はまだ今からこれからの選定ということになりますけども、まず町民のＤＸに関しては役場の

庁舎内ではいろんなかたちでデジタル化だったり、意識改革だったりとかいう部分を進めてま

いっておりますけども、前にも議会のほうでも質問がありましたように町民の皆さんにも、や

はりこういうデジタルとかＤＸの部分に触れていただきたいという思いから今回企画したもの

でございます。 

 まず対象としましては例えば、もう小学生から大人まで一つの会場に集まっていただいてク

リエイティブの講座としましてはＬＩＮＥｂｏｔを使って、例えばＬＩＮＥ上で行う発言に対
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して自動的に返事をつくるシステムをちょっと自分たちで遊びながらつくってみるとかです

ね。あとまたは３ＤＣＧについては２次元ではなく３次元の空間でのデジタルグラフィックを

つくる。そういった画像とか動画をつくって楽しんで頂くというような。そういった楽しみな

がらデジタルとかの部分に触れていただくような機会を皆さんに、体験してもらうというとこ

ろが一番大きなものとなっております。 

 また時期等についてもまだなかなか、これからちょっと調整ということになりますけども、

できるだけ多くの皆さんに集まっていただけるような工夫というのはしないといけないという

ように思っております。 

 以上のような状況でございます。 

○議長（百武辰美君） ８番 城後議員。 

○８番（城後光君） 

 御説明頂いたかたちをお伺いすると、これからそういうＡＩとか３Ｄとかそういうのに興味

を持たれる方が対象になるのかなと思うのですけど。具体的に例えば事業者さんで、こういう

業務の用途で使いたいので、そういうのができませんかという相談とかそういうのとはちょっ

と違って、要するに入り口としてそういうのを使っていただく方向けに広く一般町民向けに企

画するという趣旨でよろしいのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 おっしゃるとおりまず今回については、まず入り口の部分だと考えております。またいろい

ろなそのレベルに合わせたメニューもこれから検討はできると思いますので、例えばもう既に

事業者等でこういったレベルでやられているというところにプラスアルファの学びをというと

ころはまだこれから研究していければというように考えております。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 14ページ。３款，１項，６目．18節．特定生活支援給付金でございますけども、これらの内

容は大体分かりましたが、この給付の流れですね。例えば対象者の抽出から最終的に振り込み

入金されるまで、この流れについて御説明をお願いします。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 14ページの３款，１項，６目．生活支援給付費のシステム改修からその給付までの流れにつ

いてという状況でございますが、今後システム改修を行いましてその名簿抽出等を行います。 

現在５年度の事業の繰越事業も行っておりまして、それが均等割課税世帯の給付で６月末が

提出期限になっております。その重複等も避けるため今回上げている補正につきましては７月

に発送予定と致しております。発送してそれで申請を受け付けて、それぞれ随時給付という流
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れになっております。提出期限については11月末という状況で、この給付金についてはその流

れで進めていきたいというように思っております。 

あと今回その６年度新たに非課税世帯並びに均等割課税世帯と申請を受け付けて、そのあと

に申請を受け付けた状況の中で子供さん18歳以下の方の分について、まずその10万円の申請を

受け付けて、その後に第２段階で子供加算というかたちの２段階で振り込むような状況で事業

を進めてまいりたいというように思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 確認ですけど今回予算化されたのは７月に発送をされて、入金等は11月とそういうことでご

ざいますかね。11月になるということですか。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 まず抽出をして、それで該当者の方に発送を７月に行います。そのあとにずっと申請を随時

受け付けております。受け付けたらその都度、振り込みを開始するという流れになっておりま

す。以上です。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 早く提出された方には、それに応じて早めに給付をされると、そういうことでございます

ね。やはり１日も早い給付を望んでおられるかと思いますので、そのあたりはひとつスピード

アップということでお願いしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 そのあたりの手続については迅速に進めてまいりたいというように思っております。以上で

す。 

○議長（百武辰美君） ８番 城後議員。 

○８番（城後光君） 

 予算書15ページをお願いします。８款，土木費５項，住宅費１目．住宅管理費21節．補償、

補填及び賠償金。町営住宅損害賠償金５万7,000円ですけども、恐らくこれ専決処分報告書にあ

る町営住宅の建物の起点が駐車車両に落下し車両が破損した件だと思いますけども、まずこの

内容をちょっと説明していただきたいのと、今後こういう例えばその町が管理する建物が何か

しらのかたちで損害を与える可能性があるものというのは十分対策ができているのかというの

をお願いします。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 
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○建設課長（本山征一郎君） 

 15ページ。８款，５項，１目．21節．補償、補填及び賠償金。この町営住宅損害賠償金の内

容でございますけれども、先ほどまずお話がありましたとおり、今期において報告事項として

あげているものの案件でございます。 

これの内容につきましては４月10日に発生した案件でございますが、町営住宅集会所の軒天

の一部が剥落、剥がれ落ちまして、そしてそこの付近に駐車されておりました入居者の車両

に、その剥落した一部が接触しましてその車両を傷つけたという案件でございます。これにつ

きましては既に、専決処分の規定に基づきまして５月８日に、もう示談を終了しまして、その

手続を完了して行ったというとこでございます。 

今後におきましてですが、一応これにこういった事象については都度対応することになると

いうように考えておりますが、現状におきましては建物の目視検査。こういったものは毎年行

っておりますし、今回の件につきましても長寿命化計画を立てる際に確認をしていたのです

が、そこまでちょっと見抜けなかったというところです。その後、見抜けなかったというとこ

ろがちょっとありましたが、今このあたりについては今後もしっかりと確認をしてまいりたい

と思っているところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） ７番 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 先ほどの件なのですが、今回の事故では剥がれ落ちて、もう車のほうに損害を与えて５万

7,000円程度の損害だったのですが、もし子供たちとか人にけがさせた場合とか、大きな事故に

なれば死亡事故になったと、そういうようなケースも考えられますが、そのような対策といい

ますか保険の対応とか。そういったものはどのように考えられているのかお伺いします。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 今後の事故の対応ということでございますが、この件につきまして保険は全国町村会の総合

賠償保険を適用しております。この範囲内に基づいて当然補償すべきかと思いますが、今後の

建物についてということでありますけどもこれは住宅に限ったことではなくて、全般的なこと

でも言えることですが、基本的にはこの保険がございますので、できる限りその保険で今後対

応していくということになると思います。以上です。 

○議長（百武辰美君） 11番 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 12ページの定額減税補足給付金に関してちょっと質問をしたいと思いますけども、非常にこ

れは今、去年はなくて今年から始まりますけど、メディアによれば事務管理が本当に複雑怪奇

で、手間がかかるというふうに一般に言われていますけれども。これをデジタル――マイナン

バーを使ってやるのか、紙ベースでやるのかということはどういう方針で今度やられています
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か。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 定額減税につきましてはいろいろとニュースのほうでも取上げられておりますけども、まず

減税する税の種目が所得税と住民税ということになっております。住民税につきましては、前

年度の所得に応じて課税をいたしますので既に住民税は、６年度はいくらですよというのが決

まっておりますので、そちらのほうから１万円を減額いたします。 

 煩雑になるのは国税である所得税のほうでございまして、所得税が６年度の収入に課せられ

るものでございますので、給与を支払われる給与担当者、支払われる会社の担当者の方が源泉

をいたしますけども、その源泉のうちから３万円に到達するまで。あるいは扶養親族等がいら

っしゃいましたらその扶養親族者分にかける３万円でございますので、その控除の限度額に達

するまでの期間減税をされていくということになって、煩雑だということでテレビのほうでも

大分あっているようでございます。 

そこをどうやって乗り切るかは、ちょっと我々のほうでは分かりかねるというところでござ

いますので、国といいますか税務署と事業所とのやりとりで解決されていくのではないかと思

っております。以上でございます。 

 もちろんマイナンバーについては使用をしているところでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 11番 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 今の説明はマイナンバーを使ってデジタルでやるのかどうかということと、紙ベースでやる

のかということを聞いているわけですよ。どっちが得なのか。両方兼用してやるのかどっちで

すか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 給与支払いのほうは我々のほうではやっておりませんので、もちろんマイナンバーを活用し

て税務税の情報は行っておりますので活用はされます。給与を支払える、それから控除される

のはあくまでも事業所でございますので、その事業所が紙ベースでやられるのか、それともデ

ジタルでやられるのかというところはこちらのほうとしては承知していないところということ

で御了解頂きたいと思います。以上です。 

○議長（百武辰美君） 11番 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 では、自治体ではマイナンバーカードを使うということはあり得ないということですね、波

佐見町はどうなのですか。それとも一つは、昨年はなかったのですから、これが増えるわけで

すよね。附帯経費とかなんかで事務作業が増えるわけでしょ。増かえないのですか、増えるの
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でしょ実際は。と思いますけど、その対処の仕方をして今の人員でできるのかどうかというこ

とと、会計年度の職員さんを雇ってするかどうかを聞きたいのですよね。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 それでは給付のほうで申し上げたいと思いますけども、給付のほうについては税務の税の情

報につきましてはマイナンバーカードでつながっておりますので、デジタルのほうで全てやり

とりをいたします。ですので、もし給付に至るという方がいらっしゃる分であれば、マイナン

バーカードから紐づけておりますのでその税情報に基づいて引ききる前といいますか。 

まず予定給付というのがあるのですけども、予定給付でやっていくというふうになります。

減税のほうにつきましては、私ども税務課のほうではちょっと承知しておりませんので、総務

課のほうが給与のほうの支給をしておりますので、その支給のやり方については説明をしてい

ただきたいと思います。以上です。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 減税の部分について１事業者として、役場の対応をお知らせいたします。先ほど税務財政課

長が言ったとおり給与から天引きをしておりますので、６月においては住民税のほうがゼロと

なります。所得税のほうはそれぞれの給与に介して、税率において今から減税をされるという

ことになります。 

 既に役場のほうはシステム改修が終わっておりまして、６月の給与から対応が可能というこ

とになります。大変な事務となりますが一人一人、扶養親族等を確認しながら丁寧にやってい

こうということになります。 

給与担当とすれば、どの企業さんも一緒でしょうが大変な事務となります。国から手数料等

は来ませんが、これは事業者として国の制度に応じてするべきというようになっておりますの

で、正確かつ丁寧に対応していきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 

 ほかに質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第38号 令和６年度波佐見町一般会計補正予算（第１号）を採決します。 
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本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、議案第38号は原案のとおり可決されました。 

      日程第７ 議案第 53号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第７．議案第53号 財産の取得についてを議題とします。本案について内容説明を求め

ます。 

 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 議案第53号 財産の取得について御説明申し上げます。別紙のとおり財産を取得するため地

方自治法第96条第１項第８号の規定により議会の議決を求めるものです。 

 次のページをお願いします。財産の種類については、学校給食センター立体浸漬槽、食器洗

浄機及び食器自動供給装置で、数量は立体浸漬槽、食器洗浄機、食器自動供給装置を各１台ず

つとなっております。取得予定金額は2,651万円としています。取得予定年月日は令和６年９月

30日限りとなります。 

 契約の相手方は諫早市栄田町22番地50号、株式会社 長崎日調 代表取締役社長萩原悟です。 

 次のページをお願いします。入札結果についてですが、一般競争入札による入札で１社より

参加資格申請書の提出がなされ入札を行った結果、株式会社 長崎日調が落札したものです。な

お概要につきましては、担当の教育委員会から説明がございます。 

○議長（百武辰美君） 朝長給食センター所長。 

○給食センター所長（朝長哲也君） 

 給食センター所長でございます。すいません５ページを御覧頂きたいと思います。参考資料

２でございます。いわゆる食器洗浄機でございまして今回更新を予定しているものでございま

す。給食センターの平成12年にできまして、それからずっと稼働を続けているわけでございま

すけども、この機械につきましても昨年一度ちょっと不具合が生じまして、一度止まったこと

がございます。ですので、今年度予算をとってこういった更新業務を行っているところでござ

います。 

３つの部分に分かれておりまして、まず黄色の部分。立体浸漬槽ここは教室からかごに入れ

た食器がやってまいりますけども、そこに漬けまして、あらかたの残菜を取り除く機械でござ

います。次に食器自動供給装置、赤い部分ですけども、こちらで食器を一つ一つ並べまして、

青い部分食器洗浄機に掛けまして食器がきれいに洗浄できるという機械でございます。 

今回これは夏休み中に終わらせて設置をしたいということで今業者と打合せを行いたいと思

っておりますので、御審議のほどよろしくお願いしたいと思います。 
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以上で議案第53号 財産の取得についての説明を終わりたいと思います。御審議のほどよろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ６番 岡村達馬議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 いわゆる2,600万円の機種において１社の入札ということになっておりますけど、まず指名は

何社されたのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 指名競争入札ではございませんので一般競争入札ですので、申込みがあった業者から入札し

ていただくということになります。以上です。 

○議長（百武辰美君）６番 岡村達馬議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 どうも失礼しました。ちょっと聞き間違えました。 

それでいずれにしてもシステム上、今の機械もしくはそういった機種を使っていて、どうし

てもそこの会社でなければ同等の、もしくは同じ機種を使ってないのだという問題であれば理

解できるのですけども、何となく不透明さを感じる場合もあるわけですね。 

 ですので、そういった場合の、例えばこういった大きな額になってくると、あと１社程度の

入札がとれるような方式等は今後考えられないものなのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 入札といいますか、契約するために入札していただくのですけども、その方式といたしまし

ては、一般競争入札と指名競争入札、それから随意契約という三つの種類がございますけど

も、こういった機種をたくさん扱っている業者が、県内など周辺に数社あれば、そこを指名し

て指名競争入札でやることができます。ただし2,000万円以上の物品ですので、それなりの会社

の数がいるということになります。 

そういったことでもっと県内、県外を問わず広く業者の方に入札をしていただいていただく

ということで、一般競争入札をやっております。ものを運ぶ距離などというところであれば、

ちょっと入札に来られないような事業者もあるのではないかと思っておりますので。あともう

１社とか、あと数社というのはちょっと難しいといいますか。何社といいますか、数社来ても

大丈夫なように一般競争入札でやっておりますので、たまたま今回は１社だったということで

ございます。 

 以前給食センターの備品等の購入に関しましては、２社お見えになったこともございますの
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で、たまたま今回は１社という状態だったということで御理解頂きたいと思います。以上で

す。 

○議長（百武辰美君） 13番 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 １点確認いたしたいと思います。４ページのところのその他のところですけど、こちらに搬

入、据付け等は夏休み期間７月21日～８月22日にすることということで書いてありますが、納

入期限が９月30日までとなっております。大体工事自体はやはり夏休み期間中にしないといけ

ないと思っておりますが、なぜこの納入期限が９月30日なのかということを御説明ください。 

○議長（百武辰美君） 朝長給食センター所長。 

○給食センター所長（朝長哲也君） 

 なぜ納入期限が９月30日までなのかということでございますけども、設置等にはまだまだ不

明瞭なところがございまして、受注生産というところがございます。今回この議会で御承認を

頂いてからの受注生産ということで、そのあとの資機材が入ってくる、入ってこないというの

は、私たちはちょっと分かっておりません。 

そのあたりも考慮しまして９月30日ということで、私たちは夏休み中に設置ということで、

お願いをしますけども業者がこれから発注をされます。その発注先、発注後は私たちにはちょ

っとどうしても分かりませんので、そこを見越したところで９月30日というところでしている

ところでございます。 

○議長（百武辰美君） 13番 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 その件について分かりはしますけど、ここに一応その他のところで明記してあります。それ

ともし８月中に間に合わないとしたら大体納期はあれですけど、工事期間等は大体どのくらい

かかるものか。そこあたりは把握されているのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 朝長給食センター所長。 

○給食センター所長（朝長哲也君） 

 設置につきましてどのくらいというのはちょっと把握をいたしておりませんけども、もしそ

ういった事態になれば食器が洗えないという事態になりますので、紙皿で対応していくことに

なろうかと思っております。 

○議長（百武辰美君） 13番 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

紙皿とかですね、そんな方法もあるのかもしれませんけど、なかなかこう難しい。熱いです

しね。そのときに汁物とかちょっと熱かったりしたら紙皿ではなかなか対応が難しいときもあ

るかもしれませんので、そこあたりは今回議会を通りましたら、もうこの日調さんのほうにち

ゃんとお話しして、１日でも早くこの８月期間内で終わるようにお願いしたいと思いますがい
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かがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 朝長給食センター所長。 

○給食センター所長（朝長哲也君） 

 もちろん私たちもそれを望んでいるところでございます。先ほど熱いものということでござ

いましたけども、なるべく職員の負担軽減のために昨年も一度ありましたけども、皿は紙皿で

対応したと。汁ものはもちろん丼ぶりでしましたけど、後は手洗いになってまいりますので、

相当な時間がかかってくるということで。そういった負担軽減のために皿を紙皿の部分に変え

て対応したというところでございます。 

もちろん、これから御審議して御承認頂けた後には、十分１日でも早く業者と打合せをさせ

ていただきたいと思っております。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 一般競争入札の結果、残念ながら１社応札ということで、この金額で終わっているわけでご

ざいますけども、この種の業者は少ないかとは思うのですが、ほかにこの近辺、県内佐賀県ぐ

らいを含めて、こういうような調理関係を取り扱っている業者というのは把握されているので

すか。 

○議長（百武辰美君） 税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 さっきの答弁でも申しましたけども、以前給食センターの備品の購入。こういった備品を購

入した時は２社お見えになりました。それは県内ですね。 

ですので、県内にもこういった給食センターとか、業務用の食器洗浄機ですか。そういった

ものを使われるところは数社あるとは思っておりますけども、たまたま今回は１社ということ

でございます。 

県外につきましてはお見えになったことがちょっとありませんけども、佐賀県とか福岡県に

おいても給食、学校給食をされているところもありますので、そういった機種を扱っていらっ

しゃる業者さんはいらっしゃると思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

近くにあと１社か２社ぐらいはおられるということであれば、仮に一般競争入札の公告をさ

れて、そしてなかなか１社しか応じないという場合はそちらのほうに連絡とか、そういったこ

とはできないのですか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 どこまでやればいいかなというところがあるのですけども、以前来られたところとか、いう
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ところであれば、ホームページを見ていただけないでしょうかというような紹介はできると思

います。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 今回そういった後の世話と申しますか、後の対応をされたものかということと、やはり一般

競争入札が正当だと思いますので、今後そういうような事態が生じた場合は、なるべくやはり

有利な契約を結ぶためには、そういったことも必要ではないかと思いますので、そのあたりの

こともちょっとあわせて答弁をお願いします。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 法律でも規定されておりますとおり、入札の基本は一般競争入札でございますので、今回は

たまたま１社でしたけども、基本的には入札に参加されている業者の皆さんもですがホームペ

ージのほうでかなり確認をされておるようでございますので、今後も一般こういった備品、物

品等については一般競争入札を用いて、入札を確かにしっかりとやっていきたいと思っており

ます。以上です。 

○議長（百武辰美君） １番 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

先ほどの農機設置期間について夏休み中というところでの答弁がありましたけど、私はちょ

っと認識がおかしいと思います。これは仕様書に夏休み設置と書いてあるのだから、遅れが生

じるかもしれないという説明は、私はおかしいと思いますよ。 

この仕様書で相手方に伝えているわけですから、それで言うと納期期限が９月30日となって

いるのは、これ納期限契約期間と読みかえますと、設置後稼働してから不具合があったりした

場合に設置したからもう知りませんではなくて、責任持って対応してくださいねという意味の

期間ではないかなと思うのですけど違うのですか。 

○議長（百武辰美君） 朝長給食センター所長。 

○給食センター所長（朝長哲也君） 

 申し訳ありません。私の認識不足でございました。今議員のおっしゃるとおりでございま

す。 

○議長（百武辰美君） 

 ほかに質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 
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○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第53号 財産の取得についてを採決します。本案について原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって議案第53号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。御起立お願いいたしま

す。お疲れさまでございました。 

午前 11時 19分 散 会 
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午前 10時 開 会 

○議長（百武辰美君） 

 御起立をお願いいたします。皆さんおはようございます。 

 ただいまから令和６年第２回波佐見町議会定例会第２日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はあらかじめ御手元に配付のとおりです。 

      日程第１ 町政に対する一般質問 

 日程第１．町政に対する一般質問を行います。これから通告に従い、順次発言を許します。 

 13番 尾上和孝議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 皆さんおはようございます。通告に従いまして質問いたします。 

甲辰園グラウンドからやきもの公園一帯の開発について 

 今年の波佐見陶器まつりは、25万人の人出でにぎわいました。 

波佐見陶器まつりは、小さい子供連れの若い家族も多く、休憩するところがないとの声も聞

きます。 

公園の開発は、やきもの公園一帯、ひいては波佐見町の活性化につながると考えます。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）甲辰園グラウンドからやきもの公園までは都市公園として指定されていると思うが、

どこからどこまでの範囲を示すのか。 

 （２）今年、鴻ノ巣公園に新しく遊具が設置され、若い親子連れでにぎわっています。 

 鴻ノ巣公園同様に、駐車場もあり、観光客でも訪れられる公園を甲辰園グラウンドからやき

もの公園までの間に造ることができないか。 

 （３）やきもの公園の親水広場は、農業用水の水路として利用されていると聞くが、水路を

移動もしくは地中に埋めるなどして、陶器まつりや憩いの広場として使える芝生広場へ変更で

きないか。 

 （４）町として遊具を置く公園開発を今後どのように進める考えか。またビジョンはあるの

か。 

 （５）波佐見焼の陶祖 李佑慶の碑を活用した観光開発ができないか。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 皆様おはようございます。13番 尾上和孝議員の御質問についてお答えをいたします。 

甲辰園グラウンドからやきもの公園一帯の開発についてのお尋ねでございます。 

 （１）都市公園としての範囲はというお尋ねでございますが、概略の線になりますが、東側
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は勤労福祉会館や陶芸の館。西側は甲辰園グラウンドを囲む範囲がやきもの公園としての範囲

となります。区域の面積は7.4ヘクタールであります。 

 次に（２）甲辰園グラウンドからやきもの公園までの間に鴻ノ巣公園のような公園はできな

いかとのお尋ねですが、現在本町の公共施設の基本的な考えについては、波佐見町公共施設等

総合管理計画に基づき、施設総量の適正化を念頭に置き、中長期的な視点から計画的な維持管

理を行うこととしており、現有施設の適切な更新や施設の複合化、集約化による総量の圧縮を

基本の考え方としています。 

 特に類似の施設については集約化の検討を進めていくこととしており、現段階において新た

な施設の整備を行うことについては考えてはおりません。 

 （３）やきもの公園内の親水広場を再整備して、芝生広場へ変更できないかとのお尋ねです

が、水遊び広場いわゆる親水広場は、おっしゃるとおり農業用水路としての機能を有しており

ますが、クラフトパークとしての理念のもと焼き物の３大要素である土、水、炎のうちの水に

親しむ役割を担って整備したものであります。 

 このことから水路の部分については変更する予定はありませんが、一方で水路周辺の樹木を

整理するなど工夫次第では一定の空間の確保が見込めるために、その空間を活用した憩いのス

ペースは検討の余地があると考えます。 

 今後とも親しみある公園となりますよう研究をしてまいります。 

 （４）町として遊具を多く公園開発を今後どのように進める考えか。またビジョンはあるの

かとのお尋ねですが、さきの答弁と重複しますが公共施設の整備については、波佐見町公共施

設等総合管理計画を基本として進めてまいりますので、現段階において新規の整備を行う予定

はございません。 

 （５）波佐見焼の陶祖 李佑慶の碑を活用した観光開発についてのお尋ねですが、陶祖 李佑

慶の碑は昭和43年に波佐見焼創業370年記念祭の開催に合わせて建立されました。その後、毎年

陶器まつり期間中の５月１日に李佑慶の遺徳を偲んで陶祖祭がとり行われており、窯業関係団

体や自治会の代表者などが参加しております。 

 観光開発ができないかとのお尋ねですが、現状では町内の観光施設として陶祖碑への誘客に

ついては行っておりません。 

 誘客を検討するにあたり観光客が行ってみたくなるような環境整備やストーリー性、他の観

光施設との関連性や周遊性が必要になってくるものと考えます。今後観光協会や波佐見焼振興

会ガイド協会など、観光施設としての陶祖碑への誘客促進等について意見交換を行った上で、

必要があれば観光地としての活用を検討したいと考えております。 

 以上で壇上からの答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 
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○13番（尾上和孝君） 

分かりました。そしたら再質問をさせていただきます。 

 最初にグラウンドから弓道場、李佑慶忠魂碑を含む広さは大体どのくらいの広さになるので

しょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 先ほど言われた範囲の面積でございますが、約2,000平方メートルでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 一応私も先日もうちょっと見に行ったのですが、結構山にはなっているのですけど、公園が

できないことはないような広さとなっております。今公園といってもあちこち波佐見町以外で

も造ってありますが、波佐見町にはある会社の方で海外にまで庭造りに行かれたり、あとは幼

稚園の遊び場をプロデュースされていたりしている方がいらっしゃいます。 

 そういった方々の知恵も借りながら、ほかのところにはない公園づくりはと考えております

が、いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 この今言われた公園の新しい整備。これにつきましては先ほど町長の答弁でも今ありました

とおり、施設の適正化、管理計画がございますので、それに基づいて行っていくということを

方針として決めておりますので、現段階では予定はございません。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 それでは質問いたします。波佐見町の公園は何か所ぐらいありますか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 公園の数とおっしゃいましたけれども、公園について様々な種類がございますので、建設課

のほうで現在管理をしております公園につきましては、この都市公園やきもの公園と鴻ノ巣公

園の２か所でございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 この都市公園とやきもの公園の２か所ということでございますね。波佐見町でそれでは小さ

い子供たちが遊べる公園というのはどこがあるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 
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 都市公園以外の公園ということでございますと所管もちょっと違うのですが、子供たちが遊

べる公園ということであれば児童遊園というものがございまして、これは５か所ございます。

場所としては。 

あとは各地域にはグラウンドとして、農村公園とか、そういったかたちで整備された公園も

ございますので、それを合わせますと、もう少し各地域の数ぐらいはあるのではないかと思っ

ております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 その児童公園には遊具はあるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 以前はございましたけれども、現在遊具は全て撤去しております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 ということは鴻ノ巣公園に行かないと、大体そういう遊具がほとんどないと考えてよろしい

のでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 そういった大型遊具で遊ぶということであれば、鴻ノ巣公園に行っていただくということに

なると思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 町長、なぜ東地区に公園ができないのですかね。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 東地区に公園ができないということではなくて、波佐見町でトータルに考えた場合について

は、鴻ノ巣公園に子供たちが遊ぶ遊具を備えているという捉え方でよろしいのではないかなと

いうように思いますし、公的整備ばかりでなくて例えば今民間の方で公園を備えた施設を持っ

ていらっしゃいますので、そこ辺りで遊んでいらっしゃる子供さんもいらっしゃいますので、

大きく捉えてほしいというように思っております。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 町長がおっしゃるのも全然分からないことはありません。しかし、やはり東地区のほうから

南地区までの移動となったら、やっぱそれなりにかかります。ちょっと散歩させながら連れて
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いくようなところでもございません。 

ですからやはり東地区、中央地区をちょっとこう含んでいるのですけど、甲辰園辺りにやは

り公園が必要ではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 お話の内容は理解できますけれども、先ほど申しました公園の整理。こういったものにつき

ましては国でも今公共施設の類似している施設の集約化とか。そういったものを行っておりま

すので、現時点ではやはりこの計画に基づいていきますと、お気持ちは分かりますが、この施

設の整備というのは現在のところ考えていないところでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 町としても考えていないというのは分かるのですが、やはり私としてはどうしてもやはり子

供たちが遊べるようなそんなちょっと場所がほしいと思っております。隣接して講堂もあるの

ですけど、場所的にはその横になっております。 

ちょっと今回は公園一帯の開発についてということでちょっと触れさせていただきますけ

ど、その裾野にあたるところに講堂がありますが、その横辺りにでもちょっとした遊具を整備

して子供たちが遊べるような、大体あそこは学校の施設だったですよね。 

 ですから、そんなに広くは要らないと思うのですよ。ちょっと子供たちを連れてくるような

環境ができないのかなと。一つは、以前今の商工会の後ろに公園がありました。そこに遊具も

ありました。今は多分そこの遊具も撤去されてないのではないかなと思うのですけど――あっ

たらすいません。 

 そういったことで、子供たちの遊び場というのがどんどんなくなっていっております。やは

り今から小さい子供たちを育てる上で、そういった伸び伸びとできる環境というのが私は必要

だと思っているのですけど町長いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

おっしゃるとおり子供たちが伸び伸びと遊べるような広場、本当に欲しいところです。ただ

遊具があるから遊ぶという考え方はやめたほうがいいのではないかなと私は思います。 

例えば大きな芝生のＨＩＲＯＰＰＡなんかでも、子供たちは思いっ切り遊びますし、かえっ

ていろいろ想像力が働かせていいのではないかなという感じもしますので、これを町がいろい

ろ御要望にあるように例えば上地区にとか、あるいは東地区や中央地区にというのはどうなの

かなと。 

例えば各地区にございますよね、いろいろな広場が。それに対しては補助事業を設けて芝生

化するなり、いろいろな例えば遊具を設置されるということであれば、そういったものも補助
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事業を対象として考え方はできますが、町として一体的に整備をするというのは一つもう鴻ノ

巣公園という大きな施設を持っておりますので、それ以外に新たに作るということは現状では

考えておりません。 

 ただ、ほかの中でいろんな政策で支援することがあれば、考えていきたいというようには思

っております。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 そう言われまして、やはり講堂の横辺りにちょっとした子供たちが遊べるようなスペース。

遊具を置かなくても、そこをちょっと少し芝生広場にしてもいいじゃないですか。やはりそう

いった施設を私は造っていただきたいと思います。 

それと忠魂碑のところから山を渡ってやきもの公園、ちょっと言ってみれば山の尾根を使っ

たような感じの抜けるルート。こういった感じは考えられませんか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 現段階では考えておりません。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 そこあたりも１回ちょっと考えていただきたいなと思っているところです。あそこ大体全体

を一応公園にしようというお話もありました。ですけど、なかなか難しいことは重々分かって

おりますので、その李佑慶の碑のところからやきもの公園まで抜けるような道を一つ整備され

たら、その李佑慶の碑とかもこう生きてくるのではないかと思いますが、どうでしょう。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

おっしゃるところは十分、何を言わんとするかというのは分かります。 

ただ先ほど町長の答弁にもございましたとおり、その道をつくるためにはある程度のそうい

ったストーリー性、そういったものも重要になってくると思います。どのようなかたちで活用

するか。そういったものを考えていく必要がありますので、現段階ではそういったものが今の

ところは我々のところではないので、考えていないということでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 しかしその道もぜひこう造っていただいて、やきもの公園にいらっしゃった方が、李佑慶の

波佐見陶祖の碑のところまで歩いていけるような、そういったルートも観光として考えられて

もいいのではないかなと思っております。 

 先ほど意見交換会をちょっとしたいと考えていますということでおっしゃいましたが、大体
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いつぐらいに意見交換会。年内にということでお考えなのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 李佑慶の陶祖碑に関しての意見交換会ということでよろしかったですよね。これにつきまし

ては町長も答弁しましたとおり、現在観光施設ということで位置づけは行っておりません。あ

る程度やはり観光客が行きたくなるような場所。そういったところをどのように考えて、そこ

へ誘客を図っていくかということについては、常日頃から観光協会等もあわせて、いろいろと

意見交換を行っているところです。 

こういった議会でのお話があったというようなことについて、今後の李佑慶の陶祖碑につい

て観光施設としての活用が見込めるかどうか。そういったところについてはいろいろと意見交

換をしたいというようには思っておりますが、今のところいつぐらいにそれを行うかというと

ころまでの想定を今はしておりません。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

そう言われましてもぜひとも意見交換会。ここあたりも早々にしていただきたいなと思って

おります。 

 そう言っている私も李佑慶の碑とかそこ辺りに行くのは、年に２回ほどしかありません。ぜ

ひとも町内の私どもそういった感じですから、議員をしている私もそうですから。やはりこう

皆さんもなかなかこう行っていらっしゃらないのかなあという感じがいたしますけど、町長は

年に何回ぐらい行かれますか。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 私も陶祖祭、あと前は慰霊祭がございましたので、そういったときにちょっと参加させてい

ただくということで、年に一、二回という程度かなというふうに思います。先ほど来から観光

施設としての位置づけはないということでございますが、焼き物に関する一つの観光資源とい

う捉え方ですね。そういったことで整備まではしなくても、適正な保全管理は必要ではないか

なというふうに考えております。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

観光資源ということで、ぜひとも活用していただきたいなと思いますが、そこで波佐見焼の

陶祖の李佑慶をもっと知ってもらい身近に感じていただきたいのですが、今学校としてはどう

いった感じで教育されているのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

 



－31－ 

○教育長（森田法幸君） 

 遠足等の校外学習で現地に赴くことはありますが、カリキュラムの中に学習として位置づけ

てはおりません。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 遠足としてということなのですが、これは中学校だけなのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 現状では中学生が歓迎遠足で甲辰園グラウンドに行っているのは毎年恒例ですが、小学校に

おいてどの学校があそこで校外学習を行っているかは今のところ把握をしておりません。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 小学生には教材的には何か使われてということはあるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 先ほど申しましたようにカリキュラム上といいますか、教科書副読本等々の取扱いがもちろ

ん教科書にはありませんけれど、副読本としての部分の活用ができるかもしれませんし、李佑

慶という名前につきましては、波佐見町の子供であればということの期待は持ちたいと思って

おります。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 ぜひとも小さいときから李佑慶という名前を耳に入れて、覚えていただくようなそういった

学校での御指導のほうもしていただきたいなと思います。 

 それでは、やきもの公園に移りたいと思います。親水広場、これ何かいろいろ呼び方がある

みたいなのですけど、ちょっと今回私同僚議員の先輩から親水広場ということでお聞きしてい

たので、親水広場ということで使わせていただきます。 

 この親水広場は大体どのぐらいの広さがあるのでしょうか。大体でいいです。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

今の親水広場とおっしゃって水に親しむということですので、それで十分構わないと思って

います。我々はちょっと水遊び広場というふうなかたちで表現をしておりますが、どちらで

も。水遊び広場ですね。 

 面積でございますが、承知しておりませんので私のほうで今手元の資料でいうと、これが大

体1,980平米ということでございます。 
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○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 その親水広場ですけど、大体年間どのぐらいの人が利用されていると思いますか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 利用者につきましては把握をしておりません。面積の部分ですが、確かに手元の資料ではち

ょっと今、さっき1,980平米となっているのですけれども、これがどこまでのエリアを含んでの

親水広場というようにしてあるのかちょっと分からないので、いわゆるその見た目の部分の水

が通う広さのところ。そこについてはちょっと具体的な数字をちょっと持ち合わせておりませ

んので、そのあたりはすいません。ちょっと不明ということでお願いしたいと思います。以上

です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 私が感じた中では、あそこの公園で人がいたというようなあまり記憶がないのですよね。い

らっしゃったということはあんまりないのですよ。なぜ少ないのでしょう。 

造ったときはどういう思いで造られたと思われますか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 まずなぜ少ないかというところでございますが、なかなかこのあたりも私のこう考えになっ

てしまうので、答えにくいとこもあるのですが。 

恐らくふだんここはもともと答弁にありましたとおり、用水を使った水遊び広場というよう

なっておりますので、水を張った時期がある一定の期間しかないということで、なかなかその

期間であれば、親しむような時間もなかったりするのかなというようなかたちで考えていると

ころです。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 そしたらそこに、どうしたら人が集まるようになると思われますか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 なかなか今の御質問に対しての回答というものを、ここでは持ち合わせておりませんが、水

に親しむその目的で設置をしていて、たくさんの人が来るという、どこまでの分を想定してい

たのかという部分は私も正直過去の資料を見ましたけど、具体的な人数までは承知していない

ところです。 

 ただそのそもそもの目的としては、クラフトパークとしての焼き物の３要素をまず具現化す
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るというようなかたちの中で設置をされて、かつそれに合わせて水遊び広場。住民が親しむと

いうところですね。そういったことを考えられたと思います。 

 あとはこういった最近の状況から言いますと、なかなか屋外に出るということも少なくなっ

てきているので、基本的にその公園がどうこうではないところもあるのかなというように感じ

ているところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 すいません、なかなか難しい質問だったですよね。この親水広場、この水路がありますけ

ど、本当この田植時期の２か月、３か月――３か月もあるのかなぐらいの多分利用だけだと思

うのですよね。何か水に親しむというか水遊びというか、ほとんどもう枯山水のような感じに

なっていまして、思うのですが。 

あそこを皆さん行ったら分かると思いますけど、水路があって結構あの水路広いのですよ

ね。そこに飛び石のような感じで石が置いてあります。あれってなかなかこう歩くにも歩きに

くくて、特に年配の方はそこを渡れない。しかしあそこは溝のような造りですよね。 

あそこを水がないからといって、渡るような感じでは作っていないと思うのですよ。あそこ

に木製でもいいのですが、ちょっとした橋のようなものを設けて、今の時期水が通りますよ

ね。通ったときは下を水が流れると。普通のときはその橋を渡っていけるような、そういった

公園づくりというのができないのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 池の部分のところの飛び石。そこの上のほうにそういったものができないかというようなお

話だと思います。そこにつきましてですが、まだ今日お話を頂いたばかりでございますので、

どのようなことができるかでございますが、基本的には現在のかたちはそのままと考えており

ますが、状況を見ながら少し様子を見ていきたいなというように考えております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 やはり公園というところは若い人も来るし、年配の人もいらっしゃいます。ですからやはり

小さい用水路を渡るとしたら、やはり橋のような感じがあったほうが歩きやすいこともある

し、やはり安全ですよね。そういったところも含めてちょっと今後、考えていただきたいなと

思います。 

 もう本当に皆様御存じのとおり、今植えてある木ですね――木というか。あそこ辺りももう

本当種類もたくさん多くて、あそこを本当少し整備したらもうちょっとすっきりした公園がで

きるのではないのかなと思っております。 

 そこで私がここ辺り座っていいよねと思ったところに椅子がありました。現在椅子は何脚あ
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ると思われますか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 親水広場、水遊び広場周辺の椅子ということでよろしいですか。全体の数まで正直こちらで

把握はしておりませんが、私が記憶していたのは２つほどございまして、そのうちの１つがち

ょっと腐食をしていたので、それは先日そこの座面の部分を撤去したところですね。ですの

で、私が思っているところは今１か所だけです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 そうです。おっしゃるとおり１脚なのですよ。１つはいつぐらいに撤去されましたか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 これは陶器まつり前に、実は職員であの辺りの一斉清掃を行ったときに、その腐食がちょっ

とこう分かったので、これは危険ということで撤去をしたところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 分かりました。事故が起こる前に皆様で対応されたということですね。 

やはり椅子というのはちょっとやはり私は必要ではないかなと思います。せっかく今回ここ

を少し、ツツジあたりを伐採してきれいにしようというお話もあるようですので、ちょっと提

案させてもらってよろしいでしょうか。 

椅子を作るときに考えられるのですけど、普通の椅子を作ってもなかなかこう波佐見らしく

ないという感じが私はいたします。そこで台座の部分だけでもいいですので、台座の部分に陶

片をタイルがわりにして、それをはめたような状態で上から木を置くとか。それとかもう全体

を陶器の陶片でするとか。波佐見らしい陶器を使った、そんな椅子にしていただきたいなと思

いますが、そこあたりの考えはどうでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 椅子の部分ですけども、先ほどまず町長の答弁でもございましたとおり、樹木の整理をする

ことで、そういった空間が生まれて、憩いのスペースでもこう検討できるのではないかという

ことで話があったと思いますが。 

今おっしゃった部分についてはそういったものを考える中で、一体的にちょっと協議、検討

してまいりたいと思っています。以上です。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 
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○13番（尾上和孝君） 

 向かい側にゲートボール場もあります。その方たちの休憩場になるようなこんな感じの広場

になればと私考えております。多分ゲートボールで、グラウンドゴルフじゃないですよね――

多分ゲートボール場と私は思って、ゲートボール場と言わせていただくのですけど――あそこ

もう何も日を除けるところもなく、なさっておられます。ちょっとすぐ横に緑がある公園があ

りますので、そこ辺りでちょっとゆっくりしていただくような。そういったスペースにもして

いただきたいなと思いますので、ぜひとも橋と椅子。こちらの整備をお願いしたいと思います

がいかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 全てこのやりますということをここで言えれば一番いいのでしょうけれども、それを期待さ

れると思うのですが。まずは全体を見て、バランスを整えながら考えていきたいなと思います

ので、そういったかたちで考えていただければと思います。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 期待するなと言われても期待しております。よろしくお願いいたします。 

 波佐見町には子供が遊べる公園が少ないと思います。最後になりますが今ある町の町有地を

生かし、波佐見町の宝である子供たちが伸び伸びと遊べる公園整備をしていただきたいと思い

ますが、今回はなかなかできないということだったのですが、今後10年、20年。そこあたりを

見て考えていただきたいなと思うのですが、町長のお考えをお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 子供たちが伸び伸びと、過ごしやすいまちづくりというのはやはりまちをつくる上で一番大

切なことじゃないかなというように思いますし、町民の皆様の要望がそういうふうに大きく動

くようであれば、考えないこともないわけでありますけれども、やはりどうしても町の規模あ

るいは財政規模等も考慮しながら進めていきたいと思っております。 

 それから建設課長が答弁しにくくしておりましたが、ちょうど私が平成元年ですか。私そこ

のやきもの公園の整備を担当しておりまして、この親水広場の整備も担当しておりました。 

その中ではやはり課長が申しましたとおり、焼き物の３要素をコンセプトにしておりますの

で、その飛び石を橋にというのは私としては果たしてその全てを橋にとかあるいは危険防止の

ために橋をかけるとかいうのはどうなのかなと。 

ある程度やはり公園としての景観なり、あるいは全てを手助けするようなことではなくて、

アドベンチャー的な要素も公園の中にはあってもいいのかな。ただ危険防止はしなくてはいけ

ませんが。なので、そのあたりを考慮しながら全体的な整備を今後十分に考えて維持管理に努
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めてまいりたいというように思っております。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 すいません。私飛び石を撤去してくれという気持ちで言っているわけではありません。飛び

石は飛び石で、その横にちょっとした木製の橋を作っていただけないかなということで言いま

した。そこはすいません。お間違いのないようにお願いいたします。 

以上で終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、13番 尾上和孝議員の質問を終わります。 

しばらく休憩をいたします。10時55分より再開をいたします。 

午前10時40分 休憩 

午前10時55分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

次は、６番 岡村達馬議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 おはようございます。お疲れさまです。通告に従い一般質問を行います。 

１．町道地内の民有地対策について 

 町道地内の民有地問題については、令和４年３月定例会による一般質問において、２年後と

なる令和６年４月１日付の相続義務化にあわせた対応と対策を求めました。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）町道だけで約2,800筆、面積で29万5,000平米あり、可能な範囲で進めるとの答弁であ

ったが、その後の対応はどのようにされ、また現在までの進捗状況はどの程度か。 

 （２）この業務を行う担当部署はどこか。 

 （３）現在の所有者相続登記にも大きな影響を与えることもある。もう猶予はありません。

早急に動くべきだと思いますがどうか。 

２．農業振興について 

 農業の多様化にある中、農家の収入のほとんどが稲作によるものであると言われておりま

す。 

米作りは本町農業の根幹であると考えますけども、稲作への支援、対策が後退しているよう

に思います。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）全国的に米農家の数が劇的に減少しているが、本町の動向はどうか。 

 （２）今後の後継者問題や高齢化による稲作への人材確保をどのように図っていくのか。 
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 （３）長期間にわたる米価の下落も著しく、それに代わる農業の収益を図る対策はどうして

いるのか。 

 以上、壇上からの質問を終わり、詳細については発言席より行います。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 ６番 岡村達馬議員の御質問についてお答えをいたします。 

 １．町道地内の民有地対策についてということで、（１）令和４年３月定例会での一般質問

後の対応と、現在までの進捗状況についてのお尋ねですが、まず町道地内の民有地問題と相続

登記の義務化については、それぞれ独立した問題であることを御承知おき頂きたいと思いま

す。と申しますのも、町道地内の民有地問題は土地の所有者や管理に関わる問題であり、相続

登記の義務化は、相続が発生した不動産の法的な手続を確実に行うためのものでありますの

で、考慮すべき案件もあろうかと思いますが、そのあたりについては御留意頂きますようよろ

しくお願いをいたします。 

 さて、前回答弁後のこれまでの進捗ということですが、対象となる筆いわゆる地番とその路

線について、どのような状況なのかを確認する作業が必要と考えており、具体的に申しますと

路線によって境界と路線に乖離があるものとないものでは、作業量が異なるため、それらの仕

分を行うことを実施したいと考えているところで、その手法についての検討にとどまっている

のが現状であります。 

 前回答弁でも申し上げましたとおり、その量は膨大なものでありますので、当年度事業の対

応を確実に行いながら、新たな未登記案件の発生がないように努めております。 

 一方で個別に生じた案件については、その都度対応しているところであります。 

 （２）この業務を行う担当部署はどこかとのお尋ねですが、基本的に行政財産の場合は、そ

れぞれの所管課が対応するため町道の場合は建設課が担当部署となります。 

 （３）所有者相続登記にも大きな影響を与える。早急に動くべきだと思うがどうかとのお尋

ねですが、議員も御承知のとおり、この問題は古い案件が多く、当時の状況を知る職員もおり

ませんので、そのあたりの実情の把握にかなりの時間を要すると思われます。 

また件数も多く一度にこれらの業務を行うことは、多大な費用と時間を要します。これらの

状況を鑑みますと、前回の答弁では可能な範囲で特定作業を進めていくと申し上げておりまし

たが、やはりそのようなかたちでしか対応できないものと考えますので、まずは現状の把握を

行い、路線の規模やその難易度を確認しながら、申出による個別案件は引き続きその都度対応

してまいります。 

 なお繰り返しになりますが、町有地内の民有地問題は町道の未登記に関わるものであり、相

続登記の義務化とは別問題でありますので、道義的な意味合いとはならないことを申し添えた

いと思います。 
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２．農業振興について 

 農業の多様化にある、農家の収入のほとんどが稲作であると言われているというようなこと

で、稲作への支援対策が後退しているように思うということで、（１）全国的に米農家の数が

劇的に減少しているが本町ではどうかとのお尋ねですが、本町についても全国的な傾向と同様

に減少をしています。数字的に言えば、農林業センサスの水稲経営体数によりますと2010年に

451経営体・2020年に358経営体となり、93経営体の減少となっております。 

 今後の稲作への人材確保などをどのように図っていくのかとのお尋ねですが、町としまして

は、作の維持や高齢化に対応できるようにスマート農業の推進による労力軽減、省力化や法人

組織との連携を図り継続的な地域農業の維持に向けて努めます。 

 人材確保としては、県やＪＡなどの関係機関との連携や情報共有を図り、後継者の確保に努

めてきたところです。今後についても状況に応じた支援を行い、就農しやすい環境整備を考え

ております。 

 また兼業農家についても、退職後等に規模拡大など本格的に農業が営めるように支援し、地

域農業の維持に努めていただきたいと思っております。 

いずれにしましても、今後の農業振興については、高齢化による農業人口の減少により、そ

の担い手が大幅に不足することから、これまでの取組に加え移住者とのマッチングや企業参入

など多彩なルートからの新規参入者を含め多様な担い手の確保を図ることが必要だと考えてお

ります。 

 （３）米価下落に対応して農業の収益を図る対策をどうしているのかとのお尋ねですが、米

価の下落については消費量に対しての生産過剰が原因であり、消費拡大に向けて米飯給食の実

施や米を使用した加工品への転換、海外への輸出、生産量の調整においては飼料作物とへの転

換など国をあげて行われており、町においても同様に需要に応じた対応をしているところで

す。 

 そもそも少子化により人口が減少していることから、消費自体も減少が続いているのが現状

です。農業の収益を図る対策としては、水田のフル活用による裏作の実施や、キャベツ、ブロ

ッコリーなどの露地野菜や施設園芸などの高収益作物への転換を推進しています。また農家の

収益を図るため、有機農業の支援による肥料軽減など経費の節減を図っています。 

さらには耕作環境の改善を目指し、町の単独事業である小規模農林業事業では各種の補助を

実施しており、維持管理の省力化を目指し畦畔コンクリートセンチピードグラスの補助も拡充

して支援をしております。以上で壇上からの答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 今回この質問については、２年前の令和４年３月定例会に質問をしたところでありますけれ

ども、そのときに本年４月の法制化に向けての一定の対策や、対応についての答弁を頂いてお
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ります。 

しかし、その時点においては法整備化が明確には示されていない部分も多くありましたけど

も、本年４月、民法等の一部改正する法律。相続等により所属した土地所有権の国庫への帰属

に関する法律の法整備化がなされたのを受け、相続登記の申請義務化や住所等の登記変更の申

請義務化など不動産登記債制度の見直しがなされております。 

それに先立ち昨年４月１日は財産管理制度の見直し、共有制度の見直し、相続制度の見直し

などが施行され、同年４月27日には土地を手放すための相続登記、国庫帰属制度などの創設が

なされ大きく変わっております。 

 そこで前回の一般質問での回答を頂けなかったことだとことや、その後の進捗状況について

お伺いをしたいと思います。 

さきにもお伺いしましたけれども、今なお個人が有する土地が300路線を超える町道地内にあ

る土地が多くあり、相続時においても今なおそのまま個人名義で受け継がれております。例え

ば個人所有の畑や箍（たが）ですね。町道になっているところを多く見ることができます。 

前回の質問においてはっきりしたことですけれども、町としても大まかに認識をされている

ようで、そういった箇所は固定資産税、明細書明細書等に公衆用道路と記載はされておりま

す。国土交通省が毎年まとめている土地白書によると、日本国内の登記簿上の土地のうち所有

者不明土地は約20％。九州の面積の367万ヘクタールを上回り、約410万ヘクタールに達し、北

海道面積の780万ヘクタールに迫ることが危惧され、それを受けて本年４月には相続登記義務化

が始まりました。また相続登記を放置することに対しての過料も課されることになりました。 

これは何も個人だけ課されているものではなくて、法人や官公庁も一緒になって対応する必

要があります。町長もさきの答弁でも所有者不明土地が発生しないよう可能な範囲で移管する

ように努めてまいりますと言われております。 

また事実関係の書類や記録が残っていない場合の手続の方法や、登記費用等を誰が負担する

か等の問題もあり、問題解決のための調査・研修・研究もしたいと言われました。どのような

調査研究が行われ結果を見いだすことができたのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 問題解決のための調査研究。この中身ですけれども、まずこれがどのような手法で行えば合

理的に早く進むのか。効率的な方法、手法はどのようなものがあるのか。こういったことを検

討するというところが今回の調査研究のところでございました。 

属人の調査――いわゆるその土地の所有者のところから攻めるべきなのか。あるいはもうそ

の土地の続地による調査を行うべきなのか。あるいは路線ごとに調査をかけていくのか。そう

いったところを課内でも協議をいたしました。しかしながらいずれにしても簡単にいく内容で

はございませんでしたので、結果的に具体的にどのような方法でいくのかというものは、正直
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なところ決まりませんでした。 

 ただその答弁で申し上げたとおり、難易度の整理がまずできないか。こういったことも考え

ていく必要あるということを思っておりますので、それについてはきっちり進めていきたいな

と思っているところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 そういったことを踏まえて２年前にいわゆる２年間の猶予を与えたというか、２年間の時間

をお願いしたのですけども、実際この今回の民法等の改正により相続登記がやはり多少増えて

いるというように思っております。いわゆる町としても公共用地の所有権が誰にあるのかを明

確にし、しかも早急に対応をする必要が生じてきておりますと２年前に申し上げておりまし

た。 

いわゆるその背景としましては、これまでの相続登記は義務でなく、申請しなくても当面困

ることや不利益を被ることはなく放置されがちでした。その結果、相続人が増え続けること

で、相続登記ができなくなり所有者不明土地が増える要因ともなっております。 

 またその一因に自治体が状況を把握しているにもかかわらず積極的に公有地にしてこなかっ

たこともあげられます。もちろんこれまで分かった時点で、寄附行為等をしていただくことが

必要ですが公有地とされていないことも、多々あります。 

 これまでの対応への反省と今後２年後、今からですけれども、その対応はどのようなことが

考えられるでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 これまでの対応への反省と今後の対策は。ということでございますが、これまでの対応の反

省という部分につきましては当然、先ほどの岡村議員の話にもありましたけれども、その都度

これまでやってこられなかったものが原因だと思っております。 

 ですので我々としましては、現在当年度で発生したものについては、確実に整備を行ってい

くということはやっていきたいと思っておりますし、当然今の工事の手法から申しますと改良

工事については分筆登記を行った後に工事をしますので近年の、平成に入ってからの工事につ

いてはある程度整理ができていると思っております。 

ですので、過去の分については当時戻ってしてください。やりましょうと言えないのですけ

れども、現状においてはそのあたりの反省を踏まえて、このようなかたちで対応しているとい

うところでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 以前にも使用しました長崎新聞の令和３年12月３日の長崎市議会において、40年以上前から
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私道敷地内に民有地が含まれていることに対し、当時の副市長が市側の落ち度を認め審査いた

しましたという記事です。当該土地は固定資産税非課税にはなっているものの、登記上の名義

人からは土地の買取りを止められていますというようになっております。 

 長崎市の土木部総務課にお尋ねをいたしました。この件については明らかになった時点で取

組を行い、既に登記を済ませましたということでした。また市としては受け身の体制ではな

く、個人所有地としての判断できたものについては寄附の申込み、あるいは申込み依頼があっ

たものについては速やかに市側への所有権移転対応できるよう体制を整えているということで

もありました。また長崎市議会から職務怠慢との発言もあり、重要案件として作業を進めてお

りますと。いうことでした。 

 本町も約2,800件、29万5,000平米ほどあると前回答弁を頂きました。ここまで及ぶともう危

機管理の範疇に入っているものというように思います。当時の太田建設課長補佐からは、町道

など管理している土地にどの程度個人所有が存在するかは、多大な事務量と時間を要するが可

能な範囲で特定を進めていきたいと。ある意味積極的な発言を頂いております。 

 本来ですと、前回発言を頂きました太田課長補佐からの答弁を頂きたかったのですけども、

これまでの２年間の実績をお尋ねしたいと思います。いわゆる登記の問題が解決して、登記移

管ができた件数はいくらあるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 これまで対応した件数ということでございますけれども、これまでの対応としては、都度に

対応した件数が１件。そしてこれまでの懸案事項であった件数１件、合計２件でございます。

以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 いわゆるこうした関係者への周知はどのようにして行われていますか。お尋ねします。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 関係者への周知というところいうことでございますが、今回のその洗い出しといいますか、

全体の全容がまだうちのほうでは承知できておりませんので、全ての把握ができていないため

現状のところではまだ行っていないところでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

そうすれば、いわゆる前回答弁にありました2,800件のうち完了しているのが１件というよう

に捉えていいですか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 
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○建設課長（本山征一郎君） 

件数につきましては先ほど申しました２件でございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 ２件ですか。分かりました。別に2,800件を一遍にしろとは、一度にする必要もありませんけ

ども課税等で道路や公有地と明記されております、いわゆる現権所有者の生存の方からお尋ね

をし、あるいはお知らせをし、一刻も早く対応すべきだと思いますけれども、いかがでしょう

か。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 その筆が確定していて、そういうようなかたちで話をするならば、おっしゃる案件はそのよ

うなかたちが早いのだろうと思っております。しかしながら現状においてはそういうふうな所

有者の洗い出し、この下準備にも相当の時間かかるということで、前回の答弁でも申し上げて

おり現状も今そのようなかたちで進めているところでございます。 

限られた職員の数での対応となりますので、より合理的な方法で進めることできないかとい

う、そういった研究をしながらその他の整理を行い、進めていく必要があると考えております

ので、さきに述べたとおりその現状においては、その都度対応していくと。 

 先ほど長崎市の例を出されましたけれども、寄附の依頼があったものは速やかに対応。これ

につきましては、そういった申出があれば速やかに対応する体制は整えております。以上で

す。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 例えば町道の１級、２級全てに同時に取りかかれというわけではなくて、いわゆる１級町道

の道路台帳の１番のほうから、そういったところから取り組んでもいいのではないかと思って

おります。 

 このことは町有地にしっかりなされていないといろんな問題が発生します。手の内を見せる

ことになりますから、あまり詳細には申しませんけれども、団体や個人においてもこうした土

地に目をつける。いろんなある意味良からぬ柘植を行い移転登記に大きな支障が出てきたこと

も報告をされております。ぜひ早急な、今回の法令改正がいい機会となりますので対応をお願

いしたいというように思います。いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

先ほどの答弁、町長の答弁でもありましたとおり、先ほどから私も申し上げているとおりま

ずは新しい、その都度現状の分については確実に行っていくことを心がけて、かつそういった
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それ以外の分についても分かる部分からやっていければと思っておりますが、なかなか厳しい

ものもございますので、そのあたりは全体で調整をしながら進めていきたいと考えておりま

す。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 いわゆる相続の登記はこれまで関係者の裁量に任されておりましたけども、今年の４月以

降、相続の回収を知り、かつ所有権を取得したと知った日から３年以内あるいは遺産分割協議

が２年後にまとめに集まった場合でも、その日から３年以内にしなければ過料が科されること

になりました。 

 相続登記。先ほど言いましたように多少増えております。それに伴って公有地と個
こ

人間
じんかん

のト

ラブルや問題も発生すると思われますけども、そこあたりの対応はどのようになされているで

しょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

個
こ

人間
じんかん

。そういったトラブルの発生の部分でよろしいですかね。今そういった事例は早々

我々のところに話は来ておりませんが、そういったケースがあった場合には状況を把握しなが

ら進めていくかたちになるかと思います。 

ただそのあたりの公有地が含まれている分については、まず状況の把握することを念頭に置

きながら、解決に向かっていきたいというように考えております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 担当部署については、先ほどの町長の答弁でそれぞれ所管の課で行うということが分かりま

した。ただ本来予算措置も必要ではないかと思われますけども、本年度の予算にこういった予

算措置がないようにも見えるのですけれども、いかがでしょうか。答弁をお願いします。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 本課が所管する部分で言いますと、金額的には多額の金額を計上しているわけではございま

せんが、まずそういったその工事に係る分の工事に係る分筆とかそういった費用は設けており

ますし、計上しておりますし、さらに不測の事態で生じた件数についてもその部分で対応して

いきたいと考えております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 これは前回示した図面でありますけども、いわゆる町道地内にある民有地を示したもので

す。この問題については解決をいたしましたでしょうか。 
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○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 この場所と言われても、これだけではなかなか判断がしづらいですね。ただ路線をはっきり

言っていただければある程度こう、そこは解決したとかは申せるとは思うのですが。 

ここについてはちょっとこう今の答弁ではちょっとこうできないです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 ２年前に多少ちょっとお話をした中で、こういった議場とかでの話じゃなくて、お話をした

つもりでいたのですけども。いわゆる課税、非課税にしても町有地。主に町道に多くの私有地

があります。その私有地から公有地への解消を取り組んでいかなければ個人の相続統計の大き

な支障となっております。 

 また、このまま登記を行わず放置しておきますと、権利者関係がより複雑になって、道路管

理や税制上にも様々な問題が出てくる恐れもありますということを２年前に申し上げておりま

した。 

 次の質問については先ほど、町長あるいは本山建設課長の説明で理解はできましたけども、

税制問題としてあるいは課税、非課税のこれまでに問題、トラブル等はありませんでしたか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 御質問で固定資産税に係る部分だと思いますけども、町道の所有権移転がされていない部分

でのトラブルというのは聞いていないというか発生はしていないところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 いわゆる町有地における民有地の対応についての質問は終わって、農業の振興についてのお

伺いをいたします。 

 今まさに田植の季節一番の農繁期の真っただ中にあります。日本の米農家は農水省の発表に

よれば、2000年に約175万戸。その20年後の2020年には約70万戸と半数以下になっております。

ただ農家数自体は107万戸で約70％については稲作をされているということです。 

 やはりこういった数値を見ると日本の農業の根幹は、やはり米づくり。稲作だと思っており

ます。波佐見町のこの20年間の農家の変化についてお伺いしますけども、いわゆる農業者数の

まず増えることはないと思いますけれども、減った数を教えていただければというように思い

ます。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 農家数については農林業センサスによりますと2000年と2020年をちょっと比較しますけども
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2000年に農家戸数が866戸。2020年に558戸となって308戸の減少となっております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

今の答弁といわゆる先ほどの町長の農家の戸数と、４年４月１日現在の町の農業委員会が発

表している数字がまちまちなのですね。これは令和４年７月１日現在ですけども、農業委員会

が公表しております総農家数は558戸。農業経営体数は410戸というふうになっておりますけど

も、こういった数字の違いというのは、いわゆる農業全体あるいは米農家に特化した数字で農

業数というのは変わってくるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 最初の町長の答弁で申したのは米農家の水稲農家の数でございます。今私が申したのは農林

業センサスによる農家戸数ということになります。 

ちょっといろいろ経営体数とか、農家戸数とかいろんな数字が出てくるのですけれども、通

常農家戸数って言われたらちょっと先ほど私が答弁した数字になるのかと思っております。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 そのうち専業あるいは主に兼業だと思うのですけども、専業農家、兼業農家あるいは農家台

帳から消滅した農家の戸数というのが分かれば教えてください。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 先ほど答弁した数字と合わせて2000年と2020年をちょっと比較したいところなのですけど

も、2020年に調査項目がちょっと変わったことにより専業農家数とかの数字が出ていないの

で、2015年との比較で答弁させていただきたいと思っております。 

2000年に専業農家が51戸、兼業農家が629戸ですね。2015年に専業農家が63戸、兼業農家が

413戸となっております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

というのは米の需要量は先ほど町長の答弁にもありましたように、いわゆる少子化とはいえ

食料の多様化等によりまして、昭和38年1,341万トンから平成25年頃ですけども、825万トンま

で落ち込み、その後はその数値もほぼ保っております。 

 １人当たりの消費量をあらわしたものですけども、昭和37年の118キログラムから平成24年の

56キログラムとこれも約半減をしております。こうした状況を踏まえ過剰米の処理を行い、昭

和46年度から生産調整にいわゆる減反政策ですけども、本格的になって流通米の創設につなが

っております。 
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 次の資料です。ちょっと読みにくいのですけども、これは内容とすれば以前はもう米を作っ

てはいけないと。いわゆる作るとペナルティを課しますよという減反政策。それから昭和53年

度からの転作政策。いわゆる売れる米づくりを推進していきます。本当に目まぐるしく変わっ

ております。 

 これを理解してほしいというかたちで作成したわけではなくて、いわゆる米の全体量の調整

を図るために、いわゆる減反の時代から転作の時代。それから現在の選択制の時代に入ってい

るということを理解していただければ、それで結構です。 

 さらに恐れ入ります。資料９番をお願いいたします。こうした政策を受けていわゆる自主流

通米の米価の作成をしてみました。平成５年に玄米60キログラムの最高値を示します。２万

3,607円。これが今までの米価の最高値です。コストは10アール当たりの間違いです。この一般

の部分で、これはコストについてはずっと経済が落ちついておりましたので、令和５年度あた

りからは、それぞれの肥料、飼料等が上がっておりますので、多少上がるかと思いますけども

一応１万2,000円をそのままにしております。 

いわゆる実に20年間で米価は40％下落をしております。これではやはり生活ができません。

離農したり兼業に移行したりするのは当たり前とも思えます。もちろん自治体が米価を定めら

れないことは承知しておりますけども、しかし農家のこういった損失については何らかの対

策、施策が必要かと思っております。そういったことを踏まえると、さきの議会でも申し上げ

ましたけども、センチピードグラスはやはり町でとるべき事業ではないかというように思って

おります。水田は耕地のダムの役割あるいは本町の耕作地を守ることにもなっております。ぜ

ひ御見解を頂きたいというように思います。 

○議長（百武辰美君） 農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 岡村議員が言われますように米価については下落の傾向をたどってきました。原因につきま

しては、需要と供給のバランスによるもので食の欧米化や少子化、人口減少、米の消費が伸び

ない状況が続いております。 

 近年ではコロナの影響もあり、外食産業での需要が減じたこともあり、厳しい状況が続いて

いるのが現状です。米の下落にあたっては、これまで国策として転作奨励金、米の直接支払交

付金等の支援がその都度あったような状況でございます。 

 その他農作物も含めて食料自給率の向上。そういう施策が実施されております。価格の安定

のためにも、生産量の調整に当たっては飼料作物、大豆等への転換や麦裏作の推進等の施策も

進めている状況です。 

近年ではロシアウクライナ侵攻による資材、飼料、肥料の高騰ですね。これに対しても県を

含め、物価高騰対策として各種支援が行われてまいりました。町としましてもこれらに上乗せ

の補助を実施しており、前年度においては米も含め、農産物の作付面積による農業者物価高騰
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対策支払交付金として反当たり5,000円を交付しております。また農業用水動力高騰対策支援事

業としまして、動力費の高騰分に対しても支援を実施してきたところでございます。 

また最近においては小規模農林事業の補助率のアップや、先ほど答弁にもありましたが畦畔

コンクリート、センチピードグラスの補助メニューの追加。そのほか飼料用作物の苗代の補助

ですね。収入保険の補助などの支援拡大を行っており、今後とも国庫補助事業、県の事業を活

用しながら所得向上を目指していくような支援をしていきたいと思っております。 

 あとセンチピードグラスについては、国の補助で対応できる分については対応していきたい

と思っております。そのことで財源の有効活用を図りたいと思っております。今年度からセン

チピードグラスの補助を実施するようにしておりますけども、その分については畦畔や法面を

中心に実施することになりますが、特に農地については個人の資産ということもありまして、

管理責任も伴うものと考えております。 

全てを町のほうで実施するのは現状厳しいものと判断しております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

いわゆる食生活の変化に伴う水田における需要に応じた生産の推進に関わる施策が行われて

いるとお聞きしました。 

 いわゆる日本全体についても現在の作付面積は153万ヘクタールで水田全体面積が233万ヘク

タールで、約３分の２となっていると農水省の資料に書かれておりました。恐らく３分の２と

いうのは波佐見町でも該当していると思いますけども。 

それに関わる水稲の作付面積に関わるいわゆる水田における裏作といいますか。そういった

ものの政策を町でやられているのであれば内容の説明をお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 ただいまの質問についてなのですけども、麦とか大豆でも転作等をしております。その中で

麦、米、大豆についても講習会等を実施してやっている状況でございます。 

 一応米の今、長崎県自体で言えば生産量の調整というのは行われていない状況です。県の目

標数値があって、あとはもう農家の判断で各種、麦とか大豆とか作ればこういう補助がありま

すよというところがあるのでそのあたりを含めて農家のほうで判断されてやっている状況でご

ざいます。 

 あとはそれに伴って、地域の中でブロックローテーションということで順次転作等で作物を

実施されている現状でございます。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 あと農水省の事業で全国的に展開をされておりますけども、農業経営所得安定対策事業。こ



－48－ 

れは私はじめ大村市のほうから情報を頂いて、去年あたりからちょっと調査等行っておりまし

た。 

今回行って、今手元にある資料は大村市の立福寺町、弥勒寺町の農家の人からちょっと話を

聞いたのですけども、いわゆる「おおむら夢ファーム シュシュ」がありますがもう一つ山手

側になります。 

現地はやはり勾配が急で、どうも波佐見と似ている農地になっておりました。大きな圃場で

はなくて小狭地に対する米作あるいは畑作が行われておりました。この補助金に対しては、東

彼３町はそう価格的には変わっておりません。ただ大村市辺りは１反当たり落花生で５万円と

かそういった大きな数字が見てとれました。 

 波佐見町においては、いわゆる園芸作物。これは１万2,000円とかですね。地域振興作物こう

いったものが4,000円とか。意外とその辺りも１万1,000円を波佐見町でも支給されております

けども、多少大村市との開きを感じて帰ってきたところです。 

 それから全体的な農業の収益ですけども国の農水省の試算資料によれば30代の家庭の場合、

平均世帯年収は500万円程度だと言われております。しかしその４割の農家の年収は300万円だ

という数字も出ておりますけども、本町における農家の収入。１世帯当たりの平均収入が分か

れば教えてください。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 １世帯当たり農家のちょっと平均収入は私どももちょっと把握をしてない状況でございま

す。数字的にちょっと分かりません。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 ぜひそういった数値が全国的な数字が各県別に農水省の資料等で見ることができますので、

なるべくその平均的な数値まで上げられるような対策を頂ければというように思っておりま

す。 

 特にふるさと納税寄附金においてもベスト３は蟹、肉、米というようになっております。ぜ

ひこういったブランド化されていけば、全国的に普及させることができるというように思いま

すけども、どのように思われますか。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 岡村議員がおっしゃるように本当ブランド化は、所得の向上につながるものだと思っており

ます。現在先ほど写真に写っておりましたライスセンターですけども、施設の運営でいいます

と東彼３町の米を品種別に同時に処理しております。だから結局できたものが現在は長崎県産

米ということで流通をしているのが現状でございます。 
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 現在、町内でもブランド米として鬼木の棚田米や八三三米など販売されておりますが、そこ

の乾燥、調整、もみすり等の施設は個人の施設で行われているのが現状でありまして、量的に

も限界があるようなかたちでございます。 

 米の販売については自由化されており、付加価値が勝つような販売方法、安定した販売ルー

トを確保することが大事だと思っております。今後もそういう町内でできた米を、例えばふる

さと納税の返礼品とか、そういう町として対応できる部分は対応してまいりたいと思っており

ます。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、６番 岡村達馬議員の質問を終わります。 

しばらく休憩をいたします。13時30分から再開します。 

午前11時54分 休憩 

午後１時30分 再開 

○議長（百武辰美君) 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 次は、５番 田添有喜議員。 

○５番（田添有喜君) 

 皆さんこんにちは。通告に従い一般質問を行います。 

１．消防水利施設について 

 現在、日本の人口は減少を続けており、近い将来１億人を切ると予想されています。 

 本町においても人口減少は例外ではありません。一方、本町の新築住宅総数は増加の傾向に

あり、そこで気になるのが消防設備の充実です。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）町内で町が管理している防火水槽は、どのくらいあるのでしょうか。 

 （２）町の管理下になく、地区で設置及び管理している私設の防火水槽はどのくらいありま

すか。 

２．自治会制度について 

 本町では自治会制度を導入し、これまで住みよいまちづくりに大きく貢献しているが、近

年、自治会加入率低下の傾向が見られます。今後の課題もあります。 

 そこで次のことを問います。 

 （１）各自治会における地区の諸行事等への参加を免除している条件にどのようなものがあ

るのでしょうか。 
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 （２）今後の自治会制度の在り方について、どのような構想を考えておられるのでしょう

か。 

３．波佐見町まち・ひと・しごとの創生人口ビジョンについて 

 平成28年３月に「波佐見町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」が策定された。令和２年

度には、第２期総合戦略（令和２年度から令和６年度）が示された。令和５年３月に改定し、

今年度が最終年度となる。 

 そこで次のことを問います。 

 （１）基本目標２「産業の振興を図り、安定した雇用を創生する」の中に、「観光の振興」

で観光客125万人を掲げているが、具体的にどのような戦略を考えているのか。 

 （２）基本目標３「新しい人の流れをつくる」の中に、「関係人口の拡大に向けた取組み支

援」とあるが進捗度状況はどのようになっているでしょうか。以上、壇上からの質問を終わり

ます。 

○議長（百武辰美君) 前川町長。 

○町長（前川芳徳君) 

 ５番 田添有喜議員の御質問についてお答えをいたします。 

１．消防水利施設について 

 （１）町が管理している防火水槽はどれくらいか。 

 （２）町の管理下ではない地区で設置及び管理している施設の防火水槽はどれくらいかとの

お尋ねですが、現在、本町で管理している防火水槽は地下埋設型が126か所、地上開放型が51か

所、合計177か所となっています。 

 防火水槽の設置については地元自治会からの要望に基づき、地権者の同意確認や周辺水利の

関係等を精査した上、計画的に行っています。点検については消防団が定期的に行っており、

その報告に基づき必要に応じて補修等を行っています。また消防署も現状調査を随時行ってい

ただいており、変化等あればその都度御報告を頂いています。 

 一方で地区あるいは個人で設置された防火水槽やそれに類するものについては、町で正確に

把握できておりませんが、自治会等の要望に基づき消防団と協議のうえ町の管理に移行してい

るものがあり、冒頭申し上げた177か所のうち地上開放型２か所が地域等の設置によるもので

す。 

 次に、２．自治会制度について 

（１）各自治会における地区の諸行事等への参加を免除している条件にどのようなものがある

のかとのお尋ねですが、波佐見町の自治会制度は、他町に類を見ない組織力で、毎月行われる

自治会長会議では行政側の施策や行事の連絡、自治会側の意見や要望など双方向からの意見交

換の場でありコミュニケーションを図る大切な場だと認識しております。 

そのような自治会の状況については、御指摘のとおり近年加入率の低下が顕著で、平成５年
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度の97.9％から30年経過した令和５年度には81.6％と大幅に低下しており、大きな課題でもあ

ります。 

御質問の諸行事等への参加の免除ですが、町が主催する行事等での参加の有無や免除など、

制限や猶予を設けているものはありません。自治会ごとの行事等において、それぞれの基準に

より参加を免除するなどのルールを決められているものはあると存じますが、詳細に把握はし

ておりません。 

 （２）今後の自治会制度の在り方について、どのような構想を考えているのかとのお尋ねで

すが、先ほども触れましたが、本町の自治会制度は長い歴史の中、各地区の皆様の御努力によ

りすばらしい制度のもと組織されており、波佐見町の元気の源だとも言われています。しかし

ながら時代の変遷とともに、またコロナ禍を経験し、自治会に対する価値観や住民の皆様の考

え方も少しずつ変化が起こっていると感じています。 

 そのような中でも自分が住む地域や自治会に誇りを持ち、その地域社会に住む一住民として

地域の発展に貢献していこうという意識が重要で、そのコミュニティーの場が自治会でもある

と考えます。 

このように住民の皆さんにも行政側にも大切な自治会ですが、加入率の低下や役員の高齢

化、成り手不足、地域行事への負担感や束縛などマイナス要因が多々あることも事実であり、

その在り方や方向性は今後しっかりと研究する必要があると感じています。 

 方向性としては現存の自治会制度はしっかりと支援しながら、維持する方向と社会現象によ

る変化に柔軟に対応していけるように、先進自治体の事例も参考に今後のあるべき姿につい

て、本町のふさわしい自治会制度の在り方について研究をしていきたいと考えています。 

３．波佐見町まち・ひと・しごと創生人口ビジョンについて 

 （１）基本目標２「産業の振興を図り、安定した雇用を創出する」の中に、「観光の振興」

で観光客125万人を掲げているが、その戦略についてのお尋ねですが、本町におけるこれからの

観光振興については、令和４年に策定した第２期観光振興計画に基本的な方針、施策を定めて

います。観光客の今後の誘客目標については、この計画に沿って施策を実施してまいります。 

 具体的な戦略ですが、第２期観光振興計画に規定している基本方針は５つの項目で構成して

おり、基本方針の１．滞在交流観光の質の向上では、波佐見町の観光客に対して、町民の暮ら

しや仕事、自然環境に触れていただく体験事業――いわゆるクラフトツーリズムの拡充や、波

佐見町の豊かな歴史文化を生かした観光コンテンツの開発を施策としています。 

 基本方針の２．新たな滞在交流観光の魅力づくりにおいては、キャンプ場などのアウトドア

アクティビティーを核とした観光の魅力づくりの推進を施策としています。 

 基本方針の３．マーケティング実施体制の確立と情報発信の実施においては、体験プログラ

ムイベントの参加者を対象としたアンケート調査や、国など各種調査の研究・分析を行いＳＮ

Ｓなどによる情報発信の強化を施策としています。 
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 基本方針の４．町民の波佐見愛と観光需要力を高めるための意識醸成においては、町民向け

の町の地域資源や歴史を学ぶ機会の提供や町民と観光客がともに楽しめるイベントの企画開催

等の実施を施策としています。 

基本方針の５.インバウンド観光の推進では、外国人観光客の受入れ体制の強化、情報発信、

誘客プロモーションの取組の推進を施策としています。引き続き観光振興計画に基づいた施策

により、今後オープンする鴻ノ巣キャンプ場や既存の体験観光のブラッシュアップ、新たな周

遊コースの造成を図りながら観光客の誘致につなげたいと考えています。 

 （２）基本目標３「新しい人の流れをつくる」の中に、「関係人口の拡大に向けた取組み支

援」があるが、進捗はどうかとのお尋ねですが、令和２年度から５か年の計画である第２期総

合戦略は令和元年度に見直し検討に入り、最終的に令和２年３月に策定したものです。令和元

年から２年にかけては、コロナが流行する前でありコロナの影響も未知数の状況下で計画を策

定しました。 

その当初計画では新しい人の流れをつくる一つの仕掛けとして、観光で来庁される交流人口

以上であって、移住される定住人口未満の存在であり、地域と対応に関わる人を関係人口と位

置づけて、関係人口を増やす取組を町内の若い世代やまちづくりグループと一緒に行う計画で

した。 

しかしながらコロナ禍となり活動もままならず、その間軌道修正しふるさと納税をされる方

やテレワーク利用される方なども関係人口と位置づけて推進を行ってきました。令和６年度に

は講堂も自由度が増したことから、関係人口の創出や拡充もテーマの一つとしたイベントを首

都圏で実施する予定です。 

 また今後、特別町民やファンクラブなどの制度の研究も進めて、関係人口の拡大を図ってい

きたいと考えています。以上で壇上からの答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 まず一つ目の防火水利施設について再質問をいたします。現在防火水槽等の老朽化に伴う補

修工事の計画があるかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君) 

 今年度においては具体的な補修計画はございません。随時対応を行っている状況でございま

す。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 そこでお尋ねですが、波佐見町消防水利の維持管理に関する補助金制度があると思います

が、先ほど随時対応しているというようなことでしたが、この分で対応されているのでしょう
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かお尋ねをしたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君) 

 ここ２年間は活用がございません。これは自治会等の要望があれば、消防水利の例えば水の

土砂を浚渫するとか、そういったことにも使えるということになっておりますが、ここ２年間

は活用ございません。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 最近その利用がないというようなことなのですが、この要項を見ていましたら経費の２分の

１の額とし、４万円を限度とすると示されてあります。 

今年度６年度の予算として４万円を一応、何かあるというようなことで計上されているので

はないかなと思いますが、この補助金の増額。４万円程度で先ほど言われた土砂を上げること

や、私が気づいているのはもう結構樹木、山の下といいますか。そういうところに設置してあ

るところがあって、かなり落ち葉等が入り込んでおり２年、３年ぐらい前に防火水槽の屋根を

つけましたというような、そういうことも御報告ありましたけれども。 

 予算計上の仕方が違うのかもしれませんけど、ちょっと個人的に４万円程度の作業ってどの

くらいできるのかなということでちょっと疑問がありまして、増額はできないものかお尋ねを

したいと思います。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君) 

 先ほど申したとおり要項の想定とすれば防火水槽以外の水利等について、先ほど申したとお

り水利の土砂を浚渫するとか、そういうことを想定しています。 

 一方で議員もおっしゃったとおり、開放型の防火水槽で上から落ち葉が降ってくるとか、い

うことについては令和３年度に屋根をつける工事等も行ったとこでございます。したがいまし

て、そういった町の管理下にある防火水槽については町のほうで何らかの対策を講じていきた

いと思いますので、冒頭おっしゃったその消防水利の４万円の補助については地区からの要望

等があれば、必要に応じて増額等を検討したいというように考えております。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 自然の変化と同時にいろんな施設管理にも予算を必要とする時代がやってきているのかなと

思いますので、そのあたり前向きな対応をお願いしたいと思います。 

 本年度防火水槽及び消火栓の設置計画はあるのかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 
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○総務課長（福田博治君) 

 防火水槽の設置については今年度計画しておりませんが、消火栓の設置については水道課が

水道工事を行う際に必要に応じて設置をしていただくということで水道課に対する負担金を計

上しているところでございます。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 もう先ほどから前向きな答弁をしていただいているのですが、消防法の第20条の２に消防に

必要な水利施設は、当該市町村がこれを設置し、維持及び完了するものというようになってお

りますので、今のような御回答を頂いたと思いますけれども。 

現在もういろんなところに防火水槽それから消火栓、または赤字に白抜きの防火水槽と。も

うこれは町が認めているというようなあかしにもなるかと思いますが。 

 ちょっと気になったのは今のところは防火水槽を設置する計画はないということなのです

が、今後もし新たに自治会等の要望もあって防火水槽の必要性を感じて設置する場合にどのよ

うな手順といいますか――進めればいいかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君) 

 今年度は設置の予定はございませんが、実は地区から既に要望を頂いているところがござい

ます。要望頂いている中で、まだ設置に至ってないのは一つの例を申し上げますと、住宅団地

の造成が進んでおりまして、その中に防火水槽を設置してほしいという要望がございます。 

私どもとすれば一定の住宅の建築が見込まれるときに、やりたいと思っておりますので、そ

のタイミングを計っているとこでございます。 

 そこでどういった手続が必要かということでございますが、先ほどから繰り返したとおり、

まずは自治会のほうから役場のほうに要望していただくということになります。それをもちま

して消防団あるいは消防署との協議、水利の関係を精査しまして、設置に向けて予算化を図っ

ていくというのが大まかな流れでございます。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 防火水槽の設置について私が今回質問しようと思ったのは、ちょっとうちの地区の資料を見

ておりましたら、ちょっともう古いのですけれども、平成４年度に私有地のところに防火水槽

を設置して、先ほど写真でお見せしたような、そこは地下に設置をしているのですけど。その

ときに登記の分筆料を地区のみんなで、出し合っていたのですね。 

ちょっとこう先ほど消防法20条の２で必要性があるときには当該市町村で設置する管理する

というふうに法ではなっているのに、なぜそういう金額的に10万9,500円でしたかね。地区のみ

んなで出し合いましたというようになっているのですが、そういうところがあまり自治会から
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の要望があったにしても、やはりそこは町が管理すべき施設については、諸経費については町

のほうで負担すべきではないかなと思うのですがそのあたりについてはいかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君) 

 防火水槽の設置については今議員がおっしゃったとおり、地区の皆様が用地を無償提供して

いただいて、そこに防火水槽の設置をするというのが、今まで多くの防火水槽の設置の際であ

っているところでございます。 

そこで分筆登記が必要という時も当然ございます。設置についてはなるべくそのような分筆

登記がいらないところをまず設定をお願いしているのですが、どうしても水利の関係で、ある

いは土地の形質の関係で分筆登記が必要というところもあったかもしれません。ここ見たとこ

ろ近年はそういったケースはないのですが、議員がおっしゃったとおり過去はあったかもしれ

ません。 

そこで今回質問を頂くにあたって、近隣の市町の状況も調べてみました。ほとんどの地区に

ついてはやはり町で負担はしていないという回答でございましたが、今後そのように大きな筆

の中にぽつんと防火水槽をつくって、ほかの用地が私有地となったときにはやはり分筆をする

必要があるかもしれません。そういった場合はちょっと言葉として失礼ですがケースバイケー

スで町とすればどのような対応が必要かということは検討してまいりたいと考えております。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 土地の利用については、言葉を変えれば地元から町のほうへ寄附してもらうというような、

そういうようなかたちになっているのかなと思いますが、見方を変えるとそういう諸経費につ

いても今後はちょっと検討が必要なのかなということで今回質問をさせていただきました。 

 確認ですが、先ほどもちょっと総務課長の答弁でもありましたが、消火栓の水源は町水とい

うことで間違いないか確認したいと思います。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君) 

 消火栓の水源は上水道でございます。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 消防水利施設について質問しようと思った２つ目がこのことなのです。 

 毎年のように異常気象で、今年度も水道水の節水について長期間にわたって町民への協力依

頼がありました。そうなってきたときに、もし火災が生じたときにこの消火栓を使うというこ

とになってくると、かなり住民の生活にも大きな影響を、ただでさえ節水しているのにという

ような問題も出てこようかと思います。 
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そう考えたときに、この防火水槽の設置。これは消防法で決められていますのであえて細か

い数字は言いませんけれども、そういう基準に従って設置をされていると思うのですが、近年

のようなこういう異常気象。今年もまだ梅雨には入っておりませんが、昨年並みの暑さがある

とかこう聞くと何らかの今後、異常気象等にも対応できるような防火水利施設の整備が必要な

のかなと。そう考えたときに今後、自治会とか消防団とか行政も交えて今後のそういう施設の

ありよう。僕は防火水槽というのが初期消火に対してはかなり大きな成果を、役割を果たすの

かなと思いますけれども、そういうところについての考えがありまして質問をさせていただい

たのですが。 

今後こう前向きにこういう異常気象等も考えて。または地区の住宅事情等も今大きく変わっ

ておりますので、ぜひそういう協議をしていただいて、今の体制で十分なのか。法の基準は満

たしているかもしれませんけど、現実の問題として不足分はないのか。または手を入れるとこ

ろはないのか。そういう協議をしていただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君) 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君) 

 ありがとうございます。先般の水不足の折にやはり火事が起こったらということで、ちょっ

と心配をした向きがございます。その際には水道課のほうに相談したら、もう緊急のときは使

っていただいて構いませんということでありがたいお言葉を頂きました。一方で、やはり訓練

等についてはやはり支障を来したということもございます。 

現在は消防法に基づいて50トンの防火水槽の設置をしております。50トンというと結構水を

出しても、やはり相当使いますので、やはり有効性はあるものだというように考えておりま

す。議員おっしゃったように住宅の造成も中心部では進んでおります。 

当然、住宅の造成をするときには事業者様のほうに消火栓の設置なりをお願いしております

が、それではやはり水不足で対応できません。防火水槽の設置も有効な手段と思います。今後

においては専門家であります消防署の御意見も頂きながら、波佐見町の水利全体について総括

的な話ができればというように考えております。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

意外とこう気にしない分野といいますか、非常に施設的には大事な施設なのですけれども、

いざそういう機会がないと直面しないと、なかなか対応策等も生まれてこないのかなと思いま

して。ちょっと最近そういうところを気にしましたものですから。住民の財産、命を守る一つ

の取組として前向きな取組をぜひお願いをしたいと思います。 

 次に自治会制度の在り方について質問をさせていただきます。私の通告の仕方が悪かったの

かなと思いましたが、私の経験上役場には各自治会の総会資料が、年度当初に提出をされてい

ますので、その総会資料の中にこういう負担金等または免除。そういうものが記載されている
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のかなというようなことでお尋ねをしたのですけれども、少し私の説明不足だったのでしょう

か、その回答は頂けませんでした。 

 そういうこともあろうかと思って、稗木場郷の負担金の免除者ということで、一つ目が75歳

以上のみの世帯。あと２番、３番とあるのですが毎日交通安全で立っているのですけど、ちょ

うど一緒になった方がもう75歳を過ぎたのだけど、一応免除者になるけど、これからどうなる

のねって。免除者ばっかり増えていって。できることもできなくなるのではないかというよう

なお話をされて、確かにしばらくはこの傾向が続くのではないかなというようなことで。 

自治会制度のいろんな分野でこの制度を活用していますので、全ての面について質問はでき

ませんけれども、やはりこう高齢化に伴っていろんな活動が今までできていたのにできないと

いうような状況が生じているのが現実ではないかなと思います。  

 特に具体的に言いますと、河川敷の環境美化推進事業があろうかと思いますが、今後どのよ

うな対策支援を充実していこうと考えておられるのかお尋ねをしたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君) 

 毎年環境美化推進事業ということで町と環境衛生振興会連合会に委託をしておりまして各河

川の清掃、草刈り等を各地区に実施していただいている状況でございます。 

 今後、今出ておりますけども各地区全国的な状況もございますが、高齢化によりましてその

担い手、作業員が不足していると。減ってきているという状況が大きな要因でございます。 

今後、状況対策でございますけども、このあたりにつきましては各地区から要望等も上がっ

てきておりますので、そのあたりをこれは住民福祉課だけではなく全庁的な取組という状況で

協議を深めまして、予算に関わることは今後財政部局とも協議しながら、今後環境美化の推進

については今後も推進していきたいと、協議していきたいというように思っております。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 各地区でこの環境美化推進事業の対象区っていいますか。距離あたりを指定されて、それに

対する補助金を出されているのではないかなと思うのですが、近年その距離の変更。延びたと

か、逆に距離を短くしたとかいうような動きがあればお知らせ願えればと思います。 

○議長（百武辰美君) 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君) 

 その各地区の管理面積でございますけども、これは令和５年度に見直しを行いました。その

中でほとんどの地区は現状維持または減少という状況になっております。以上でございます。 

○議長（百武辰美君)  田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 今、県は樋渡橋から山角のほうの河川の河川敷と法面のコンクリートの施工を今始めており
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ます。結構南地区では長野郷のほうからそういうようにアスファルト工事をし、管理の一つ手

を抜くというのですかね。作業ができないというようなそういうことも考えて、河川敷と法面

のコンクリートの工事を今推進しているのかなと思っています。 

うちの地区ではコンクリートになって短くなったから、逆に距離を伸ばさないといけないと

いうような逆行するようなそういうこともちょっと耳にしたものですから、ほとんど今各地区

の状況を考えれば、高齢化または人材不足等で距離の拡大というのはまずできない状況にあろ

うかと思いますが、今課長のお話では現状維持または削減されたというところでしたのでちょ

っと安心をしました。 

 そこで、県のほうも徐々ではありますが動き出しています。町全体を考えるとまだまだ河川

敷、それから河川内の樹木または浚渫。そういうものの課題は山積みしているのかなと思いま

すので。ぜひ今後とも地域の町の今の実態――これは波佐見だけに限らないとは思いますけれ

ども、町として県のほうに波佐見の状況を伝えていただいて。これまでも年々工事を行ってい

ただいておりますが、この工事が停滞することなく今後も継続して河川整備に当たってもらう

ように要望していただいて、地域のまたは住民の安全安心な環境づくりに、取り組んで頂きた

いと思いますが、そのあたりについて町長いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君) 前川町長。 

○町長（前川芳徳君) 

 河川環境の整備につきまして特に浚渫、あるいは河川内の流木ですね。伐採については常に

県のほうには要望かけているところでございます。御要望があった箇所につきましても当然行

っているわけでございますけども、非常に県においては管理する区間区域、本数が多いという

ことでなかなかその予算の割当てが厳しいところでございますけれども、なるべく本町の河川

をしていただくよう強い要望を今後もかけていきたいというように思っております。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 県河川についてはなかなか町単独でというのは難しいかもしれませんが、以前一般質問を行

いましたけれども、河川法には町としての取組も可能だというところもあります。ただ冒頭に

言いました高齢化が進み、なかなか今までできていたことができない。そういう状況もありま

すので、引き続き町のほうにも要望を続けていただきたいと思っております。 

 それからもう一つは自治会制度について、町長の答弁にもありました。いろんな分野で波佐

見の特徴として自慢できる一つの制度として、有効なこの自治会制度だと思いますが。これま

でも言いました。高齢化または人口減少そういうもろもろを考えると、自治会の在り方につい

て見直しをする時期が来ているのかなと思っております。 

 限られた予算ではありますけれども現在自治振興交付金が1,800万円、地区別行政事務委託料

が675万円。地域振興事業費補助金が500万円。そういうものも今後見直しをして、よりよいこ
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の自治会制度を維持、継続し本町のまちづくりの一つの柱になればと思いますけれども。この

費用的な面も含めた見直しについて町長のお考えをお尋ねしたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 前川町長。 

○町長（前川芳徳君) 

 おっしゃるとおりどこの地区でも、人口減少これは日本全国ですけども、そういった流れに

おいて住民自治がなかなかこう維持が厳しくなっているのはもう認識しております。そういっ

た中で果たして、補助金をあるいは交付金を多く出すから解決するかと言えばそういう問題で

もないのかなと。 

 ただしそういったものが活動の一助、支援になれば十分検討に値するものだというように思

っておりますので、今後の状況を判断しながら対応させていただきたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 限られた予算ですので１か所だけにたくさんということはできないかもしれませんが。各自

治会に対する補助金等が増えれば、各自治会でいろいろ工夫しながら、今までやっていたいろ

んなことが、業者に委託するとかそういうことで少し軽減は図られるのかなということもあり

ます。そのあたりについては今後も十分検討していただいて、どの方法が一番ベターなのか考

えていただければと思います。 

 次に３番目に「波佐見町まち・ひと。しごと創生人口ビジョン」について質問をしたいと思

います。もう言われる通り、令和５年３月１日に２期総合戦略が改定をされております。 

基本目標の２ですね。ここに観光客125万人ということをうたってあります。次に新しい人の

流れをつくるというようなことで、町長の答弁にもありましたけれども示されています。 

この質問を私が考えたのは先般、県立大学の竹田教授のお話で観光客125万人の達成には厳し

いものがあるとお話をされました。そこで提案されたのがいかに消費を増やすかというような

お話をされたのですね。そこで私は消費を増やすという視点からいくつかお尋ねをしたいと思

います。 

 キャンプサイトパークは令和４年の３月末に本体工事の完了をしています。いまだに完成し

ていません。私も先般行きましたけども、このキャンプサイトパークのところに上がっていく

まではいいのですが、帰りがあれ瓦を砕いたものを下に敷かれているのですかね。何か足をと

られるような、ちょっと非常に私でも危険性を感じました。あのあたりはちょっと一考いるの

かなと思います。 

また波佐見温泉の近くの「Ｒｉｖｅｒｓｉｄｅ Ｔｒａｉｌｅｒ ＨＡＳＡＭＩ」というよ

うなことで、トレーラーが置かれております。この今後の費用対効果をどのようにお考えかお

尋ねをしたいと思います。 
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○議長（百武辰美君) 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君) 

 キャンプサイトパークそれから「リバーサイドトレーラー（Ｒｉｖｅｒｓｉｄｅ Ｔｒａｉ

ｌｅｒ ＨＡＳＡＭＩ）」の費用対効果についてというようなことでお尋ねがございますが、

お話がありましたとおり鴻ノ巣のキャンプ場につきましては今議会で条例のほうを、もし可決

していただくのであれば、７月からプレオープンとしてモニターに１度試験的に泊まっていた

だきまして、正式に10月前後ぐらいにグランドオープンをするというような見込みで考えてお

ります。 

 一応料金等につきましても今後の運営費用、ランニングコスト等を踏まえながら最終的には

その御意見も踏まえて、プラスになるような数字で設定をしていきたいというように考えてお

ります。 

 あとそのリバーサイドトレーラー波佐見につきましては、現在その観光協会が運営をしてお

ります。そちらについてすいません、ちょっと今料金表のほうは手持ちにちょっと持ってはい

ないのですが、昨年の実績としても年間で87名のお客様があって、コロナ過から少しずつ利用

客が増えてきているというような状況もございます。 

またあわせて質問にはございませんでしたが、最善寺公園のほうにＲＶパークという町のほう

が運用しているその車中泊用の施設がございますが、こちらのほうにつきましても件数的には

年々件数が伸びてきているというようなこともございますので、こういったアウトドアに関して

の施設の運営等について、観光振興計画のほうでも一つの基本指針の中に掲げておりますので、

そういったところで収益が上がっていくようなことで運営を図っていきたいというように考え

ております。以上です。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 波佐見に多くの方が来町していただいて、目的達成ができればいいなと思うのですが、費用

面あたりも結構高額ですしね、どうなのかなあと。温泉センター前辺りはキャンプ場がなかっ

たときは、夏まつりなどではあそこでコンサートをして、そういうにぎわいをもたらしていた

ところなのですが。何かこうトレーラーが一つだけぽつんとあって、利用していない時間のほ

うが長いものですから、もっとこう利用する手だてを講じる必要があるのかなと思っていま

す。 

そうしましたら、野々川郷で耕作放棄地の再生として野々川グランビューパークの取組が新

聞等で報道されました。私も実際行ってみました。正直な話鴻ノ巣のキャンプ場よりも見晴ら

しもいいし何かこちらのほうが魅力あるなあと。そこの利用費がこれは個人でされているかも

しれませんが１泊1,500円でしたかね。 

そういうように今注目があるがゆえにいろんなところでキャンプ場あたりが作られています
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ので、利用促進を考えるときに一考要るのかなと思っています。ただこの野々川郷の取組につ

いては非常に地の利を生かしたっていいますか、いろんな体験ですね。浮立体験とか農業体験

とか、やがては定住者といいますか移住。そういう促進も兼ねた取組をされているのですけれ

ども、このような取組に対して町長のお考えはいかがでしょうか。お尋ねをしたいと思いま

す。 

○議長（百武辰美君) 前川町長。 

○町長（前川芳徳君) 

 この野々川郷の施設につきましては私も開設のときにお呼び頂きましたので、参加させてい

ただきました。非常に見晴らしが南斜面に向かって眼下に山々あるいは自動車専用道路が流れ

まして、非常にいいところでありました。 

 実はこの施設数は起業される際に波佐見町でチャレンジ支援事業というのを設けております

が、その事業に応募をされまして、審査の結果十分に効果があるということで採択基準に達し

ておりましたので、採択させていただきまして町のほうでも企業支援を行ったところでござい

ます。 

 今後の利用促進についても、いろいろな側面的に支援ができればやっていきたいと思います

し、ぜひ町内にもそういった意思を持った方々がたくさん生まれてくることを期待するもので

ございます。以上です。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 私もこの野々川郷の取組を見て、少しこうアイデアが浮かんでいるのですが、もう70歳も目

の前であと10年生きるかどうか分かりませんけど。何か今回のこの野々川郷の取組を機に、こ

の波佐見の地の利を利用した寒暖差をうまく利用した取組は大いに進めていいのではないかな

と。 

 それとあわせてキャンプサイトパークとか、そっちの事業もこうされているので、そうなっ

てくると取り合いといいますかね。そういうようなことになるものですから。そのあたりの調

整もうまくこう町としてかじ取り、または観光協会との連携をとりながらやっていただきたい

と思いますし、ぜひこの野々川郷の取組。耕作放置を利用したキャンプだけではなくてもっと

いろんなアイデアを出していただいて、せっかくチャレンジ事業のそういう支援金もあるわけ

ですから。 

 多くの方がそういうところに着手していただけることを望んでおりますので、町としてもこ

れを機にさらなる町民への啓発活動を行っていただければと思っております。 

 次に本町にデジタル自転車キックボードそういうものを購入してンタル自転車にはもう既

に、早くから取り組んでおられるのですが、今度キックボードも町として管理は観光協会にな

るのかも知りませんが、ちょっとそこで不安なのが、最近またキックボードによる事故とか、
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それは全ての人ではないと思うのですが、そういうものを設置することによっていろんなこと

が考えられると思うのですが。 

私はまずそういうものが、レンタル自転車にしろ、キックボードにしろ、数利用者が安心し

て利用できる道路環境をまず整備するのが先ではないかなと。そうしないと、先ほどのキャン

プ場。鴻ノ巣公園でもそうですが、いろんな問題があったかもしれませんけど、本当はもう新

品の状態でオープンとしてあげたほうが利用される方もとても気持ちよく利用されると思うの

ですが。 

そういうのを踏まえて、こういうレンタル自転車やキックボード。そういうものが安心して

利用できるような、そのあたりの整備計画があるのか。一応観光コースとか周遊コースそうい

う地図は完成しているようなのですけど、そのあたりの道路の環境整備。安全確保についての

今後の取組についてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君) 

 電動アシスト付自転車それから、今年度ちょっと予算を計上します電動キックボードにつき

まして安全面の観点について道路の整備等が先ではないかというようなことでのお尋ねです

が、電動アシスト付自転車につきましては、現在観光協会のほうが貸出しを行っておりまして

年間250件分ぐらい貸出しがあっております。昨年が300件を超えておりましたので――令和４

年度ですね。令和５年度は若干いくらか実績としては減ってきているような状況ではございま

すが、町内を広く自転車に乗って観光して回るというふうなことで、町内の周遊のための一つ

のツールとして利用されているというように判断しております。 

 それとあわせて、電動キックボードにつきましても電動アシスト付自転車と同様に一つの町

内を周遊するためのモビリティとして新しいものを導入できないかというようなことで今年度

予算を計上させていただいております。 

 ただし、やはり観光協会と役場の職員で一度試乗をしてはいるのですが、試乗をした段階で

は特に安全性については問題ないというようなことでの判断をしておりますが、やはりいろん

なところからもいろんな声をちょうだいしているところもございますので、導入に当たっては

その安全面とか、先ほどおっしゃられた道路環境の状況とか。そういったところも十分考慮し

ながら導入について再度検討していきたいというように考えております。 

ただし道路の環境整備が先ではないかというふうなお話ですが、そこにつきましても、なか

なか観光に即したかたちでの道路整備というのも難しいかなというように思っておりますの

で、まずはそういう自転車であったりとか、キックボードであったりとかの安全面を十分確保

するような状況をまず、優先的に考えながら導入等、安全の確保等を図っていければというよ

うに考えております。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 
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○５番（田添有喜君) 

 ぜひ安全対策を十分講じていただきたいと思います。あわせてレンタル自転車とキックボー

ドを利用される方ではなくて、町民の方にとっては新しい現象が生まれるわけで。特に高齢者

のドライバーの方もおられます。そういう町民に対してもやはり今までとない道路状況が生ま

れるわけですから、ぜひ周知をして、利用される方もまた町民の方も安全に過ごせるそういう

環境の中で推進していただければと思います。 

 次に教育長に伺います。令和５年６月の教育委員会定例会の議事録によりますと、費用対効

果や維持管理面に課題があると記録をされています。その後、運動公園の建設についてどのよ

うな調査研究をなされたか伺いたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君) 

 御質問に対しましては、これまでの答弁と同じように、明日の質問の中にもありましたよう

ですけれど、過去の状況、過去の計画あるいは状況。近年に建設されております近隣自治体で

の状況等々の収集をし、今分析をして関係課と共有をしているところでございます。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 町長の座右の銘に「できない理由よりできる方法を考えよう」このことをお話しされて非常

に印象深い言葉で、今でも私の心に残っています。今でも変わっておられないということで、

消費をどうやって増やしていくのかという視点から、私は競技場例えば陸上競技場。今日陸上

中体連があっているようですけれども、もうその姿も波佐見町で見るようなことができなくな

りました。 

しかし現実は、小学生が陸上クラブに入って一生懸命練習している姿またはいろんな記録会

とかそういうものに参加している姿。または町のいろんな行事に参加している子供たちたくさ

んいると思います。またこの競技場ができれば郡民体育大会とか、郡の先ほど言いました中体

連関係または町のロードレース。町の一周駅伝、壮年駅。各種グラウンドゴルフ大会。陶器ま

つり等のイベント開催。その際に焼き物とか農産物とか、いろんな事業所の協力を得て出店を

していただければかなり――維持管理で確かに金はかかるかもしれませんが、それを利用して

消費の部分でも効果を上げられると思っています。 

野球場についても県の大会がこの間、鴻ノ巣公園でありましたが、やはりきちんとしたとこ

ろで開催するためには野球場を造って、これは小学生から大人まで活用できると思います。 

 または陶器まつりにはこういう球場を使っていろんなイベントを球場で開催するとか、また

はプロとまではいきませんけれども実業団の野球選手と、実際今波佐見高校出身のプロ野球選

手もいますので、かなうのであればそういう人のイベント。 

または、この間町の大使になられました純烈。波佐見でコンサートをやりたい、どこでコン
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サートやるかって。場所ももうそんなに全国に広めると言われていますが場所もありません。

こういった陸上競技場とか野球場とかいっぱい利用の仕方はあります。ぜひできない理由よ

り、できる方法を考える。という視点で前向きに取り組んで頂きたいと思いますがいかがです

か。 

○議長（百武辰美君) 前川町長。 

○町長（前川芳徳君) 

 多少頂いた通告内容から、ずれている感じもいたしますが、観光という大きな枠組みの中

で、お答えさせていただきますと、確かにおっしゃったようにいろんなことができるような施

設があれば非常にうれしいですし、楽しいかなというように思います。 

しかし現実的に波佐見町の規模において総合運動公園を設けて、まず造るためには相当の財

源もいるでしょう。維持管理するために相当のお金も要ります。今後人口減少が見込まれる

中、2060年には１万人を切るというような想定の中で、ではどうやって維持していくのか。そ

ういったことも総合的に判断すると今果たしてできるのかと。造っていいのかというふうな非

常に不安もございます。 

 今の勢いでじゃあ造りましょう、やりましょうとなったときに将来子供たちに維持可能なま

ちづくりができるのかという不安もございますので、どうしても慎重にならざるを得ません。 

 先ほどおっしゃったようなコンサートは文化会館とか、あるいは講堂等もございますので代

替施設というものはいろいろ考えられるでしょう。そういったことをできない理由よりできる

方法として考えてまいりたいというように思います。 

○議長（百武辰美君) 田添議員。 

○５番（田添有喜君) 

 いかに消費を増やすかという視点でその施設をつくることによって、消費を増やすという視

点で質問をさせていただきました。 

次に、波佐見では春は桜づつみの桜が多くの集客を呼び込んでいます。また夜のライトアッ

プ。または町内でもいろんな各種行事があります。秋も何か一つ集客を期待する取組がないか

ということで、波佐見の寒暖差を利用してこの紅葉あたりも秋の一つの町の魅力として発信

し、そこで秋の陶器まつりとかいろんなイベント等をしてはどうかと思っています。 

 ラブリバー制度そちらができないのであれば、大分桜の木も成木になって手を入れなければ

いけない時期も来ております。ぜひ今後の消費を増やす一つの手だてとしてこういう、紅葉
も み じ

の

紅葉を町の売りにしてはどうかと思いますが。 

最後に第二期総合戦略最終年度にあたって、また目標達成に向けて、町長の決意をお聞かせ

いただき私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（百武辰美君) 前川町長。 
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○町長（前川芳徳君) 

 おっしゃるとおり秋の紅葉って本当にすてきなのですよね。私も実は植物の中で紅葉が一番

好きでして、実は私の家の周りずっと自分で植栽しておりますが、あまり大きくなり過ぎてち

ょっと逆にたまったりして非常に切ったりもしておりますけど。 

そういった土地があれば特に緑の募金等の事業もございますので、町と言わず各自治会でも

そういった植樹の運動をされるのであれば、そういったものを活用していただいて、紅葉の映

えるまちづくりに募金頂いたものはしっかり支援をしていきたいなというような思いでござい

ます。 

 今後こういった基本構想、基本計画をしっかりと進めまして持続可能なまちづくりに邁進し

てまいりたいというふうに思います。 

○議長（百武辰美君) 

以上で、５番 田添有喜議員の質問を終わります。 

しばらく休憩します。14時40分より再開します。 

午後２時30分 休憩 

午後２時40分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

次は、７番 福田勝也議員。 

○７番（福田勝也君） 

 皆さんこんにちは。それでは通告に従いまして一般質問させていただきます。 

部活動の地域移行について 

 学校の部活動は、子供たちにとってスポーツや芸術文化等に親しむ機会であるとともに、貴

重な人間形成の場となっている。 

 しかし、少子化による生徒数の減少に伴い、部活動に必要な部員を維持できない状況にあ

る。また教師の働き方改革等により全国的に従来どおりの部活動の継続が無駄難しくなってき

ている。 

このような状況を受け、国（スポーツ庁）は令和５年度から公立中学校の休日の部活動を段

階的に地域の活動に移行する方針を示している。そこで次のことを問う。 

 （１）波佐見中学校における各部活動の加入人数と顧問教諭、外部指導者の人数状況は。 

 （２）国、県の指針を受け、本町ではどのような対策や方針を計画されているのか。 

 （３）外部指導者の確保や人材育成及び謝金などの予算の確保はどのように計画されている

のか。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 
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○教育長（森田法幸君） 

 部活動地域移行について国は、スポーツ庁は令和５年度から公立中学校の休日の部活動を段

階的に地域の活動に移行する方針を示している。そこで次のことを問う。 

 （１）波佐見中学校における各部活動の加入人数と顧問教諭、外部指導者の状況はとのお尋

ねございますが。現在16の部活動に総勢320名の生徒が所属をしております。顧問教職員25名、

外部指導者15名が指導に関わっていただいております。外部指導者がいない分は女子ソフトボ

ール部とアート部となります。 

 （２）国県の指針を受け本町ではどのような対策や方針を計画されているのかとのお尋ねで

ございますが、対策や方針を立てる際に、最も基本にすることは波佐見町の現状や特色、独自

性を生かすことだと考えております。同時に大きな変化、変革を求められている施策でありま

すから、生徒や保護者、教職員、地域の不安、負担を考慮したとき、しばらくは私ども教育委

員会が主導するかたちが適切ではないかと捉えております。 

 これまでも本質問につきましては、答弁を行ってまいりましたが、改めてこれまでの経緯、

取組について概略説明をいたします。 

関係者への説明会、意見公開交換会等の開催。波佐見町地域部活動推進検討委員会の発足と

方針策定。児童生徒、保護者、教職員、外部指導者の意向調査。外部指導者確保に係る中学校

部活動振興会への補助の増額。教職員の兼業、兼職に係る規定作成と教育委員会管理規則への

追記。モデル部による検証。指導者謝金規程の策定などを行い、これらを踏まえて今年２学期

から休日の指導を外部指導者による取組を試験的に始めるようにしております。試行錯誤しな

がらよりよい活動につながる改善対策を図ってまいりたいと考えております。 

 （３）外部指導者の確保や人材育成、及び謝金などの予算の確保はどのように計画されてい

るのかとのお尋ねでございますが、本町ではスポーツ少年団やスポーツ協会所属の活動が充実

し熱心に展開をされております。加えてスポーツ、文化問わずに多くの方々が自主サークル活

動に親しまれております。この方々とのネットワーク、つながりをベースにして外部指導者の

発掘や確保さらには育成を図ってまいりたいと考えております。 

予算につきましては、これまで中学校部活動振興会に年250万円の補助を行っていましたが、

安定的に外部指導者を確保するため、令和５年度より150万円上乗せし年400万円を補助してお

ります。今後は策定した謝金規定を基準に、外部指導者の方々との意見交換を行いながら活用

をしてまいりたいと考えております。 

 ただ活動意向が平日まで及ぶようになったとき、生徒の活動をどう保障するのか。外部指導

者をどう確保できるのか。保護者の負担や運営方法など、様々な課題が予想されますので、国

や県下自治体の動向を踏まえながら検討してまいりたいと考えております。 

 以上、壇上から答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 
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○７番（福田勝也君） 

 今回中学校の部活動の地域移行の通告について一般質問しているところでございますが、こ

の件につきましては今答弁でもありましたように以前からも同僚議員のほうから幾度となく質

問された内容でございます。 

 しかし今、答弁でもありましたとおり、今年度のもう２学期、９月のほうから試験的に休日

の活動を移行するというようなことをお聞きしておりますので、まだまだ課題とか問題点が山

積しているものではないかと思って、今回また質問させていただきました。 

 まず初めに中学校の部活動の現状についてですが、先ほど答弁のほうでもたくさんの方が―

―今ありましたとおり生徒数が392人に対して320人。加入率が81.6％と。こういった多くの生

徒たちが活動しているわけですが、例年というか、ここ数年でその加入率の推移といいます

か、例年どおり横並びなのか、上昇傾向にあるのか、減ってきているのか。そこあたりが分か

れば教えてください。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 加入率につきましては恐らく微減だと思っております。 

ただ学校の部活動、学校を主体としている子供たちが先ほど示した割合ですが、それ以外の

地域のクラブあるいは既存の例えばスイミングクラブとかそういうことを入れると恐らく85％

を超える子供たちが何かしらのスポーツ、文化活動に勤しんでいるのではないかなと思ってお

ります。 

他自治体、他の学校に比べると随分加入率が高いとは思っておりますが、少しずつ少しずつ

減少している傾向と、部によって偏りがあるという傾向があるのではないかと判断をしており

ます。 

○議長（百武辰美君) 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

先月末に中体連の東彼地区の郡の予選大会があったかと思うのですが、波佐見中学校では何

の競技で、全ての競技で出場されたのか。どのような成績を残されたのかお伺いしたいと思い

ます。また部員不足によって予選会、試合ができなかった部があったのか。そこあたりをお伺

いします。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 前回の武道競技において波佐見中学校から参加をした種目を述べます。卓球男女、バレー女

子、野球、サッカー、バスケットボール男女、ソフトテニス男女、柔道男女、剣道は本中学校

からは参加をしておりません。バトミントン男女が大会に参加をしました。 

野球、サッカー、バスケット男女、ソフトテニスの女子、柔道男子、バドミントンの男子、
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女子が優勝をしておりますし、個人戦で県大会に出場する子供たちも多数参加しておりまし

た。 

 ただもう長年のようにバレーボールの男子につきましては、もうクラブ化しておりますの

で、３中学校で１校しか出ておりません。 

 今年度特にまた、女子ソフトボール部も本中学校だけになりましたので予選は行われており

ません。県大会も波佐見中学校と川棚中学校の合同チームが出るようになっているようです。

剣道の男女につきましては、先ほど申しましたように波佐見中学校からの参加はあっておりま

せん。 

 このように部によって偏りがあることと、例えば野球のように川棚中学校と東彼杵中学校が

合同チームをつくって、波佐見中学校と対戦をしたというように、郡内の三中学校でも合同で

参加をするという実情が見え始めております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 今成績のほうありましたけども、また部員も約８割強の生徒たちが参加しているわけです

が、これまで学校での部活動ということから、生徒たちも友達と誘い合って気楽にスポーツに

親しみ、入部しやすい環境にあったかと思うのですが、今後地域に移行。その先になるでしょ

うけど。完全移行となって地域クラブの活動となれば、そのハードルも上がってスポーツ離れ

をしていく生徒たちも増えるのではないかと危惧しているわけですが、そのあたりはどのよう

にお考えになりますか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 学校を単位とした部活動というのが今後恐らく行われないようになるのか、縮小していくの

か、まだ今のところは分かりませんが、議員がお説のようにアスリート的に強くスポーツを求

めていく子供たち。部活動の延長的に自分たちで、仲間と集い合って運動や、文化活動に親し

もうとする子供たち。そして何にもしない子供たち。というように３分類されるのではないか

なということの危惧はしておりますが、まだ今のところこれはあくまでも個人的な部分であり

ますので、そうならないように子供たちにいろいろな運動の機会、文化活動の機会は提供して

いきたいなとは思っております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 先ほどもありました。やはり外部指導者もいない部もあるわけですね。そういった場合に土

日の練習をどうしていくのかですね。そういったものもありますし、また今先ほどもありまし

たように成績ですね。やはり町単独でできないチームが今から今後出てくると。そういうよう

なところで東彼３町での活動となってくるというような話もありましたけども、具体的にそう
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いうようなところは調整とか３町一緒になって協議されているのかちょっとお伺いします。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 本町の場合はありがたいことにまだ子供たちがほぼ全ての活動に参加をしておりますが、東

彼杵中学校のようにもう大変厳しい状況にある中では、やはりこの合同的なものということも

考えていかなくてはいけないかなと思っております。 

今のところ郡の校長会あるいは郡の中体連事務局と教育委員会教育長あたりが合同に今後の

方向性、今の危機的な現状等々の意見交換をしながら協議の場を設けつつあるというところだ

と思っています。 

 ただし本町でいうと、指導主事が移行の主担当をやっているのですが、川棚町東彼杵町の教

育委員会担当者による３者の協議は行っており、今の各学校の各地域の現状と課題等について

の意見交換は行っております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

そうですね。やはり部活動を通して学ぶことも沢山ございます。大きな声で挨拶をすると

か。あるいは部活動で使う道具やものを大切にするとか。あるいは仲間社会との協調性を図る

とかですね。コミュニケーションの能力、目配り、気配り、思いやりとかですね。あるいは感

謝やマナーといった教育的効果や社会を生き抜くための行動を身につけるよき経験になるもの

だと思っております。 

 先日のいきいき大学で本町の各学校の校長先生のほうから学校紹介がされておりましたけど

も、その中に中学校の学校紹介がございました。中学校の資料の中の最後のところに、波佐見

中学校の学校だよりですね。こちらのほうが添付されておりましたけども、その中に郡中退中

体連の激励会のことを紹介されております。 

中体連にかける意気込みや決意目標などを力強く述べられ、その言葉の中で多く述べられた

のが感謝という気持ち、という言葉だったそうです。部活動を通して身につけてほしい力、技

術力だけでなく礼儀や他人を敬う気持ちもついていることを感じました、ということが書いて

あります。 

このように部活動の意義は計り知れないものがあるのではないかなと思っております。より

多くの生徒たちにこのように部活動を通して、そういった経験を積み、感じ、身につけて社会

に出てほしいと感じております。 

感謝の気持ちを持つということで、お世話になった地元に恩返しをすると。まさに部活動は

ふるさと教育の一環にもつながっているのではないかなと思っておりますが、中学生にとって

これからの人生を歩んでいく中で進路などを選択していく大事な時期でもあります。社会の縮

図と言えるこの部活動で、地域移行となっても親しみやすい環境づくりに努めていただきたい
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と思いますけども、部活動の意義、目的を教育委員会としてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 今議員がるる述べられたことは全て部活動の狙いであり、メリットであり、ぜひ残していき

たいものだと思っております。 

 さらには、ここにいらっしゃる方々もそれぞれに部活動に対する思いもあるでしょうし、そ

れによって育ててきた自分というのもきっとあるのだろうと思っておりますので、学校単位の

部活動ということは今後どういうように変わっていくかは分かりませんが、あくまでも子供た

ちのやりたいと思う気持ちを保障することと、学校職員が担っていたものを地域で担っていく

という、地域の子供は地域で育てるという基本的なスタンスにのっとって、この地域移は行わ

れていくのだろうと思っておりますので、部活動のメリット、狙い、よさを生かしながら、ど

う地域移行に結びつけていくかというのが課題だろうと思っております。 

 ただし部活動には是の部分。あるいは光の部分と影の部分がきっとあるのだろうと思ってい

ます。例えば燃え尽き症候群的にややし過ぎた部分の健康被害もあるかもしれませんし、生徒

同士の人間関係もあるかもしれません。あるいは顧問教諭による体罰等々はニュースにも大き

く取上げられるようになっておりますし、何より先生方の長時間労働の元凶とさえ言われて、

ブラックと叫ばれた理由の一つに、ブラック部活というのがあるわけです。これも一つの事実

だと思っております。 

 長時間労働。さらに言えば先生方が専門ではない部活を担当し、なかなか厳しい状況の中で

部活を持たざるを得ないという先生方の働き方改革という大きな転換、課題等々もあるんだろ

うと思っておりますので、総合的に部活動のメリットのよさも生かしながらも、そういう現状

も踏まえて、今後望ましい求められる方向に進んでいくのであろうと思っておりますし、進め

ていかなくてはいけないなと思っております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 部活を通しての意義とか、本当にいろんな経験とか成長をしていく活動かなというように考

えております。やはりこう明確な目標に向かって県大会で優勝して、九州大会、全国大会でい

い成績を残したいと。いうようなその目標に向かって日々どのような練習をして努力を重ねて

いくか。その日々の過程、プロセスが一番大事になってこようかと思っております。 

○議長（百武辰美君） 

 いい例が波佐見中学校学童野球もそうなのですが、学童野球、中学校野球部は子供たちが入

れ替わっても毎年いい成績を収めております。全国大会、九州大会のほうによく出ております

けども、やはり日頃より目標に向かって、やはり選手あるいはその指導者。または保護者の人

たちもこれの三位一体となって、一緒になって練習や試合への協力とか応援をよくやってこら
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れて子供たちの活躍をよく見守られております。 

 そのためにやはり試合の結果もしかりなのですが、やはり素直でリーダーシップをとれるよ

うな子供たちに成長しているのではないかなと思っております。 

毎年、中学校の体育祭運動会のほうを見せてもらっておりますけども、やはり各集団の応援

合戦ですね。その団長とかリーダーですね。これはほとんど野球部の子供たちが中心となって

集団をまとめて頑張っている姿をよく見ております。やはり日頃の活動がそのように成長させ

ているものではないかなと思っております。 

もちろん先ほど教育長も言われましたとおり、スポーツができる子ばかりではありません。

やはりスポーツに限らずやはり文化に対しても、あるいは勉強も一緒だと思います。漫然とし

た活動では何も生まれませんので、やはりしっかりとした目標を持ち、それに向かって日頃よ

り意識して目標達成に向けて頑張ってもらいたいなというように思っております。 

それでは次の（２）の対策とか方針についてお伺いします。国の指針についてはスポーツ庁

の地域スポーツ課による、運動部の活動地域移行についての資料に基づいて質問していきたい

と思っております。 

 運動部活動の改革のこれまでの経緯取組についてというようなところで、上からいきますと

平成30年３月に運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラインとして朱書きのところなの

ですが「地域、学校、競技種目等に応じた多様な形で、最適に実施」と。もう一つ下のところ

で、「学校と地域が協働・融合した形での地域におけるスポーツ環境整備を進める」というふ

うなかたちですね。 

それを踏まえて、それから平成31年１月に新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導、

運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策についてということ

で、朱書きのところで「将来的には、部活動を学校単位から地域単位の取組にし、学校以外が

担うことも積極的に進めるべきである」と。これが中央教育審議会ですかね。これが答申を出

されております。 

それを踏まえて令和元年11月に衆議院ですね。参議院が12月に「政府は、教育職員の負担軽

減を実現する観点から、部活動を学校単位から地域単位の取組とし、学校以外の主体を担うこ

とについて検討を行い、早期に実現するということ。」で付帯決議されております。 

 それを踏まえて令和２年９月ですね「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」と

いうことで、朱書きのところですが「令和５年度以降、休日の部活動の段階的な地域移行を図

るとともに、休日の部活動の指導を望まない教師が休日の部活動に従事しないこととする」

と。こういうような流れで地域移行を図ろうというようなかたちになっております。 

 やはり資料を見てみまして、これ15ページにわたってある資料なのですが、生徒とか保護

者、地域の意向などはやはり中身についてあんまりこう指示に含まれておりませんでしたけど

も、先ほど教育長の答弁でもありました教員の働き方改革。このような制度の移行にしか見受
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けられておりません。 

時代の背景を見てみましても、しょうがないとは感じますが、部活動というものは教育の一

環とも考えますが、外部指導者もふだんの平日はお仕事をされる方がほとんどかと思いますの

で、地域保護者任せでよろしいものかどうか。そういったところはどのようにお考えでしょう

か。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 この地域移行につきましては、誰しも経験をしたことがないというのがもう。どのように今

後なっていくのかという部分で国、スポーツ庁あるいは県もこういうふうな方針等々方向性は

示してはいるのですが、こればかりはもう全然地域差が違うし、学校差が違うのでモデルを示

されたからといって、それをすぐできるかということは大変厳しい状況にあります。 

御存じのように、この地域移行について全国モデルは長与町ではありますが、長与町の現状

を見て、長与町と波佐見町を比較したときに当然真似できないこともたくさんありますので、

当初述べたように本町らしい現状や特色を生かしながら、本町らしいペースで、スピードでや

っていければいいなというのを基本的に思っております。 

 学校差、地域差、家庭環境の差等々、いろんな条件の中で、同じような歩み、モデル等合わ

せたかたちの展開はできないだろうと思っておりますし、先生方の働き方につきましても、波

佐見中学校に在籍をされている先生方がどのような思いを持っていらっしゃるかということ

も、先ほど答弁の中で意向調査もとっておりますが、年が変われば、あるいは家庭環境等々が

変われば、去年まではしたいと思ってても今年はできないというかたも当然いらっしゃるわけ

ですから、そういうことも総合的に考えていきながら進めていきたいと思っています。 

ただし何度も繰り返すようですが、子供たちのやりたいという思いを保障すること。地域の

子供は地域で育てるということ。そして持続可能というのがこれからのとても大事なものでは

ないかなということを考えております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 私も外部指導者といいますか、４名ほどちょっと外部指導者の方とお話しさせていただきま

したけども。やはり外部指導者の立場からいうと、やはりこれまで学校の先生たちが部活動の

責任者といいますか、監督といいますか、おられたのでそのお手伝いとして気軽に気兼ねなく

活動のほうをしておりましたが、それから先生も休日になればいらっしゃらなくて１人で、ほ

とんどさっきの答弁でもありましたけども、外部指導者１人もしくは０人。１競技だけ２人い

ましたよね。そういったかたちで、ほとんど１人で見なければならないような状況になってい

きますね。 

 ですので、やはり責任問題とかあるいは、やはり自分の時間が取れませんよね。休日先生も
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いらっしゃらない、自分が欠席したらちょっと子供たちをどうしようかと。そういうような問

題もいろんな負担を感じると。そういったお話が共通してございました。 

 今の体制、今の状況でいけば、やはり１人ではちょっと負担でできないということで、ちょ

っと今の環境ではもうちょっと続けてやっていけないという人も出てくるかもしれません。そ

うなれば、ちょっと厳しいのかなと。逆効果にもなりますので、そういったところをしっかり

こう施策してもらいたいなと思っております。 

 それとまた週末とか休日になれば練習試合を組んだり、大会に参加したりと、そういうよう

な試合が結構ございます。その引率とか運営をどうするのかですね。それと練習試合とかにな

れば、現状では学校の先生、顧問の先生同士でその段取りとかそういったものをされているか

と思いますが、今後地域移行になったときに外部指導者で、そういうふうな段取りまでできる

のかどうかというところも問題視されてくるかと思います。 

このようにやはり地域移行にした場合の課題点。実際やってみればこういった問題点が出て

こようかと思うのですよね。やはりそういうようなところを、やはり現場の顧問の先生とか外

部指導者、このような問題点のヒアリングですね。あるいは解決策の協議をされたのか。やは

り各部にアンケートなどをとって状況把握をしていただきたいと。各部で抱える問題点はそれ

ぞれでしょうから、やはりその状況、解決策を研究していただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 外部指導者、外部コーチということになっていくと思いますが、部活動の地域移行に関しま

しては現役の先生方の中にも、部活動を休日にやりたいという先生方もいらっしゃいますか

ら、この方々も外部指導者として先ほど申しました兼業・兼職の発令をすることによって補償

をするというかたちでやっていきますので、今その意向につきましても、令和５年度に一度集

約をしておりますし、今年度転入されてきた先生方の意向も今月中に取るようにしておりま

す。 

全国的に見れば全国平均で約３割の先生方がやりたいということで思っていらっしゃるよう

ですが、波佐見町の場合はそれも少しやや高い状況ではあります。でもこういう方々の意向も

踏まえながら、今議員が心配されている――これはもう本町だけではなく、外部指導者の方々

の処遇あるいはその責任の問題、引率の問題、運営の問題については確かに分からないところ

もありますし、先ほどから答弁しております長与町さんでもこれについては、もう今でも悩ま

れていて具体的な良策を見いだせないというのが現状でありますので、外部指導者の方々との

意見交換会あるいは顧問の先生を含めた意見交換会等々を行いながら、今危惧されること、あ

るいはそれに対してできるところはどんなことかということの意見交換については、担当指導

主事を中心として、これまでに一、二度意見交換等々は行っております。 
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 ただ、その解決策としてはどうするということは難しいところがあると思いますので、実際

にやっていきながら、どういう課題が生まれてくるのか。それをどう解決していけばいいかと

いうことの試行錯誤をしばらくは続けていくのだろうなということは感じております。 

○議長（百武辰美君) 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

そうですね。波佐見町にあった取組を進めていくというようなこともございまして、波佐見

町の地域部活動推進検討委員会、そちらのほうも立ち上げていらっしゃいますよね。この検討

委員会の委員さんはどのような方で構成されているのか。また協議の内容ですね。 

今年の９月から試験的に休日の地域運行を進めていくというような答弁もございましたが、

今後の完全移行といいますか試験的に終わってどういったかたちで、週末の休日やっていくの

か。それをクリアした後には、完全移行していくと。そういうような計画があったら、教えて

いただきたいなと思います。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 委員会要項によりますと委員のメンバーといたしましては、中学校町、町Ｐ連の会長様、体

育協会長、スポーツ少年団のチーム代表様、地域スポーツクラブ代表様、スポーツ推進委員

様、文化連盟代表様あと教育委員会職員というかたちで、それぞれの運動面、文化面でリード

されている代表の方々を一堂に会して協議を行っているということになります。 

 方向性につきましては、先ほど説明ありましたように国県の方向性の確認であったり、本町

の現状や課題であったり、あるいは、これからどういうように歩んでいくかということの意見

交換などを行っております。 

 比較的風通しが良いといいますか意見交換がしやすいところもありますので、本音の部分と

か厳しいところ苦しいところあたりの思いを聞かせていただいおりますので、それに合った対

策を考えていきたいということで思っております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 あと、いろんな資料を見てみますと、このスポーツ庁が出しているものとかあるいはいろん

な学校部活の地域移行におけるパターンと事例紹介とか、こういったいろいろなものをちょっ

と参考にして見せていただいたのですが。地域移行にかかるその受皿とか、形態のパターンを

よくこう紹介されているのですが、大体こう３パターンに分けられるようなのですが、一つ目

としては総合型の地域スポーツクラブ等の既存クラブ団体が受皿となるケース。もう一つが新

しい場を自治体や保護者会などが新設し受皿とすると。そして三つ目に教育委員会や体育スポ

ーツ協会が受皿になるというような大体この３パターンが主流かと思うのですが、先ほどの教

育長の答弁で波佐見町においては、やはりしばらくはこの教育委員会が中心となって、受皿と
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なってですね、活動を見守っていくというふうなことが答弁ではございました。 

やはりその運営とかそういうようなところもありますが、やはり特に課題となってくるのが

やはり指導者の確保ではないのかなというようなところを感じております。そういったところ

で、やはり人材の確保という、指導者の確保というのをやはり最優先に今後考えていかなけれ

ばならない課題かなと思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に（３）の地域の外部指導者の確保、人材育成、予算の確保について移りたいと思いま

す。先ほどからこの人材の外部指導員の人材確保についてもお話をさせていただきましたけど

も、やはりこの外部指導者と予算の確保というこの２点をしっかり整備していかなければ、継

続的な持続可能な活動ができないというように考えております。 

 やはりこれまでの経緯、取組の中で２項目の朱書きの部分ですね。「地域で部活動に代わり

得る質の高い活動の機会を確保できる十分な体制を整える取組を進め、環境を整えた上で、将

来的には部活動を学校単位から地域単位の取組をし、学校以外が担うことも積極的に進めるべ

きである。」というようなかたちでございますので、やはり現状で地域移行に移る段階におい

て十分な取組とか環境整備、このようなことはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 先ほどの議員のお話の中に、今後の受皿等につきましてお話があったと思いますが、国県が

示している三つのモデルにつきましては、１番目の総合型スポーツクラブ等々が運営するのは

本町の場合は恐らくもうないのだろうと思っているのですね。今のそういう現状ではありませ

んので、では２番目、３番目になっていくのだろうと思いますが、答弁の中でスポーツ少年団

であったり、スポーツ協会であったり活動がとても熱心でありますので、ここをやはり生かす

ということが大事だと思っております。 

町村教育長会議の中での話題の中にこれも上がってくるのですが、今後どのように休日、平

日移行になったときには比較的多い意見は小学校のジュニアスポーツ少年団と同じように社会

体育化することのほうが、郡部においては一番ふさわしいのではないか、適当ではないかとい

う意見が一番多いように感じております。ただこれも本町としてどういう方向性を示すかまた

今後研究課題としてはやっていきたいなと思っております。 

 地域移行に部活動を移行するときに、今議員がおっしゃったように何よりも外部指指導者の

確保。そして運営がスムーズにいくための予算的な支援。この二つが一番の大きな課題だと思

っております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 そのようにやはり外部指導員の確保が一番大事かなと思っていますが、やはり最初の答弁で

もありましたとおり各16競技ですかね。そのうちで複数２名いるところが、バスケットボール



－76－ 

の１競技で、あとは１名ないし０人というような状況なのですよね。 

やはりさっきの答弁でも外部指導者についても教育委員会のほうが現在当たられていますよ

ね。当たってどのような感触を感じられているか、ちょっとお伺いしてよろしいですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 外部指導者が今外部コーチというかたちで本町の場合は言っていると思いますが、外部コー

チの存在と顧問の先生方の意向の部分がありますので、０人ということは多分ないのだろうと

思っています。女子ソフトにつきましても今実際顧問教諭が土日等々にも指導しておりますの

で、彼女の意向がどうなるかまだ分かりませんけれど、０人ということがないように。実際に

女子ソフトボールにつきましては、その顧問教諭がいなければということになりますので、先

ほど申しましたようにスポーツ少年団、スポーツ協会あるいは個人的にソフトボールに親しま

れている方々の情報の収集をして、教育委員会あるいは学校あるいはその推薦をされる方とチ

ームを組んで個別に対応していくというのが今取り組んでいるところであります。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 現在の顧問の先生の意思確認というか、やってもいいよという方もいらっしゃるということ

なのですが、やはり先生方もその方は赴任中に限られてくると思うのですよね。そういったそ

の意思がある方がいらっしゃるときはよろしいのでしょうけど、転勤になった後はどうするの

か。そういった課題もあろうかと思いますので、あわせてやはり３人、４人とかですね。やは

りそういうような体制をつくらないとやはりその先生が抜けたらもう１人だけになったとか。

そういったことがないような計画的な確保のほうをお願いしたいなと思っております。 

 また先ほど教育長のほうから地域活動の社会教育団体の学童を中心としたスポーツ少年団で

すね。そういった活動に向けての活動もありかなと考えておりますが、このスポーツ少年団の

各競技ありますけど、競技のチームの指導者、監督コーチは大体何名ぐらいを確保されている

のか、ちょっとお伺いします。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

今年度の波佐見町スポーツ少年団の内訳資料に目を通しますと、指導者の方が49名。大体各

部活で少ないところは１人というところもありますが、大体三、四名の方々がそれぞれのスポ

ーツ少年団に関わっていただいているというのが、今年度の部分で報告書が上がってきており

ます。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 そのようにやはりスポーツ少年団。これも学校の先生抜きでやはり監督、コーチまたは保護
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者コーチもたくさん協力されて、やはり各チーム四、五名単位ぐらいでやはり運営されている

ところが結構多ございますので、やはりそういうような体制ができるように努めていただきた

いなというように考えております。 

 あとは予算とか財源についてちょっとお伺いしたいと思いますけど、答弁でもありましたと

おりやはりこの財源。部活振興費で以前250万円を150万円増額して400万円の予算にされており

ます。やはり指導者に対する謝金などそういったものも加味してということですが、現在自主

財源のほうでやられていますよね。今後もそういったかたちで自主財源のみで運営となってい

くものかどうかちょっとお伺いします。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 財源的なことにつきまして担当のほうから県のほうに確認をしましたが、今のところ県国か

らの補助等についてはまだ明確な答えがないといいますか。現状では厳しい状況にあるのでは

ないかなと思っておりますので、自治体の補助あるいはそのほかの方法で、捻出していかなく

てはいけないかな、ということを思っております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

 これまでもやはり学校の先生方、週末に部活に参加されて休日の手当もいくらかはあったの

ではないかなと思うのですよね。県もしくは国かどちらの予算か分かりませんけれども。 

そういったかたちでやはり休日が休みになるということになれば、その予算も浮いてくるわ

けですよね、国とか県。それだけ休みになれば支払わなくて済むわけですから。そういった予

算の指針もない中で、ただ人間の確保だけやってくれよと言われても、なかなか難しいのかな

と思いますので。 

やはりそういった予算面での指針が全く示されてない中で、体制の問題も解決はしていかな

いと思うのですけど。そういったかたちで、やはり無いなりにやはりしっかり体制づくりに努

めていただきたいなと思っております。 

 それとやはり地域移行に想定される主な課題としていろんなことが書いてございました。や

はり主体実施主体ですね、受皿や移行体制を構築調整するコーディネーターや、活動に対する

細かな運営事務の担い手は誰が行うのか。それと責任管理。地域移行先の活動時における責任

や安全管理は誰がどう担うのか。この点ですね。あと指導者。地域移行先の指導者はどのよう

に確保するのかですね。あと活動場所をどのように確保するのか、どのように調整するのか。

あと移動ですね。活動場所や拠点によっては発生する参加者の移動負担に対してどのように対

応するか。あと費用面ですね。参加者に対してどの程度受益者負担をかけるか、指導者の謝金

などの支出に対する財源をどのように確保するのか。あとは大会出場ですね。学校部活として

出場するのか、移行先で出場するのか。 
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こういった課題点がございますので、こういった面も一つずつクリアしていっていただきた

いなと思っております。 

 これまでやはりいろんな質問をしてきましたけども、最初のほうでお話ししましたとおり部

活動は人間形成の場でもございます。やはり部活動の意義を理解して、教育の一環としても取

組が必要ではないかなというふうに感じておるのですが。 

やはり教員の働き方改革とかいろんな背景もあり、このように部活動を地域で見ていくよう

にというような活動になっていくようなのですが、やはり学校教育の環境整備ですね。やはり

エアコンの設置とか、あるいはタブレット端末の配布。あと電子黒板の設置とか。あといろん

な支援員の設置もなされております。以前に比べましても随分と整備されてきております。 

 また子育て支援においても、保護者負担の軽減として医療費の現物支給とか、保育料、高校

の授業料とか。給食費の無償化とそういった面も支援事業も十分に対応されてはおりますけど

も、しかし一方ではやはり学力の低下とか体力の低下。あとコミュニケーション能力ですね。

そういったものとか、あと言葉遣い等。多様性とか個性が先行して、やはり学校とか社会のル

ールを守れないとか、そういったものもやはり傾向も見受けられるような見聞きしているので

すが。 

やはり環境整備とかやはり支援事業というのは、万全にといいますか、そういったものは進

められておりますけども、やはり人間形成ですね。そういった人材の育成というものの対策を

していただきたいなというように思っているのですが、やはり人間形成とかですね、育成の一

つの手段が僕は部活動かと思っていますので、地域移行になってもこれまでより１人でも多く

の生徒たちが持続して活動できるようにまたそのような指導ができるような人材の確保、人選

をして対応、対策をとっていただきたいなと思っております。 

 先月末の議会報告会。「議会議員と語ろう会」を行いましたけども、その意見でも地域づく

りには教育が一番重要。小さい子供の頃から地域活動に参加させるべき。あるいは次世代を担

う子供たちをいかに育てるかが肝要。こういった御意見がありました。 

 これから環境整備とかそういった支援事業もできておりますので、これからは人を育てる

と。それをテーマに頑張っていただきたいなと思っております。本町でも地域の支え合い、支

え合いのまちづくりを推進されておりますので、やはり地域活動というのは協調性が必要でご

ざいます。この人を育てるということにあたって、やはり部活動以外にもどのようなことを対

策ができるのかどうか。そこのあたりはどのようにお考えですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 答弁の前に先ほどの補足をいたします。現在の先生方に何らかの手当が付いてないというよ

うなニュアンスにとられたかもしれませんが、実際休日の部活動の手当等々は支給されており

ますし、それとは別にただその部分が今後どうされるのか今は分からないので、本町として予
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算化をし、先生方あるいは外部指導者の方々の予算的なバックアップについては万全を期した

いということで思っております。 

ふるさと教育をとにかく私は一番大事に思っております。人は人を浴びて人になるというこ

とわざがあるように、地域の「ひと・もの・こと」にいかに触れて、地域の方々に育ててもら

うというふるさと教育キャリア教育の推進というのは、波佐見町の大きな教育の柱にして今後

も推進してまいりたいと思っております。 

○議長（百武辰美君） 福田議員。 

○７番（福田勝也君） 

最後になりますが休日の部活の地域移行は２学期の９月からということで、試験的ではありま

すが、やはりまだ現在の外部指導者の方も、やはり今の体制をちょっとこう不安がっていらっ

しゃいます。 

 やはり生徒数が全部で約320人いる中で外部指導者は15名なのですよね。やはり多いところで

はやはり今30名を超す部員を１人で見なければならないというような状況が出てくるわけなの

ですよね。 

 やはりそういったかたちで、やはりなかなか試験的ではございますが、やはりもうちょっと

一緒になって、やっていただきたいなというところもございます。 

また近隣の佐世保市の教育委員会でもちょっとお話しさせてもらったのですが、やはり佐世

保市についてもやはりまだこういった取組についてはなかなか進んでいないというようなとこ

ろもちょっとお聞きしました。 

 なので、目標時期なのですが、これ令和５年度から開始されて３年後の令和７年度末をめど

にというふうな目標設定をされておりますが、先行して部活動移行されている自治体もあるの

ですが、やはりまだなかなかうまくいってないというようなところで。先ほどの答弁でもあり

ましたように、総合型地域クラブにもお願いはしたが、やはりなかなか実際のところ動けてい

ないというような例もございますので、やはり現状のままでは、あまりにもちょっと強行過ぎ

るのかなあと思っていますので、やはりこの生徒の部活動離れとか、指導者の成り手不足とい

うような問題がないようにまずこの１年十分にそのような研究、検討をされて、やはり外部指

導者の充実を図って、より多くの生徒たちが充実した部活動として成長できるようなそういっ

た環境を整備してからでも、今年の９月にとらわれずに７年度でも移行するといったことも、

考えてもらいたいなと思いますけど。 

そのようにいま一度今年の９月にとらわれずに、７年度に移行するということができない

か。いま一度学校側と、あるいはその推進検討委員会とも協議していただきたいなと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 
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○教育長（森田法幸君） 

 他自治体に比べて担当指導主事がよく頑張っていると思いますが、環境条件整備につきまし

て本町はかなり頑張っていると評価をしております。 

そういうことも踏まえて外部指導者の外部コーチの方々や顧問の先生方等々も協議をしなが

ら、今年度の９月から答弁しましたように試行的に試験的にやっていって、どういうふうな課

題、どういうようなことが必要なのか。ということをやっていって７年度を迎えていきたいと

いうのが今のところ考えております。 

あくまでも休日の地域移行をまずやっていかないと、平日についてはまた全く考えるところ

は難しいところがありますので、休日について丁寧にそして確実に移行ができればなというこ

とを考えておりますので、２学期からの移行につきましては試験的にやっていきたいという思

いは持っております。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、７番 福田勝也議員の質問を終わります。しばらく休憩します。 

 15時50分より再開します。 

午後３時40分 休憩 

午後３時50分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 ＠休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

次は、９番 横山聖代議員。 

○９番（横山聖代君） 

 皆さんこんにちは。本日最後となりますので、最後までお付き合い願います。では通告に従

い質問いたします。 

絆の日について 

 令和５年度より、ゴールデンウイーク期間中の平日を体験的学習活動休業日とする「絆の

日」が始まった。 

 ２年間の実施により様々な評価をされていると考える。 

 そこで、本町が目指す「絆の日」とは何なのかについて、次のことを問う。 

 （１）「絆の日」を始めたきっかけは。またゴールデンウイーク期間中に指定した理由は。 

 （２）「絆の日」の理念や目的は。 

 （３）２年間の実施により、どのような評価をしているか。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 ９番 横山聖代議員の御質問に対してお答えいたします。 
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「絆の日」について。２年間の実施により様々な評価をされていると考える。そこで本町が目

指す「絆の日」とは何なのかについて次のことを問う。 

 （１）「絆の日」を始めたきっかけは。またゴールデンウイーク期間中に指定した理由は。 

 （２）「絆の日」の理念や目的につきましては、関連しておりますので続けて答弁させてい

ただきます。今年度４月に保護者向けに発出しました文書に沿ってお答えをします。  

「絆の日」は休みを増やすのではなく、夏休みを分散した休業日であり、他の市町にはない

波佐見ならではの大切な日である。 

本町最大のイベントである波佐見陶器まつり期間中に連続した休日になるので、お店の手伝

いや見学、観察やインタビューなどの学習や体験の絶好の機会である。波佐見の「ひと・も

の・こと」と直接関わり、ふるさと波佐見に誇りを持つとともに、波佐見の新発見、再発見に

つなげてほしい。 

 地域との絆、家族との絆、友達との絆を深める大切な日にしてほしい。「自主、自立、自分

のことは自分でできる」を育成するのが義務教育期の狙いである。家族でどういう過ごし方を

するか話題にしてほしい。 

こういった内容を文書にして発出し、理解と協力をお願いしております。 

「自ら考え判断し行動できる子供」「ふるさと波佐見に積極的に参画する子供」そして「家

族や友達との絆を一層深める子供」の育成を目指した取組になればと期待をしております。 

 （３）２年間の実施により、どのような評価をしているか、とのお尋ねでございますが。

「親は休めません。食事の世話はどうするのか。」「子供だけで過ごさせるのは不安だ。」な

どの声があることは伺っておりますが、先ほど述べましたように「絆の日」の趣旨、狙い等を

御理解頂き御協力をお願いするところです。 

今回「絆の日」期間中に、中学生が行った給食用食器の利活用というＳＤＧｓの取組や、会

場内の美化ボランティア活動が大きく報道等に取上げられました。100名を超える生徒が参加を

し、「初めて陶器まつりに参加した。」「たくさんの笑顔と励ましの声を頂いてうれしかっ

た。」「またやりたい。」などの声がほとんどでした。 

 小学生なら何ができるのか。高校生なら何ができるのか。家族で、企業で、地域ぐるみで考

える機会になればと願うものです。以上、壇上から答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 昨年から始まりましたこの「絆の日」について質問するきっかけとなったのが、ゴールデン

ウイーク前後は保護者の方や陶器関係者など話す人、話す人、この「絆の日」の話題が多かっ

たもので、この２年実施されましたので、今後のためにも成果や課題を検証する必要があると

思ったからであります。 

 また繁忙期である陶器まつり期間中の設定は果たして適切なのかとか。休業日の取得には保
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護者や教職員の働き方改革にもつながってくることから本町が目指す「絆の日」について考え

ていきたいと思ったからです。 

では再質問に入ります。先ほど（３）の評価のところで、保護者さんから休めないとか食事

の準備ができないなどの意見が出ているとは言われましたけれども、そのほかにこの「絆の

日」について保護者さんからでもいいです。その他諸々でも構いません。 

ほかに教育委員会に寄せられた意見等はありませんでしたか。もしありましたらお聞かせく

ださい。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 保護者地域の方から直接教育委員会には届いておりません。学校あるいは校長会、教頭会を

通じてＰＴＡや保護者の方からこういう意見・要望がありましたということが、現状でありま

す。ただ、こういう御意見等は同時に例えば波佐見町らしいユニークな独自性のある取組だね

という意見も頂いております。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 私が聞いた意見が何個かあるのですけれども、まず「絆の日」じゃなくて「反絆の日」よね

とか「亀裂の日」だよって言われている方もいらっしゃいました。この方たちはふだん学童さ

んに預けられていらっしゃらない御家庭で、夫婦どちらが休みをとるかでけんかになるからと

いう感じですね。すごい言葉遊びが上手だなと思った次第で。 

あと仕事前に実家の祖父母の家に預けて出勤しないといけないから大変でしたという声もあ

りました。この方は実家が町外にあると。自分も陶器まつりに行かないといけないという方で

した。ほかにはゴールデンウイーク明け、運動会の練習をみっちりされるから、子供がいつも

疲れていますというお母さんもいらっしゃいました。 

 高学年のお子さんのお母さんからは、親が帰るまで子供だけで家にいるので、ずっとゲーム

やＹｏｕＴｕｂｅばっかりしていて、帰るたびに叱らないといけなくて、叱り疲れましたって

言われているような声もありました。これは夏休みも然りなのです。 

教育委員会には間接的に届いているとは思うのですけれども、私はこういった意見を、いろ

んなところで話す人から聞いておりました。 

 先ほど教育長も言われました。中学生ともなったらそこまでの意見は聞かなかったです。保

護者さんの方からは。先ほど教育長も言われましたとおり中学校でＳＤＧｓの取組として陶器

まつりで、給食用食器の無料配布や会場のごみ拾いなどとともに能登半島の募金活動もされて

とてもすばらしい活動だなと感心しておりました。町の一大イベントに一緒に参加して、郷土

教育にもつながると思いましたので、ぜひともこういった波佐見中学校でしかできない取組と

いうのはぜひとも続けてもらいたいと思っております。 
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 でも、小学生はそうはいかないですよねというのを言いたくて。そこで確認なのですが、陶

器関係に従事されている保護者というのはどのくらいいらっしゃるか。もし分かればお答えく

ださい。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 陶器関係に従事されている保護者というようなことですが保護者の数というところではなか

なか統計がされておりませんので、窯業関係の事業所にお勤めの方ということでございました

ら、令和３年の経済センサス活動調査の調査結果としましては、町内では1,607名の従業員の方

がいらっしゃるということで把握をしております。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 ありがとうございます。令和３年の経済センサスですね。統計しかないということで1,607人

窯業関係に従事している数がということですが、波佐見町の人口が約１万4,100人で、全人口の

割合として――高齢者も赤ちゃんも学生も含めてなのですけど。全人口の11％くらいが窯業関

係に就いていると。これを保護者で考えたときも一緒ぐらいかな。１割ぐらいが従事されてい

るのではないかと推察します。 

保護者の中でこういった窯業関係に従事されている方が少ないとしても本町が一番忙しいと

きに大企業など、波佐見町にも近隣にもないから、こういった連休を全てとれる保護者という

のはほぼ皆無ではないかと思うわけなのです。 

そんな中で確かに家族と一緒に過ごしてとか休みをとって、絆を深めてということはちょっ

と難しいのではないのかなと思います。でもこの「絆の日」という教育長が言われました趣

旨、理念、こういったのはとても魅力的です。子供たちの笑顔につながるとも思います。なの

で、ぜひ続けてほしいのですけれども、でもゴールデンウイークの期間中ではないと私は思う

のですけれど、こういった時期の変更というのはできないのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

「絆の日」を始める前、勤務をしているときにも以前は子供たちがこの陶器まつりでお手伝

いをしているということも伺っておりますし、そういう場面も見たこともありました。陶器ま

つりにぶつけたのは、波佐見町最大のイベントである陶器まつりであるからこそ、様々な教

材、体験をする場が平日よりも何倍もあるということがまず大きな理由です。 

 陶器まつりにどのような参画をさせるかということが一番の教材として学習材としてふさわ

しいのではないかという判断。そのことによってのふるさと教育の推進、ふるさとによる人づ

くりの推進に絶好の機会であること。そして何より、これはもう全体の答弁になっていくのだ

ろうと思いますが、「絆の日」は先ほど申しましたように自分のことは自分でできるという自
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律の心、自立の姿勢をまず培っていただきたいということが一つと、これからの世の中社会

が、予測困難な時代になったときに答えが見つけられない時代になったときに、自分でその状

況を判断したり、考えたり、行動できたりするような、たくましい子供の育成を目指したい。 

現実的には大変厳しいのかもしれませんが、これからの世の中を自分の力で切り開いていけ

る子供を育成したいというのが強い根底にある考えです。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 教育長のその熱い思いというのか、この教育に対する子供たちに対する思いというのはすご

く分かって、ああ、とは思うのですけれども、私は町内一斉にする場合は、ふるさと教育につ

ながるからとかも言われましたけれども、私はゴールデンウイークの時期ではないのではない

かと思うわけですよ。 

そこでですが教育長も分かっていると思いますけれども、見られていると思いますけれど

も、平成29年９月13日付けに学校教育法施行令の一部を改正する政令等の施行についてという

通知が出されています。文科省の事務次官から。 

そこに留意事項が書いてあるのですけど、その留意事項には児童生徒や、学校の地域の実態

に十分配慮することと書いてあります。この本町の一大イベントである陶器まつり期間中で、

陶器関係に従事されている方、また飲食業等のサービス業に従事されている方というのはやは

り陶器まつり期間中ずっと働かれていらっしゃいます。 

そうなったときに、ここに書いてある留意事項に書いてある地域の実態を十分に配慮してい

るとは思えないのですが、そこはどうお考えですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 繰り返しの答弁になっていくとなっていくと思うのですが、この「絆の日」を迎えるにあた

ってやはり家族でどのようにこの「絆の日」を過ごさせたいのか。子供が過ごしたいのかとい

う話合いの場をぜひ設けていただきたいと思っています。 

 どこかに出かけるとかいうことだけではなくて、例えば３日間読書にはまるということもあ

るでしょうし、この子はお手伝いをなかなかできないので、何かしらのお手伝いの課題を与え

ることによって３日間頑張ったよということもあるかもしれない。 

 あるいはもちろんお店の手伝いもあるかもしれませんし、島のおじいちゃんおばあちゃんの

ところに子供たちだけで行くこともあるかもしれません。 

様々な状況をまず家族で話し合っていただいて、この子にどのような「絆の日」を過ごして

ほしいのか。そのことによってこの子にどんな力を培いたいのかということを家族で話し合う

ことの大切さを訴えたいし、考えてほしいというのがこの「絆の日」の原点であります。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 
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○９番（横山聖代君） 

繰り返し同じような答弁なので、分かりはするのですけれども、そもそもでちょっと話をし

たいのですが、そもそも昨年この「絆の日」始められる際に学童さんやＰＴＡ、あと学校運営

協議会ってありますけれども、そういうところにお話を出すこともなく決定されたのではない

かなと思うのです。 

令和５年の２月の全員協議会の際に教育委員会のほうで休業措置の決定をしたという話を聞

きました。その際に学童等にはこれから相談協議をしますとのことでした。そのとき手順が逆

じゃないのかなあと思ったわけなのですよね。 

 それはいいとして。終わったことだから。学童に相談協議された際に何か御意見等とかあり

ましたか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 令和４年の12月の校長会の中で、こういう地域貢献「絆の日」のことについて、協議を打ち

立てました。その後に教育委員会等々協議をしながら年明けた２月に保護者向けの文書を発出

したようになります。 

議員お説のように、その前に学童などの関係機関のほうに事前の協議・提案があったのかと

いうことにつきましては行っておりません。学校運営協議会等々につきましては校長会や教頭

会を通じて、それは単費も含めたと思いますが、事後報告的に協力の依頼、お願いと同時に発

出したものだということを、思いますので、そういう点での事前の協議等につきましては十分

ではなかったのかということは思っておりますが、私たちの思いを提案することで御理解を頂

きたいという思いであります。 

 学童のほうからは、もちろん先ほどおっしゃったような不安の部分、そういうのは当然あっ

たのだろうと思っておりますし、学童に急に預けられてもということもきっとあったのだろう

とは思っておりますが、そういう手順について丁寧さが足りなかったことについては反省をし

ておりますが、この取組の趣旨について御理解を頂きながら、御協力頂けば大変ありがたいな

という思いの中で、実践を行ったところです。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 確かに手順が逆だったというのは反省というは言われていますけど、もう実際されているこ

とですので今後ということにはなるのですが。ではこの学童の先生方にもちょっと御意見を聞

かせてもらったのですけど、保護者の方からやはり「困る」とか「大変」とか「連休後運動会

の練習がきついからかわいそう」とか「連休明け泣きながら登校していっています」などな

ど。声が届くみたいです、今でも。今年聞いたので。 

 あと保護者の方からは南地区関係ないのだけどとか、こっちは東地区なのですけど陶器まつ
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りで車両が多いから、子供が危険だから休みというのは理解できるけどという声も聞きまし

た。 

 確かに今年度のはじめに「絆の日」についてのプリントを保護者向けに配布してもらっては

いますけれども、まだなかなか保護者の方たちに対して、まだその「絆の日」に対する理解が

されていないというのは感じております。 

 あとこの学童にお子さんを常時、随時にかかわらず預けるためには、年度初めに申込みを出

しておかないといけないのですよね。申込みを出さずに突然預けますというのはできないので

すよ。どうしてかというのが保険加入の問題があるからですね。 

しかし、この学童への申込みをされていない御家庭もやはりいらっしゃるみたいです。ゴー

ルデンウイーク中日の平日に仕事が休めないとか祖父母もいないとか、子供を預かってくれる

人がいないという家庭も実際あります。 

 どうしてもこのゴールデンウイークにこだわるのであれば、勤労福祉会館や講堂など子供を

安心して預けられる受皿というのを作るべきではないかと思うのですけど、そちらはいかがで

すか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 繰り返しの答弁になると思いますが、大人や周りがレールを引いた枠の中でということでは

なくて、こういう場所があるからどうぞではなくて。あるいは今おっしゃったように学校や学

童あるいは講堂とそういう環境整備を整えてから、はいどうぞ、ではなくて。そういうことも

含めたかたちで、家族で会議をすることで、この子にはどういう過ごし方をさせたいのかとい

うところの部分を目指しています。 

そういう要望、要求。今回の中学生みたいな意見、要望、要求があれば一緒に考えていきた

いとは思っていますが、こういうのがありますから。ということをこちら側から提案するので

はなく、まずはやはり家族で話し合うことでどういう過ごし方をしたいのかという、子供育成

の目線の中で、この「絆の日」は考えていきたいという思いを持っております。 

理想だと言われればそうなのかもしれませんが、これからの子供たちを育てるためには、考

え方、この能力の育成はとても大事ではないかなということ判断をしておるところです。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 そこは分かるのですけれども、そこは分かるのですけど、やはりその確かに高学年とか中学

校になればできるのですよ。ですが、そうは言っても、低学年の子供たちに「いやお母さん仕

事だから」「お父さん仕事だから」「学童にもちょっと行けないから本を読んでおいて」と

か。「何をしようか」というのを家で一緒に考えると言っても、「えー、さみしいんだけど」

とかなりそうじゃないですか。 
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高学年とか中学校であれば分かるのです。低学年の子供たちを持っている保護者さんたちで

も休めない、平日休めない。陶器関係に従事しているという方たちというのは、そこをやりく

りしながらやって、夫婦で喧嘩して「亀裂の日」だよって言いながらやられている方もいらっ

しゃいました。 

だから、そういうことたちのために受皿をつくるべきではないかというのを私は言いたいの

ですけれども、今年は何か講堂で少しそういった体験みたいなのをされたというようなことで

したけれども、陶器まつりで働かれている方はこのことをどうもご存じではありませんでし

た。 

ほかにも私はこの受皿が講堂とか勤労福祉会館とかだけではなく、もう学校は休みだけれど

も学校を開放して、親が仕事などでどこにも預けられないお子さんがいる方は、自由に学校来

ていいよって。先生たちは休みだけど支援員の先生とか、町内の塾の先生たちに協力を仰いだ

りしてここで自由に学習していいよとか自由に子供たちだけで遊んでいいよ。こういうような

子供が学校に行ける仕組みづくりというのも大事だと思うのですけれども、そこあたりはどう

考えますか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 私どもが考えている部分でいうと、そういうことについては今のところ考えていないという

ことで。もちろん必要性、そういう要望、講堂を使ってこういうことがやりたいというような

ことがあれば提供することはあると思いますが、こちら側から私たち側からこういうのがある

から、今回は講堂の魅力発信というもう一つはあったのですね。せっかくの機会ですからとい

うことで、子供たちに安全な部分で過ごすことはないかなと。 

ですから来年、もしあれば３年目になるのですが、どういうことができるのだろう。先ほど

申した小学生であれば中学生であれば、あるいは高校生と一緒であれば。あるいは大人と一緒

であれば。どういうことができるかなあということを、これからまた考えていきながらそうい

うことで、こういう環境整備が欲しい、こういうものが欲しいということがあれば、それを一

緒になって考えていくことによって、先ほどから言うような子供たちの育成につながっていく

のではないかなあという期待を持った取組にしていきたいということで。なかなか折り合いが

つかない部分もあるのだろうとは思いますが、私たちはそういう思いを持っております。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 そういったじゃあ一緒に考えてもらうというのはすごくいいのですけれども、先ほどもちょ

っと申したこちら、この通知に留意事項にあと１個書いてあって――あと８個も９個も書いて

あるのですけど。私がその中でこれ大事だなと思ったものですが、体験的学習活動休業日につ

いて検討する際には、児童生徒の休みに合わせて保護者が有給休暇を取得できることが重要と
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なるから、商工会などの経済団体と連携して環境整備に努めてくださいって書いてあったので

すよね。 

そういった団体と協力依頼も含めてなのですけれども、協議というのはされていますでしょ

うか。それとも今後される予定はありますでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○９番（横山聖代君） 

 施行例につきましては以前からやはり体験的な学習ということで例えば、祭りの行事、イベ

ントに参加するからとか、農繁期に田植や稲刈りのお手伝いをするからということでお休みに

なるというのはこれまでも行ってこられたのですね。 

ただ今回、大きな改定があったのが、今の社会情勢の中でこれからを生き抜く子供たちのた

めにどういうことができるかというような議員も多分御存じのように、愛知県でラーケーショ

ンという考え方で、取り組まれていると思います。 

 それはおっしゃったように平日に保護者が一緒に休むことによって、平日の社会生活を実際

に体験することによる学びの育成だと思っておりますので、それとやや似たようなものもその

実際のラーケーションの考え方よりも少し早めに私たちは考えておりましたので。 

平日にできれば保護者の方に休んで頂きたい。そういうようなことは望んでおりますが、や

はり先ほどから言いますように子供たちが自分で過ごせること。大人がそばにいなくても、と

いうことが最終的には求めていきたいなということを思っています。 

振興会等々の協議につきましては、今年度中学校のほうからこういう依頼がありましたの

で、その協議は持ちました。例えばテントの依頼だとか場所の依頼等々については、振興会と

こういう要望意見があったので、その協議の場を持たせていただいて、こういったことのお願

いとか、こういうような関わり方をしたいということで理解、協力を頂いておりますが、前も

っての関係機関との協議は先ほど申し上げたとおり、行ってはおりません。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 この振興会さんとの協議というのは中学校のＳＤＧｓの取組によることだと思うのですけ

ど、私が言いたいのはもちろん陶器関係に従事されている方というのは、陶器まつり期間中は

休みにできないから、そこは仕事だと思うのですが。 

陶器関係ではない職業に就かれている保護者さんも多数いらっしゃって、そこの平日が今年

は３日ありましたけれども中日。この３日休めるかって言ったら、ほぼ休めないと思うのです

よ。看護師さんとかそういった方たちは土日も平日もシフトでなるから、もしかしたらこの平

日のどっかは休めていたのかもしれないけれども、みんながみんなこの３日間って休めていな

いということは、でも「絆の日」をするためには平日が休みということだから保護者さんたち

が有給休暇を取得しやすい環境づくりというのもしていかないといけないので、やはり行政か
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らそういった商工会とかそういった団体に協力依頼とかをして「有給休暇をとりやすい環境づ

くりをしてください。」みたいな協力依頼等はしたほうがいいのではないかなと思って質問し

たのですけれども。 

そしたらちょっと視点を変えますね。ずっとゴールデンウイークとかに限定して言っていま

したら私が言いたいことも言えなくなるので。 

 先ほど教育長も言われましたラーケーションションですね。私もこのラーケーションを取り

入れてはどうかって、ちょっと最後提案しようと思ったのですけど。教育長がさきに言われま

したので私も言います。 

確かに愛知県令和５年度、大分県の別府市もされましたよね。令和５年度からスタートしま

した。ラーケーション制度。学習のラーニングという言葉と休暇のバケーションを組合せた造

語であります。で、このラーケーションの日が教育長もさっきからずっと「絆の日」でこうい

うことを子供とか家族でしてほしいということを言われているようなことなのですけれども、

ちゃんと事前に学ぶ日程だったり、どういうことを学ぶのかという内容だったり、あと場所は

どこに行きたいのかという、その届出をすれば平日に学校を年３日休めますよという制度であ

りました。 

その際はもちろん欠席扱いにはしませんと。出席停止とか忌引きと同じような扱いになりま

すとのことです。この３日というのは連続取得でもいいし、別々の取得でもいいとのことで

す。 

これが令和６年は茨城県や栃木県の日光市、あと沖縄県の座間味村というところも始められ

たそうです。教育長はすごく陶器まつり期間中が波佐見町の最大のイベントだからそこにと言

われますけど、私はそうではなくて教育長がそういう望まれている「絆の日」というのは全然

そこの３日間に限らなくても、各家庭に話合いをして「じゃあこの日は有休をお母さんが取る

からどっか行こうか」って。「どこ行きたいかあんたが考えて」って。そういったことをすれ

ば、教育長が言われる子供たちに考えさせて自立してということにつながるのかなと思うの

で。私は町内一斉に休校するよりも家庭ごとに取得できるほうがいいと思うのですけれども、

そこはどうお考えですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 最初の振興会等々の企業の理解協力というところにつきましては、校長会の中でも話題にな

っています。 

 うたった部分では、そこあたりの丁寧な説明がなかったかもしれないけれど、究極の目標と

すれば「絆の日」があるので、波佐見町の企業につきましては、そこに従業員の方が休みをと

りやすいような環境整備だとか、そういう企業への発信とかいうことにも最終的につなげてい

けたらいいですねということの校長会での意見交換はしております。「絆の日」があることに
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よって、企業や地域に考えていただくということはとてもありがたいことだなということを思

っております。 

ラーケーションにつきましては、いまいくつかの事例があがっておりますが、届出制という

ところの部分の縛りの部分があって、現実的にはなかなかやはり平日の休みが取りにくいだと

か、学習の保障ができない。その子の休んだ部分については補習がありませんので、学習の保

障ができないということでなかなか定着が厳しい状況があるというのが現状のようです。 

 最後の波佐見陶器まつりにというのは、私は話し合っていく中で今回の中学生もそうですけ

れど１人で行う場合もあれば、グループや、学年や、学校でという共同的な学びを展開する場

合には、一斉に休んでいたほうのメリットが大きいのではないかなあと判断をし、期間を限定

したものを一斉に行っております。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

先ほど確かにラーケーションについてもこの賛否両論の声というのは私も見ております。こ

のデメリット的なところですよね。学習への遅れの懸念などは確かに一斉に休まないから学習

が進んでいて、その子が休んだところが遅れるのではないかというのは確かにあると思いま

す。そこの学習の遅れというのは自宅で補わないといけないというのが確かにあります。 

 この間ＡＢＥＭＡニュース。それを見たときに慶應義塾大学の教授の方がそのときに言われ

ていたのですけど、何かどっかの外国のデータをもとに言われていたのですが、このラーケー

ション。平日休むということについて言及されていたときに、確かに学校に行くことというの

が一番大事と。学習が遅れないためにはって言われていました。でも年10日以上休めば確かに

学習の遅れが出てきますというデータがあります、ということを慶應義塾大学の教授の方がニ

ュースで言われていました。 

 だからこういった遅れというのは自分の努力次第で全然補えることだし、かつ私はこの一斉

休校にしたときに波佐見町が「絆の日」だから、地域の皆さん、企業の皆さん、波佐見の小中

学校に通ってる子供の保護者はここで休みをとっていいですよ。とかそんなに一斉に休まれて

も困るよってなるのではないかなと思うわけですよね。休めない人だっていると思います。そ

うなったら公平性の問題とか出てくると思うのですけれども。 

そしたら１回、この絆の日について実態把握のため、今後の成果や課題を検証するためにも

改善に向けて、アンケート調査を１回実施してはいかがかなと思うのですけれども、実施して

みませんか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 「絆の日」の取組を行う際に、先ほどから何度も申し上げておりますが、個別で各家庭にて

判断をし、その中で共同的な学びがより成果が上がるということの補償の部分も含めまして、
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一斉のほうが、そしてやはり波佐見町の最大イベントである陶器まつりにぶつけることによっ

ての学習材、体験材としてはとてもすばらしいものがあるのではないかなということを思って

おります。 

 アンケートにつきましては、アンケートそのものが最終的な態度決定の際に執り行うものだ

と思っております。アンケートを取るということは是か非かの部分が最終的に求められたとき

に、私どもはこの「絆の日」を行いたいと思っています。「絆の日」をやりますか、やりませ

んかというときに、これはもうアンケートとしてはもう、この決定には従わなくてはいけませ

んので、アンケートというのは軽々しくとれるものではないと思っておりますので、アンケー

トをとり「絆の日」をよりよいものにするために、ということのアンケート、意見調査。 

あるいは例えばこういう過ごし方をしたらとても子供たちが頑張りましたよというような事

例の紹介とかそういうアンケートをとるにしても、是非ではなくて、よりよい「絆の日」を実

践するための手だて、考え等々の意見を集約するという趣旨、目的を十分に検討して、アンケ

ートが必要であればとるという考えで今のところはおります。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 私も是か非かのアンケートをとは言っていなくて、成果や課題を検証するためにとってほし

いって言っているのでぜひ、そして私は決して「絆の日」を白紙に戻せって別に言っているわ

けではなくて、教育長の確かにその「絆の日」に対する思いというのは私も重々分かります

し、すごく魅力的だなって思うのです。でも、やはりここずっと平行線のままって思いますけ

ど私は陶器まつり期間中じゃないと思います。 

 確かに共同学習が学びとして上がるという教育長さっき言われました。確かに今年、中学生

がやられたＳＤＧｓの取組。あれとてもよかったです。中学生だからできるのではないのかな

と思います。やはり小学生の高学年にもなれば少しはできますけど、やはり中学年、低学年と

いうのは、なかなか難しいからそういうところの御家庭は、やはり家庭ごとにラーケーション

のような年に３回とかの届出をすることで、届出もしなくてもいいのかもしれないけれど、す

ることで、休んで家族でどこかに行って、そこで体験的な学習をされる方がいいのではないか

なと本当に思います。 

 あと私はやはりその「絆の日」を進めるのであれば、やはり成果や課題の検証というところ

が必要だからアンケートをしてくださいってお願いしているのですけれども、そこに対するア

ンケートはしていただけるということでいいのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 子供たちに様々なバリエーションのある過ごし方をしてほしい。そこに家族の中での話合い

をする中で、先ほどから言いますがこの子にどんな力をつけたい。だからこういうような過ご
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し方をさせたいということが決まっていくのだろうと思っております。そういうことを願って

いて、そこに共同性あるいは企業の協力、地域の協力が出てきたときにはみんなで対応してい

ければいいかなとは思っております。 

 アンケートにつきましては、今横山議員のほうも是非の部分ではなくてより良いものをと、

とてもありがたいと思っておりますので、アンケートの内容についてここではしませんではな

くて、必要なアンケートであれば校長会、教頭会等々あるいは関係機関さらにはＰＴＡ、学校

運営協議会等に振るかもしれませんが、その必要性について十分に検討した後にアンケートを

とることについては回答したいと。この場でとりますということについては避けさせてくださ

い。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 アンケートは今後検討課題ということでぜひとってはもらいたいです。 

またその「絆の日」を陶器まつり期間中だけにこだわってするのではなくて、いろんな選択

肢を与えた上でのアンケート等をとってもらいたいと思います。 

 町長にちょっと聞きたいのですけれども、この今まで議論をずっと聞いてもらってこの現実

問題陶器関係に従事している方、多数の方が困っていまして。陶器関係に従事されていない方

からも然りでそういった声も頂いています。これまでの議論を踏まえて、「絆の日」について

町長はどうお考えですか。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 高い理想を持って「絆の日」を設定あるいは、頑張っておられる教育長の考えと、実際保護

者の声を聞いて、どうしても届けたいと考えてらっしゃる横山議員の熱い討論を聞いて、どっ

ちもありだなと。 

 しかし教育に関する部分については、教育委員会で熟慮のうえ判断されたというように思い

ますので、そちらのほうを尊重したいと思いますが、今後はそういった皆様の声をしっかりと

お聞きしながら、教育委員会のほうで十分に議論を進めていただきたいなというように思って

おります。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 横山議員。 

○９番（横山聖代君） 

 確かにずっと平行線の議論だったから町長もなかなかここでは公的な場なので言いづらいと

は思うのですけれども、ちょっとこれ言っていいかな。給食費の無償化について町長主導で教

育関係のことを主導でやられました。そしたらこういった「絆の日」についてもここでは言え

ないけれども「絆の日」についての意見を教育委員会に反映させてもいいのではないかと思う

のですけれども、ここじゃなくていいです。ここ（議場）じゃなくていいです。だって言いづ
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らいところだってあると思うのですよ。 

なので、一応やはり町長の意見も反映させてもらいたいなとは思います。あと私の意見とい

うのは、いろんな保護者や地域の方たちの意見を持ってここに来ているので、そちらも踏まえ

て考えていただきたいと思います。 

 もう最後になりますけれども、もう平行線で終わるので、平行線なので絆の日は休み方改革

あと学び方改革につながる本当にとてもすばらしくて新しい取組だというのは事実だと思って

います。そしてこの絆の日についていい評価をされているというのも聞いています。 

 でもそのために必要なのは、地域の実情をやはり鑑みて休暇のバケーションの取得だけでは

なくて学習というところのラーニングという中身を両立させないといけないというのが大切な

のですよね。せっかく「絆の日」で学校を休んだのに親が仕事で体験的学習という学びができ

なければ、やはり本末転倒ではないかなと私は思います。 

 なので、この保護者と子供の両者にとって、本町が目指す教育長が言われたすごいいい趣

旨。この「絆の日」が有意義な「絆の日」になっていくことを切に願うのですけれども、また

来年度以降に向けてはいま一度、立ち止まってもらって、よく考えていただいてということで

釘を打って終わりたいと思います。 

 答弁最後お願いします。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 保護者の方がなかなかやはり休めない、不安であるということは十分に把握をしておりま

す。それを踏まえたうえで求めたい理想を追求していきたいということになります。自立でき

る子供、将来に自分の力で生き抜く子供を、小さいときから小学生の低学年であっても、どう

いう過ごし方、どういう生き方ができるかということを、自分でそして家族で考えていきなが

ら小学生の低学年にもあった過ごし方を考えていくということも、あるいはそういう能力を培

っていくこともとても大事なのではないかなと思っています。 

親が休めないから、見る人がいないからではなくて、それも踏まえた上で、ではうちの子

は、家庭では、ということを考えてほしいなという部分を願っておりますので、今横山議員の

思いの部分あるいは横山議員にたくさんの御意見があったと思いますから、それらの方々の御

意見も踏まえてよりよいものにしていきたいなと思っております。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で９番 横山聖代議員の質問を終わります。 

 本日の会議はこれで終了します。明日も一般質問を続けます。 

 本日はこれで散会します。御起立お願いいたします。お疲れでございました。 

なお明日は９時からですので、お間違いのないように御参集をお願いいたします。 

午後４時 40分 散 会 
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午前９時 開 会 

○議長（百武辰美君） 

 御起立をお願いいたします。皆さんおはようございます。 

 ただいまから令和６年第２回波佐見町議会定例会第３日の会議を開きます。 

本日の議事日程はあらかじめ御手元に配付のとおりです。 

      日程第１ 町政に対する一般質問 

○議長（百武辰美君） 

昨日に引き続き、一般質問を続けます。順次発言を許します。 

 ２番 濵本秋人議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 皆さんおはようございます。本日のトップバッターであります。よろしくお願いします。そ

れでは通告に従って質問をいたします。 

１．河川の維持管理について 

 波佐見温泉「湯治楼」付近の河川内の雑木及び陶芸の館付近の雑草が河川内で目に余るもの

がある。 

 町として処理できないか。 

２．鴻ノ巣公園にかかる道路整備等について 

 鴻ノ巣公園に新たな遊具が設置された。 

 そこで、次のことを問う。 

 （１）鴻ノ巣公園入口付近に接道する町道小野原線の道路幅が狭い。 

  拡幅できないか。 

 （２）山角方面から町道小野原線上において、公園入り口付近に案内表示の看板がない。 

  設置できないか。 

３．第６次波佐見町総合計画について 

 （１）前期基本計画の中の歴史・文化・スポーツに「体育施設の計画的な整備と総合運動公

園整備の研究を進める」とあるが、現在までの進捗状況はどうか。 

 （２）前期基本計画の中の観光に「波佐見焼の認知度が飛躍的に高くなり来庁者が増加して

いる」とあるが、さらなる増加を進めるために、特別な対策をとられているか。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○２番（濵本秋人君） 

 ２番 濵本秋人議員の御質問についてお答えをいたします。 

１．河川の維持管理について 
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 波佐見温泉「湯治楼」付近の河川内の雑木、それから陶芸の館付近の河川の雑草について町

として処理できないかとのお尋ねでございますが、御指摘の箇所については町においても承知

しているところでございます。これらの箇所については２級河川であることから県の管理下で

ありますので、これまでと同様に県に対応をお願いしたいと思っております。 

 基本的には町の財源は町で実施する事業に投じていきたいと考えており、町でしか対応でき

ないものが最優先となりますので、何とぞ御理解をお願いいたします。 

 またこれらの要望は範囲が広く、多くの箇所が要望されておりますが、県におかれましては

継続的に対応頂いているところでありますので、今後とも引き続き事業を実施していただける

よう強く要望してまいります。 

２．鴻ノ巣公園に係る道路整備等について 

 （１）鴻ノ巣公園入口に接道する町道小野原線の拡幅についてでございますが、かねてより

この路線については、鴻ノ巣公園へのアクセスにおいて整備が必要な路線として認識しており

ます。このことから昨年度より測量等を行い、今年度から事業の着手を予定しているところで

す。 

 （２）山角方面から町道小原線上において、公園入り口付近に案内表示が設置できないかと

のお尋ねですが、先ほどの答弁で申し上げましたとおり、改良工事を今後進めてまいりますの

で、まずは工事完了後の利用状況を確認し必要に応じて検討してまいります。 

３．第６次波佐見町総合計画について 

 （２）前期基本計画の中の観光について来庁者のさらなる増加対策についてのお尋ねです

が、本町における観光客の推移については、平成29年度に100万人を達成以降、令和元年度104

万4,138人、令和２年度54万2058人。令和３年度65万2,956人、令和４年度が96万8,905人、令和

５年度は約104万人の見込みとなっており、コロナ過以降、少しずつ観光客数が回復してきてい

るところです。波佐見焼の認知度向上については産地偽装問題が表面化して以降、窯業各団体

の御尽力により波佐見焼の認知度は20年前と比較して格段に向上しています。 

 近年では波佐見焼が全国放送の番組に取上げられる機会も多くなり、その結果、産地波佐見

町へ波佐見焼を買い求めに来る観光客も増加するなど、波佐見焼の認知度向上が本町の観光に

も大きく寄与しているものと思います。 

さらなる観光客の増加を図るために、特別な対策につきましては田添議員の質問でも答弁し

ましたように、本町における観光振興に関しては、第２期観光振興計画の内容に沿って実施し

ており、窯業の振興と観光の振興は密接に関わっておりますので、産地波佐見町の魅力向上も

あわせて図っていく必要も感じております。 

具体的には現在窯業界とともに行っております廃石膏の地域内循環の取組を進めることによ

り、他産地との差別化になるものと考えますし、漫画家の小玉ユキ先生が中尾山を舞台に描か

れた漫画「青の花 器の森」を活用し漫画の世界感と波佐見焼を観光に取り入れたコンテンツ
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の造成も新たに進めているところです。 

 観光振興計画にも施策を掲載していますが、引き続き窯業の振興と観光施策を組合せて、波

佐見町への誘客を図っていきたいと考えております。その他の御質問については教育委員会か

ら答弁がございます。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

３．第６次波佐見町総合計画について 

 （１）前期基本計画の中の歴史・文化・スポーツに「体育施設の計画的な整備と総合運動公

園整備の研究を進める」とあるが、現在までの進捗状況はどうかとのお尋ねでございますが、

前段の体育施設の計画的な整備につきましては、年次的に処理するもの、緊急に処理するも

の、利用者等からの意見要望を経て処理するものと、今後とも利用される方々が安全、安心し

て使用できる施設整備を心がけてまいります。 

 後段の総合運動公園整備につきましては、確かにスポーツのまち波佐見の発信、交流人口の

拡大、子供の健全育成などに有効であるとの提案要望書も出されております。これにつきまし

ては過去の視察状況や計画、さらに近年の他自治体における建設状況、その建設費用や維持管

理にかかる費用、利用者数などの情報を収集、調査した上で、町長以下関係他課と協議を行っ

てまいりましたが、現段階ではまだ具体的な検討には入れないとの答弁をこれまで行ってきた

ところでございます。以上、答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 それでは順を追って質問をしたいと思います。河川の件ですけど、県の河川と聞いてはいる

のですけど、今回は観光客がよく訪れる陶芸の館と温泉センター付近の雑木を特に何とかして

もらえないかと思って質問をいたしました。 

 まず、温泉センターのちょうど裏側の川ところで、橋を望んで左側のほうです。顔も映るぐ

らいきれいな水鏡になっております。次に、また、西前寺橋から見て左側の川の辺り。また、

橋からすぐ右側の雑木がひどい箇所があります。ここを何とか早めに伐採をしてもらえないか

ということを質問しております。橋から望んで雑木の前の川底なのですけど、端から覗けば大

きな鯉が何匹でも泳いでいます。１回見に行ってください。 

 ということで、あとは陶芸の館の裏の河川のところです。あと大型駐車場のところから登っ

てくる、やきもの公園に行くところの道路ですが、そこから見たところは全然川が見えないよ

うに雑草が生い茂っております。それで雑木は根っこから刈らなくても、枝打ちをするだけで

も景観的にはきれいになります。なかなか根っこから刈るというのは大変だと思います。 

 建設課長さんに聞いても波佐見の河川は、フルマラソンのコースぐらい40キロメートルぐら

いあるそうです。１日に10メートル伐採しても１年300日働いたとしても、１年間で３キロメー
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トルしか進まないです。10年たっても30キロメートルだからまだゴールには達しません。少し

ずつでも伐採できるように、県のほうに要請していただければと思います。 

 陶芸の館付近の雑草も同様ですけど、やはりこうきれいに河川をしていただいて、少しでも

多くの観光客がきれいなところで見てもらえればと思います。今の件に関して県北振興局に勤

めておられました副町長さん、いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 村山副町長。 

○副町長（村山弘司君） 

 ありがとうございます。ただいま御質問頂いた県の河川でございますけれども、これは県の

河川でございますので、やはり維持管理については県がしっかり行うべきものだというように

思っております。県のほうでも一定の予算を組んで、河川の草刈り、しゅんせつへの対応して

いるわけでございますけども、何分昨日の町長の答弁にありましたとおり、管理箇所が広域に

及ぶということで優先的に行う箇所については計画的に実施をしているところでございまし

て、まず一番大切なのは安全安心ということで危険が及ぶ箇所を優先的にやってまいります。

それから議員御指摘のありましたように観光客が多く訪れるということにつきましては、景観

もしっかり維持していくことが大切ですので、これ優先順位としても一定あるというように思

ってございます。 

 いずれにしても県のほうの予算に伴う取組でございますので、しっかり県のほうにこの議会

で議論があったことについて、伝えていきたいと思いますし、６月20日の日には県北振興局の

幹部職員と意見交換をする予定でございますので、私のほうからもしっかりその件について伝

えさせていただきたいというように思います。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 ありがとうございました。それでなるべく観光客が訪れる２点だけでも先に来ていただけれ

ばと思っております。 

 温泉センターの付近では３月に「ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウオーキング」がありまし

た。今年の８月31日には花火大会もあそこの付近で行われますので、それまでにはできればい

くらかでも、伐採していただければと思います。 

 それでは次のことを質問いたします。鴻ノ巣公園のその登り口ですね。道路が非常に狭くて

車の離合もできないぐらいありますので、そこ辺りの拡幅はどうかと思いますが。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 鴻ノ巣公園の入り口ですね。その接道する町道小野原線ですが、先ほど町長の答弁にもあり

ましたとおり、これについては今後事業着手をしていく予定であります。 

 既にここについては、昨年度の測量設計が終わっておりますので、今後は地元説明会のこう
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いったものを開きながら順次進めてまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 大体着工っていつ頃から行われますかね。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○２番（濵本秋人君） 

 現段階の予定ということでございますけれども、まずは先ほど申しました地元説明会を行い

まして、用地の確定といいますかそういったものを行ってまいります。これをできれば今年度

中に地元説明会をなるべく早く実施したいなと考えております。その後、ある程度固まりまし

たら次年度以降にそういった工事費の予算化というところに向けて、進めていければというよ

うに考えているところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 その拡幅の幅というのは決まっているのですか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 拡幅の幅もおおよそ決まってはおりますが、まずその地元等との説明会を経てというような

かたちで考えておりますので、一旦はここでは拡幅員とかについては差し控えたいと思ってお

ります。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 入り口からずっと行って、どこまで井手の元のバス停の付近まで行く予定ですか。そこまで

は行かないのでしょうか。あの南小のプールの前付近もかなり狭かったですよね。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 現状におきましては、乙長野郷の公民館付近から山角のほうに向かう、そちらのほうを今考

えております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 なるべく早急に拡幅工事ができるように、願っております。地元の方も鴻ノ巣公園が綺麗に

なってよかったですねって言っておられます。やはり道が狭くてですねと地元の人も言われま

すので、なるべく早めに拡幅できたらと思います。 

 それでは２番目の山角方面から来たときに鴻ノ巣公園の入り口のところに看板がちょっとな

くて、ちょっと右手のほうに上るところなのですけど。山角のほうから来て右手のほうに上っ
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ていく狭い道に入るところなのですけど、そこに鴻ノ巣公園とかいう看板がないので立て看板

とか何かしてもらえませんかね。 

波佐見病院のほうから来ても井手の元のバス停の付近にも看板はありません。波佐見高校の

前の道路標識のところに３か所、波佐見高校前のポールのところに鴻ノ巣公園とか書いてある

看板がありました。大体もうそこ入り口はそこだけぐらいになるのですかね。ここ辺りからい

けば看板があれば分かりやすいと思うのですけど、どうでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 現在の正規のルートというわけではございませんが、我々が主に考えているところは、農村

改善センターの横から乙長野郷の古民家のところですね。あそこから右折をするようなところ

を考えております。現状の入り口についてはやはりまだ狭いというところもあって、そちらの

ほうの誘導はまだ配慮をしますけども、そこまで誘導は考えてないところです。 

 先ほど町長の答弁にもありましたとおり、改良工事を今後行いますので、そののち様子を見

ながら考えていこうかなと思っております。ただ一方でそちらのルートをあまり優先的にしま

すと、ほかの路線の交通量とかも考えないといけないと思いますので。あと最近はカーナビが

ある程度のところで案内をしますので、できればこの入り口のところのほうを充実させたほう

がいいのかなというように個人的には思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 南小学校の体育館の裏なのですが、あそこまで来たら看板があるのですけど。ここまで、ち

ょっとそのこの右側が乙長野郷の公民館があるところですね。ここまで来ればこの看板がある

ので大体分かるのですけど途中にあんまりなくて。せっかく遊具の整った公園でありますの

で、広く町外の方にも分かりやすいように設置していただければと思います。 

 それでは３番目の質問に移りたいと思います。先ほど教育長の答弁がありましたけど、まだ

あんまり進んでいないということでしたが、大体いつ頃になれば――今計画が始まって１年ち

ょっとですので、いつ頃になったらこうはっきりしたことはできるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 答弁で申しましたように、計画としては過去の部分、あるいは他自治体、近年の状況等につ

きましては収集をしておりますので、それを関係他課と今協議を行っているというところでご

ざいますので、いつからということにはまだ至っておりません。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 それではそういう何か運動公園の新たにつくる場所とかなんかも全然まだ進んでないという
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ことでよろしいのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 過去の状況と現況を調べた中で、まだどこにどうこうということについての協議は行ってお

りません。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 10年計画でありますのでそのうちには、できるかと期待はしているのですけど、もし土地と

かなんかがなかった場合は広く町民に公募して、うちの山は空いていますよとか、もう高齢で

後から畑やら田んぼをつくる者が大分いないからから譲っていいよ、と言われる人がいらっし

ゃったら、そういうようなものも参考に。 

例えばキヤノンの山が１山削れたのですがそういう感じで公募というか、そういうものを波

佐見町民に呼びかける考えはありませんか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 その以前の問題で今協議中でございますので、土地購入等々についてそういう今、議員のお

説の案も一つに上がってくるかもしれませんが、その以前の段階で今協議を行っているところ

でございます。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 昨日の町長答弁で、人口も減っていると言われましたので、あんまり前に進んでいないよう

な感じでしたけど、町長の基本理念であります「つくる・つなげる・超えていく」という町長

の方針について、町長どう思われますか。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 まず御確認頂きたいのは、先ほどの理念は私の理念ではございません。これからのまちづく

りに対する町の理念でございますので御理解を頂きたいと思います。 

 それからもう一つ御理解頂きたいのは、基本計画の中で申しております体育施設の計画的な

整備と総合運動公園の研究を進めるということにありますが、これは今議員のお話を聞いてい

ますと、もう造ることを前提としてお話をされているようでございますが、まず造れるのかど

うかの研究も進めないと。まずそこの前段について今教育長のほうからずっと答弁があってお

りますので、10年以内にできるのではないかというようなご期待でお話をされておりますが、

昨日私が申しましたのは今の波佐見町の現状を見たときに、果たしてそういった大きな施設を

造くって維持できるのか。 
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 確かに私もあればいい、あったほうがいいという感覚は持っております。そういった施設を

造った後に維持管理、あるいはその後の整備というものを考えたときに、後々の大きな負担に

なって、後々の世代に大きな負の財産にならないような町の運営というのが私の使命というよ

うに考えておりますので、そういったものを十分に研究してまいりますという理念で申し上げ

ているところでございます。御理解をよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 分かりました。やはりああいう計画を見れば、もうこれは出来るのかなという感じがしまし

たので質問をいたしました。もしできた場合10年か、15年か先ですけど、もしそういう施設が

出来た場合は広くスポーツ団体とかなんかに勧誘をして、チームのキャンプ等とかに役立てる

ような計画もしてもらいたいと思います。 

以前の島原に関西の大学がキャンプに来られているときがありましたので、そういう観点か

らでも、そのうち立派なのが出来ればそういう計画を立てていただければと思います。 

 それでは次の質問をいたします。 

 （２）ここに「波佐見町の認知度が飛躍的に高くなり、来町者が増加している」とありま

す。以前、令和８年に125万人を目標に計画を立てておられますけど、それまでによりよく観光

客が増えるような計画ということなのですか。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

計画の中で今後の観光客の誘客に対して、掲載をさせていただいているところですが、先日

の田添議員の質問にもお答えしましたとおり、この今後の波佐見町内における観光施策につき

ましては、観光振興計画のほうで具体的な政策を定めております。その中ではやはり観光客を

誘客するためにおいて、既存のいろんな観光体験メニューのブラッシュアップであったり、そ

れから新たな観光施設による誘客、それからインバウンドであったり、それから情報発信。こ

ういったところを重点的にやっていくというようなことが掲載されております。 

 令和８年に125万人というような計画目標設定もされておりますが、コロナ禍の状況等を見ま

すとなかなか計画125万人というところの達成というのが、どのように推移していくかというの

はあるのですけども、現在としましてはこの観光振興計画にのっとったかたちで、いろんな事

業を進めて誘客に努めているというようなところでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 先日の観光協会の総会に行ったのですけども、観光協会さんではスタンプラリーで３社ぐら

いに来たら何かいろいろ波佐見町の特産物が当たるようなことを書いてあったのですね。そう

いうスタンプラリーとか何かをすれば、リピーターのお客さんも増えるのかなあと思っていま
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す。 

 観光客も子供たちと一緒に来られるお客さんが多いので、子供たちが喜ぶような三角スピー

ドくじとか、金額に応じてそういうようなものもされてはどうかと思いますけど、いかがです

か。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 ファミリー層の観光客も、近年大変増えてきているというような状況もございます。その中

で、これまでやはり陶農という焼き物と農業を組合せた地元の地域資源を活用した体験のイベ

ント等をやってきているところでございます。これは数年前からこのメニューを増やしており

まして、今50を超える通年でいろんな体験ができるようなメニューを造成しているところで

す。 

 ですのでこういったものをどんどん、ＰＲを今観光協会でも積極的にやっておりますので幅

広い年齢層の方が体験できるような、そういうメニューをこれからもつくって、さらにその内

容を充実させていきたいというようには考えております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 年々観光客も増えているということなのですけど、令和８年の125万人は達成可能でしょう

か。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 令和８年の125万人というところについて今目標を掲げておりますが、令和５年度の今の最終

的な確定値は出ておりませんが、先ほど町長も答弁しましたとおり104万人程度の観光客の見込

みになっているというようなところです。 

 令和８年度に125万人というのは相当やはりハードルが高いのではないかなというようなとこ

ろは個人的にも感じておりますが、できるだけ観光客が増えるような取組とか。そういったと

ころもどんどん計画に沿って行っていきたいというようには考えております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 なるべく目標に達するように、頑張っていただければと思います。 

 再質問ですけど、３．（１）に戻って、総合運動公園の整備のことなのですけど、現在では

まだその計画も出たばっかりではっきり分からないということなのですが、期待度はどのぐら

い期待しておけばいいのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 
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○町長（前川芳徳君） 

 計画が出たばかりとおっしゃいましたけど、まだ計画も何もその前の研究段階でございます

ので、造る期待度というもの、出来るということでの期待度は私にはとても現状で申し上げる

のは厳しいものがございます。 

 肌感としては実際私が財政を見ながら、後年度の財政計画等も立てておりますが、果たして

そういう余裕が今できるのかと。現にこれまで例えば夕張市の例であると大きな施設を造った

りして、その後大きな市民の負担になり、人口減少を招き、財政破綻まで招いたという現状を

見てきた私にとってはすぐにではやりましょうというような、お声をかけるのはちょっと厳し

いものがございます。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 いろいろ波佐見町には基金もありますけど、今結構ふるさと納税の基金も増えておりますの

で、今のうちからでもそういう総合運動公園用の基金を蓄えて頂ければ、そのうちには大きな

金額が貯まるのではないかなと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 施設を造るために基金をということでございますけども、ふるさと納税の基金につきまして

は、今のところふるさと納税が顕著にありますので、それなりに積立てていっているわけでご

ざいますけども、これがいつまで続くかということは分かりません。 

そうした中で、造ってからも莫大な維持管理費がかかる施設を、果たして造るために基金を

積み立てることがいいのかどうかというところも検討をしなければならないのかなと思ってお

りますので。今の段階で総合運動公園に限っての基金を創設するというところまではちょっと

考えがたいというように思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 今の発言ですけどいざ造るようになってから基金を集めていては遅いかと思いますけども、

今からでも総合グラウンド、総合公園用の基金じゃなくても、そういう関係の基金ということ

で蓄えてはどうでしょうかね。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 確かにおっしゃるとおり造るとなってから基金を積立てていては間に合わないというところ

がありますけども、全体的に見渡してもまだまだこれから施設なりの建て替えなりがかなり出

てくると思います。 

御承知のとおり小中学校の校舎につきましては、もうすぐ50年を迎えるというところもござ
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いますので、そういったところの建て替えも視野に入れながら積立てというのをやっていかな

ければならないというところで、新たに施設を造る分についての積立てを今すぐ始めるという

のはちょっと難しいというところで御理解頂きたいと思います。以上です。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 そしたらそういう学校施設とかそこあたりも含めて、基金を多めに蓄えていただければ、あ

まりをそっちのほうに回すとか。そういう感じはどうですかね、どうでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 あまればやれるとは思いますけども現状の財政状況を見て、そういった余裕はございません

ので、もうちょっと今のところできかねるということで御理解頂きたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 町長さっき手が挙がりかけていましたが、どうですか。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 先般の専決補正の中で５年度の決算剰余金につきましては、減債基金のほうに6,000万円積立

てをさせていただきました。こういった中で毎年の決算見込みになりますとある程度年度末の

剰余金あたりが出てきますが、これは本町におきましては一般会計におけます起債残高がまだ

60数億円ございます。この60数億円といいますと１年間の予算にほとんど匹敵するような大き

ないわゆる借金でございますので、これをいくらかでも後年度の負担を軽減するために、そう

いったものを減らすための基金。いわゆる減債基金のほうに今回積んだわけでございます。 

 おっしゃるように今後の事業に備えての基金積立ても必要かと思いますが、後年度負担を抑

えるための積立て、あるいは財源として活用するということも十分に考えていかないいけなけ

ればならないことだと思っておりますので、その点は御理解頂きたいというように思っており

ます。 

○議長（百武辰美君） 濵本議員。 

○２番（濵本秋人君） 

 私の質問を終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、２番 濵本秋人議員の質問を終わります。 

しばらく休憩します。９時55分より再開します。 

午前９時44分 休憩 

午前９時55分 再開 
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○議長（百武辰美君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 次は、４番 岡村真由美議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 皆さんおはようございます。それでは、通告に従い質問をいたします。 

１．子どもの居場所づくりについて 

 学校に行かなかったり、行けなかったりする不登校の子供が全国的に増えている。 

 そんな中、本町でも今年の４月17日西田広子氏を講師に迎え「子どもの居場所づくり」と題

した講演会が開催された。 

 そこで次のことを問う。 

 （１）講演会が開催されるに至った経緯、開催しての評価、また今後の計画は。 

 （２）本町での不登校児童・生徒数の推移は。また「フリースクール」の必要性は。 

 （３）将来に放課後児童クラブを小学校施設内、または敷地内に設置する考えは。 

２．相続登記の義務化と本町の空き家対策について 

 土地・家屋の相続登記が、４月１日から法的に義務づけられた。そこで、次のことを問う。 

 （１）登記がなされておらず、町として困った事例がこれまでにあったか。 

 （２）空き家数の推移と問題点は。また本町の空き家対策の現状と今後の課題は。 

 （３）町は登記されていない物件の実態を把握できるか。 

 （４）相続登記の義務化を町民に周知し、登記を促していく予定は。 

３．町民霊園に設置された合祀墓について 

 身元が分かっていながらも引取り手のない遺骨が全国的に増えていると聞く。 

 本町では、町民霊園の一画に無縁仏の遺骨を収容する合祀墓が完成している。 

 そこで、次のことを問う。 

 （１）合祀墓はいつ完成したか。また設置までに要した金額の総額は。 

 （２）合祀墓に遺骨を収容できる無縁仏の条件は。また何体まで収容できるか。 

 （３）町民霊園の空き状況は。以上です。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 ４番 岡村真由美議員の御質問についてお答えをいたします。 

１．子どもの居場所づくりについて 

 ４月17日、西田広子氏を講師に開催した講演会について（１）講演会が開催されるに至った

経緯、開催しての評価、また今後の計画は、とのお尋ねですが。昨年11月に食に携わる行政、

食生活改善推進協議会、社会福祉協議会、食品店などが連携し食事の大切さを提案する食育フ

ェスタを開催しました。その企画段階から、それぞれの団体が情報共有をしていく体制づくり
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につながり、食でつながる重要性を認識し「こども食堂」や「こどもの居場所」の必要性を実

感いたしました。 

そのような経過を受け、地域包括支援センターが行っている居場所づくりの勉強会に参加

し、協議・検討を重ねた結果まずは子供に限らないあらゆる世代の「みんな食堂」として、令

和６年度はモデル事業として実施することといたしました。今回の講演会は波佐見町食生活改

善推進協議会の研修会の一環として開催されましたが、内容的に地域の課題をテーマにしたも

のであったため広く町民に呼びかけるかたちといたしました。 

 次に開催しての評価ですが、アンケートをとったところ「こども食堂」に関心を寄せるだけ

でなく、実際に手伝いたい、あるいは立ち上げたいという方の存在が分かりました。その後も

店舗を貸してもよいとか、食材を提供したいとか、今回の講演会をきっかけに情報が集まるよ

うになっております。まだ始めたばかりですが一歩を踏み出せたと感じております。 

 また今後の計画ですが、５月には食品衛生の研修を行っており、６月から毎月第３金曜日に

食堂を開設してまいります。以前から波佐見町で「こども食堂」をやってみたいという声を頂

いておりましたが、どれくらいのニーズがあるのか分からないということも、これまで町内で

「こども食堂」に踏み出せない理由だと思われます。今回のモデル事業を通じて「こども食

堂」のニーズを把握することができるのではないかと思っております。 

 この１年間の活動を通じて、波佐見町で必要とされる居場所や食堂の在り方を検討してまい

ります。 

２．相続登記の義務化と本町の空き家対策について 

 （１）登記がなされておらず、町として困った事例がこれまでにあったのかとのお尋ねです

が、まず固定資産税で申しますと、未相続の家屋や土地については相続登記が完了するまでの

期間、相続人代表者に対しての課税を行います。 

 また未登記の家屋等には、建築確認申請書や現地調査などの確認を行い適正に課税しており

ますので、特に問題となった事例はございません。また町が発注する公共工事におきまして

は、相続登記を起因として用地買収などができず、事業そのものの進捗に影響があるものはあ

りません。 

 一方で全国的には相続が行われず、その後に所有者不明の土地となったことで適切に管理が

なされず、荒廃による環境問題や公共用地の取得に支障を来した等の事例もあることから、今

後そのような場面に直面する可能性があると思われます。 

 （２）空き家数の推移と問題点は。また本町の空き家対策の現状と今後の課題は、とのお尋

ねですが、本町の空き家の推移は平成28年度調査では188戸。最新の令和３年度調査では205戸

となっており、少子高齢化、人口減少社会の到来、社会情勢の変化に伴い他の市町同様に増加

傾向であると認識しています。 

 空き家については放置され、適切に管理されないことにより倒壊の危険や害虫の発生元にな
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るなど、衛生上に加え景観を損なうなどが問題と考えられます。 

 そこで本町の空き家対策の現状と今後の課題についてですが、本町においては平成27年度に

空き家バンク制度を開始し、空き家の所有者と空き家を活用したい方のマッチングを行ってお

り、あわせて空き家等改修事業費補助金制度も行っております。 

 また平成28年度に、波佐見町空家等対策計画を策定し、空き家の発生予防と利活用を大きな

柱として進めており、令和５年度において波佐見町空き家解体補助金制度の創設、令和５年６

月には波佐見町空家等対策の推進に関する条例を制定し、その対策を進めているところです。

特に空き家解体補助金については、これまで６件の空き家解体に活用されており、空き家の発

生の予防または解消に一定の効果があったと考えております。 

 今後の課題については、相続が適切に行われないことによる所有者不明な空き家や、経済的

な理由などにより解体できず放置される空き家が増加した場合、条例等の定める代執行による

除却が求められると思いますが、実際の代執行となると多大な労力と時間、費用が発生するた

め空き家解体補助金の周知を図り、所有者に解体を促しつつ利活用に係る施策を進め、空き家

の発生を抑制することが何よりも重要だと考えています。 

 （３）町は登記されていない物件の実態を把握できるかとのお尋ねですが、町は最初の質問

でもお答えしましたとおり、相続登記が完了するまでの措置による課税や未登記の家屋等の調

査を行っておりますので、それらにより相続登記等が的確に行われていない物件や未登記の物

件を把握することはできます。 

 なお現在、相続登記が的確に行われていない物件で申しますと、家屋が1,800棟で町全体の

17％。宅地、農地、山林などの土地が7,991筆で町全体の約13％となっています。 

 （４）相続登記の義務化を町民に周知し登記を促していく予定は、とのお尋ねですが、今回

の法改正により正当な理由がないまま長く放置されているものがあれば、罰則規定が適用され

る可能性もあったことから、令和５年９月に町広報へ相続登記義務化の記事を掲載し、今年５

月には自治会を通じたチラシの配布により町民皆様へ周知を行ったところです。 

なお今後においても土地等の所有者の死亡届が提出された折には、遺族の方へその内容をお

知らせするほか、町ホームページや広報紙などでも啓発に努めてまいりたいと思っています。 

３．町民霊園に設置された合祀墓について 

 （１）合祀墓はいつ完成したか。また設置までに要した総額は。ということですが、今回町

民霊園において、承継者のいない無縁墓が生じたこともあり、本町において霊園管理を含め縁

故者のいないことが明らかとなった焼骨を適切に埋葬することを目的とし、この合祀墓を建立

しました。 

 工事につきましては令和６年２月に着工し、４月30日に完成したところであり、設置までに

要した金額は112万4,200円となっております。 

 （２）合祀墓に遺骨を収容できる無縁仏の条件は。また何体まで収容できるのかとのお尋ね
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ですが、身元不明の行旅死亡者や、親族等の判明しない単身の死亡者などの焼骨を納骨対象と

考えており、20台程度の収骨が可能であります。 

 （３）町民霊園の空き状況は。とのお尋ねですが、町民霊園は公営墓地として昭和50年に設

置され、現在312基の管理を行っており現在の空き状況は１基となっております。そのほかの御

質問については教育委員会から答弁がございます。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

１．子どもの居場所づくりについて 

 （２）本町での不登校児童・生徒数の推移は。また「フリースクール」の必要性は、とのお

尋ねでございますが。これまでも答弁しておりますように、不登校についての現況や対応につ

いては、子供やその親など当事者にとっては大変繊細なことであり、詳しい内容の答弁は差し

控えさせていただきたいと思っております。不登校の児童生徒数は、令和５年度は小学校12

名、中学校19名の計31名を県教委へ報告をしました。令和４年度より13名増加をしておりま

す。 

 不登校の主な要因としては、何となく、不安、友達や先生との関係、ゲームやＳＮＳ等によ

る昼夜逆転、家庭環境、学力不振など様々です。 

学校だけでなく私ども教育委員会や、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカ

ー、役場関係部署、関係諸団体と連携して対応を行っておりますが、すぐには改善、解消でき

ない難しい課題の一つと捉えております。 

 フリースクールにつきましても12月の議会でもお答えしましたが、民間等で運営されている

施設であり、その意義や有効性は認めるところでありますが、本町で即立ち上げる必要性、さ

らにはその環境はまだ整っていないと判断をしております。 

本町としましては、現状において学校を中心に関係機関と連携し、子供の実態や状況を踏ま

えた丁寧な支援を行い、学校復帰や社会的自立につながるよう子供に寄り添った対応を今後も

継続して行ってまいりたいと考えております。 

 （３）将来的に放課後児童クラブを小学校施設内、または敷地内に設置する考えは、とのお

尋ねでございますが、何より現段階では、民営の学童クラブが充実した活動を展開されており

ますので、将来こういう考えを持っていますとは、この場では申し上げられません。運営状

況、保護者からの要望や利用状況などを踏まえた上で慎重に対応してまいりたいと考えており

ます。 

 以上壇上からの答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 「子どもの居場所づくり」というタイトルが書いてあり、私も講演会に参加したわけですが
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何の前触れもなく、説明もなく、いきなり講演会が始まりました。来ておられた教育委員の方

も、その開催の趣旨について質問があったぐらいでした。 

今の町長の答弁で開催の経緯というのを改めて詳しく知ったわけです。子ども健康保険課が

他の施策と同時に「子どもの居場所づくり」をどうしていくかということについて動き出され

たということは本当にありがたいことだなと。考えもよく分かりましたし、方向性もよく分か

りましたので、今回はこの「子どもの居場所づくり」ということについては教育委員会の考え

を聞いていきたいと思います。 

 まずに「こども食堂」や「みんな食堂」のことを受けまして、フリースクールについての再

質問に入ります。本町でのフリースクールの環境はまだ整っていないとはおっしゃいましたけ

れども今数字をあげられましたよね。私の聞き違いでなければ昨年度、多分18名から13名増え

て今回31名になった。これは率としてはかなりの増え方ではないかと思うのですが、これは数

年前と比べたらどうなのでしょうか。コロナが始まる前と比べたら。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 令和５年度につきましては、先ほど申しましたように前年度よりも13名ということで、著し

い増加だと思っております。その様子につきましては、詳細については差し控えさせていただ

きますが、同じ子が継続してという部分もありますし、新規の子が増えたということになって

いくのだろうと思っております。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 ６月７日の長崎新聞には長崎市が2026年度（２年後）に不登校の生徒を受け入れる学びの多

様化学校を市民会館の中に開設するという記事が大きく出ておりました。予算はたしか600万円

で、不登校に悩んでいる子供を受入れていくという方針を打ち出されました。 

 このときの別の同じ記事の中なのですけれども、長崎市は不登校の数が昨年1,156人――児童

生徒ですね。４年間で倍増したことに市長等が危機感を感じてどうにかしないといけないとい

うことで動かれたのだと思います。 

 これは川棚町のフリースクールが出来ましたという記事です。大きな字で書いております。

町教委とも連携し、独立行政医療法人福祉医療機関機構の助成を受けて開設にこぎ着けたと。

こぎ着けたということは、もう運動は前からされているわけですね。決して町が作ったという

わけではありません。 

ただこれはどうしてできたかというと、不登校に悩んだ本人で、また子供さんも不登校に悩

んでいるというお母さんがＳＮＳで呼びかけて「親の会」を立ち上げていろんな人の理解を得

て、やっとこぎ着けたという詳しい記事が載っていました。 

 波佐見町にはまだそういう環境にないと。確かにこういう環境は整っていないと思うのです
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けれども、東彼杵町にはあるというようなことも書いてありましたね。東彼杵町にはある、川

棚町にはなかったのだけど初めて出来た。波佐見町にこういうように不登校で悩んで、苦しい

思いをされている親御さんとか生徒というのはいないのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 先ほど紹介がありました長崎市の取組につきましても、川棚町の取組につきましてもそうい

う新聞記事に目を通しておりますので、状況については把握をしております。川棚町でそうい

う苦しみの方々の保護者がネットワークを通じて、教育委員会と連携してだろうと思っており

ますので、そういうようなお声等々を頂ければ私どもは動こうと、動かないとは一切思ってお

りませんし、様々な環境を整備することが苦しんでいる子供の救いになるのであれば大いに協

力をしていこうと思っておりますが、現況では私たちが今取り組んでいることで、その悩み苦

しみに対応しているのではないかと判断をしています。 

先ほど答弁で詳細を申し上げにくいと申しましたが、令和３年度が22名の県への報告、令和

４年度が18名、そして令和５年度が31名確かに増加はしておりますが、今年度６年度スタート

したのは現状ではかなりの数が減っております。ほとんどの子供たちが新年度を迎え、気持ち

が新たな部分もあるでしょうし、これまでの関わりがあったと思っておりますが、かなりの数

減少しているのが現状です。 

この問題については、もう様々なことがありますから、増えたり減ったりをしながらも経緯

を行っていくのだろうと思いますが繊細な問題でありますので、私たちとしては丁寧にその子

の状況にあったかたちでサポートをしていきたいというスタンスで変わっておりませんし、そ

ういう要望意見等々が強くあれば、一緒になって研究検討を行っていきたいと考えておりま

す。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 数的の、なかなか繊細なことであるから発表ができないということでいろいろ、これまでも

答弁を聞いておりました。確かにそうだと思うのですけれども、子供を持っていない地域の方

とかですね。不登校に悩んでいない保護者なんていうのはそういうことに対してなかなか関心

を向けないわけですよね。数がこんなに発表されたら「おっ」ていうような関心もいくのでは

ないか。 

 あと先ほどの長崎新聞の記事の一部にあったのですけれども、今までなかった川棚町や波佐

見町の子は佐世保のフリースクールに通っていると。えっ、お母さん佐世保市まで通っていら

っしゃるのかって私改めて思いました。 

川棚町のお母さんのように声を上げられる、自分が苦しんだから声を上げてらっしゃると思

うのですけれども、声を上げられる保護者というのは、やっぱ限られていると思うのですよ
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ね。 

 そういった方たち運動が大きくなっていくためには何年もかかると思うのですけれども、や

はり私たちは身近にいる子供たちを本当に健全に育てるためには、やはり波佐見町にもフリー

スクールがいるよねというような必要だよねというような運動をこれからも展開していきたい

なというように考えております。 

こども家庭庁のホームページをちょっと抜粋して書いたのですけど、放課後児童クラブとい

うのはどういうものかという概要で、児童福祉法の規定に基づいて、保護者が労働等によって

昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教室や児童

館等を利用して、適切な学び及び生活の場を与えて健全育成を図るものだというように規定が

してあります。 

 残念ながら私の質問に対して、南小学校には余裕教室がないからととおっしゃったので私は

そうなのだなというふうに思いました。でも波佐見町には長与町とか、そういったところにあ

るような児童館は一つもございません。 

 そして昨日同僚議員が質問しました子供たちの遊び場や、集まれるところもありません。適

切な学び及び生活の場を与えるということが本当にできているのかということを健全な子供を

育てるということの視点に立って質問をしていきたいと思います。 

 私が調べたデータです。県が発表しております令和４年度５月１日段階ですけれども、私は

有田町に――佐賀県が頑張っているのだなと思っていたのですけれども、長崎県にも、下のほ

うに書いております。この時点で410か所の放課後児童クラブというのが長崎県の中にあって、

そのうち87か所は学校の敷地内、校舎内に設置されているのだということが改めて分かりまし

た。東彼杵郡及び小値賀町、佐々町の分をここにマーカーしたのですけれども、佐々町の一つ

は学校の敷地内にあるということが書いてありますね。見てとれます。 

これは最近の記事です。５月18日の長崎新聞から持ってまいりました。佐々町は口石小のパ

ソコン室を利用して放課後児童クラブに入りたくても入れずにいる待機児童を解消しますとい

うことで設置を決めた。予算もこれは今朝の新聞載っていましたかね。1,000万円でしたかね。

というように書いてありました。 

 私は断っておきますけど今作れとか、すぐに予算を計上してくれと言っているわけではあり

ません。このような長崎市との先ほどのフリースクールですけれども、今回の放課後児童クラ

ブの町の開設ですね。こういったものについてどういう感想を持っておられるかなというのを

ちょっとだけお聞きしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 他市町のことについて私がここでどうこう述べることはありません。他市町は他市町であ

り、本町ではどうかという参考にはしていきたいと思いますが。そういうことが行われている
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のだな、本町ではどうだろうか。ということの検討材料にはしていきたいと思いますが。他市

町がされているから即ということは今議員もおっしゃったように、それはできないのだろうと

思っていますということと、健全な育成を私たちがやっていないのでは、私たちも波佐見町の

ことのために健全な育成につながるような努力は、精いっぱいやっております。 

その中で現状を生かすという意味で、例えば箱物を使わなくても総合文化会館は校外支援セ

ンターとしての機能を有しているし、人的な配置も行っておりますし、学校職員が必死に家庭

訪問等々を行っている様々な現状がある中で、そういう箱物やマンパワーではなくて、チーム

を組んで対応していくことで、子供たちに確かな学びが保障できるのだろうという現状を踏ま

えながら取り組んでいきたい。そして他町や町民、関係者の方々の意見要望等があれば積極的

に協議の場を設けて、よりよい適切な環境整備を整えていきたいという基本的なスタンスは持

っておりますので御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

よそがやっているからやってくれと言っているわけじゃなくて、例えば佐々町は待機児童が

多いから、それに対応するかたちで増設しますというようなものですね。 

今波佐見町には待機児童は多分いないのだと思います。ですから、だから私今つくれとかで

はなく、将来的に増えた場合にはその可能性があるとお考えですか、というのを私は聞きたか

った。それだけなのですね。 

 健全育成を波佐見町の教育委員会がやっていないなんて一言も申し上げてはおりません。た

だ居場所として先ほど教育長は、総合文化会館の中にというようにおっしゃいましたが、例え

ば南小学校であるとか、東小学校の子供が放課後になったからといって、あそこに行けます

か。行けないですよね。 

 私はだから子供の居場所として例えば、児童館がないのですから勤労福祉会館の一角にそう

いう子供たちが集まる場所をつくれませんか。改善センターの中に子供たちのスペースはでき

ませんか。ということを繰り返し質問してきたつもりでおります。 

 そういう意味での居場所をどう考えていらっしゃるのかな。佐々町などの例なんかを見て、

ということを私はお聞きしているだけです。今すぐ作れとは言っておりません。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 議員のお話の中にもありましたけれど、私たち自身も協議の中で総合文化会館のほかに東小

校区には勤労福祉会館もありますし、南小学校の農業改善センターをサテライト的に居場所と

して今後研究、検討をしていきたいねということの協議も行っております。 

先ほど、本町に――放課後児童クラブ等々については、今おっしゃったように待機児童につ

いて今のところはいないので、現状の中で、というのが一つと、もう一つは南小学校には「お
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いでおいでルーム」さんがあって、必死に今頑張ってらっしゃるところを超えたかたちで私た

ちが積極的にこれをやります、あれをやりますということが本当に適切なものになっていくの

か。ちょっとそこが疑問であります。 

 私たちは今、学童クラブ「おいでおいでルーム」さんを必死にサポートし応援をすることの

スタンスだと思っておりますので、それを超えたかたちで別のものを私たちが主導するかたち

でつくり上げるということは今のところは考えておりません。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 私は具体的に「おいでおいでルーム」さんのことを今回論じようとは思っておりませんが、

総合的に考えてフリースクールの件、不登校のことに関してもそうなのですけれども、現状の

学童に例えばいろんなことで悩みであるとか、疑問とかを感じていらっしゃる保護者が、直接

教育委員会にどうにかしてくれって言えるのかなと私は思うのですよ。 

 個別に聞いたら「いや、ちょっと考えて遠いところの学童入れました」という保護者もおら

れます。それは何かといったらいろんな事情があるわけですよ。私はここでもう本当に言いま

すけど、「おいでおいでルーム」さんのことをいろいろ言っている、とやかく言っているわけ

ではないです。保護者の声に本当に耳を向けていますかということを繰り返し言っているつも

りでございます。波佐見町には幸いなことに学童の待機児童がいないということで理解をしま

した。 

 佐々町の件でもう１点よろしいですか。これはちょっと単なる質問ですけれども、佐々町は

パソコン室をあてるというように書いています。確かに私も言われてそうだなと。タブレット

を配付したらもうあったパソコン教室というか、パソコン室。みんなで一斉にパソコンの操作

を勉強していたあの部屋というのは不要になっているのだ。波佐見町の４つの学校のパソコン

室はどのような現状になっているのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 御説明に以前のようにパソコン室を使って共同という学習の場面は、かなり減っているだろ

うと思います。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 減っていることはもうそれは私も分かるのですけれども、パソコン室はパソコン室のまま。

そしてノートパソコンが１クラス分置かれて授業をするようなかたちでまだ温存というのです

か。空き教室としてはみなされていないというのですけど、高校等は撤去してしまって別の教

室として活用していると思います。いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 
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○教育長（森田法幸君） 

 途中町内の小・中学校において今その考え等はありません。そういう現状ではないだろうと

は判断しておりますし、そういうことが学校から意見があれば協議をしていきたいと思います

が、現段階ではそういう状況ではありません。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 それでは次の資料を御覧ください。これは教育委員会が発表されている小学生の数と住民福

祉課から頂いた昨年のデータで推測をした、今年で１歳になる子ですね。去年生まれた子でし

ょうか、去年かおととしですかね。１歳の子、２歳の子そして来年小学校に入る子。いつもの

１年生の数というような感じで、ちょっと数値を並べてみました。 

 町の行政のおかげだと本当に思うのですけれども、こんなもう少子化が進んでいる中、子供

たちの数というのが大きく減少しているという傾向が見られません。確かに減ってはおります

が、微減という様子でどうにか踏ん張っているかたちでしょうか。 

でも先日発表がありましたけれども、国は異次元の子育て支援とか言いながら、いろんな政

策を打ち出されたにもかかわらず、今年の１月から３月までの出生数というのは既に昨年度同

期の数をもう下回っているわけですよね。6.4％減じたというように発表されております。もう

少子化の加速化には全国的には全く、歯止めがかかっていない状態です。 

 こういう現状を踏まえて、質問項目１の最後の質問にしたいと思うのですけれども、私は町

長が打ち出されております小児科医の誘致。あと学校給食費の完全無償化。すごい取組だと思

うのですね。これは絶対少子化には歯止めをかけてくれるはずです。しかし、これだけではな

くてやはり悩みを抱えている子供とか、保護者に寄り添う子どもの居場所の具体的な設置。総

合文化会館にあるじゃないか、あそこに図書館もあるじゃないかというような感じではなく、

もっときめ細やかな、そういった困っている子、困っている親御さんに寄り添う考えというの

をもう一度、最後にお二方からお聞きして、１．に関する再質問を終わりたいと思うのですけ

ど、よろしいでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

繰り返しの答弁になると思いますが、子供たち保護者の方との良好な関係づくりを大事にし

ながら、そのためにも今ＳＣやＳＳＷあるいは先生方の家庭訪問等々も行いながら困ってい

る、悩んでいる保護者の方々が、気軽にそして安心して相談できるような関係性については、

私どもももちろんですし、学校関係、他課とも連携をとりながら丁寧に対応していけたらいい

なということを思っておりますし移住、定住の促進ということも踏まえて、これもこれまでも

何度も申しましたけれど、私自身、教育のまち波佐見ということで選ばれるまちづくりになる

ために、今おっしゃったような部分も大変大きい要素があるのだろうと思っておりますので、
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真摯に考えていきたいと思っております。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 今、教育長が申されたとおり私も全く同じ意見でございます。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 私がしっかり、はっきり聞きたかったのは、中央部分だけじゃなくて東地区、南地区の子ど

もの居場所づくりということを推進していただきたいなということを申し上げているわけで

す。そこあたりをお含みおきください。 

 それでは質問事項２についての再質問を行いたいと思います。先ほど町長の詳しい答弁です

ごくよく分かりました。空き家バンク制度は平成27年９月ぐらいから施行されていて、すごく

成果が上がっていると思うのですね。 

町のホームページを開くと登録物件一覧というのが出てきます。そして、更新日を見てくだ

さい。更新日６月10日となっています。本当にここのところ私はここをよくチェックしている

のですけれども、もう本当に頻繁に更新がなされております。これは全国の方が見られるわけ

ですよね。そしてこれからいろんなサイトに飛んで見られるようになっているわけですよ。 

ここに登録物件数ナンバー55って書いてありますけど、55というこの数字の見方ですけれど

も、平成27年から始まって今年も八、九年目になるのでしょうか。この９年間にここに登録さ

れたのが55件で契約済み、契約中というのを除いたら49件が契約済み。契約中になったという

ように私は取ったのですけど、それでよかったでしょうか。見方です。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君）そのとおりです。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 よかったです。この契約に至る確率というのがすごく高いと思うのですよね。この高い契約

成立率というのはどこから来たと思いますか。最初は絶対そうではなかったと思うのですよ。

徐々に高くなっていったのではないかと思うのですけれども、その要因をどう捉えていらっし

ゃいますか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 波佐見町に対する関心の高さの部分もあると思いますけども、民間の不動産業者さんの頑張

りというのもすごく大きいものがあるというふうに感じております。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 
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○４番（岡村真由美君） 

 波佐見町の知名度もですが民間業者さんの頑張りが大きいというのは、私は実際に業者が２

つあるというふうに聞きましたので、一つのほうに行って相談をしてきました。実際私も、こ

こに登録しようかなというような物件の心当たりがあるので、将来的にお世話になるかなと思

って勉強に行かせていただきました。 

 そしてこの写真を見ながらこの業者さんがやっていらっしゃるサイトに入ると、本当にきめ

細かな情報がブワーとくるわけですよ。波佐見町内とか近所の方たちに、波佐見にこんな空き

家がありますよって言ってもあまりヒットしないと思うのですけど、全国――私聞きましたけ

ども、中国の方が関心を持って見ておられるということで、やはりこれに載せるということは

買手を広く集めることができるのだなということを痛感いたしました。 

 やはり民間にできることは民間で、というのは本当だなと思ったのですけれども、それでも

先ほど町長がお示しになりました全体の空き家の件数からすると、かなりまだまだこの55件と

いうのは少ないのではないかな。でも空き家が全て、空き家バンクに登録できるような物件で

はないと私も心得ておりますので、全部とは言いませんけれども、まだまだ。もう使う予定な

いのだから空き家バンクに登録すればいいのに。もうそしたらもっと町が活気づくのになって

思うような物件がたくさんあるのですけれども、ネックになっているのは何だとお考えでしょ

うか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 多くの空き家が実際にあって、それでもなかなか貸していただけないというのは、やはりま

ず面倒じゃないのかなと。そこまでの手続をするのが面倒というのと、またその中に例えば仏

壇とか、いろんなものを置いていらっしゃる。そういうところをまた片づける、そういった部

分も大変なのかなというような印象を持っております。 

 またそもそも貸す気はないというような、そういった状況もなかなかこう日本の場合という

か、田舎に行けば行くほどそういう不動産に対する思いというのはあるのではないのかという

ように感じております。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 そもそも貸す気がないというのは大きいと思うのですよね。そのそもそも貸す気がないとい

うのは、自分のところだから他人に入ってもらいたくないというのもあると思うのですけれど

も、将来的に誰かが孫なり、ひ孫なりが入るというようなことを考えていらっしゃればまだい

いのですけれども。その貸す気がない中に面倒だとか、仏壇がとかいうけれども、要するにも

う将来のことに関する思考停止の状態が持ち主にあるのではないかなと。そういうときにもう

この際だからこんな立派な敷地、こんな立派なロケーション、こんな立派な建物、まだまだ使
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えますから、これを空き家バンクに登録して、町の活性化につなげませんかというような声か

けができればいいのかなと。私は促進できるのかなと思っております。 

 相続登記が義務化されて、これも私も今回２か所の法務局に行ったのですけれども、手続が

面倒かと思ったのですけど、ちょっと頑張ればできないことはないということがよく分かりま

した。仏壇ですけれども、仏壇に関してもいつかは処分しなくちゃいけないものですよね。そ

ういうのを相談に気楽に乗ってあげられる。 

空き家バンクの担当は民間だけれども、空き家バンクの何というのですかね登録を推奨する

ような相談役というのですかね。お世話係というようなものは町の部署の中にあるのでしょう

か。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 町が委託をしておりますちょっと個人になりますけども、そういった空き家・空き工房バン

クの運営に関しては委託している人がいますので、そういったところではいろんなきめ細かな

相談にも乗っていただけるようにお願いをしているところでございます。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 私事ですけど、主人の実家が雲仙市にありまして、やはりもう住む予定が全くないものです

から、地域の活性化にお役に立てればということで雲仙市の市役所に行きました。空き家バン

クに登録する考えがあるのですがというような感じで行きましたら本当、懇切丁寧に相談に乗

っていただいて、そして業者とかをご紹介頂きました。 

やはり電話もよくかかってきました。そんな感じで本気でこの波佐見町に空き家を増やした

くない。立派な家、立派な敷地をもっと活用していただきたい。できれば農地もよその人に借

りて、おうちプラス農地のかたちで借りてもらってとか、買い取ってもらって、楽しい農業と

いうのですかね。要するに生活とは、生業とされなくてもいいので耕作放棄地にならないよう

な仕組みというのですかね、投げかけというのですかね。役場がちょっと後押ししていただけ

れば、まだ業者の頑張りプラスで増えていくのではないかなと私は考えますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 民間の事業者さんとのバランスもございます。不動産業の免許の部分もありますので、そう

いうところは慎重にやりながらも、町として空き家の利活用というのは非常に重要な移住者と

いうか、人口増にもつながってきますので、そこは引き続き頑張っていきたいというふうに考

えております。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 
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○４番（岡村真由美君） 

 民間業者のテリトリーを侵すことは絶対やってはいけないことだと思います。それはタブー

だと思うのですけれども。ただ民間業者につなげるもう一方の手助けというのですかね、そう

いったものを頑張って、利活用に向けての後押しというのを役場のほうでやって頂ければ、も

っと進むのではないかな。人口も増えるのではないかなというように――移住者もですね。と

いうように考えております。そういうことで御質問をいたしました。 

 以上で、質問項目２についての再質問を終わり、次は質問項目３の再質問に移ります。 

 （町民霊園の）奥に生け垣があります。この生垣の隙間というのですか、左側が長い町民霊

園の駐車場になっております。駐車場の一番奥に、この度合祀墓ができたわけですね。ここに

縁もゆかりもない人はここに行かれることはまずない。まずないのですけども、こういうよう

にしてきちんと管理もされて、安心して、亡くなることができる。子孫に託すことができると

いうかたちで、町民の方312基設置できるようになっております。 

 では完成した合祀墓はどんな様子でしょうか。立派ですよね。お金はそんなにというぐらい

120万円弱でできているのですね。線香立てもあり、花立てもあるのですけれど残念ながらなん

せ無縁墓ですので。無縁遺骨を収納するところですし、まだ収納されていないのですかね。何

も花も造花も何もないのですけれども。まだ収容はされていないのですかね、これは。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 この無縁墓につきましては４月30日に完成をいたしまして、実際運用をしております。昨年

度から町民霊園の中で縁故者が居ない方の無縁仏がございました。完成した暁にこの無縁墓に

収納させていただいております。現在その造花も線香も上げさせていただいて、お参りさせて

いただいたところでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 それでは納骨をされた後に、入ったということですね。私が撮影したときにはまだ入ってい

らっしゃらなかったと。 

 では、４月10日の無縁墓の様子なのですが、私足しげく楽しみにできているのかなと思っ

て、４月になってから行きましたら４月10日にこんな状態で。３月末までにできる予定じゃな

かったのかなと思ったのですけれども、運よくカロートって言うのですね。あそこの遺骨を納

めるところの様子まで、写真に収めることができました。 

28口
こう

は骨つぼが納められるのではないかなというように答弁頂きました。皆さん御覧くださ

い。こんな感じに中はなっております。工事が遅れた要因というのは先ほど言われましたか

ね。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 
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○住民福祉課長（井関昌男君） 

 本来であれば３月末の完成というところでございましたが、それに向けてしておりましたけ

ども３月末に施行者の方がちょっと病気で、疾病によりまして療養期間が必要になるという判

断のもと工期を延長させていただいたという状況でございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 今施工業者の話が出たのですけれども、私施工業者をどう決められたのかなと思って、町の

建設工事に関する入札執行事務処理要綱というのを例規集の中から探し出しまして、そこにど

ういったその見積り等業者の見積り等はどうやって集められるのかなと思って調べたら、500万

円以下の工事については４社以上から見積りをとるというような感じで書いてありました。 

これに基づいて120万円弱ですけれども、これに次いで500万円以下には間違いないから、４

社以上の見積りをとられたのかなあというように思ったのですけども、詳しいことをお知らせ

頂けますか。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 今回の契約につきましては随意契約を結ばせていただいております。これは波佐見町の契約

に関する規則の中で７条中に随意契約について規定をしております。限度額につきましては工

事請負につきましては130万円以下ということになっております。 

17条の３項の見積りにつきましては２社以上徴収しなければならないという規定に基づい

て、今回随意契約をしているという状況でございます。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 よく分かりました。波佐見町の契約に関する規則というのですけど、これって総務課長にお

聞きしたいと思うのですけども、例規集の中にそれがあるわけですね。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 例規集の中にございます。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 大変失礼いたしました。そこあたりを私が探すことができなかったので、どうなっているの

かなと思って質問をさせていただきました。ありがとうございました。 

 それでは厚生労働省が、先ほどからお話しになっていますが、急増する引取り手のない遺体

をどう自治体が処置するかということに関して、統一的な決まりを作っていないもので、本当

に現場は困っている。財政的にも事務面事務処理の面でも困っているという、実態がありまし
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て、この夏に実態調査が行われるということです。 

波佐見町に関してはこのルールというのはある程度明確にされている。こういう決まりはあ

るということなのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 今回この無縁墓の完成に伴いまして波佐見町の霊園無縁墓管理要綱を作っております。 

 この中で４月１日から施行している状況の中で、波佐見町におきまして縁故者がいな、身寄

りがないという状況の中で、この無縁墓で管理をする運用を進めていくという状況でございま

す。 

○議長（百武辰美君） 岡村議員。 

○４番（岡村真由美君） 

 よく分かりました。先ほどの資料をだしていただけますか。自治体の対応などをまとめた事

例集を本年度中に作成して、こういう先進事例がありますよみたいなかたちで流されるそうな

のですね。波佐見町はもうきちんとできているということで、報告をされた際に、多分採用さ

れるのではないかなと。波佐見町のすぐれた実践というのですか。参考になるような同規模の

自治体があるのかなと思うので、いいことなのではないかなと思います。 

 霊園条例の19条に、こういうような町民霊園でいろんな使用権が消滅した方については、こ

こに入りますよという一定の場所に会葬することができるってなっていたのですけれども、実

際どこに会葬するのですかという質問私がしたときに、お寺にどうのこうのという回答がその

ときはあったのですね。これがなくなったということで、よかったなと思っているのですけど

も、これをつくってみての感想というのですかね。最後に町長からお聞きしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 これまで設置されてなかった施設ができたということで、今後の適正なそういった身元不明

者あるいは無縁仏の処理が行われていることで、本町としても十分な機能を果たしていきたい

というように思っております。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、４番 岡村真由美議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。11時10分より再開します。 

午前10時56分 休憩 

午前11時10分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 
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 次は、12番 脇坂正孝議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 皆様こんにちは。私は３件ほど、質問をいたします。 

１．教育委員会事務局の新庁舎移転について 

 教育委員会事務局が新庁舎へ移転してから約５か月が経過した。 

 メリットはあると思うが、利用者からは不便との声を多く聞いております。 

 そこで、事務局の移転前・後について教育委員会事務局と利用者側にどう変化があったか。

また、今後の事務局の在り方について、次のことを問います。 

 （１）町長部局との連携はどうか。 

 （２）小学校・中学校との利便性はどうか。 

 （３）総合文化会館、体育センター、図書館の利便性はどうか。 

 （４）教育相談等の来所者の利便性はどうか。 

 （５）利用者の不満は把握しているか。 

 （６）新たに開始した総合文化会館の委託業務の内容はどうか。 

 （７）事務局機能の一部を元に戻す必要があると考えるがどうか。 

２．鴻ノ巣グラウンドの整備について 

 鴻ノ巣グラウンドは、多目的スポーツ施設として練習や試合など町内外の方に広く活用され

ております。 

 しかし、次のようにグラウンドや付属施設に不備があり、早急な改良と改善が必要と考える

がどうか。 

 （１）グラウンド 

 ①雑草が広大に繁茂し、段差が生じております。 

 ②グラウンドの東側排水が悪くなっております。 

 （２）トイレ 

 ①東側のトイレは、樹木に囲まれ暗く落葉が舞い込むなど不潔であります。 

 ②東側トイレの男子用には洋式トイレがなく、設置を望む声が多い。 

３．選挙における投票率の向上について 

４月28日に実施されました衆議院議員補欠選挙は、本町では31.44％と低調でした。 

 （１）低調の要因は何か。 

 （２）過去３年の投票率はどうか。また、年代別にはどうか。 

 （３）今後予定されている選挙の投票率向上に向けての対策として、期日前投票所の増設や

センキョ割りの実施はできないか。また、有権者への更なる周知はどうするか。 

 壇上からは以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 
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○町長（前川芳徳君） 

 12番 脇坂正孝議員の御質問についてお答えをいたします。順番が多少前後いたしますが、

２番目の質問から答弁をさせていただきます。 

２．鴻ノ巣グラウンドの整備について 

グラウンドや付属施設の早急な改良と改善の必要性についてのお尋ねですが、そのうちの

（２）トイレで①東側トイレの環境の問題と、②は男性用の洋式化についてのお尋ねでござい

ますが、東側のトイレについては立地の関係上、やむを得ない状況であることは御理解頂きた

いというように思います。 

 またそういった状況を鑑みて、委託先でありますシルバー人材センターに対して、定期的な

清掃と報告を頂くとともに、職員も定期的な点検を行い適宜状況の把握に努めておりますので

今後もできる限りの対応を行ってまいりたいと思います。 

 男性用トイレの洋式化については、ポータブルの設置を検討したいと思います。 

○議長（百武辰美君） 

 １．教育委員会事務局の新庁舎移転及び２．鴻ノ巣グラウンド整備（１）グラウンドについ

ては、教育委員会から。 

３．選挙における投票率の向上については、選挙管理委員会から答弁がございます。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

１．教育委員会事務局の新庁舎移転について 

 教育委員会事務局が新庁舎移転してから約５か月が経過した。 

 そこで事務局の移転前後について、教育委員会事務局と利用者側にどういう変化があったの

か。また今後の事務局の在り方について次のことを問うというお尋ねです。 

 （１）町長部局との連携はどうか、とのお尋ねございますが、これまで以上に関係他課との

情報共有や協議がスムーズに行われるようになっております。 

 （２）小学校・中学校との利便性はどうかということでございますが電話対応、来庁対応に

ついてはこれまでどおり変化はございません。 

 （３）総合文化会館、体育センター、図書館の利便性はどうかとのお尋ねでございますが、

総合文化会館の利活用についても大きな変化、支障はないものと考えております。総合文化会

館は現在ルピナス倶楽部に館管理を委託しております。必要があればお互い電話での対応を行

っておりますし、電話で済まないことは、こちらから文化会館まで出向いておりますので、今

までと何ら変わったところはございません。 

 また、その他の施設とのやりとりにつきましても、今までと何ら変わるところはございませ

んので、利便性に変化があったとは思っておりません。 

 （４）教育相談等の代表者の来所者の利便性はどうかとのお尋ねでございますが、教育相談
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の来所者につきましても、訪ねる先が文化会館か新庁舎かに変わっただけで、来所者の利便性

に変わったところはないものと思っております。 

 もし文化会館での相談を望まれるのなら、こちらから出向くようにしております。 

 新庁舎での相談につきましては、内容や状況によっては子育て部局との合同の相談もできま

すので、相談者にとっては大変有効だと考えております。 

 （５）利用者の不満は把握しているか、とのお尋ねでございますが、現在利用されている

方々からの御不満の声は直接には教育委員会には頂いておりません。総合文化会館の管理を委

託しているルピナス倶楽部や図書館の職員にも尋ねましたが、不満の声は聞いていないという

ことでした。 

ただし、関係団体との協議の中で相談したいときや困ったときにすぐに対応する職員が欲し

いとの意見などを頂きました。より具体的な御意見、御要望の内容を伺いながら対応を考えた

いと思っております。 

 （６）新たに開始した総合文化会館の委託業務の内容はどうか、とのお尋ねございますが、

館の管理業務につきましてはルピナス倶楽部に祝日を除く、月曜～金曜の午前８時30分から午

後５時15分までの館の管理を委託しております。 

 内容は部屋や施設用品の受付と、貸し借り業務に加えてチケット販売や施設利用料金の徴収

管理等もお願いをしております。 

 （７）事務局機能の一部を元に戻す必要があると考えるがどうかとのお尋ねでございます

が、現況で総合文化会館運営や、教育委員会業務に大きな支障を生じているとは考えておりま

せん。 

 ただ町内の方々や、利用者の方々からの御意見や御要望には、真摯に耳を傾け対処について

検討をしたいと考えております。 

２．鴻ノ巣グラウンドの整備について 

（１）グラウンド 

①雑草が広大に繁茂し、段差が生じてい、るとのことでございますが。鴻ノ巣グラウンドの

雑草管理につきましては、現在定期的に除草剤を散布し雑草管理を行っておりますが、子供た

ちも使う施設なので、強い除草剤を使えない現状もあります。 

 除草剤を変えてみて、様子を見ていきたいと思っております。 

 （２）グラウンドの東側排水が悪い。Ａコート側に比べて確かにＢコート側の排水が悪いよ

うに見受けられます。現況を経過観察してまいりたいと考えております。 

 ３．につきましては選挙管理委員からの答弁がございます。 

○議長（百武辰美君） 中田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（中田彰君） 

 12番 脇坂議員の質問にお答えします。 
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３．選挙における投票率の向上について 

 ４月28日に実施された衆議院議員補欠選挙は、本町では31.44％と低調だった。 

 （１）低調の要因は何か、という御質問ですが。４月の補欠選挙においては、報道などによ

ると長崎県の衆議院選挙区の見直しが行われており、現３区については新２区と新３区に分割

される、いわゆる消えゆく選挙区であり、当選者の任期も限られることが低調の大きな要因の

一つだと言われています。 

 また選挙の原因となった政治資金問題に起因する政治に対する不信や諦めに加え、与党が候

補者を用意せず、野党候補者同士の選挙であったことも要因と言われており、本町においても

同様の傾向があったものと考えています。 

 （２）過去３年の投票率はどうか。また、年代別にはどうかという質問ですが、本年４月の

衆議院議員補欠選挙が31.44％。令和５年４月の県議会議員一般選挙が53.75％。令和４年の町

長選挙が65.54％となっています。 

 年代別では本年４月の補欠選挙で最も高かった70代が46.79％、低かったのが20代の

14.40％。令和５年４月の県議会議員一般選挙では、最も高かった70代が72.59％。低かったの

が20代の27.70％。令和４年９月の町長選挙では、最も高かった70代が81.48％。低かったのが

20代の39.18％となっています。 

 いずれの選挙も70代が最も高く、年齢が若くなるにつれ低下し、20代が最も低くなる傾向が

あります。 

 （３）今後予定されている選挙の投票率向上に向けての対策として、期日前投票所の増設や

センキョ割の実施はできないか。また有権者へさらなる周知はどうするか、という御質問です

が。今後予定している選挙としては本年10月１日火曜日を告示する波佐見町議会議員一般選挙

があり、投票日は10月６日日曜日としています。 

 本町の町議会議員一般選挙の投票率は、昭和59年10月には94.31％でありましたが、選挙が行

われた直近の平成28年では68.39％と、選挙を重ねるたびに低下傾向にあります。 

 そこで投票率の向上対策でありますが、４月の補欠選挙において初めて役場庁舎以外に期日

前投票所を自治会公民館に１か所１日間設け、選挙人の利便性に寄与できたことから、10月の

町議会一般選挙においても、期日前投票所を自治会公民館に設置できないか検討しておりま

す。具体的には告示翌日の水曜日から金曜日までの３日間。１日当たり１か所を設置し、延べ

３か所設置したいと考えています。 

 一方で議員御提案のセンキョ割については、民間団体の「センキョ割学生実施委員会」が運

営を行っており、協賛する飲食店舗などに投票所の看板と一緒に自撮りした写真を提示するこ

とで割引サービスが受けられるものです。近隣では令和３年の諫早市長選挙などで行われてお

り、先ほど申し上げた民間団体が主体で行われています。 

 選挙管理委員会の関わりについて以前、諫早市選挙管理委員会にお尋ねしたところ、センキ
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ョ割の内容について周知などの協力を行っているとのことです。本町においても民間団体から

申出があれば、選挙管理委員会でできることについて協議を行いたいと思っております。 

 また有権者へのさらなる周知はどうするかについてですが、10月の町議会議員選挙から町独

自で選挙公報を発行し、周知を行いますので、投票率の向上につながるものと期待していま

す。 

 以上で、壇上からの答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 まず教育委員会事務局の新庁舎移転に伴う問題でございますけども、教育長のほうにあまり

耳には入っていないようで、ちょっとそのあたりが具体的にどうなのかというのはあるのです

けども、やはり私たちの耳には相当入っております。 

 特に社会教育団体からの不満は相当なものがございます。ちょっとまずはそのご意見を申し

上げますと、「総合文化会館に担当職員がいないのはおかしい」「管理員任せでは駄目」とい

うことや「各行事の打合せは新庁舎ではできない」。それから「社会教育班は総合文化会館に

あるべきだ」「大ホール内の機材の操作は誰が指導をするのか」「町民の立場に立った組織を

作るべきである」「管理団体にチケット販売業務を任せて、現金を扱わせてはいけない」「社

会教育指導員を配置して押し欲しい」「打合せを行う部屋をつくってほしい」。それから先ほ

どと重複しますけども、「総合文化会館内にも担当者を常駐させるべき」歴史文化交流館には

職員が２人おられるのにどうしてか、ということですね。それから「勉強できる場所を総合文

化会館内に設置、確保してほしい」と。こういうふうな要望が上がっているわけでございます

けども、教育長は直接聞いておられないということでございますけど、今のような話を聞かれ

ていかがですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 社会教育団体との協議というのに私自身が参加をしておりませんでしたので、今初めてお聞

きしました。そういうような意見があるのだなということで、対応できるもの、これは御理解

頂きたいものというのがあるなということを感じました。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 私たちは社会教育団体とも話をしていますし、それから先日４月の初めだったですかね、文

化協会の総会があったときに教育次長はその席に同席をされていたのですけども、大体似たよ

うな意見が文化協会の総会でもあっているのですが、教育次長はそこのところはどう思われて

いますか。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 
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○教育次長（朝長哲也君） 

 先ほどありました文化協会の理事会のほうに参加をさせていただきまして、会の最後にそう

いったお話があるとお聞きしました。窓口に今まで我々がいたので、気軽に相談事ができてい

たけどもできなくなったということが主な趣旨だったかなというように思っております。 

 ただ私的には文化会館にルピナス倶楽部さんの担当者がいらっしゃるのでそこを介して、電

話で頂ければ電話対応ができるとか電話対応したいとも思っておりますし、もしできなかった

ら出向いて対応できるということで思った次第でございます。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 今電話対応ということでおっしゃいましたけども、電話対応というのはどうしても間接的に

なるわけですね。そこの場所におられずに、やはりこういうような場所で、あそこを使用する

にあたっては、その場でやはり一緒に相談するなどそういうことも多いかと思います。 

 例えばロードレース大会。３月のあれも非常に運営が難しかったというような話を聞いてお

ります。やはり直接の場所に職員さんが不在ということで非常に難しかったということも聞い

ております。 

 だから、仮に今委託の人が２人か、３人がおられるかと思いますけども――これはすいませ

ん、ちょっとさっきの委託の話ですけど人数も後で教えてください。金額もですね。 

 そして仮におられてそこで話をされても、こちらにまた電話をされると。直接、場合によっ

ては行けるかもしれませんけれども、どうしても二重手間になるわけですよ。いわゆるたらい

回し的になるのですよね。だからそういったことを避けるために、やはり利用者本位というこ

とで考えてもらえば、その場にいてもらわないと、なかなかスムーズな運営ができないかと思

いますが、そのあたりはいかがですか。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 先ほど館の管理ということで御質問がございましたけども、今ルピナス倶楽部さんに４月１

日から９月30日までということで金額的には477万5,000円の委託料をお払いして、２人常駐し

ていただいている契約で、事務にあたっていただいております。 

 あと先ほどありましたけども、そういった出向かないとは言っておりませんので。お声をか

けていただけば出向きますので。そのお声はかかっておりませんので、そこはひとつ御理解頂

きたいと思っております。 

 来てほしいということであれば行きます。といいますか今から文化会館に行くのでという電

話を頂ければもうその時間に合わせてまいりたいと思っております。よろしくお願いしたいと

思います。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 
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○12番（脇坂正孝君） 

 そこのところがやはり利用者とそれから教育委員会との、ギャップというか。そこがあろう

かと思います。 

 やはり利用者の方はその場に、そこに例えば総合文化会館行って目の前におられる職員さん

をまずは見つけて、いろいろ話もしたいというところあるのですけども、わざわざ電話をして

までということもなかなかなかろうかとは思うのですよね。 

 それで先ほどの町長部局との連携はどうかということについては、連携はこれまで以上にス

ムーズ。これはもう分かり切ったことだろうとそのように思います。同じ屋根の下におられる

わけですから。これはもうまずそうでしょうね。 

 それから小学校中学校の利便性これは本音を言われれば、恐らく小学校中学校の先生方目の

前のほうがやはりよろしいのではないかというように私は判断をしております。 

 あと総合文化会館。大きな支障はないということでございますけども、やはりこれは大きな

支障があっているというように判断をいたします。体育センターも同じくです。 

図書館もどうしてもやはり近くに図書館の職員さんも委託でございますので、近くに職員さ

んがいないことには連絡相談等がやはり制約があって困るかというように思っております。 

 最初の段階で私も３回ほど本会議で質問をしておりますが、総じて言えばまず利用団体の適

切な説明をすると。利用団体に対して適切な説明を行う。そして町長部局と連携し、効果を上

げる。これはいろんな面でそれは言えるかと思いますけども、あと総合文化会館の機能はその

まま維持していく。こういった大きな３点に絞られるかと思います。 

 こういうような答弁を２回、３回と頂いているわけですけども、どうしてもそちらの教育委

員会としての考え方と利用者等の考え方にはギャップがありますので、そのあたりは改めて協

議会なり、そういった会を開かれる予定というのはないですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 答弁に不備がありました。先ほど私が情報を何も得てないのではなくて、文化協会等での次

長が参加した議事録についてはちゃんと話の内容については伺っておりますし、その中で今次

長が答弁したように、これはというような種類分けといいますか。そういうことは把握をして

おりますので、私に全く分からないということではありません。 

 職員を常駐するかどうかの部分が一番大きな問題だと思っているのですが、こちらのほうに

移転することによってのメリットのほうが今大きいだろうということを判断し、利用者の方の

必要に応じて、どういう相談、どういう利用、どういう必要が利用者の方にあるのかというこ

とで、現スタッフで対応できるものと、現スタッフで対応できないものにつきましては私ども

教育委員会職員がそちらのほうに出向きまして、支障がないように対応していくというこの対

応でしばらくやっていきたいなということを思っております。 
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 ただ、これがこれまでも答弁しましたように、総合文化会館の機能充実という点でいけば、

図書館機能の充実とか、学習コーナーの設置については今準備中でありますので、こういうこ

とを全て、実施をしながらまた改めて意見を頂ければ、内容によっては対応していきたいとい

うことを考えております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 そこで提案でございますけども、今の協議会についての計画はいかがですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 担当のほうに、今月または来月のうちに開催をするように指示をしております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 担当じゃなくて教育長出席でできませんか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 もちろん私が参加をしますが、開催についての準備を今担当にさせていますという答弁で

す。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 今申しましたように私たちの耳に聞こえてくるのは、結構社会教育関係の御不満。不自由だ

というふうなことが多いわけですので、これはもう提案ですけども社会教育班を以前舞相の公

民館にあった社会教育班等の教育委員会の一部ですが、そちらのほうに移転ということはでき

ませんか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 今の御意見については全く今のところ検討しておりませんので、答弁を差し控えます。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 一部と書いておりますけども一部というのは、そういった意味で書いております。最終的に

は全面的な移転も必要かとは思うのですけども、取りあえず社会教育班の皆さんが文化会館の

ほうに元に戻ってもらうというようなこと、そういうような意味で書いておりますので御理解

をお願いしたいと思います。 

 やはり社会教育班の皆さんも職員の皆さんも、文化会館のほうが仕事をしやすいのではない

かと私はそのように思っております。利用者の対応や施設の管理をして、そして全体の教育委
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員会全体の余裕があるときに逆に役場のほうに出てこられる。そういった仕組みのほうがよっ

ぽど利にかなった方法ではなかろうかと、そういうように思います。 

 やはりどうしても問題は人なのですよね。今の状況では学校で言えば教室に先生がいないの

と一緒だということをよく言われておりますけども。利用者は自習をしていると、そういった

状況じゃないでしょうか。 

 それでは、これはホールから図書館のほうを撮った写真でございますけども、この日は私わ

ざとこれを写真撮ったわけではないのですよ。たまたま行ったときにこういうような状況だっ

たのです。もう全く人影も見えません。かつての教育委員会がそちらに事務局があったときの

状況としますと相当寂しい限りです。 

 時々見に行かれたら、こういうふうな光景も目にされるかと思いますけど。もちろんイベン

トとかいろんな会議が多くあっているときは、そういったわけではないかと思うのですけどで

すね。 

 玄関のほうにおられて旧事務局で手続をされているところですけども、やはり以前と比べれ

ば寂しい限りということでございます。あと委託先からこちらに誰もいなくなった状態で職員

さんがいなくなった状態ということで聞きますと、いろいろ手続上教育長の耳には聞こえない

かもしれませんけども、私も２、３用具の問題とか、それから施設、設備の問題でそれなりの

不備があったということは聞いております。それを危惧するのが、文化会館の勤務経験者が仮

に教育委員会に不在となった場合に、これはもうどこに何の部屋があるかもまず分からない。

直接もうこちらで机上の事務だけでしたら。そして利用者の打合せとか、そういった要望に時

間がかかりまして、ひいては社会教育団体と利用者との言葉が通じなくなる可能性すらありま

す。 

 それから文化会館の施設、設備、用具、これもどこに何があるのか。どのような会のときに

何を使えばいいのか。これも分からなくなってしまう。こういったことも予想されるわけです

けども、ここまでは予想されてないと思いますが感想としてはいかがですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 職員をこちらに異動、移転させたということにつきましては、そのメリットが大きい部分が

あってそういう判断をされたと思っておりますし、この話題につきましては長年議論を尽く

し、この移転ということでこちらのほうに私たちが来ているわけですので、それを踏まえた上

で総合文化会館の適切な有効な活用ということで私たちも知恵を絞りながら、工夫をしながら

行っております。 

 そして今半年が過ぎ様々な御意見等々を頂いておりますので、それを真摯に受け止めなが

ら、解決できるもの、どういうふうにすれば解決できるのかについて、研究・検討重ねさせて

いただきながらと思っておりますし、当然今ルピナス倶楽部に委託をしている分についてのス
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タッフの指導といいますか、先ほど申されたような機器の操作だとか、どこに何があるとかい

うことにつきましては、スタッフのほうにもこれまでやっておりますが、より丁寧に具体的な

指導をすることによって利用者の不便あるいは不満等については対処できると思っております

し、常駐していなくても利用される方々の団体の内容によっては私どもが即に対応してまいり

ますので、二度手間になることもあるかもしれませんが前もって電話を頂くなど行っていただ

ければ、スムーズなものが、今までと同等のものが行われるのではないかなということを思っ

ております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 今委託の話も出ましたのですけども、委託の方についても波佐見の事情をよく知らない方が

入っておられるというようなことで手続等が非常に不便だったというような話も聞いておりま

す。 

 やはり委託にあたっては、ある程度業務が限定されるのでしょうけども、そういった応対に

ついては特によくよく打合せ御指導をしていただきたいと思います。 

そして先ほどの関係団体との協議会でございますけども、これはもうぜひやっていただきた

いということで確約をお願いしますし、それから一部の社会教育班の移動のことについては具

体的には書いておりませんけども、こちらのほうの検討も始めていただければというように思

いますが、そのあたり約束はいかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 私の理解不足でした。関係団体との協議ということで私は理解をしております。運営協議

会、総合分科会の文化会館の運営協議会について、今月また来月に開催をし、そこには参加を

したいと思っております。 

関係団体との協議につきましては、例えば先ほどの文化協会様が一番のメインになっていく

のだろうと思いますが、そういう方々との協議については私なり次長なり、職員が参加をし、

その話題については共有をしておりますし、そのような対応でほかの会議につきましても同じ

ような扱いをしていきたいという、関係会議に全て私が参加をするということでは、まだ今の

ところ考えておりません。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 運営協議課のメンバーの方と、また直接利用されるメンバーの方。これはやはり御意見も違

うのではなかろうかと思いますので利用される関係団体。こちらのほうとの協議会もぜひお願

いをしたいとそのように思います。これはいかがですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 
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○教育長（森田法幸君） 

 そのためだけの会議ではない部分で、多分いろんな会議が行われているとも思いますので、

そこに次長なり担当職員も出ているだろうと思いますし、そういう案内がなければ当然いきま

せんが、そういう案内があって事務局員もぜひ参加をしてくれということがあれば参加をして

いきたいと思いますが、私たちがリードをとってそういう会議を開催するという意向は今のと

ころはありません。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 そのあたりが最初のボタンのかけ違いもあったのではなかろうかと思っているのですよね。

やはり移行される前にもう少し関係団体、利用者団体、そのあたりの話をよくよく聞かれてい

たほうが、これもう今言っても同じですからあれですけども。今後それをぜひ生かしてほしい

とそのように思います。 

 次に移ります。鴻ノ巣グラウンドのまず除草剤の件でございますけども、これは除草剤を散

布はされているのですよ。しかしされてはいるのですが、草がずっと残っております。 

先ほどの話では強い薬は撒けないというようなことですけども。恐らくクローバーだと思う

のですが、例えばここでは主に野球とかそれからグラウンドゴルフ。こういった大会が試合、

練習なり大会があっておりまして、特にもう少年野球なんか毎週のように、試合も練習試合も

されております。 

そうなるとここもイレギュラーが多くて、プレーに支障があっております。それから大会に

来られた参加者の方、他市町からの参加者の方には評判が悪いというようなことも聞いており

ます。 

 やはりずっと周辺部に草がかなり残っております。排水が東コートはもちろん、Ｂコートは

もちろんではあるのですけども、特に雑草が生えているところがグラウンド空地の周辺のほう

ですね。それで岸の方の草が生えているものですから、そこに土がたまって高くなって、さら

に流れが悪くなっていると。私なりにそういうように思うわけですけども、このあたりの対策

はできませんか。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 先日私も雨上がりに見てまいりました。先ほどの写真のようなかたちでＢコートのほうがや

はり水たまりがしているなというのは確認をしております。 

  ちょっと今後どう対策をしていくかは検討してまいりたいと思いますけども、まず除草剤

の種類をちょっと変えてみて、まずは対応ができればと思っておりますので、ちょっとそこら

あたりは今後検討させていただければというように思っております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 
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○12番（脇坂正孝君） 

 そういうような状況でございますので、特に周辺部ですね。Ａコートの野球の内野のほうは

ほぼ草も生えていませんし、そしてまた排水もいいわけですから、そういうような方法でＢコ

ートそして、それぞれのグラウンドの周辺部。こちらのほうも対策をとってもらえればという

ように思います。 

 隣の町のグラウンドは、ここはもう雑草もなくて排水も抜群に良うございました。これは野

球場ですけどもここには芝を張ってあります。次、これがグラウンドですね。同じような時

期、鴻ノ巣グラウンドと同じような時期に見に行きましたけども、本当草１本生えていない

と。そしてまた水も残っていない。完全に排水ができております。 

 ここは10人からなる団体が毎日管理をされているというようなことを聞いておりますが、や

はりちゃんと管理をしたところはそれなりの効果があるなというように思うわけですけども、

このあたりの管理についてはどう思いますか。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 議員がおっしゃいましたけども、これは多分先ほどの映像は川棚町の平島かなと思っており

ますけども、そういった地元のそういった愛護団体じゃないですけども管理されている団体が

いらっしゃるということで、そういったところもちょっと今後検討させていただければという

ふうに思います。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 ぜひ御検討をお願いしたいと思います。グラウンドコンディションもあせたところで。 

 さっきおっしゃったように川棚町の平島にあります中央グラウンド。クラブハウスでござい

ます。これも本町の鴻ノ巣グラウンドと比べますと最近出来たせいもあるのでしょうけども、

充実したクラブハウスということです。 

それで次がトイレですね。これは東側にあるトイレです。ここがもう上を見ますと、屋根の

上を見ますともう日がずっと覆い被さっております。そして落ち葉のシーズン。もう秋口とか

冬場、特に男子用の小便所辺りはもうしょっちゅう落ち葉が舞い込んできておりまして、恐ら

く掃除の担当の方も苦労されているかと思うのですけども、以前は相当使用後の水の状態、水

道の状態。これも悪うございました。 

そういったことで、なかなか不潔といいますか、そういうふうな表現が適当ではないかもし

れませんけども、そういうような状況にあります。 

それで立地の関係上やむを得ないということは重々承知しておりますけども、ここを少し

でも改善できる方法というのは考えておられますか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 
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○建設課長（本山征一郎君） 

 東側のトイレでございますが一応改善の方法としましては、あれは我々としても鬱蒼として

いるというところのイメージを解消したいとは考えておりますので、周辺の樹木辺りが整理で

きればいいかなとは思っております。 

 ただ一方で先ほど町長の答弁もありましたとおり、どうしてもこの立地に関して言いますと

東側に斜面がありますので、もうある程度のところまでしかできないかなと思っております。 

 ですので、あとは照明を明るくするとか、そういったかたちで印象を少し変えるような。か

たちが何か方法がとれないかというのは研究してまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 樹木については全面的に伐採とまではいかなくてもいいのですけども、とにかく低く――あ

る程度樹木も必要でしょうけども、屋根に被らないように。そしてまた落ち葉がそうそう舞い

込まないような、そういうような程度の手入れはぜひお願いをしたいというように思っており

ます。 

 それに合わせてですけども、壁も相当傷んでおりますし、この前私が行ったときは電球も点

灯しませんでした。蛍光管が上にありましたけども。このあたりの不備。昼間なので夏ではそ

うそうかもしれませんけども、冬場になるともう３時、４時ぐらいなったら暗くなりますの

で、そのあたりのことも、ひとつお願いをしたいと思いますがそのあたりはいかがですか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 先ほど答弁しましたが、そういったところも含めて研究をしていきたいなと思っておりま

す。ただ雑木がやはり周辺にありますので、落ち葉が舞い込むとかそこあたりについてはなか

なか、まめに掃除は心がけたいなと思っておりますけれども、そのあたりは、利用者あたりも

少しこう御協力頂ければなと思っておりますし、そのあたりは今後も逐一点検をしてまいりた

いと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 男子用トイレには洋式トイレ。これはポータブルで対応されるということでございますの

で、なるべく早くお願いをしたいと思います。あと用地の性格上、難しいところもあろうかと

思いますけども、多目的トイレはここにはないわけですね。 

 したがいまして、なかなか身障者の皆様は使い勝手が悪いということで、そしてまた恐らく

30年以上経過はしていると思います。平成初めぐらいの建造だと思いますので、それを建て替

え計画についてもぜひ検討をお願いしたいと思いますけど、そのあたりはいかがですか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 
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○建設課長（本山征一郎君） 

 多目的トイレの設置については、東側ということでありますけれども特に今のところは考え

ておりません。と申しますのもテニスコート側のトイレが整備されておりますし、そちら側の

ほうへの移動をしていただくことで、特に向こうまでであれば例えば車で近くまで行くことも

可能ですし、そういったことも考えるとテニスコート側だけでちょっと今、我々としては十分

足りるのかなと思っております。 

 どういう方が利用されるかというところまでは、きれいに私も承知をしておりませんが、基

本的に多いのはその辺りで練習をされている、そういうプレーヤーとか、そういった方が多い

のかなと思っておりますので。一応そこあたりをちょっと今重視をしているところです。以上

です。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 続きまして３番の選挙に入りたいと思います。期日前投票所を４月の衆議院選補選にて野々

川郷で実施されたわけでございますけども、投票はたしか180人中60人の方が来られたというこ

とを聞いておりますが、投票された方の感想はどうだったでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 残念ながら私のほうは当日所用があって、期日前投票の開設に行っていないのですが、行っ

た職員からは地区の方からは投票所が近くになってよかったと。下までという言い方はちょっ

と失礼ですが、東小学校まで行く手間が省けられたということで大変好評だったという報告を

受けております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 非常に好評だったということで、先ほど委員長さんのお話にありましたとおり、３日間で３

か所を町議選において実施される予定というようなことで聞いております。これはもうぜひ３

か所を投票所として、身近なところで投票ができるような計らいをお願いしたいと思いますけ

れども、再度いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 設置場所についてはこれから選挙管理委員会の委員さんの意見も、お伺いしながら決定して

いきたいと思います。 

 選定とすればやはり投票所から遠いところ。あるいは地形等地理的なことも考慮しながら協

議を重ねていきたいと考えております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 
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○12番（脇坂正孝君） 

 ぜひ３か所お願いをしたいと思います。 

 そして以前も申していたのですけども波佐見テレビですね。これは視聴率も恐らく高くて効

果は大きいと思うわけですけれども、支障がなければ波佐見テレビでもぜひ投票日の宣伝がで

きないものかと思うのですが。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 公職選挙法の関係もありますので、法令と精査の上で可能な範囲で波佐見ケーブルテレビと

も連携をとりたいと考えております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 昨年の11月ですか。中学生議会が旧議場で開かれまして、中学生にとっては大きな学習の場

になり、政治とかそれから行政を理解する一つの大きなきっかけづくりになったと。町のこと

を知るいい体験だったというふうに思うわけですけども。 

今度新議場になりました。これで将来の有権者、将来の波佐見町を担う児童生徒をこの議場

で、前回のように中学生議会。そういったものを開けないものかどうか。ぜひ開きたいと思う

のですが、そのあたりは教育長いかがですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 昨年度の中学生議会につきましては中学生にとっても大変いい学びができました。総合的な

学習の時間のカリキュラムと、ふるさと教育の中での実施として中学校から要望がありました

ら、今年度もそういう要望、要請があれば、小学校も含めてカリキュラムの範囲の中で、やれ

たらやっていきたいなということを思っておりますし、そういうアクションは中学校、小学校

にも起こしていきたいとは思っております。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 議会だよりにも南小学校の議場見学と、それから中学校の中学生議会。これは大きく取上げ

まして、非常にそれぞれに提言をしたり、あるいは意見を聞いたりということで、いい経験だ

ったということで子供たちの感想も載っておりますので、今年度もぜひ実現をして頂ければと

いうように思っております。 

 もう一つすいません。南小が前々年、議場見学しておりますけども３小学校でそういった計

画はいかがですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 
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 学校のほうに社会科の学習との絡みの中で、そういうようなことが実現可能かどうか確認を

し、要請があれば御相談をしたいと思っております。学校側の判断を待ちたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

是非教育長のほうからも各学校に議場見学、子供議会。こういったものを大いに進めてもら

えばと思うのですが。大いに推奨をお願いしたいと思いますけど、いかがですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 強制にならないように、優しく話はしたいと思っております。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、12番 脇坂正孝議員の質問を終わります。しばらく休憩をいたします。 

 13時30分から再開します。 

午後０時07分 休憩 

午後１時30分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 次は、１番 前田博司議員。 

○１番（前田博司君） 

 それでは、通告に従い一般質問を行います。 

公共事業（建設関連）の現状と今後の対策について 

 現在の建設業界を取り巻く環境は、町内に限らず全国的に見ても大変厳しくなっておりま

す。人員の確保に苦慮し、熟練技術者の高齢化や退職により技術の継承もままならない状況だ

と聞いております。 

 また、急激な資材の高騰や機械や設備のＩＣＴ化により、新たな設備投資も多額なものとな

り、経営を圧迫する状態となっております。 

 事業者の経営安定化のために、町として支援や対策が必要と考えております。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）現在、町で実施されている人材確保対策補助金等を建設業関連事業者にも対象とはで

きないものか。 

 （２）若年層の雇用促進対策や資格取得・技能習得に対する助成の考えはないか。 

 （３）最低制限価格の基準を見直し、引き上げることはできないか。 

 （４）町発注の工事成績（工事評定）は、受注業者へ通知し公表するべきではないか。以上

壇上からの質問終わります。 

○議長（百武辰美君） 前川町長 
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○町長（前川芳徳君） 

 １番 前田博司議員の御質問についてお答えをいたします。 

建設関連の公共事業の現状と今後の対策についてということで、（１）現在、実施されてい

る人材確保対策補助金を、建設関連事業者も対象とできないか、というお問合せと（２）若年

層の雇用促進対策や資格取得・技能習得に対する助成の考えはないかとのお尋ねですが、昨今

の社会を取り巻く情勢として、様々な業種、業界において、人材の確保が急務となっており建

設業界においても同様の問題に直面していることは承知しているところであります。 

 とりわけ建設業においては国の調査によりますと年間の総労働時間の長さが他の産業より長

く、労働環境の是正を図ることが労働者の確保につながるものとして、公共工事における発注

の在り方が検討されています。 

このことから本町においては適正な工期の設定や、施工時期の平準化を心がけ、今年度から

設計の仕様に余裕期間制度や週休２日制の導入を行いました。余裕を持って工事ができる状況

を整えていくことや、それらの環境改善の原資となる諸経費等を請負金額へ適正に反映させる

など労働環境の改善につながる施策を確実に実施していくことも、人員の確保につながる施策

の一つであります。 

 これらを踏まえ現段階においては、人材確保対策補助金や資格技能習得に係る費用への助成

は考えておりません。 

 （３）最低制限価格の基準を見直し、引き上げることはできないかとのお尋ねですが、本町

における最低制限価格は波佐見町契約に関する規則において、予定価格の３分の２を下回らな

い範囲で定めることとしておりますので、公共工事における算出基準を土木建築工事等につい

ては設計金額の90％としています。 

 県内では県をはじめ他の市町がこの算出基準を92％としているところであり、本町において

も検討したところでありますが、本年度から建設産業の働き方改革を推進するために、公共工

事の標準を週休２日取得へと変更したことから、工事に係る諸経費等の加算が必要となったこ

とや、既に導入しておりますランダム係数の加算で最低制限価格の基準が多少上昇することも

考慮し、今回の見直しについては見送ったところであります。 

 しかしながら建設業界においては、人材確保に向けた賃金や労働時間の処遇改善による若者

が入職しやすい環境づくりを求められていることや、資機材などの高騰が事業者の経営にも大

きな影響を与えている状況もございますので、今後前向きに検討したいと考えております。 

 （４）町発注の工事成績（工事評定）は、受注業者へ通知し公表すべきではないかとのお尋

ねですが、町では波佐見町建設工事業者選定要綱で、客観的要素と主観的要素を考慮して求め

た数値の合計により、入札参加者の格付を行うことから、主観的事項の審査方法の一つとして

工事成績評定を実施しています。 

 この工事成績評定は町内の事業者のみを対象としており、施工体制や施工状況、出来形及び
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出来栄え等の考察項目により算出するもので、その結果を特に公表するべきとの定めもなく、

また県内の町においても公表されていない状況もありますので、本町でも事業者への公表を行

っておりません。 

 しかしながら町内の建設業組合からも公表の要望があっていることは承知しておりますの

で、他町の状況を見ながら公表が必要かどうかについて検討はしてまいりたいと思っていま

す。以上で壇上からの答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 それでは１番から順番に再質問していきたいと思います。１番と２番に関しては、関連した

ところもありますので重複するところもありますけど、よろしくお願いします。 

 まずこの建設業。またそれに関連する業種について、窯業とか農業と違って、地場産業とい

うような位置づけにはなかなかなりづらいと、そういうものではないのだろうなと感じており

ますけども。 

そこで町長にお伺いしますけども、この建設やそういう関連する業種について、本町におい

てはどのような位置づけだとお考えでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 村山副町長。 

○副町長（村山弘司君） 

 建設業界の人材育成、人件費、人材確保が非常に厳しいという現状認識しておりますけれど

も、本町におきます窯業界への支援につきましては、産地振興ということでいわゆる窯業産業

が生む雇用効果でありますとか、歴史的な位置づけに沿って支援をしているところでございま

す。 

県としても――すいません、私が県の事例を出すもおかしい話なのですけれども。窯業人材

のほうには支援をしておりますけれども、県下の中でも産地振興として使用をしているのは波

佐見町、三川内焼、南島原市の手延べそうめん、それから上五島の手延べうどん、かんころ

餅、壱岐の麦焼酎などですね。そういった意味で歴史的にその地域において、産地の形成をし

て一定の雇用効果があるということを前提にして、そこに公共性があるということで支援をし

ているところでございます。 

建設業界の状況については非常に厳しい状況がございますけども、それは産地振興というこ

とではなく入札制度の中で、先ほど答弁がありましたとおり入札制度の中で対応すべきものだ

というように考えております。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

そんな中で人材確保に対する支援と申し上げましたが、例えばほかのところでもやっており

ますような町外からの雇用に対しては、家賃補助とかそういうものができないのか、お伺いし
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ます。 

○議長（百武辰美君） 村山副町長。 

○副町長（村山弘司君） 

 さきの答弁と若干繰り返しになりますけれども、いわゆる窯業人材に対して雇用確保する意

味で家賃補助というような仕組みを創設しているということで理解をしております。先ほどの

答弁のように、建設業界の人材確保が厳しい中ではございますけれども、建設業界に特化した

家賃補助というのは制度上そぐわないというように理解をしてございます。以上でございま

す。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 今回は建設業関連ということで質問いたしておりますが、実際には業種に関係なく、この人

材確保というのはどこも同じだろうと思っております。それで支援ができないかというように

伺っているわけですね。 

ちょっと５月号の広報はさみの２ページを見ていただくとＩＪＵターン、いわゆる移住に関

する奨励金の中で家賃補助しますよというのがありますけども、これについては業種に関係な

くでしょうから、建設業などでも該当するものと考えてよろしいですか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） はい、該当いたします。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 それであれば、これ奨励金の額が６万円とあります。 

この中の６ページに行くと、この前から議論をされて決まっております窯業関係関連の家賃

補助。これが月２万円の２年間で最大で48万円とありますが、この差についてはどういうよう

にお考えでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 まず広報誌の２ページにありますＩＪＵターンの奨励金については人材確保対策ではござい

ません。移住対策としての制度ということで一定の業種にとどまらず、幅広い業種について波

佐見町に就業された、もしくは起業された方で、民間賃貸住宅を借りた方という対象としてお

りますので、そもそもの趣旨が違うというように考えております。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 そもそもっていいますか、町内に就業された方というふうにうたっているわけですから、人

材確保には変わりないのかなと思います。 
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建設業関連に戻しますと令和３年度の災害に関しても、復旧工事においてはやはり地元の企

業ということの使命等も感じて、そのことにあたったということで町にも貢献していると思い

ます。そういう面でいえば、そういった家賃補助等も考えてもらっていいのかなと思うのです

が、そのことについてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 村山副町長。 

○副町長（村山弘司君） 

災害における地元の建設事業者の皆さん方については、地域にとって非常に大切な地域の守

り手だというように理解をしております。そういった意味で小規模な事業者、地元の事業者の

皆さん方に引き続き仕事をしていただくということは非常に大切なことだというふうに思って

ございます。 

 そういったことから、入札発注をする側の町の立場として、入札制度の改善をしながら、そ

こは対応していくべきものだというふうに理解をしてございます。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○２番（濵本秋人君） 

２番目の若年層の雇用に関するところなのですが、これは実際技術の継承といいますか、そ

ういうことも最近ままならなくなっているということで、例えば技能職においては、ある特定

の業種の行使においては、職人が見つからないということで工事内容の変更までしないとなら

ないような状況があると聞いております。そういう面のことを考えると、こういうところの技

術の確保とかを考えたら、その習得に関する支援。これ実はこういう支援というのは町でやら

なくてもほかでもあります。でも、それは全てを網羅するものではないので、例えばこういう

ことをやるにおいては、そのほかの支援の補完的な意味で町も支援ができないかというような

格好に――多分検討すればそういうようになってくると思うのですけれどもそういうような支

援について、考えられないでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 村山副町長。 

○副町長（村山弘司君） 

 建設業界の人材確保についての御提案でございます。建設業界における人材確保の課題とい

うのは、これは国、県あげて課題認識をしているというように理解をしています。 

 恐らく国交省のほうでは建設産業の人材確保、特に若い方々の確保が難しくなってきて全体

として高齢化している現状。技術者が集まらない中で先ほど地域の守り手として、しっかり事

業を継続していただくために、国は国として事業者向けの人材確保に対するセミナーだとか各

種補助金も用意されているようでございます。 

 先ほど議員が提案されました社宅の宿舎の補助についても、実は震災地域に限っては国のほ

うの補助金もあるようでございます。そういったかたちで国はそのような支援制度を設けなが

ら、県は先ほど申し上げた最低制限価格の引上げであるとか、あとは若者定着という意味で建
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設業界と一緒になって、高校生の県内就職に向けた様々な活動をしてございます。 

そういった意味で町としては繰り返しになりますけども、公共事業を発注する町の立場とし

て、入札制度をしっかり見直したうえで、建設業界の様々な課題に対応していくということが

適切ではないかというように理解してございます。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 この若者雇用に関しては先ほども言いましたけども、建設業に限らずほかの業種ほかのとこ

ろも全般的にそうだと思います。ですので、例えば波佐見高校だけとは言いませんが、新卒者

に対して町内に就職する方への準備。これは高校へ入学するときにそういった支援をしていま

すよね、準備金というか波佐見高校に入ったらいくらとか。 

そういう支援もされていますけども逆に卒業にあたって町内に就職するのであれば、こうい

う支援がありますよといった、そういうメニューを使っていただければ、建設業に限らずなの

ですが、ちょっと有効ではないのかなと思うのですけども、そういう支援もしていただきたい

と思っております。 

 次に行きますけども最低制限価格についてですが、これは町長の答弁の中にもありましたけ

ども調べたところ県内。県をはじめとして多くのところがもう改定しております。残るはうち

とどこだったか。二つ、三つだけだったと思います。もう、ほぼ改定されているということ

で、これは早急にしていただきたいなと思っております。 

それで、その前に週休２日制とか余裕工期とかというのがありましたけども、これはまた別

物だと思います。特に週休２日に関しては労務費の単価は恐らく私の調べたところ1.05％。

５％上乗せ程度のものです。１週間で月曜から金曜まで働いて土曜日の分をそれで賄うかとい

うとかなり数字的には問題があると思います。制度上そうなっているので、それ以上のことは

できないのでしょうけれども。 

そういうことも考えると今特に建設関連に関してはデジタル化とか、ＩＣＴで情報通信網を

使った設備投資、機械等が増えてきております。県の工事などでも採用されていますけどもＧ

ＰＳを使って――人がいないので、ＧＰＳを使って機械が自動で動くような装置とか、そうい

うのがかなり普及してきております。そういった設備投資に関しても今のままではなかなかで

きないということで、その原資となるところを確保するためにも最低制限価格を上げていただ

いて、何とかできないものかなと思って提案をしているところなのですがいかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 最低制限価格の設定につきましては、今年度は90％にした理由の中に週休２日制度の導入と

かいったところがありましたけども、こういったことが出てきましたのが予算を固めてしまっ

てからの話になってきましたので、そこで変えてしまえば大幅に工事の計画を見直すとかの労
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力もありましたので、そういったことがないようにというところも考慮して、今年度はそのま

まに行くということでしておりますので。来年度予算の編成する前までにはどのようなかたち

に持っていくかというのは検討してまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 私も何が何でも今すぐにやってくれと言っているわけではなくて、その道筋を見せていただ

きたいので来年、年度考えると当然今年度ではなくて来年度からというようなことは、そのよ

うに思っております。 

そもそも最低制限価格。これはちょっと乱暴な言い方をすると、もともと適正であろう価格

が設計価格。これは90％が当然競争入札ですから、そうはならないのでしょうけども、実際の

ところはもう民間の積算技術も向上しておりますので、そもそもの設計額に近いような額の積

算はできます。その中でやはり受注しないと何も始まりませんので、当然最低制限価格近くに

集中するということ。これはもう必然だと思います。 

ちょっと乱暴な言い方しますね。設計価格が適正な価格だということで積算しているのであ

れば、最初から１割まけてくれよみたいに見えてしまうわけですよね。これは全国的なもので

すから、そういう趣旨でやってないのは分かりますけども、そうであれば92％とは言わずに最

低制限価格は上げていいものではないかなと思うのですけど。さきにあげられていました県の

ほうにおられた副町長はどういうようにお考えでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 村山副町長。 

○副町長（村山弘司君） 

 最低制限価格の案件でございますけれども、先ほどの答弁と繰り返しになりますけども、町

長の答弁の中でも前向きに検討させていただくというような答弁を申し上げております。 

るる議員がおっしゃった建設業界の状況を踏まえて、町としてもしっかり入札制度の中でそ

の見直しをしていくということで取り組んでまいりますので、どうぞ御理解を頂きたいという

ように思います。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 では４番目の工事成績です。これについては最初にお伺いします。この工事成績をつけるの

は工事の範囲といいますか。どの程度のところまでが工事成績をつける工事になるのでしょう

か。例えば金額とかそういった面です。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 この工事評定表、工事を行う工事につきましては、基本的には130万円以上というところで今

はやっております。以上です。 
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○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 この工事成績を公表しないと言われましたが、実際工事をやる立場としては、自分たちがや

った工事がどのように評価されているのか。どこがよかったのか、どこがまずかったのか、こ

こは知りたいところだと思います。次の工事に生かすという意味では、ぜひとも公表が無理だ

としても、その施工業者には通知すべきだと私は考えます。 

 できないとおっしゃったのですが、これはちょっと代表的なところで建設課長に伺います

が、通知公表してない中で工事の全般的な管理をして、竣工検査だとかそういった中で、工事

のあらましのよかったところとか、問題点だとかこういうのは口頭ででもその業者に指摘した

り、お話をしたりということはあるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

工事の評価というところでございますけれども、竣工検査の折に当然全て検査に回るわけです

けれども、その際の検査の最後に我々公表をしております。今回のそのときの工事の内容であ

るとか仕上がり。 

それについて主観的なところもありますけれども、それを見ながら評価をし、ここをこうい

うふうなかたちでやっていただくなど場所によっては指摘もあったりしますし、場所によって

は丁寧な対応をしていただきありがとうございますというようなかたちもしますし。 

 一定の評価は、そこでは公表というかたちでさせていただいているところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 一つにはこの業者への通知というのは、業者のためにと私は申し上げましたが、もう一つの

面でいうと、業者もさることながら職員、特に技術職員。当然管理する側の監督責任のある管

理職もそうなのですが、竣工検査に立ち会ったりしますので、そういった方たちの技術の向上

といいますか、その工事に対する理解というか。そういうのを深めるためにも私は必要だと思

います。 

どういった基準で、どういった評定をしているのかというのが、公表されると今適当にやっ

ているとは言いませんが、真剣にやらないと不公平が生まれてくるということを考えると公表

してそれぞれの技術・技能を上げていくというために、必要じゃないかなと考えております。 

 早いですけど、そういった思いでおりますので、そこのところをお含み頂いて、もう少し町

長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 私も30数年前に建設課に配属を頂きまして、業者の方とも付き合いをさせて頂いておりまし
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た。かつ令和３年の災害のときは本当に建設業者の皆様にはお世話になって、今日の復興につ

ながったと改めて感謝を申し上げるところでございます。おっしゃるとおり業者の今後の指導

育成につながるようなことで、発表したほうがいいということでございましょうけども、なか

なか現実を申しますと一人の検査官が同じ目で評点といいますか、評定をしているかというと

必ずしもそうではございません。それぞれの担当が担当の目で評定をしている状況です。本当

に均一な目ぞろいというのができているのか、一つ疑問が残るところもございます。 

 しかしながらそういったものを職員間で培いながら平等な評定ができるようなことも、研究

は必要かと思いますので、そういったものがクリアできればある程度の業者に対して公表とい

うより通知という感じで、お互いの資質を上げるための施策として有効であれば十分考慮すべ

きことかなというようには思います。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 前田議員。 

○１番（前田博司君） 

 さっき最後と言ったのですけど、ちょっと言い忘れたところもありますので、この工事成

績、工事評定が主観点として入札参加資格の中の格付等に影響されるのであれば、こういうも

のはやはり公にしたほうがいいと思います。ちょっとすいません。質問で終わらなかったので

すけど、以上で終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、１番 前田博司議員の質問を終わります。 

しばらく休憩します。14時15分より再開します。 

午後２時２分 休憩 

午後２時15分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 次は、３番 澤田昭則議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 皆さんこんにちは。それでは通告に従い一般質問を行います。 

１．公共施設の有効活用について 

本町の公共施設等は、公共建設建築物やインフラ施設に分類し管理運営されている。 今

後、機能集約、長寿命化、利活用促進等の取組を総合的に進め各施設の特性に応じた効率的・

効果的な維持管理に取り組まれる。 

 そこで、次のことを問う。 

（１）学校施設（小学校運動場）、生涯学習施設（総合文化会館）、文化施設（歴史文化交流

館、波佐見講堂）、行政施設（庁舎情報発信コーナー）などの有効活用については、どのよう

に考えているのか。 
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 （２）インフラ系施設（都市公園、町営住宅）の有効活用については、どのように考えてい

るのか。 

２．町内の消費を促す対策について 

 令和６年７月３日より新紙幣の発行が20年ぶりに開始される中、景気は緩やかに回復してい

るものの、個人消費は物価上昇により節約意識が高まり、厳しい状況にある。 

そこで、町内において町民の消費を促す支援等の対策ができないか。 

３．コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）について 

 学校を取り巻く社会環境や児童・生徒の状況が変化し、学校運営協議会制度においては、学

校運営や地域による学校支援など様々な課題について議論がなされている。 

 そこで、この制度を設置してから各小中学校においての成果と今後の課題は。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 ３番 澤田昭則議員の御質問についてお答えをいたします。 

１．公共施設の有効活用について 

 （１）学校施設、生涯学習施設、文化施設、行政施設などの有効活用についてはどのように

考えているのか、という御質と（２）インフラ系施設の――特に都市公園、町営住宅の有効活

用についてはどのように考えているのか、との御質問ですが。行政施設は、行政が実施する目

的に沿って設置整備されるものであり、その初期の目的を果たすことが最大の目的であるとい

うことは言うまでもありません。 

御質問の施設についても同じくそれぞれの目的を持って整備された施設であります。庁舎情

報発信コーナーについては、新庁舎建設における基本計画に基づき設置しております。広報誌

を初めとする各種情報の集約と掲示のほか、住民の交流スペースとしての機能を有し、打合せ

での活用や、来庁者のくつろぎ姿など、おおむね我々が思い描く活用となっています。 

 都市公園については様々な人たちの交流の場、親子の触れ合い、各種イベントの開催、学び

の空間などに活用されており町営住宅については、公営住宅法に基づき適切な活用がなされて

おります。 

 そういった観点から申しますとそれぞれの施設において、その初期の目的を果たしているも

のと思っており、有効活用ができているものと思います。 

 ２．町内の消費を促す対策についてということで、令和６年７月３日より新紙幣の発行が20

年ぶりに開始されるということで、そこで町内において町民の消費を促す支援等の対策ができ

ないかというお尋ねですが、本町ではこれまで新型コロナにおける経済対策として、令和２年

度から４年度にかけてプレミアム商品券販売事業を燃油高騰対策として、さらに令和４年度、

令和５年度には事業者向けに燃料費等高騰対策支援事業を、令和５年度には個別世帯向けに上
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水道基本料金の減免を行っており、消費喚起や各種支援について取り組んでまいりました。 

 本町独自における支援策を検討するにしても、多額の財源が必要となることから、国から自

治体への予算措置や効果等を踏まえ慎重に判断する必要があります。また現在国による定額減

税等の経済対策も実施されており、現段階では消費喚起のための町単独での支援は難しいもの

と判断しております。 

 そのほかの御質問については教育委員会から答弁がございます。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

１．公共施設の有効利用について 

学校施設、生涯学習施設、文化施設などの有効活用についてどのように考えているのかとい

う御質問に対しまして、上げられた施設は全て町立の施設、すなわち町民の財産でありますか

ら、その設置目的や役割、利活用について町民にとっても利用者にとっても高い安全、安心、

有益性が感じられることが重要であり、その整備を計画的に図る必要があると捉えておりま

す。 

 また、これらの施設は公有財産として、本町をアピールするものでもあります。これから

も、これらの施設が魅力的で有益有効なものになりますよう利用者の方の御意見や御要望等を

踏まえながら施設整備や管理運営を行ってまいりたいと考えております。 

３．コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）について 

この制度を設置してからの各小中学校においての成果と今後の課題はとのお尋ねでございま

すが。学校運営協議会の設置以前から、本町ではＰＴＡや学校支援会議等の等を中心に学校と

地域が連携した教育活動が展開されており、その成果は高いものであります。 

 しかし子供を取り巻く環境が大きく変化をし、従来の連携取組だけでは子供の健全育成予測

困難な社会を生き抜く力を育成するのが難しくなってきました。連携から協働へ各学校の校長

先生が学校や子供の現状、よさ、課題を踏まえ、求める学校像、求める子供像を実現するため

に地域の力をお借りしながら地域総ぐるみ、地域総がかりで子供の教育に携わっていただく組

織として、本町では学校運営協議会を令和２年度に設置発足をしております。ただ、その後は

すぐにコロナ禍となり、その活動ができなかったのが実情です。 

「おらが学校」を実現するために、子供たちに確かな生きる力を育成するために、学校と地

域がウィン・ウィンの関係を保ちながら、教育活動が展開される学校運営協議会、コミュニテ

ィ・スクールの実現を目指し、試行錯誤、トライアンドエラーを繰り返しながら推進できるも

のを期待推進できることを期待するものであります。 

 以上、壇上から答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 
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○３番（澤田昭則君） 

 それでは、１．公共施設の有効活用について再質問いたします。最初に学校施設（小学校運

動場）と書いております。ちょっと具体的にお話をしますけども、今朝もちょっと野々川ダム

のほうの上のほうに行ってまいりました。なぜ野々川ダムに登ったかといいますと、うちの御

近所の方も、もうかなり前からグランドゴルフをするときは、野々川ダムに車で移動されて行

っております。湯無田地区ではありますけど湯無田郷にしっかりしたグラウンドはありませ

ん。地区が何か地域ごとでイベントするときは東小学校のグラウンドを借りております。 

 こういう風景を毎日見ておりまして、もう近所の方ももう80歳を超えている方もいらっしゃ

いますし、乗り合わせていっている方もいらっしゃいます。最近の報道でも80歳以上の交通事

故とかあっておりまして、かなり免許携帯に関しての皆さんの関心も高まっておられます。 

 私が気付いたといいますか、今後かなり厳しい状況になるなと思ったのが、スポーツをした

い、健康推進のために何か体を動かして、いろんなことをやりたいと思われる中にできる場所

がない。場所はあるけど野々川地区まで３キロメートル近い距離を車で移動されています。 

 先日もちょっとこの一般質問のために、朝に見に行ったら一人の方は歩いて40分かかって行

っていらっしゃいました。もう一人の方はセニアカーでやはり20、30分かけて行って野々川ダ

ムの坂を上っていらっしゃいました。果たしてこのスポーツをするためにこれだけ移動距離が

ないとできないのかなと思いまして、すぐに思いついたのは、以前も東小学校の運動場を土

曜・日曜に開放して、地域の老人会の方がグラウンドゴルフをされておりました。 

国のほうも学校体育施設を有効に活用するような手引書まで作って――スポーツ庁ですか。

やっておられますので本町として東小学校のグラウンドとは言いませんけど、小学校では運動

場というのですか。屋外運動場を利用することは今でも可能なのですか。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 小学校のグラウンドにつきましては、まず優先利用団体というところがございまして、そち

らのほうに年間の利用計画を出していただきます。２月にその利用計画に基づいて調整会議を

行います。いろんな団体が使われますので、バッティングしていたらそれぞれの団体で調整を

していただいて、そこで年間の利用計画というのをグラウンドにつきましては確定をします。 

そのあとにつきましては、空いている日につきましては――もちろん平日は学校が優先され

ますので。土日につきましては空いているところであれば、そういった地域の方ほかの方にも

御利用頂けるような状況でございます。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 詳しく言ってもらいましたけども、私が思うのが平日に特に時間帯まではっきり言いました

ら９時ぐらいから10時ぐらいまで、10時半ぐらいまでとか。平日に学校の運営に支障のない限
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りで何かグラウンドを半分、３分の１でも結構ですから、もう遠慮なく使えるように開放でき

ないかな。 

特に東小学校においては児童数が前世紀のときのようにたくさんおりません。現在126名です

か。そのあたりを教育委員会と地域の使われる方の連携をとりながら、平日でも使うような方

法ができないかなと思って言っておりますけど、いかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 次長答弁ありましたように本来、平日であれば学校授業が優先だとは思いますが、今おっし

ゃったように学校の授業様子、緊急な場合はどうしてもいけないと思っておりますが、時間割

行っているのであれば学校のほうにそういう利用をしたい方々から問合せを頂いて、条件が整

えば駄目だということはないのだろうと思っています。 

ただ私も学校行事のほうが、学校授業等々が優先しますのでということはあるとは思います

が連絡を取り合って、可能であればそういうような利用も有効利用としてはとてもユニークで

面白いかなと今拝聴して思いました。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 一般質問の３番目にコミュニティ・スクールでも書いておりますけども、学校の中に地域が

あるという言葉のとおり、地域の方が学校の中でいろんな活動を行われ、子供たちにとっても

安心安全な気持ちになると思います。もし活用の方法が様々あると思いますので、今後検討し

ていきながら、もし良ければコミュニティ・スクールの中でも具体的に話合いをして。 

私が今回言ったのはグランドゴルフをされている方は要望されておりません。自分が気づい

た判断で、こういう地域と学校が絡み合っていい生活ができればなと思っております。 

 自分自身もよく病院のほうから、澤田さんもう歩いたほうがいいよ、体が悪くなるよって言

われますので散歩をしたいのですけど、散歩をしていたら何の病気ね、何の病気ねっていつも

言われますので。ああいう学校内の敷地内を歩くのは全然抵抗がないし、逆に自分もそういう

コミュニティ・スクールではないですけど、学校の雰囲気を味わったりとかして毎日がそうい

う習慣になれば、学校内がいいスポーツの施設の場所になるのではないかと思っております。 

 今回も調べておりましたら全国的にスポーツできる施設というのは学校施設がかなり多くて

全国の６割ぐらいがもう学校でスポーツができる施設だということです。 

 御近所の方とも話をしたのですけども、平日雨が降っているときでも何か近所の人と集まっ

てしゃべったり、何かゲームをしたりしたいっておっしゃっていまして、澤田さん体育館とか

借りられないのかあとか。ミニゲームでも投げなわでも何でもしたいからやりたいという方も

いらっしゃいますので、もし学校が先ほど言ったように支障がなければ、今週の空いている時

間を教えてもらえば、近所の方のそういう長寿会じゃないですけど一般の方でも体育館に行っ
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て、こう居場所的な活動ができればいいなと思っておりますけど、そういうお考えはどうでし

ょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 大変ユニークなコミュニティ・スクールの一つのかたちとしてですね。例えばクラブ等々で

地域の方と一緒にゲートボールをしましょうというようなことは今までもやってきたと思いま

すが、今おっしゃったように地域の方々の健康増進だとか、あるいは憩い、交流の場として学

校施設が有効に活用されるということはとてもすばらしいことと思っております。 

 ただ学校の授業に支障がないということと、野放図にどうぞとは多分言えないと思いますの

で、連絡を取りあう中で、きちっとした責任の中で管理の中で行っていただく部分はとても面

白い、いい御提案だと思っておりますので、今度校長会でも意見交換をしたいと思っておりま

す。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 ぜひ私ももし企画が決まれば、責任者になってもいいですので間に入って地域と学校の連携

に努めていきたいと思います。 

 次に生涯学習施設ということで、総合文化会館をあげております。午前中も脇坂議員も総合

文化会館のことで話をされておりましたけども、私も先日見に行きましてかなり静かな建物に

なっているな。議員と語ろう会の中でも言われました。これはもう死んでいるのではないか。

建物はという感じで、かなり静かなやはり町民の方もイメージを受けておられます。 

自分も何か有効活用できないかなと思って考えている中で、５月に東彼商工会の総会があり

ました。多分100名以上の参加で総会が行われたと思っております。以前でしたら西ノ原の商工

会の３階に200名は入るような施設があって、そこで総会をやっておりましたけど、今回は総合

文化会館を使われたというのは、やはり車の駐車場とかそういう３町から来られている会員の

方の安全性といいますか。西ノ原はどうしてもその大型バスで来られても乗り降りが難しいと

かいうこともあって、総合文化会館で行われたと思うのですけども。 

そういうのを見ておりましたら、総合文化会館は教育文化ゾーンのあのあたりは地区だった

と思うのですけども、教育委員会の異動により先ほど言ったように静かになった。何かに使お

うと思ったらもうちょっと商業的な機能と連携したような、いろんなこうかたちも今からそう

いう活用に使っていかなければならないのではないかなと思っております。 

 先日も陶器まつりで駐車場使われておりました。あの辺りのやはり施設の一番大きな助かる

点は、駐車場があるということも利点ですし、町の中心部でもありますということで、今後と

もそういう教育関係のイベントとか工業などはされると思いますけども、先ほど言ったように

商業的機能と連携して、いろんなかたちでそういう教育文化以外のほうでも使っていただきた
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い。 

 例えば、長崎県物産展とか波佐見町物産展。何でもいいですけどもそういうちょっと商いが

できるような施設もありますので、いろんなかたちで町民も喜ぶ観光客の方も来られて、ああ

いうところでもまたマルシェとかもできると思いますので、そういう利用に関してはどう思わ

れますか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 教育委員会がこちらに移転してからの施設の利用者数、利用者団体が減ったということを私

たちはあまり思ってはいないのですが、今おっしゃったような生涯学習あるいは社会教育の拠

点としての立地的なものも含めまして駐車場も含めて、大変すばらしい施設でありますので、

教育文化あるいは今おっしゃったような価値のある活動につきましては、積極的にこちらとし

ても進めていきたいと思いますし、状況によっては御支援をしていきたいと思っております。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 いろんな利用するにあたって様々な考えが出てくると思いますので、ぜひ今までの枠にとら

われずにいろんなかたちで利用していただきたいと思います。 

 ただ最近は詐欺とかの商売が多いので、詐欺商売の方には貸さないほうがいいと思いますの

で。ぜひ建物は公共的な建物ですけど、商いに関してはいろんな詐欺グループもありますので

気をつけて貸していただきたいと思います。 

 次に文化施設におきまして、歴史文化交流館を挙げております。最初に歴史文化交流館で

す。家が近いのでちょこちょこ行きますけども、かなりいろんな企画をされてもう感心をして

おります。 

先日も５月31日にお寺のリレー講座というのに参加させていただきました。すばらしい企画

をされているなと思って、次のお寺をまた聞きに行ってみたいなと思いました。次は東前寺さ

んと聞いておりますので、ぜひ参加したいのですけども。 

今までの歴史文化交流館の流れといいますか。目的というのは歴史のものとか、いろんな資

料を見て物を触ることはないのですけど、そういうのを見て自分が覚えていくというか、頭の

中に入れていくという感じだったのですけど。 

ああ言った交流館的な活動の部分で話を聞くということはものすごくまたいい企画だなと思

いました。御近所の方も来られていましたし、遠くの方も来られていましたけど、とてもいい

ことなさっていますねって言われていましたので、ぜひ今後とも続けていただきたいのですけ

ども、どういうお考えでまた今後は持っていかれますか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 
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○教育長（森田法幸君） 

 歴史文化交流館につきましては、学芸員を中心としてユニークな魅力を発信するようなイベ

ント等を企画していただいているおかげで、かなり魅力的な施設として注目を浴びているもの

だと思っておりますし、私たちも内容的に高い評価をしております。 

今後とも町内の方、町外の方々に愛される親しまれる施設として、様々な企画やあるいは交

流等ができればいいなと思っています。やはりこの交流という言葉がつくのはとても大きな意

義あるミュージアムだと思っておりますので、ここの分をもっともっと発信はしていきたいと

いうことを思っております。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 これはまたお寺もいいのですけど私は商いをやっておりまして、いろんな経済界とか事業所

の中。事業者さんの中ですばらしい話をさせてくれる方もいらっしゃいますので、そういう商

店街の中でもこういう企画ができればなと思っております。ぜひ、そういう話を聞く講演会を

ぜひ続けていただきたいと思います。 

次に何か７月とだと思いますけども、何か恐竜のほうを連れて来られるって聞いております

けど、もし詳しいものが分かれば教えていただきたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 ７月24日から長崎市にあります恐竜博物館と連携をしまして、恐竜展を９月23日まで予定を

いたしております。今向こうの学芸員と等々と打合せをしながらそれに向けて準備を行ってお

ります。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 とても楽しみな企画だと思っております。自分の孫も東京におりますけども、ぜひ来たいと

いうことで、もう予定を入れているみたいですけども、夏休みという期間もあって大変子供た

ちが喜ばれると思います。あとなかなかめったに見られないものも見られるということで。 

あと夏休みでちょっと一つ気づいた提案でもあるのですけども、ああいう夏休み期間に子供

たち。空調もありますのでそういう臨時図書館ではないですけど、臨時的にちょっとそういう

夏休みの一時で読書したり、勉強ができたりようなスペースをとっていただければ限定の日に

ちとか時間でも結構ですので、夏休み限定でそういう企画などはできないかなと思っておりま

すけどどうでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

歴史文化交流館。あるいは学芸員を有効に活用して、夏休みに子供たちに様々な体験活動を
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行いたいという昨年度から行っております。その中で読書等々が他の実際に来られる利用者の

方との絡みがあるとは思いますが、現在のところは施設を使ってのイベントと、学芸員を使っ

たイベントを昨年並みのものを今のところ予定を三つから四つぐらいの企画は行いたいという

ことを考えております。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 分かりました。以前からされていたということですね。よろしくお願いします。 

 あと来年国民文化祭があるということで、先日もテレビ放映で町長も映られて、いろんな会

議等――国民文化祭に関してのものに行かれておりましたけども、もう本当あと１年もたった

ら実際スタートするような時期になっておりまして、本町においても後で話しますけど、波佐

見講堂とかこういう歴史文化交流館の施設等も持っておりますのでぜひもう来年の今頃はそう

いう何かの企画で多分機能していると思います。 

 そこで一つお願いでもあるのですけども。講堂もそうなのですが、そういう国民文化祭をＰ

Ｒするために毎週金曜日。今もライトアップされているときもありますけども、毎週金曜日と

かをライトアップして、国民文化祭のＰＲでカウントダウンまでの要求はしませんけども、何

か町民がわくわくしてくるようなこの１年間にしていただいて。とにかく波佐見講堂と、この

歴史文化交流館に関してはＰＲするちょっとこう建物だと思っておりますので、ぜひそのあた

りはどう考えていらっしゃるのか。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 今の講堂のＰＲということでの御質問かということでございますけども、ライトアップにつ

きましては以前もちょっとそういったお話はお伺いしております。今後ですね、どういったか

たちでできるかどうか。そこは検討をさせていただきたいと思っております。 

 なお国民文化祭につきましても、そういった町民への周知を図りながら機運を高めていこう

ということで計画をいたしております。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

ぜひ検討していただきたいと思います。あとそれと毎日僕はあそこに近くに住んでいてどう

しても道の交差点で止まったときにいつも目につくのが、正面には歴史文化交流館って大きな

看板があるのですけども。歴史文化交流館、出入口のところですね。その裏側が全く無地なの

ですよね。あれもったいないなと思って。反対側にそういう国民文化祭のＰＲとか、御御来場

ありがとうございました何でも結構なのですけど、何かこうメッセージでも書けるようなボー

ドみたいな、見えるので。何かああいうとこにＰＲ的なものをされてもいいのかなと思ってお

ります。 
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何回も言って失礼なのですけど、あと掲示板的な文化会館の看板のガラスケースみたいなも

のがあるのですけど、あれではなかなかやはり車で移動されている方は、ここは何の建物やろ

うかっていつも言われるように、もうちょっと縦線のＰＲ的なやつと、先ほど言った来場者の

方の帰りに見れるような裏面の利用もしていただきたいというのもあります。 

 次に先ほど言いました講堂に関してなのですけども、これも公共施設で有効に使っていただ

きたい。今回も今朝も御近所の方にちょっと講堂のことについて話すのですよというのを言っ

たら、これを朝から持ってきてもらいまして。教育長が掲げられている文面まで入っておりま

した。とにかく本当これは歴史的に大変貴重な建物なのだなと再認識しておりますけども。 

ここも平成23年に大分県の酒造会社がコマーシャルに撮影で使われたって聞いておりまし

て、僕もそのシーンを思い出したら、何かバイオリンが三つほど立ててあって、しっかりこう

中の様子と外の外観を短時間でありましたけど撮影されて、何か心にジーンとくるような風景

がテレビで放映されていたのを覚えております。 

先ほど言ったように来年の国民文化祭に向けて、また再度どこかがＰＲ的なコマーシャルに

使えないかとか。もしくは町単独でそういうコマーシャル。何かイベントをするときに講堂の

建物自体を芸術作品と見立てて、そういうＰＲ的に使うというのはどう考えられますか。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 講堂につきまして、来年度の国民文化祭の中でそういった講堂のシンポジウムを行おうとい

うことで計画をいたしております。今木造建築であれだけ大型の建築物は西日本にはもうない

のではないかと言われているぐらいのすばらしい建物だということで認識しております。 

それとあと音響的に優れているということで、そういった音楽活動には積極的に活用されて

おりますので。それ以外につきましても、そういった木造建築。そういったところの観点から

シンポジウムを開催したいということで、今準備をしていこうというように思っております。

あと議員が言われました、そういったコマーシャルとか何とかも、そういった利用ができるよ

うなかたちでＰＲもさせていただきたいと思います。 

 それとなお先日波佐見高校の美術工芸科を卒業された方が、今東京のほうの大学院で頑張っ

ているという方がいらっしゃいました。講堂を使って何かイベントをしたいということでこの

前来られまして、講堂のほうを御案内しまして、そういった卒業生とかそういった方々にも積

極的に本当使っていただいて、そういった東京とか何とかでＰＲにつなげていってもらえれば

なということで支援をしてまいりたいと思っております。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 まだ最終的な決定はしていないのですが、今年度の長崎子ども県展を波佐見会場、講堂を使

って行うように予定をして最終詰めを今行っているとこでございます。 
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 とにかく今音楽系での利用が一番大きいとは思うのですが、それ以外でも広く町内外の方々

に親しみやすい行動というのを一つのキーポイントとしながらですね、今後有効活用を図って

いきたい。そういったための施設整備についても研究検討していきたいなということを思って

おります。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 詳しく今後の予定まで言っていただきまして、感謝しておりますけども、こちらに先ほど言

いました森田教育長が書かれておりまして平成３年に来られているのですね。こちらのほうに

赴任されてきたということを書いてあります。その木造の校舎とかにびっくりしたということ

が書かれておりまして、その前のページには蘇った波佐見講堂ということで、こちらはやはり

波佐見の文化を守る会から波佐見講堂ファンクラブに前身があってきたわけなのですけども。 

 かなり先ほど言われたように音楽的な活動やいろんなイベントをされておりまして、大変も

う頭が下がる思いで、これからも大変頑張っていただきたいと思います。この文章を読みまし

たら、国会議事堂の完成されたときと講堂が同じ時期だったというのを書いておりますので、

もし天皇陛下にそういう言葉が伝われば、途中で寄ってみようかと思われたら、ぜひ大村に行

かれる途中に波佐見に来られるなどの何か企画があったらすばらしい事業になると思います。

よろしくお願いします。 

 あともう１点。講堂に関してなのですけども、波佐見のある有志の団体が――御存じの方も

いらっしゃると思いますけれど。陶器まつりのときになかなか家族で休憩するところがない。

子供たちの居場所としてちょっと休むとこがないということで、講堂を利用して、何年か前か

ら講堂をそういう場所に目的を持ってボランティアで、使われている方がいらっしゃいまし

て。 

今年度もなさったのですかって言ったら、今年度はなかなか話が通じていなかったみたい

で。ぜひ次年度から、そういういいことをやっていると自分たちは思っているのだけど、陶器

まつりに関してはまた今回も伝わっていなかったということでした。 

来年からはぜひ事業化、予算を立ててもらって陶器まつり実行委員会にでも結構ですから、

そういうボランティアの事業を太田商工観光課長できないでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 陶器まつり開催時における講堂の利用につきましては、以前から陶器まつり実行委員会のほ

うで、そこの利活用についていろいろと検討がなされているところでございます。 

今年度についてはなかなか調整が整わずに、一部中でイベントされたところもあったという

ような話は聞いておりますが、来年度に向けて関係各位といろいろ協議を行った上で、期間中

に講堂を使ってゆっくり休まれたりとか、もしくはまた物販をしたりとか、いろんなアイデア
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を受けながら活用について検討がされるものというように考えております。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

いいことをされている有志の団体なので、御支援をお願いしたいと思います。 

 それでは次に参りますけども、行政施設において庁舎情報発信コーナーというところの活用

方法でちょっとお尋ね提案なのですけども、今日も見てきましたし、いろんな広報紙とか議会

だよりとか、いろんな情報のパンフレットの紙を置いていらっしゃいまして、まだどうしても

庁舎の周りが工事中という雰囲気もありまして、来庁者の方もいろんな目的もあって来られて

いるのでしょうけども、かなりデジタル化になって住民票一つ取るにしても役場に来なくてい

いような感じになっております。 

 その中で、せっかく新庁舎のまだ完成したばかりですので、ああいう情報発信コーナーで何

かいい活用方法ができないかなと思って自分でも検討しましたけども。まず思いついたのは―

―やはり僕らは実際に見に行ったことがあるのですけども、波佐見高校の美工科の作業場とい

うか教室に行ったらたくさんの作品が置いてありました。僕も初めて行ったときびっくりしま

した。これはぜひどっかで見せる場所があったらいいな。先ほど言った歴史文化交流館もある

のですけども、庁舎の工事中でもパネル外壁のとこに印刷ではあったのですけど、こういう作

品を子供たちが書いているのだぞというのはかなりＰＲになったと思います。何か月間です

ね。 

ぜひ今度は本物をああいう情報発信コーナーに置いていただくなり、もしよければ庁舎で僕

は少し足りないなと思うのが、ちょっと草花があまりないかな。花とか長崎市役所行ったら結

構どこでもプランターみたいな花を植えてありました。やはりちょっとでも心が安らぐ、花を

見ればあると思います。こういう議会等でも通路に置いてあるとこもありました。 

 発信コーナーに関しては、いろんな企画が今後様々になされると思います。今朝もずっと考

えておりまして、もう一つテーブルと椅子を見たら小さなミニ会議でもできるなと思いました

ので、もし利用料も払わなくて、ちょっとした四、五人の会議ができるようなあのようなスペ

ースがあれば、情報発信コーナーをそういう町民のミニ会議室みたいな感じで利用できたらい

いなと思っていますけど。 

今後何か情報発信コーナーで企画、予定されていることがあれば教えていただきたいです。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 いろんな御提案頂いてありがとうございます。まだ今後の将来的なイベント等については計

画しておりません。周辺見渡すとまだ関連工事が進んでおりますので、関連工事が終わったぐ

らいに何かしらイベントができればと思います。 

御提案頂いたような美工科の方のミニ作品展とか。あるいは私なりに考えたのは子供のポス
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ター展ができないかなとかもちょっと思ったりもしましたので、そういった企画も鋭意検討し

ていきたいと思っております。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 是非企画をしていただきたいと思います。あと１点、私は事業者の集まりでもありますの

で、飲食をつくっている事業者もあります。もしお昼の弁当とかを作った場合はあそこで販売

とかできるのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 役場のほうにはいろんな方が営業行為に来られます。ただ庁舎の中で営業行為をされると、

いろんな方がちょっと、失礼ですけど勘違いされる場合もございますので。例えばではござい

ますが、西側の通用口のところで勧誘とか、あるいは販売とかいうのは御案内してるところで

ございますので、そういった話も随時対応できるというように考えております。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 分かりました。それでは（２）のインフラ系の施設についてです。 

都市公園にまず入りますけど都市公園といったらずばりやきもの公園なのですけども。先日

も尾上議員のほうからもいろいろやきもの公園と甲辰園グラウンドに関連した質問されており

ました。 

私もまた澤田君がまたやきもの公園を言うのかと言われますけども、ちょっと一つ提案した

いのが、昨日の町長の答弁でも、平成元年から関わっていらっしゃったということで詳しく話

をしていただきました。やはりやきもの公園は、何か自分もかなりもう思い出がありまして、

長崎旅博。有田は世界炎の博覧会ですか。そういうものがありまして、自分が商工会青年部に

入っておりましたときは、池田満寿夫さんでしたかね、大江千里さんとか世話をした思い出も

あります。そのあとは炎の祭りとかいろんなイベントをした、やきもの公園には思い出があり

ます。 

 ただ最近ちょっと違うなというのはどうしてもやはり観光的な町の体制も入っておりますけ

ども、以前町長は並行して町民が憩うところでもあるし、昨日も言われました資源ではないで

すけど、そういう観光的な場所でもあるということで。 

 両方がうまいこといったらいいのですけども。もし町民がもっと、もっと活用できて喜ぶよ

うな場所になるのであれば、昨日も言われましたけど芝生広場とか、氏上ポンプ場ですか。親

水公園のところを何とか再整備していただいて、もっともっと町民が利用しやすいようにして

いただいていただきたいのですけども、町長のお考えで何か一言お願いしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 
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○町長（前川芳徳君） 

 昨日も答弁をいたしましたが、当初の設計に基づく基本計画に基づいたコンセプトで整備を

しております。ただ30年以上の時間も経過しておりますし、現在の需要がどうなのかというこ

ともよく考えながら皆様の御希望に沿えるような整備が必要かと思います。 

ただ、直ちに今すぐ例えば芝広場を広げるとか、樹木を伐採してしまうとか、そういうこと

はなかなか難しゅうございますので、どういったものができるのかは原課において十分検討を

させていただきたいというように思います。 

 以上です。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 この公園に関していろんな御意見を言うたびに、どういう検討ができるかなと思って自分で

も考えているのですけども、町長がもう以前からここに関わっていたということを聞いて、も

う詳しくそういう農水路のところを利用した公園というか親水公園なども聞きました。 

一つ思ったのがその水を使うとなれば、僕は噴水的なものが利用できるのではないかなと思

いまして、高く上げない噴水でいいのですけど、足元をちょちょっとこう出すだけでもいいの

ですけど、もうそういう水道水を使うのであれば、そういう企画もできるなと思いました。 

 やはり、以前も言ったのですけど公園がよりよくなれば、やはり選ばれる波佐見町。ここに

住んでみたいなと思うようなまちになってくるのではないかと思いますので、もしこの公園を

再整備できるのは、僕は町長しかいないと思うのですけども、どうでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 公園整備のみが、例えば人を寄せ付けるような要素とは限りませんので、多方面からいろい

ろな施策を展開しているところでございます。その一つとして議員がおっしゃるような魅力的

な公園づくりということもあろうかと思います。やるべきことはたくさんございますので、そ

の優先順位を決めながら魅力あるまちづくりに推進してまいりたいというように思います。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 分かりました。昨日答弁を聞いて一つ安心したのが、樹木は整理すると言われましたので、

そのあたりはもうすぐ活動というか動かれると思いますので、樹木の整理等はよろしくお願い

します。 

 次にインフラ系の施設で町営住宅をちょっと提案しておりますけども。私が勘違いしており

ましたのは、この小樽郷の小石原住宅にかなり空いている住宅戸数がありましたので、そこを

地域対応活用できないかなと思ったのですけれども、担当課長に聞いたらいや建て替えを条件

として今検討中なので、建て替え中の条件に関しては、そういう別の用途には使えないという
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ことを言われたのですけど、間違いないでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 小石原団地の分においては建て替えの計画をしているというところで、それを目的として今

入居を制限しているというところで、今政策空き家というような状況を取っていると。これは

正式な手続とかではございませんが、一応そういった目的があってやっているものですので昨

日ちょっとお話あったときに申し上げたのは、地域対応活用としてはちょっと使えないという

話をさせてもらったところです。以上です。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 分かりましたけども、それでは最近波佐見町においては企業が大学と連携をとったり、あと

はいろんなかたちでボランティアに来られた学生さんだったり、そういう方がなかなかちょっ

と１泊、2泊、3泊とかちょっと住めるとこがないとか。何か１か月でも住めるところとかない

でしょうかって言われるケースもよく聞いておりましたので、そういう町営住宅、公営住宅を

何か利活用できないかなと思って質問しております。他の住宅においてもそういう利活用はで

きないのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

他の住宅ということですけれども、まず公営住宅の目的が福祉の施策に関わるものであった

り、居住に対してそういった困窮されていたりする方を対象として入居させるものでありま

す。 

 ですので、そういった目的が第一義でありますので、募集しても今後例えばそこの空き家の

状態が長く続くとか。そういったときに初めて目的外使用ということで地域活動計画が使える

と思っております。 

 確かに県外、他市他町でそういった取組をされているところも承知をしているところです。

ですので、そういったところも研究をしておりますが、まずはその第一義にそういったその目

的。公営住宅の目的で、その住宅が募集しても入ってこないとか、そういったものをまず考え

る必要があろうかと思っています。 

 それをまず満たした後、今度はそれをどう整備していくかということなりますけれども、住

宅自体は空いているからといって現状すぐ住めるものでもございません。ですので、そういっ

たものを考えるときに、住める状況をずっと保っておかなくちゃいけないという部分も出てき

ますので、そのあたりは今後どういうようなことになるかは分かりませんが、いろんなかたち

で研究していく必要あると思っております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 
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○３番（澤田昭則君） 

 それで詳しい制度は分かりませんけども、もしそういう状況になった場合には利活用できる

場合には、お知らせ頂きたいと思います。 

 次に、２．町内消費を促す対策について、先ほど町長が答弁ありまして、また商品またプレ

ミアム券みたいな支援事業のことを言うのかと思われると思いますけども、今回いろんなかた

ちで、どういう相談ができるかなと思っておりまして。今年の年明けてその前からも賃金、賃

上げベースアップということで、国、政府も頑張っていろんな支援策をして各企業に相談をさ

れておりました。 

 僕は町内においても賃金が上がっているとこがかなりあるのかなと思って、先日商工会に行

って支所長ともしゃべって、どういう皆さんの所得が上がっているのかとお聞きしましたら、

「いやあまり上がっているところはないと思いますよ」ということで言われまして。どういう

状況なのですかと言ったら、雇用を守るだけで今精いっぱいだということです。企業はです

ね。各家計においてはもう負担がどんどん来て、何年か前と（比較）したらもう１年間で10万

円以上違うという話も聞いておりまして、自分たちも商売をしておりましたらもう余分なもの

は買えません。買うってなってももうネットや安いところで買う。 

 だから町内でお金回っているかと言ったら回っておりません。前回プレミアム商品券をして

いただいた３回目していただいたことは大変感謝しておりますけど、まだまだ事業者さんはそ

のときを思い出されるのでしょうね。まだ「頼むから何か相談できないかな。」「いや町長さ

んもなかなか考えていらっしゃるのですけども、ちょっとばらまき的なことはできないという

ことをおっしゃっていますけど。」「いや経済効果あるから何とかまた相談してくれ。」とい

うことなので、今回もちょっと一般質問に書いております。 

これだけ消費が節約ムードになっておりまして、所得が皆さん上がっておりません。最低賃

金は設定されましたけど、それを守らないといけないという罰則もないのですよね。なかなか

個人の所得も上がらない中、そういう消費でちょっと少し低迷しておりますけど、再度お答え

お尋ねしますけど、何か支援策はないでしょうか、やはり。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 本当に物価の高騰であるとか、大変消費者を取り巻く環境が厳しいものは重々理解をしてお

ります。それに合わせて国は減税対策を行うなどいろいろしているわけでございますけども、

同じ繰り返しになりますが確かに商品券発行で経済効果があったと。ではこれは何年まで続け

ればいいのかと。いつ後ろが見えるのかというと果たしてどうなのかという感想もできるとこ

でございます。 

 確かにやりたい気持ちはやまやまなのですよ。皆様の声をたくさん届きます。商品券発行や

ってくれと、老人クラブ連合会に行けばそういったお話もありますし、いろいろな地域でのお
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話の中でもそういったものがあれば助かるが、ということはよくお聞きしますが現状において

果たして今できるのかといったときに大変厳しいものがございます。 

 例えば１万4,000人いる人口の中で、１人１万円の商品券を配るにしても１億5,000万円の財

源が要るわけですよね。そういったことを考えれば１億5,000万円の税金を集めるのにどれだけ

町が努力しているのかということも、ひとつ御理解頂きたいと思います。 

 そういったことを考えればもう一つ発想の転換をしてみれば、地域内消費を促すような取組

といいますか、先ほど言われたようにネット通販とかで全部外に回ってしまっているというよ

うなことも言われております。いまはデジタル社会に入りまして、デジタルを利用した地域内

通貨といいますか、そういった取組だとか。あるいは商品券に類似するような取組もあります

ので、そういったものの取組については研究をするように原課には指示をしておりますので、

波佐見町としてどういった取組が妥当なのか。見合った取組ができるのか。財政的な負担はど

うなるのかそういったものをうまく、よく研究しながら、検討すべき事項だと思っておりま

す。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 わかりました。先日も町長宛てに商店街からの要望書を出しておりまして、自分たちででき

ることは何とかやろうということが総会でも決まりまして実際に動いております。本当はプレ

ミアム券を販売したいのですけどそのプレミアム分を出す財源が僕らもないので、何とかそう

いう方法があればなという研究をしております。とりあえずはもう以前までやっておりました

スタンプラリーとかサイコロゲームとか。消費を促すようなイベントをしていくつもりで要望

書を出しておりますので、ぜひ検討していただきたいと思います。 

 それでは最後の３．コミュニティ・スクールの再質問に入ります。学校運営協議会制度につ

いてですけども、私も波佐見中学校の学校運営協議員で東小学校の学校運営委員をしておりま

す。令和２年から始まっているということで先ほども言われておりまして、自分も最初こうな

ったときに資料をいただきました。もう4、５年間でこれの倍ぐらいの資料にはなっているので

すけども、多分今の南小学校の校長先生が言われた言葉だと思います。行きたくなる学校、帰

りたくなる家庭、住みたくなる地域を目指してやりましょうということで。 

さすがいいこと言われるなということで、僕は最後に住みたくなる地域を目指すために、と

にかく何か力になればということで、それからずっと役員をやっております。 

この会議の内容に関してはもう詳しく言いませんけども、昨日横山議員と教育長がいろんな

議論を交わされておりました。絆の日とかですね。町長、教育長がこの絆の日に関しては、協

議会にも後の報告であって丁寧な議論ができなかったって言われまして、僕も最初は何でこう

いう大事なことをコミュニティ・スクールの会議で言われなかったのかなと思っております。

そのあたりに関して、もうちょっと詳しい報告をお願いします。 
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○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 昨日の答弁にも申しました令和４年12月頃だと思っておりますし、コロナ禍もありまして、

なかなかそういう状況ではなかったところもあります。 

校長会の中で、教頭会の中で、こういう思いを持っているということで協議をしていくとい

うことであれば、各学校で運営協議会の中で一つの議題として挙げてもらって意見交換が行わ

れる期待はしていたところはありますけれど、十分に行われなかったところは私たちの周知不

足だったということ反省をしております。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 僕も先ほど言ったように住みたくなる地域のために頑張ろうと思ってこういうコミュニテ

ィ・スクールの活動にも協力しているのですけども学校運営協議委員ですね。非常勤で特別職

の地方公務員として任命されているわけなのですけども、令和６年度も当初予算では東小学校

に26万6,000円、南小学校で21万3,000円、中央小学校で44万3,000円、波佐見中学校で26万

6,000円、合計118万8,000円の費用報酬を払って、いろんな学校運営に関しての認定をしたり、

意見を述べたり、できるという項目はたくさんあるのですよ。 

 ただ僕もこの会議に先月も２回行きましたけども、会議時間が１時間なのですよね。最初は

自己紹介的な話もあったり、途中では授業参観に行ったりするのですけども。いざ大事な話を

しようって皆さんがなったときに、ちょっと５時までが勤務時間なので終わりますということ

で、１時間ぐらいで終わるのですけども。もうちょっとこの会議の内容を濃くしたいと僕は思

うのですけども、そのあたり教育長はどう考えていらっしゃいますか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 学校運営協議会において熟議をこなすというのはとても大切だと思っておりますので、今の

点につきましては十分な研究協議ができますように時間配分については学校のほうに検討する

よう指示をしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 ぜひ時間のある方、ない方もそのメンバーにもいらっしゃるのですけども、大事な話をする

ときはかなりもういろんな議論を交わさないと前に進まないと思います。それと以前の資料が

ちょっとあるのですけども、令和２年、３年が最後だったのですかね。町内で集まった連絡協

議会があったのですが、それをもう４年ほどされていないのですがどういう理由でされていな

いのですか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 
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○教育長（森田法幸君） 

 繰り返しの答弁になると思いますが、コロナ過で各学校の活動そのものが十分なものができ

なかったところがあり、町の連絡協議会として共有する場面がなかったということで開いてお

りません。 

 今後、各学校の運営協議会協働本部の活動が充実してくれば、それを共有化したり、あるい

は町全体で取り組んだりすることも出てくるかもしれませんので、必要に応じて開催を考えて

いきたいと思っております。 

○議長（百武辰美君）澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 コロナ禍というのは分かるのですけども、この会議の資料を見たら毎年２月と６月にやるよ

うなことも最初書いてありまして、昨年の５月からコロナがもう５類に変わっておりまして、

いろんな活動が一斉に始まって、いろんな来賓の案内状も来るようになりました。 

その中でもこの会議ができなかったというのはちょっと僕も残念なのですけども、またその

中で今年の３月、４月に卒業式と入学式出向いて行きまして、かなり簡素化というかスリム化

とか言葉でも言われたこともあったのですけども。 

なぜ教育の儀式的な行事の中で、町長にも全員協議会のときに話をしましたけど、祝辞をさ

れる方、感謝の言葉を述べる学生、いろんなかたちで今までやってきたのに、あまりにもペー

パーばっかりで感動も呼ばない。何かもったいないなと思って。 

特に中学校においては、この前もコミュニティ・スクールで話をしたのですけども、教頭先

生に聞いた案内状は140枚やっているって言われたのですよ。来られている方は80何人。その中

で、そういう儀式的な行事をされた。もうちょっとこう変わることをやられるので、あれば何

で以前にそういうコミュニティ・スクールに相談をされなかったのかなとか。自分たちだけで

そういうのは決められていいのか分かりませんけど、そのあたりはどういうような状況で決め

られたのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 森田教育長。 

○教育長（森田法幸君） 

 私たちも含めてだと思いますが、学校のほうで十分に研究、協議をされた中での運営だった

と思っておりますし、学校運営協議課はあくまでも基本的なスタンスとしましては、学校長が

考える子供の実態とか、あるいは地域の願い等々を踏まえた学校経営方針が、スムーズにある

いは協力的に、総がかりでやっていけるような組織として、地域の方々のお力をお借りしたい

ということになります。 

意見を協議してお互いワーワー言うことではなくて、一つの目標に向かってみんなで協力を

していきましょうという部分が本来の姿ではありますので、校長の思い、校長の考えを最優先

にしながらも、地域の方々のお力を借りていくという部分で協力体制ができていければ、学校
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校長としても重要なパートナー、心強いパートナーとしての意義があるのだろうと思っており

ます。 

もちろん意見交換することは大事だと思っておりますが、求める方向性の確認をしながらよ

りよい学校の実現、よりよい子供の成長につながるようなものになればということを強く期待

をしているところです。 

○議長（百武辰美君） 澤田議員。 

○３番（澤田昭則君） 

 今後も私は協力していこうと思っているのですけども、この資料にももうとにかく書いてあ

るのですけども、学校運営に意見を述べることができるということになっております。中学校

の校長にも言ったのですけども決まった後に言わないでください。 

もし決まったらすぐ郵便物でもいいから決まった内容を言ってください。ということで私た

ちも卒業式、入学式のとき当日びっくりしておりました。だから今後は気をつけますって言わ

れたのですけども、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、３番 澤田昭則議員の質問を終わります。 

しばらく休憩をいたします。15時30分より再開します。 

午後３時15分 休 憩 

午後３時30分 再 開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 次は、11番 北村清美議員。 

○11番（北村清美君） 

 皆さんこんにちは。災害対策、まちづくりについて、高齢者対策について質問をしたいと思

います。 

１．災害対策について 

 本年１月１日の能登半島地震により多くの方が犠牲となり、同時に重要なライフラインの水

道インフラに壊滅的なダメージを受けました。要因としては、水道管の老朽化と耐震化の遅れ

が壊滅的な被害を受けた一因と見られます。 

 全国からの支援により復旧は進んでいるものの、回復するまでには相当な時間を要する見込

みであります。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）本町の老朽化による水道インフラの更新時期に水道管耐震化を図る工事の進捗状況は

いかがですか。 
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 （２）浄水場及び関連施設などの耐震化の状況はいかがですか。 

 （３）今後の水道管耐震化計画はいかがでしょうか。 

２．まちづくりについて 

 まちづくりは人口減少に対応した「先進的な少数社会」をつくり、次世代につなぐ持続的な

ものとすべきと考えます。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）環境美化関連で相当な予算を計上して対応しているが、住民負担の重荷が大きく顕著

化してきました。 

 対策はあるのでしょうか。 

 （２）現在、環境美化に関する関係所管課には住民福祉課、農林課、建設課で分散されてい

ますが、効果が十二分に機能しているかははなはだ疑問に思います。「連絡会議」を持って、

効率化を図るべきと考えますがいかがでしょうか。 

３．高齢者対策について 

 85歳を超すと半分ほどの人たちが認知症などになる確率が高くなります。だからこそ少しで

も遅らせることが重要な課題であります。 

 現代の地域社会では壮年層中心となっていますが、10年先、20年先も地域の移住者となる中

年世代、若年世代まで拡大する必要があるかと考えます。 

 そこで、次のことを問います。 

 （１）運動などの奨励と普及の対策は。 

 （２）支え合いや居場所及びサロンなどの状況は。 

 （３）本町の介護保険状況は。 

 以上の質問を壇上からいたしました。あとは発言席に座って質問いたします。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 11番 北村清美議員の御質問についてお答えをいたします。 

１．災害対策について 

 （１）本町の老朽化による水道インフラの更新時期に水道管耐震化を図る工事の進捗状況は

とのお尋ねですが、令和６年能登半島地震では、最大で14万戸が断水し現在でも輪島市と珠洲

市の計3,000戸あまりが未復旧となっていると聞き及んでいます。耐震化が未実施だった基幹施

設の被災が広範囲の断水につながった一方で、耐震化済みの浄水場などは機能に大きな影響を

及ぼす被害が確認されておらず、事前防災として実施してきた取組の効果も再確認されまし

た。 

 一方、本町の配水管などの基幹管路については、耐用年数を基準にしながら、管路更新を計

画的に行っています。あわせて耐震性の高い管種や継ぎ手を採用し、安定給水への信頼度を高
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めるとともに、計画的に老朽管の更新を実施し漏水を防ぐことで安定供給に努めております。 

 水道管路の総延長は179キロメートルであり、うち法定耐用年数である40年を経過した管路の

延長は36キロメートルで、総延長に対する40年を経過した管路の占める割合である経年比率は

20％となっています。 

工事の進捗状況につきましては、令和５年度は老朽管の敷設替工事を2.5キロメートル実施

し、管路総延長に対する１年間に更新された管路延長の割合を示す管路更新率は1.4％になりま

す。これにより総延長に対する基幹管路の耐震適合率は、おおむね12％であります。 

 （２）浄水場及び関連施設などの耐震化の状況は、とのお尋ねですが、本町には皿山浄水

場、川内浄水場、鬼木浄水場、湯無田浄水場があります。土木建築施設は耐用年数が長いた

め、現状では耐用年数を経過した施設はありませんが資産額が大きいため改修等の財源の確保

も必要です。 

 そのため劣化補修工事や耐震化工事などにより、耐用年数以上に施設利用が可能となる長寿

命化を視野に入れ、中長期的な視点で整備計画を検討していく必要があると考えています。 

 関連施設である配水池は18か所あり、現在令和９年度に小樽配水地その後令和14年度に三股

配水地の建て替えを実施する計画としています。残りの配水地につきましては、図面での簡易

耐震診断では震度五、六の地震等に対して耐震性があるとの結果が出ているため、耐用年数及

び状況を確認しながら順次建て替えを行っていくこととしています。 

 また機械、電気、計装設備は耐用年数が短いため、修繕や定期的な更新に努めており、令和

３年度～４年度に湯無田浄水場の電気計装施設の更新工事を行っています。 

 （３）今後の水道管耐震化計画はとのお尋ねですが、中長期的な視点で、技術的な知見に基

づいた施設整備更新需要の見通しを検討し、あわせて財政状況を考慮しながら計画的に更新を

行うアセットマネジメント計画を取り入れた経営戦略において、漏水率が低い鉄柱管について

は独自に法定耐用年数の1.5倍の60年まで使用できるものと設定し、漏水率が高い塩化ビニール

管ＶＰから優先的に敷設替えを行っています。 

 耐震化にも配慮した効率的かつ効果的な整備にするために、水道管の敷設時期や重要度等に

より優先順位を定め管路の更新を進めてまいります。 

２．まちづくりについて 

 （１）環境美化関連で相当な予算を計上して対応しているが、住民負担が大きく顕在化して

きたと対策はあるのかという御質問ですが、各自治会並びに町民の皆様の環境保全活動によっ

て、自然環境及び生活環境が守られていることを心から感謝を申し上げます。 

 本町としましては、環境美化作業員を平成31年度から４名体制から６名体制に増員し、農林

課所管の２名を含め、８名を配置して環境美化に努めております。一方で自治会からは河川清

掃について、構成員の高齢化の進行などに伴い、作業人員不足が深刻化し各地区での負担が増

加していると伺っております。 
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 このため各地区への環境美化推進事業費の助成を450万円から550万円引上げたところであり

ます。これにより住民負担軽減の一助になればと考えております。今後も引き続き、各地区の

要望や先進地の事例を参考にしながら、各地区の負担軽減や地域の自然環境及び生活環境の保

全に向けた具体的な施策を研究検討してまいります。 

 （２）現在、環境美化に関する関係所管課は他課にまたがっているかと。効果が十二分に機

能していない、連絡会議を持ってはどうかというような御提案ですが、御提案頂いたように連

絡会議を通じて関係課の連携を図ることは、環境美化に対する効率化のために有効な手段と考

えます。 

 環境美化の問題も他の問題と同様に、人口減少によって生じた現在の問題であります。この

ような観点からも全体の問題と捉えており、管理協議会を連絡会議として置き換えて協議を進

めていきたいと考えております。 

３．高齢者対策について 

 （１）運動などの奨励と普及の対策は。とのお尋ねですが、認知症の発症については様々な

要因があり、年齢による認知症発症率の正確な数値はありませんが、一般的に年齢が高くなる

につれ認知症の有病率は高くなるとされており、平均寿命の上昇に伴いその有病者数は増加し

ているものと思われます。 

 そこで他の様々な疾病予防と同様、認知症の発症を遅らせるためには、適度な運動も重要と

言われています。百歳体操をはじめとし、老人クラブでの活動、趣味やボランティア活動に積

極的に参加し、それぞれ一人一人に合った運動に取り組んで頂き、健康を保つよう普及啓発を

行ってまいります。 

 （２）支え合いや居場所及びサロンなどの状況は、とのお尋ねですが、町内の支え合いとい

たしましては高齢者のちょっとした困り事のお手伝いをしていただいている有償ボランティア

団体を３団体、誰でも自由に集まり交流することができる居場所を３団体実施していただいて

おります。 

 また地域で自主的に運営され高齢者が気軽に集まれるサロンにつきましては、主にレクレー

ションなどで交流される触れ合い型に22か所、約340名。主に運動を目的として100歳体操など

をされている運動方が20か所、約460名。合計700名ほどの方々が活動されています。 

 （３）本町の介護保険状況はとのお尋ねですが、本町の介護保険事業特別会計の決算状況は

右肩上がりに増加し、介護サービスを利用した際に必要な保険給付費は、令和元年度時点で12

億2,400万円となっていましたが、その後減少し令和４年度決算時点では11億3,500万円と約

7.3％減少しています。 

今後の見込みといたしましては、令和６年度から令和８年度までの事業期間である第９期介

護保険事業計画において、今後３年間は大幅な増加はないものとして給付費として３年間で36

億5,600万円ほどと見込み介護保険料を算出しております。 
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 介護保険料につきましては３月の条例改正の際、御説明したとおり、第８期介護保険事業計

画の際の基準月額5,500円から、第９期介護保険事業計画では300円を減額し基準月額を5,200円

としたところです。また要介護認定率はここ数年横ばいを続けており、令和６年２月末時点で

16.1％となっています。 

 これは全国平均の19.7％、長崎県平均の20.2％と比べても低い数値となっています。 

 これらの要因は町で実施しています介護予防事業にとどまらず、高齢になっても仕事をされ

る方が多いこと。グラウンドゴルフなどのスポーツをして健康維持に努め、そのほか介護予防

に多くの方が取り組んでいることなどに起因していると考えられ、これらが介護保険の給付費

の抑制につながっていると考えております。 

 以上で壇上からの答弁を終わります。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 まず、この３項目はどうしても波佐見町にとって今劣っているとか、やらなきゃいけないと

いう項目ばかりです。だから今すぐということじゃなくて、これは長期的ビジョンで対応して

いくべき案件です。そういった意味で今から質問入っていきます。 

 災害対策についてです。まずこれ非常に波佐見本町の場合は、徐々にですが予定どおりとい

いますか。いろんなことが充足されて本年度も体育センターのエアコンとか、自家発電とかい

うのを設備されています。 

 だからそう際立って、これはということはないのですが、その点は総合的に見て福田総務課

長。どうですか本町の場合。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 まず御指摘頂いたように本町の防災体制対策については、波佐見町地域防災計画に基づいて

行っております。幸いにして予算をつけていただいておりますので、備蓄品の備蓄のほうも国

の指針を上回る感じで今備蓄ができております。おおむね順調に進んでいるというように理解

しております。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 これは大雨とか土砂崩れとか、河川の氾濫とかいうものに対象を火災とか対応した方策なの

ですが、ただふと能登半島地震で非常に大きな盲点があったのですね。波佐見町の対応。それ

はなぜかっていいますと地震対策なのですよね。 

これは新聞等、テレビとかいろいろお話を見たり、聞いたりされているでしょうけど、本町

の場合はどうなっているのかとちょっと調べましたら、ちょっと落胆するような数字なのです

ね。これであればもし何かがあったらどうなるかということで、今回は地震に対する水道イン
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フラということで御質問させていただきます。 

 なぜこういうことを言いますかというような、実情はここで説明をお願いしたいのですが、

能登半島で水道インフラ。要するに水が使えなくなったというようなこと、それと熊本地震で

すね。これ対比した場合に大きな差が出てきているわけですよ。どうですか中村水道課長。熊

本の地震と能登半島地震の大きな違いは、何が違いますか。 

○議長（百武辰美君） 中村水道課長。 

○水道課長（中村和彦君） 

 能登半島地震と、熊本地震での漏水復旧とかというかたちでの数字でちょっと把握をしてい

るのですけども、能登半島地震が発生した後15日後の断水率は48.3％と聞き及んでおります。

被災地の地理的または、地形的な要因もあって復旧支援の遅れも起因しているものとは思いま

すけども東日本。先ほど熊本地震ということですので熊本地震の際が2.9％であったという報告

も聞き及んでおります。耐震化の遅れも一因であると聞き及んでいるということでございま

す。以上です。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 ちょっと大きな違いですよね。いかに熊本市が準備をしていたかということに尽きると思う

のですよ。だから48％。熊本市だけ捉えればしていたということですから。それで2.9％の被害

しかなかったと。 

一方、能登半島では48％あったのかな。そういうようなことを答弁あっておりますけど、こ

の事実ですね。そしてこれに基づいて、国からの方針が28年度までに各自治体に要請があって

いると言います。その数字はどうでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 中村水道課長。 

○水道課長（中村和彦君） 

 令和６年３月22日付けで、国のほうから水道事業における耐震化の状況ということで、これ

は報道機関への投げ込みになりますけども、今後の取組として記載されてあるのは、国では南

海トラフ地震や首都直下地震など発生が想定される大規模自然災害に対して、強靱な国造りに

関する取組として、国土強靱化基本計画及び国土強靱化年次計画2022を策定し、水道事業にお

いては基幹管路の耐震適合率を2028年度までに60％以上に引き上げる目標を掲げています。

と、あります。以上です。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 これ皆さん覚えておいて下さい。60％ですよ。では現在波佐見町は何％ですか。 

○議長（百武辰美君） 中村水道課長。 
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○水道課長（中村和彦君） 

 先ほど町長の答弁では令和５年度末でおおむね12％と答弁をしておりますが、令和４年度末

では11.3％になります。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 ではもう一つ、近くの場をちょっと聞きたいと思うのですが、長崎県の場合とそれから川棚

町。それから佐々町とか同じような規模がありますよね。そういうところの比率を教えていた

だきたいと思うのですが、長崎市も含めてですね。 

○議長（百武辰美君） 中村水道課長。 

○水道課長（中村和彦君） 

 先ほど国が公表した資料では令和４年度末で長崎県は33.4％となっております。それと市町

の比較をした場合はちょっと資料が令和３年度末の数値になりますが川棚町では24.8％、そし

て佐々町では42.5％。最後に申された長崎市においては61.5％の数値となっております。以上

です。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 長崎市が61％、川棚町が24％、同じ規模の佐々町が42.5％と。本町は12％もいっていないと

いうことですね、この事実は間違いないですね。 

○議長（百武辰美君） 中村水道課長。 

○水道課長（中村和彦君） 

 国が公表している数値でございますので、これは間違いではございません。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 さあ皆さんどういうように考えますか。60％以上しているとこは被害が少なかった事実があ

るわけです。この地震はいつあるか分かりません。もう最近では波佐見町に影響あったのは福

岡県の西方沖地震ですかね。これが唯一ありますけども。その前は私が小学校時代の話しか覚

えていませんが。それだけ地震がないからこういう見落としをしていますけど。これは絶対来

ないって保証は皆さんお持ちだと思うのです。 

そのための対策を少しずつでもやっていかないことが事実だと。11％を60％というわけには

いかないけれども、せめて佐々町並みにはしないといけないのではないですかね。 それをい

つまでにやるかということが問題になってきますから。この事実を皆さん方知っていてもらい

たいわけですよ。 

 水がないとどうなると思いますか。もう考えただけでも分かるじゃないですか。そういうよ

うなことで、その対策としまして、どうですか水道課長。どういう計画を持っていますか。 
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○議長（百武辰美君） 中村水道課長。 

○水道課長（中村和彦君） 

 耐震化に向けた政策という計画でございますが、町長が答弁したようなかたちで、耐震化を

進めるようなかたちになりますが、水道ビジョンでは管路の更新時に地震に強い耐震管を採用

したり、病院や避難所等の重要施設へ供給する管路を優先的に耐震化したりするなど、計画的

な耐震化が必要と示されておりビジョンに沿った更新になるように努めます。 

 現在の予算規模では、建設改良費に充てる費用を毎年１億円予定しており、また５年ごとに

大規模な改修を行う計画として２億円を予定しております。今後は改めて、建設改良費の予定

額の見直しを検討しなければならないと考えております。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 追加説明しますとね、発表によりますと１キロメートル当たりの故障した箇所ですね。輪島

市１キロメートル2.63。約３か所です、１キロメートルで。 

では熊本市の場合はどうだったのかというと80％の耐震化であって。これが0.003なのです

よ。壊れなかったのはですね。これだけの違いが出てくるわけですね。だからこの事実は本当

に受け止めて、対応策をとっていかないといけないと思うのです。 

 今先ほど水道課長から財政の問題とか、そして今年の４月から国土交通省管轄になってきま

した。下水道も上水道も。だから一般会計法人ではないけど、計算方法も変わって、自前で資

金はしろと。今までは起債を行い、借金をしないというようなことでやれということなのです

けども、一つの例を挙げれば皆さん熊本県の山鹿市というのは御存じですね。ここが熊本県の

中では一番耐震化率が低いところなのですよ。それでどうしているかということですよね。今

年度に水道料金を25％値上げしたということですね。 

 なぜこういうようにしたかということは、もう何も言わなくても分かるじゃないですか。そ

れだけ資金を集めないと後々困る地区ですから。問題は今からやらないと、めちゃめちゃにな

ってしまうということは山鹿市。同じ熊本県ですからよく認識をしているということですよ

ね。だからこれを皆さん本当によく考えておかないといけないのではないかと思います。 

 それでいつも町長は財政の問題を出します。当然ですよ。言うのは当たり前ですよね。だか

ら料金の問題もあるし、今後、皆さん水道の会計に関しては皆さん御検討願って、将来の禍根

を残さないようにしないといけないですよ、少しでも。 

 だから今の12％弱の耐震化率じゃどうなりますか。目に見えていますからね。今まで何も手

つけていませんからこういうこと。こういうようなことをもって進めて頂ければと思っており

ます。 

 せめて全国平均が42.3％になっております。長崎県では33.4％平均が。決して高いほうの数

字ではないのですよ。それ以上に波佐見町が遅れているということ。何もしてこなかったとい
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うことは言わないですけど、少しそっちのほうに目が行かなかったということではないのでし

ょうかね。今後はそういうようことでやっていただきたいと、少しでも検討をしていただきた

いと思います。 

 それからその環境美化にまちづくりに関して、移行をしたいと思いますけれども。 

 このまちづくりの景観というのは今回来年度には鬼木郷、中尾郷日本景観資産の申請をしま

す。多分認定されるだろうというようなことです。 

この自然環境は皆さん、こういう言葉を知っていますかね。景観は10年、風情は100年、風土

は1,000年ですよ。こういう言葉があるのですよ。波佐見町は、約2,000年近くの歴史がありま

すよね。記録が残っているところで金屋神社だけでも約1,300年ですよ。記録が残っている時

代。それが今、波佐見町の風土を守ってきて皆さんが一生懸命にやってきたわけですよ。守っ

てきたわけです。だからここで観光客が120万人も125万人も増えてきている。みんな皆さんが

綺麗にしているわけですから。 

 だからこういう僕は波佐見町の皆さん、町民の皆さんが非常に共同意識っていいますか、共

に助け合ってきて、共に生きていこうというのはこの精神があらわれているわけだとそう思い

ますね。ただ、こういうのはもう自慢をしていいと思いますよ。ほかの市町村には負けないと

思います。 

 その中でいつも言われているように高齢化という問題が波佐見には来ています。先ほどの答

弁の中にも、環境美化予算も450万円から550万円と何か組合をつくったみたいに言われていま

すけど、副町長の昨日の答弁の中でも。いくら地方交付金ですか、自治会に対する自治交付金

を増やしてもあんまり効果はないだろうという、これは当たり前の話なのですよ。 

一番問題するのはこないだの産業厚生委員会で、今年３月から農林課、建設課、住民福祉課

と聞き取りをしましたよね。そのときもこの問題を取上げているわけです。テーマにして。農

林課もありますよね、伊藤課長。環境の問題に関しての人員、もうやっておられますね。林

道、それでもう１回（説明を）。皆さん知りませんから。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 農林課のほうでも環境美化作業員を２人雇用してやっております。どういうことをしている

のかといいますと林道、農道、改善センターの管理をしております。特に林道については川棚

町、東彼杵町からつながる広域林道の虚空蔵線。また生活道路となっている金屋線、二度
に ど

川
かわ

内
ち

線、耳
みみ

取
どり

線ですね。永尾線の路面整備。また倒木の処理。排水関係などの業務を行っておりま

す。 

通行確保を優先に行っておりますけども、特に排水においては例えば林道によって１か所が

詰まってしまえば違うとこに流れるのですよね。その中で下流部にも集落等があることから災

害防止の観点で気がけた管理を行っております。以上です。 
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○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 では本山建設課長。建設課の環境美化はどうですか。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 建設課におきましては、まず工事を行う際の法面が、法面に対して工事を行う際は、今後の

草刈りの支障がないようなかたちでの対応をどうするかというのを検討しております。 

 あとは改良工事以外で対応する場合。これについては我々も全てを一遍にはやることできま

せんので、現在里道補助とかございますが、そういった里道補助を活用して地域がそれを実施

すると言われれば、そのあたりについての対応を行っているということです。 

 あと今住民福祉課で環境美化作業員さんが６名おられますので、その６名の方に対して、少

しこちらからも地域の実情に応じて場合によってはその対応をしていただくと。全てにおいて

対応しているわけではございませんが、一部そういったところも現実としてあるということで

ございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 確認ですけれど、その町道も関係しているのでしょ。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 おっしゃるとおりでございます。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 次に住民福祉課はどういうことをやっていますか。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 住民福祉課につきましては今自治会長で組織しております環境衛生振興会連合会に委託し

て、河川及び生活用水路の環境美化推進事業を行っております。河川公園等の環境の保全に努

めているところでございます。 

 あと今建設課長から言われました環境美化作業員が今６名体制でしておりますけども、それ

ぞれ教育委員会とか、建設課等々の施設の維持管理環境美化の作業をしていただいているとい

う状況でございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 以上、皆さん担当課が３課ありますけど、それぞれ違うわけですね。自然環境を守るという
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観点からですよ、環境美化を守るという観点から言ったら銘々それぞれ違うわけです。それは

もう皆さんお分かりですよ。ただ我々産業厚生委員会で問題にしたのはなぜそこの連携ができ

ないのかということを問題にして、皆さんに下駄を預ける。何とか全庁的にしてくれないかと

いうように言って、皆さんから何も回答がない。 

 今回答弁の中で連絡会議を開きますという答弁がありました。それをぜひやってください

よ。こういう縦割り、専門的にするのはもうこういう役所の特徴ですよね。それがうまく機能

する場合はいいわけですよ。こういうようになって環境美化が手に負えなくなってきた。人手

不足、マンパワーがない。これは事実ですから。 

 現に自治会長会議の中でも問題が起きているはずですからね。そういった意味でまちづくり

の担当、企画情報課長。どうにかしてもらわないと困るのではないですか。どうですか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 人口減少社会の中でやはり自治会の在り方というのは、昨日の田添議員さんの話の中でもあ

りましたように非常にいろんな部分で限界が来ている部分があると思います。 

ただ今の自治会制度自体は非常に、他の地域に比べたら進んで、非常に機能している部分も

ありますので、いいところはしっかり残しながら、じゃあどこの部分が非常に困難になってい

るのか。そういうところをはっきりしながら、じゃあそこをどういう手だてで解決していくか

ということを当然、もちろん課をまたいで協議をしながらそういう解決に向かって連携を進め

るためにも自治会のまちづくりの担当として、それはリーダーシップを発揮しながら、まとめ

ていきたいというように考えております。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 だからマンパワーが足りなきゃ何をするべきかという対策を考えないといけないでしょ。こ

れ広さは縮まらないのだから。できないという。耕作放棄地をずっと作ってしまうかとかね。

そういう問題が発生しますから。 

 だからぜひそういう対策を考えて機械を使う、どうするかとか。また人員を増やして専従し

てもらうとかいろんな方法があるじゃないですか。 

 いや町で購入して貸出しをするとかね自治会に。むしろいろんな方法があると思うのです

よ。何とかマンパワーが100％できたものは５年、10年後にはこれが減ることは間違いないので

すから。それをいかにして埋めるかということを考えないといけない。 

 これができなかったらボウボウ生えていって荒れ放題になる。考えただけでもそれは観光客

が来ない。逆にもう買いにも来ない。おいしい米が何か汚いのではないかとそういう印象を与

えます。これが大事なのですよ。二千年前から続いている波佐見の環境を先輩方みんな守って

きたわけです。これを絶やすわけにはいかないでしょう。違いますか。 
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 だからそういうことで真剣に連絡会議を開いてやっていただきたい。方法は任せますよ。い

ろんな案があるでしょ。全て先達からの問題も、こういう問題は１担当課だけでは無理です

よ。そういうことですから、これはぜひ何とかそういう組織的にも考えていただきたいと思い

ます。 

 それから高齢者の問題ですけども、先ほどからずっと説明ありまして、皆さんいろいろお分

かりですけど、でも本当に高齢者問題とかその子供の保険とか介護いろいろあります。もう全

く分からん。やっとその年に、私年になりましたからずっとしているのである程度分かりはす

るのですけども。 

ただ問題は、これから起こりうることは想定できますから。基本的に2100年には人口問題の

研究によると6,300万人と。ということは昭和10年ぐらいに戻るのかな。そのくらいと一緒ぐら

いだというような数字が出てきております。 

そしてそれは置いといて、昭和30年の平均寿命というのは男が61歳、女性が67歳。今はどう

ですか。あと20年。81歳か82歳かな、男が。女性が88歳ぐらいだと、20年延びているわけで

す。そのときと昭和30年の高齢者はいくつか分かりますか。平均寿命は67歳ですよ。女性で。

何と4.5％なのですよそのときはね。だから2040年にはこれが40％近くなる。それも高齢者にな

る。報告書いてありますよね85歳以上になると半分は認知症になられる方が多いと。これはも

う当然ですね。 

皆さんが私どももそういうようになるでしょうから。まあならなかったのは奇跡みたいなも

のです。その場合には、要は日本の保険制度というのはよくできていまして2000年でしたか

ね、できたのが。どうですか。長寿支援課長。平成12年ですかね介護保険ができたのは。 

○議長（百武辰美君） 松添長寿支援課長。 

○長寿支援課長（松添博君） 

 おっしゃるとおり2000年の平成12年になります。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 新聞とかメディアでもいろいろな介護保険料の問題とか、出ておりますけど。皆さん御存じ

だと思いますけど。一番高いところの大阪市で9,000いくらですよね。低いところで3,000いく

らかな。 

 今、本町はいくらと答弁しましたかね、ちょっとそれをお聞きしたいのですが。 

○議長（百武辰美君） 松添長寿支援課長。 

○長寿支援課長（松添博君） 

 基準月額で5,200円になります。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 
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○11番（北村清美君） 

 私もこの数字を見ながらいろいろちょっと調査しましたけども。必ずしも高いからよくない

と言わないのですね。高いから設備がしっかりしているという面もあるわけ。安いから設備が

ないとかね。もういろんな要素が考えられますから。 

 今後介護保険の問題は、介護の状態に入らないようすることが問題なわけですよね。そうで

しょ長寿支援課長、これが大きな問題ですよね。今言われているフレイルとか、もう一つはサ

ルコペニアかな。ちょっとそれを簡単に説明してくれますか。 

○議長（百武辰美君） 松添長寿支援課長。 

○長寿支援課長（松添博君） 

 フレイルは健康な状態と介護状態、要介護状態の中間の位置を示すものでありまして、身体

的フレイル、精神的フレイル、社会的フレイルに分けられるものでございます。 

サルコペニアに関しましては高齢者に見られる筋力低下や、身体機能の低下を示すような用

語となっております。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 今おっしゃったとおり、もう40代から始まるということですよね。年齢は言われなかったで

すけれど。 

 そしたら今40代、50代という人たちは波佐見に居続けるわけですよ。そう思いませんか。よ

そに行くわけがないと思いますよ。 

 定着して、子供が生まれて、生活してやっと波佐見に住んで家も建てたということで、多分

90％の人は波佐見町に住まれます。これを基づいて、少しでも認知症にならないとか、障害者

にならないための方策として何があるか。長寿支援課長何かありますか。 

○議長（百武辰美君） 松添長寿支援課長。 

○長寿支援課長（松添博君） 

 まず認知症の予防には他の疾病同様、生活習慣の改善が有効とされております。代表的なも

のといいますと健康的な食事、適度な運動、十分な睡眠、社会的なつながり、定期的な健康診

断と早期治療ですね。これが認知症の方は高血圧や糖尿秒などの成人病を持ってらっしゃる方

が認知症になるリスクが高いという、ちょっと研究があっておりますので、そのあたりと加え

まして近年では歯周病が認知症のリスクを高めるという研究もあっておりますので、高齢者の

話を聞いていると歯科受診をされないという方結構いらっしゃるので、歯科受診も合わせて受

診していただきたいと考えております。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

御説明のとおりだと思います。話は脱線するかも分かりませんけど、日本の介護職員のレベ
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ルは高いのですよね。知識、技能。なぜかというと日本は一番高齢化社会が発達していますか

ら。辞める人とかはかなりいると思うのですけど、レベル的には非常に高いと思います。波佐

見の職員さんもちょっと聞いてみると、やはり評判いいですよね。介護職員、介護人さんたち

もヘルパーさんとか。そういった意味で本町の自慢できるところではないですか。 

 そして一つの例がこれも長寿支援課長に調べてもらったのですよ。結論を調べたかどうか分

かりませんけど、要介護人数が減ったところがあるわけですよね。和歌山県の橋本市は５％要

介護人数が減ったという事実があるわけです。どうですか詳しいことは長寿支援課長。 

○議長（百武辰美君） 松添長寿支援課長。 

○長寿支援課長（松添博君） 

 北村議員のほうからそのお話を聞いてちょっと調べてみてみましたけど、ちょっと私のほう

で分かるところはございませんでしたが、まず介護予防教室の元気ラリー教室というのをされ

ておりまして、その後の自主教室へのつながり。そこがよくできているということで、介護予

防につながっているという記事はちょっと見させていただきました。以上です。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 やはりいかに遅らせるか。何か努力をしないと介護保険料を上げざるを得ないような。これ

にならないようにするためには、今先ほど長寿支援課長が言っていた運動、食事、それから楽

しむこと。それからコミュニケーション機能を続けるということが大きな大切なことではない

かと思います。 

 だからコミュニティというのはやはり地区のつながりですね。これが今大きな問題になって

いますけど、ぜひこういう対策も考えていかないといけないだろうと思いますよ。簡単に皆さ

んに数字とか、課長あたりから話を聞かれて、少しはお分かりになると思います。 

 この３点につきましては、これは財政がないからやらないのではなく、どのようにやってい

くかということを、しないと。そうしないとやはり波佐見町は消滅しかねない面もあります。

今まで培ったものは来ていますから。 

 なので、考え方としては逆に将来10年後から20年後から波佐見は今を見つめ直すというこ

と。視点を変えたらどうするべきかという結論が出てくるのですよ。そういった意味で、今か

ら町長に説明を受けてどういうように感じられたか。一つの項目ずつによろしくお願いしま

す。 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 大変重要な事項ばっかり並んでいるようでございます。 

 御指摘を頂きましたまず１項目の水道施設の耐震化についてでございますが、確かに本町の

耐震化率が遅れているというのは紛れもない事実でございます。こういったことを参考に、先
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ほど申されました山鹿市においては、その耐震化率図るためには水道料の上昇もやむなしとい

うことを決断されていくようでございます。こういったものは水道料の値上げについては、十

分住民の皆様方の御理解をいただけない、簡単にもう耐震化を一気に60％までしますので皆さ

ん協力してくださいねと、水道料倍になりますけどいいですかというようなそういうこと。極

端な言い方をすればですね。そこまでの決断が必要な状況でもあろうかと思います。 

 現実問題としてはなかなかそういったことはできませんので、できる可能な限りでの耐震化

率を進めると。その一つの手法としては一定の水道料金についての御相談をお願いする場合も

あろうかということですね。ただし、今すぐ上げるという状況でございませんが、そういった

ものも流々検討しながら対応していかなければならないという問題だというように思っており

ます。 

 それから２点目の環境問題についてでございますが、これは各部署、所管が分散して連携が

とれていないというような御指摘でございますが、そういったことを鑑みまして、実は環境美

化という観点から、以前はそれぞれにいた環境美化作業員を今の環境班のほうにまとめて配属

をして、それぞれの部署が必要となる項目についてそこで調整をとるようにというような体制

をとっていたつもりでございます。 

ただし、どうしても環境を行う整備を行う、整備を行う範囲が広くなって、それぞれの所管

で手が回らない。回ってこないという不平不満がございましたので、どうしても生活路を確保

するためには農林道の整備ですね。こういったものが必要であるというふうな強い要望がござ

いまして農林課には特別に配属をしたという経緯がございます。 

 本来であれば環境美化の中に６名体制でシフトをとって、環境であり、衛生であり、農林で

あり、建設なりそういったセクションを問わず、波佐見町を一つのエリアとして対処できるよ

うな組織をつくったつもりでございますが、現状としては要望ニーズに対応できていないとい

うことで、現在の配置になっておりますが、これは情報の連携がうまくいっていないというこ

とでありまして、その機動性については今後十分に連携とれるように持っていきたいと思いま

すし、先ほど申しました連絡会議を管理協議会の中でも十分とりながら、行き届かない点につ

いては、そういった連携会議の中で調整を取りたいというように思っております。 

 それからコミュニティつながりにつきましてですけれども、今おっしゃるとおりでございま

す。特に自治会を組織していただいておりますので、自治会のことは基本自治ですから自治会

が一番御存じのはずで、町がああしろ、こうしろという組織ではございません。ただしそこの

中にどうしても不足する部分があれば、町が支援するという立場は以前から申し上げておりま

すので、先ほど議員のほうも提案御提案されました例えばちょっとした機械の貸出しであると

か、いろんな方法を検討しながら支援をしてまいりたいというように思いますし、介護保険関

係に関しても、それぞれのコミュニティの中で支え合い、あるいは居場所づくり等について積

極的な御支援を続けてまいりたいというように思っております。以上です。 



－179－ 

○議長（百武辰美君） 前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 最後申し上げたつもりでございますけれども高齢者介護。高齢者についても、各自治会にお

いてのつながり等を大事にしながら、居場所づくり等に積極的に支援をしてまいりたいという

ように思っております。 

○議長（百武辰美君） 北村議員。 

○11番（北村清美君） 

 だから波佐見町はすばらしいところなのですよ。人の結びつきが強い。助け合うというこ

と。そして一緒に草を刈って、山を守ってきたじゃないですか。道路をこうやって、そして政

策も間違っていない。 

 長崎の中でも２万、３万人いっているのですから活力ある窯業、農業。こういうことをやは

り絶やすことはできないと思うのですよね。冒頭申したとおり禍根を残さないために、今やら

ないといけないですよ。 

前回の３月の議会でも言いましたけど我々は未来に対して責任がありますから。これは頭に

置いておいてください。しっかりと。例えば未来のために今があるのではなくて、今を大切に

して初めて未来が出てきますから。そのことを一つつけ加えて終わりたいと思います。終わり

ます。 

○議長（百武辰美君） 

 以上で、11番 北村清美議員の質問を終わります。 

以上で通告がありました一般質問が全部終了しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了します。本日はこれで散会します。御起立お願いいたしま

す。お疲れさまでございましたありがとうございました。 

午後４時 30分 散 会 
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午前 10時 開 会 

○議長（百武辰美君） 

 皆さん御起立をお願いいたします。おはようございます。ただいまから令和６年第２回波佐

見町議会定例会第12日の会議を開きます。本日の議事日程はあらかじめ御手元に配付のとおり

です。 

      諸報告 諸般の報告 

○議長（百武辰美君） 

 これから諸般の報告を行います。今定例会までに陳情１件を受理しました。陳情１件につき

ましては、配付にとどめておきますので御了承願います。これから議事に入ります。 

      日程第１ 提案要旨の説明 

○議長（百武辰美君） 

日程第１．提案要旨の説明を求めます。 

前川町長。 

○町長（前川芳徳君） 

 皆様おはようございます。本定例会に議案１件を追加提案させていただきますので、その要

旨について御説明を申し上げます。 

 議案第54号 波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例は、本定例会に提出しています議案第41号 職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条

例同様に昨今の経済状況、情勢を踏まえ、議員の出張に係る日当、宿泊料及び食卓料について

見直しを行うため所要の改正を行うものです。 

 以上でありますが、詳細については議案審議の折に御説明をいたしますので、何とぞ慎重に

御審議の上、適正なる御決定を賜りますようよろしくお願いをいたします。 

      日程第２ 発議第１号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第２．発議第１号 緊急事態条項の新設を求める意見書についてを議題とします。 

 本案について、提出者の福田勝也議員に内容説明を求めます。 

○７番（福田勝也君） 

 発議第１号 令和６年６月18日、波佐見町議会議長 百武辰美 様。 

提出者 波佐見町議会議員 福田勝也。 

賛成者 波佐見町議会議員 脇坂正孝、 

賛成者 波佐見町議会議員 北村清美。 

 緊急事態条項の新設を求める意見書（案）です。 

標記については、別紙のとおり会議規則第113条の規定により提出します。 
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 提出理由ですが、緊急時において国家の責務と権限を明確にし、国民の命と財産を守るため

の最大機能を発揮させるために、法令の緊急事態規定に関する多岐にわたる論点を整理し、国

民に理解を得た上で緊急事態条項を新設することに取り組まれるよう、強く要望するため本案

を提出するものであります。 

緊急事態条項の新設を求める意見書（案） 

新型コロナウイルス感染症は、長期にわたって全国各地で拡大し大きな被害を及ぼしてき

た。この間、全国の９割を超える中小零細企業の経営に深刻な影響が発生し、日本経済に大き

な打撃を与えている。さらに医療従事者や病床の不足が解決できず、医療崩壊の危機を招くと

いう想定されなかった事態が発生した。 

 また、「首都直下地震」や「南海トラフ巨大地震」の発生が今後30年以内に高い確率で予想

されている。東日本大震災の際には、災害対策基本法に規定されている「災害級緊急事態」が

布告されず、緊急政令が出されなかったため、被災地ではガソリン等の不足や震災ガレキ撤去

の遅れが生じ、関連死の増加にもつながった。加えて、被災地方自治体の機能停止も問題とな

った。 

 また、北朝鮮のミサイル発射が相次ぐなど我が国周辺に国際的な緊張が増している状況にお

いては、外国からの予期せぬ攻撃などの安全保障に関わる緊急事態に対して、国民の安全を守

るために、避難・援助等に万全の体制を構築していくことは、国を挙げて不断に努めるべき施

策である。 

 しかしながら、今後どれほど重大な緊急事態が発生しても、現在の法体系では平時の延長線

上での国家運営を行わざるを得ない状態にあり、十分な対応ができない恐れがある。 

 緊急時において、国家の責務と権限を明確にし、国民の生命と財産を守るための最大機能を

発揮させるために、法令の緊急事態規定に関する多岐にわたる論点を整理し、国民に分かりや

すく提示して理解を得たうえで、緊急事態条項を新たに設けることが必要である。 

 よって、国におかれては、緊急事態条項を新設することに取り組まれるよう、強く要望す

る。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 令和６年６月18日 

衆議院議員議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

総務大臣 

厚生労働大臣 

国土交通大臣 
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防衛大臣 

内閣府特命担当大臣 宛。 

 長崎県東彼杵郡波佐見町議会です。以上です。 

○議長（百武辰美君） 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、発議第１号 緊急事態条項の新設を求める意見書についてを採決します。本案は

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、発議第１号は原案のとおり可決しました。 

      日程第３ 発議第２号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第３．発議第２号 国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書についてを議題

とします。本案について、提出者の脇坂正孝議員に内容説明を求めます。 

○12番（脇坂正孝君） 

 発議第２号 令和６年６月18日、波佐見町議会議長 百武辰美 様。 

 提出者 波佐見町議会議員 脇坂正孝。 

賛成者 波佐見町議会議員 北村清美、 

賛成者 波佐見町議会議員 福田勝也。 

国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書（案） 

標記について、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 （提出理由）国の少子化高齢化は急速に進んでおり、子育て支援の拡充は待ったなしの課題

となっている。子育て家庭が経済的に負担感を抱えている現状において、教育に係る子育て家

庭の負担軽減となる学校給食費の無償化を、自治体の財政力によって格差が生じぬよう、国の

財源による制度設計により、迅速に実現することを関係機関に要請するため、国に対し意見書

を提出するものである。 

国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書（案） 
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学校給食法第２条に定める学校給食の目標の達成に向け、学校では給食を通じた食育が行わ

れてきた。その意義は大きく、教科学習とともに学校教育の大きな柱となっている。また、

「義務教育は、これを無償とする」と定めた日本国憲法第26条第２項や教育基本法第５条第４

項により授業料を徴収しないこととされており、当初は自己負担が求められていた教科書につ

いても、教科書無償措置法等により無償化された。 

 食に関する指導を効果的に進めるための重要な教材である学校給食の食材費についても、義

務教育段階においては教科書と同様に無償化することが望ましい。 

 近年、保護者が負担している教育費は、制服や教材費などととても多額で、食料品や光熱費

なども異常な物価高騰の中、子育て世代にとって大きな負担となっている。 

 本町では、令和６年度から「学校給食支援事業費補助金」として学校給食費の完全無償化に

取り組んでいる。ただし、長期財源確保には大きな不安がある。 

 文部科学省の報告によると、平成30年度「学校給食費の無償化等の実施状況」及び「完全給

食の実施状況」の調査結果は、小学校、中学校ともに無償化しているのは76自治体にとどまっ

ていたが、令和５年９月時点では、全国1,794自治体のうち３割に当たる547自治体が、学校給

食の完全無償化を実施していることを明らかにした。 

 学校給食の無償化は、財政力の格差によって完全実施が困難な自治体は多い。全国すべての

学校での給食費無償化によって、学校教育の一環としての給食の充実と保護者負担軽減を実現

するために、国の関与が国の関与が必要不可欠である。 

 よって、国におかれては、国の財政負担による学校給食費無償化の迅速な実施を求める。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

令和６年６月18日 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

総務大臣 

財務大臣 

文部科学大臣 

内閣府特命担当大臣 宛。 

 長崎県東彼杵郡波佐見町議会。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、発議第２号 国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書についてを採決

します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、発議第２号は原案のとおり可決しました。 

      日程第４ 発委第１号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第４．発委第１号 波佐見町議会ハラスメント防止条例を議題とします。議会運営委員

会から委員会提出議案として提出されましたので、委員長に内容説明を求めます。 

○議会運営委員長（福田勝也君） 

 発委第１号 令和６年６月18日、波佐見町議会議長 百武辰美 様。 

 波佐見町議会議会 運営委員会委員長 福田勝也。 

波佐見町議会ハラスメント防止条例 

 標記について、別紙のとおり会議規則第13条第３項の規定により提出いたします。 

 提出の理由といたしましては、憲法が保障する個人の尊厳、人格権、その他の基本的人権の

尊重及び男女共同参画の推進に関する法律の趣旨において、政治分野におけるハラスメント事

案が全国で多発しています。 

 すべての議員及び職員が個人としての人格を尊重し、相互の信頼を深め、快適に働くことが

できる環境を確立することで、地方自治の本旨に基づく互いの役割を十分に発揮することがで

きるよう、ハラスメントの根絶及び未然防止に努めることを決意し、本条例を制定するもので

あります。 

 それでは別紙参考資料を御覧ください。波佐見町議会ハラスメント防止条例条文の構成の一

覧でございます。 

 第１条 目的としまして、前文の趣旨に沿って良好な環境確立のためにハラスメント行為を

防止し、また万が一発生してしまった場合であっても、適切に対応することで、全ての議員及

び職員が個人としての尊厳を尊重され、良好な職場環境を確保することで、町政の効率的運用

に寄与し、もって信頼される議会の現実に資することを目的に定めたものです。 

 第２条 定義としまして、用語に関する解釈の統一を図るため、定義を定めたものです。な

お、第２項では地方自治法公務員法第３条第２項に規定する一般職に属する職員を定めたもの

です。 
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 第３条 適用範囲。勤務時間外の事案も含むものとして、適用範囲について定めたもので

す。 

 第４条 議長の責務。町議会議長の責務について定めたものです。議長はハラスメント行為

によって議会における民主的かつ活発な議論が阻害される恐れがあることに留意し、議会の機

能が害されないよう、必要な研修等を実施するなど議会内でのハラスメント防止に努めるほ

か、議員に対するハラスメントが発生した際には、適切に対応する事項を定めたものです。 

 第５条 議員の責務。町議会議員の責務について定めたものです。議員は、町民全体の代表

者であり、町長等や職員とともに町政に携わることから、全体の奉仕者として、大所高所から

物事を捉える高い倫理感を持ち、相手の人格を尊重し、信頼関係を築くことでハラスメントの

防止根絶につながる事項として定めたものです。 

 第６条 相談窓口。ハラスメントに関する相談等の円滑かつ公正な解決を図るため、相談窓

口について定めたものです。 

 第７条 研修等。ハラスメント事案の防止根絶を図るため、研修等の実施について定めたも

のです。 

 第８条 事実関係の把握等。事実関係の把握等として、防止策等について定めたものです。 

 第９条 公表等。ハラスメントがあったと確認したときは、公表その他必要な措置を講じる

事項を定めたものです。 

 第10条 議長職務の代行。議長等職務の代行について定めたものです。 

 第11条 被害者のプライバシー等の保護等。ハラスメント事案は、当事者や関係者にとって

非常にデリケートな問題であり、その秘密は守秘義務となるため、プライバシー等の保護につ

いて定めたものです。 

 なお、その職から離れた後も同様の義務が課されることとなります。 

 第12条 委任。本条例を施行するために必要な細目を規定で定めております。 

 附則。この条例は公布の日から施行するものとします。以上です。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、発委第１号 波佐見町議会ハラスメント防止条例を採決します。本案は原案のと
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おり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、発委第１号は原案のとおり可決されました。 

      日程第５ 発委第２号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第５．発委第２号 波佐見町議会会議規則の一部を改正する規則を議題とします。議会

運営委員会から委員会提出議案として提出されましたので、委員長に内容説明を求めます。 

○議会運営委員長（福田勝也君） 

 発議第２号 令和６年６月18日、波佐見町議会議長 百武辰美 様。 

 波佐見町議会議会 運営委員会委員長 福田勝也。 

波佐見町議会会議規則の一部を改正する規則 

 標記について、波佐見町議会会議規則第13条第３項の規定により提出いたします。 

 提出の理由といたしましては、議会に関わる手続のオンライン化などを内容とする「地方自

治法の一部を改正する法律」が第211回国会で令和５年４月26日に成立し、そのため、関連する

手続のオンライン化に対応する必要があるため、本規則を改正するものであります。 

 波佐見町議会会議規則の一部を改正する規程の概要を説明いたします。情報通信技術を活用

した行政の推進等に関する法律――通称デジタル手続法では、法令に基づく行政機関等への申

請等をオンラインにより行うことが可能とされていますが、地方議会は行政機関等から除かれ

るためオンライン化ができませんでした。 

 今回の地方自治法の改正により可能となったため、議会に係る手続についてオンラインによ

る手続を可能とする観点から本規則を改正するものであります。 

 あわせて会議規則中、現在の社会情勢に照らした文言調整、規定ぶりの見直し及び字句の訂

正を行っております。 

 それでは、新旧対照表をお開きください。主な改正内容を説明いたします。最後のほうの４

ページ、５ページをお開きください。 

 手続のオンライン化について。19章補則に各手続のオンライン化に対応する通告的な規定を

電子情報処理組織による通知等、第138条の２に電磁記録による作成等、第138条の２として新

設をしております。 

 １ページのほうにお戻りください。また地方自治法施行規則で規定された議会等への委任に

対する規定の整理として開票及び投票の効力、第31条第４項 資格決定の通知、第110条の２を

新設しております。 

 ３ページをお開きください。文言調整について。第112条に「外とう、襟巻、傘、写真機及び

録音機」を、「コート、マフラー、傘」に改めています。写真機及び録音機の類はデジタル技
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術の進展により、撮影機能や録音機能を持った多機能な機器が登場し、議会の審議においてこ

うした機器を活用するにあたり、厳格に解すると当該規定が支障になることから削除しており

ます。 

 ただしこれにより議場において撮影録音を解禁するものではなく、会議中のこれらの機器の

私的な使用を認める趣旨でありませんので、御注意ください。 

 なお、議長の許可制から届出制に改めております。 

 また、１ページのほうにお戻りください。そのほかの事項として、第８条 会議時間。第２

項を「会議中、議長は会議に宣告することにより、会議時間の変更ができる」ことと改正し、

第３項に「会議外にある場合において、議長が災害など緊急を要し特に必要と認めるときは、

会議時間を変更できる」ことを新設しております。 

 その他として新旧対照表のとおり、字句の訂正や追記をそれぞれ行っています。最後に附則

として、この規則は公布の日から施行することとなります。以上で説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発委第２号 波佐見町議会会議規則の一部を改正する規則を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって発議第２号は原案のとおり可決されました。 

      日程第６ 発委第３号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第６．発委第３号 波佐見町議会委員会条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 議会運営委員会から委員会提出議案として提出されましたので、委員長に内容説明を求めま

す。 

○議会運営委員長（福田勝也君） 

 発委第３号 令和６年６月18日、波佐見町議会議長 百武辰美 様。 

 波佐見町議会議会 運営委員会委員長 福田勝也。 
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波佐見町議会委員会条例の一部を改正する条例 

 標記について、波佐見町議会会議規則第13条第３項の規定により提出いたします。 

提出の理由といたしましては、発委第２号同様に議会に関わる手続のオンライン化などを内

容とする「地方自治法の一部を改正する法律」が、第211回国会で令和５年４月26日に成立し、

そのため関連する手続のオンライン化に対応する必要があるため、本条例を改正するもので

す。 

 それでは新旧対照表をお開きください。主な改正内容を説明いたします。中ほどのところで

すが、手続のオンライン化については、第３章公聴会の意見を述べようとする者の申出を第22

条第２項に、第５章記録の記録第27条第３項に、各手続のオンライン化に対応する通則的な規

定として新設をしております。 

 第22条第２項では委員長が定めるところにより、委員長が定める電子情報処理組織を使用す

る方法により行うことができると、オンラインによる方法を可能とする規定を加えるものであ

り、第27条第３項では委員会の記録及び署名または記名押印については、デジタル化した場合

の手当が必要となることから、第３項として新設するものでございます。  

 上段のところでございますが、次に特別委員会の設置の第５条と、委員の選任の第７条の改

正については、文言調整により第５条と第７条の間で条項の修正及び表現の整理を行っており

ます。 

 また代理人または文書等による意見書の陳述、第26条の「文書で」を「文書若しくは電子情

報処理組織を使用する方法により」に改めております。 

 最後に附則として、本条例は公布の日から施行することになります。以上で説明を終わりま

す。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これから、発委第３号 波佐見町議会委員

会条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 
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○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

 したがって、発議第３号は原案のとおり可決されました。 

      日程第７ 議案第 22号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第７．議案第22号 波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例を議題とします。

本案は産業厚生委員会に付託しておりましたので、委員長からの審査結果の報告を求めます。 

○産業厚生委員長（北村清美君） 

 おはようございます。それでは付託の件で、報告をしたいと思います。 

 令和６年６月18日。 

波佐見町議会議長百武辰美様。 

産業厚生委員会委員長北村清美。 

委員会審査報告書 

 本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定しましたので、会議規則第86条の

規定により報告します。 

記 

事件の番号、議案第22号。付託年月日、令和６年２月29日。件名、波佐見町キャンプ場の設置

及び管理に関する条例。審査結果、原案可決すべきものと決定しました。備考、全会一致でし

た。 

それでは付託事件審査報告書を御覧ください。「議案第22号 波佐見町キャンプ場の設置及

び管理に関する条例」について、産業委員厚生委員会における審査の経過と結果を報告しま

す。 

 １．審査の事項「波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例」 

 ２．第１回審査会 

（１）審査の経過 

  ①審査日時 令和６年３月11日（月）午後３時40分 

②審査場所 役場委員会室・災害対策室で行いました。 

  ③出席者 委員長 北村清美 

副委員 長岡村達馬 

委員 尾上和孝、横山聖代、城後光、澤田昭則、前田博司 

       議長 百武辰美 

④説明委員 商工観光課長 太田誠也、商工観光班係長 久保田亘 

（２）審査の概要 

 主な説明 
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１．波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例 

２．波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例施行規則 

 施設概要 

施設名 波佐見町鴻ノ巣キャンプ場 

通称 キャンピングフォレスト波佐見 

 住所 波佐見町長野郷2170番地、2174番地でございます。 

 施設概要ドムアップ １か所（４人用） 

 ツリーフロア ２か所（２人用） 

 炊事場 １か所 

 ・運用開始 令和６年５月を予定しております。 

 ・施設管理 波佐見町観光協会へ委託予定。 

       内容：予約受付、備品貸出、施設清掃 

 ・休場日 毎週水曜日、12月28日～翌年１月４日までは休業します。 

 ・諸事業により休場日を変更し、臨時に休養日とすることができます。 

 これまでの経緯、条例及び規則などの説明を受けましたが、問題点や課題が見受けられるた

め、引き続き閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 ３．第２回審査会 

 （１）審査の経過 

  ①審査日時 令和６年５月29日（水）午前10時 

  ②審査場所 役場 委員会室・災害対策室 

 ③出席者 委員長 北村清美 

副委員長 岡村達馬 

委員 尾上和孝、横山聖代、城後光、澤田昭則、前田博司 

議長 百武辰美 

  ④説明委員 商工観光課長 太田誠也、商工観光班係長 久保田亘、 

商工観光班係長 石川智彦 

 （２）審査の概要 

主な説明 

 ３月11日における委員会の要望、質問及び疑問点に対する事項について、執行部から懇切丁

寧な説明がありました。内容説明は前回同様に、特に使用規定及び運用に関する規則などを指

摘して、いた危惧される事項、（火気・ストーブ・貸出器具・ごみ・イノシシ対策、料金、防

犯カメラ設置、保険）など多岐にわたる件でございます。それぞれ問題や課題はありますが、

当面開業するまでには問題等をよく調査把握し、運用など分かりやすく整備した上でオープン

したい、と。 



－192－ 

 今後の予定としましては、６月議会定例会において採決された後に、７月にモニター募集を

行い実体験（宿泊）による報告をもとに、10月前後にグランドオープンを目指したいと思いま

すと。 

 それから質疑応答が書いてありますけども、これは皆さんで後から読んで頂ければと思いま

す。 

 （４）所見 

 本キャンプ場は令和３年度から事業が開始され、ようやく開業することになりましたが、３

年もの期間を要したことに疑問を持ちます。 

 多くの委員からの意見として、令和３年度から今年度までの予算総額約5,500万円（町負担が

約3,900万円）もの多額の予算を投じたにも関わらず、未だ開業に至っていない。各テントの耐

用年数は約９年とのことでございます。 

 様々な事情はあったにせよ、この事実を鑑みると杜撰としか言いようがありません。今後、

このようなことがないように猛省を求めます。 

 なお、今後の運営状況で相当な赤字が見込まれるのであれば、委員会としては即刻に見直す

べきものとして考察していただきたいと思います。 

 また、事業内容についても３年をめどに検討していただきたいと思います。 

 ４．第３回審査会 

 （１）審査の経過 

  ①審査日時 令和６年６月10日（月）午前10時 

  ②審査場所 役場 委員会室・災害対策室 

  ③出席者 委員長 北村清美 

副委員長 岡村達馬 

委員 尾上和孝、横山聖代、城後光、澤田昭則、前田博司 

議長 百武辰美 

 （２）審査の概要 

 本条例については、６月議会定例会初日に附則の施行日についての修正議案が提出されたさ

れたため、内容を確認し採決を行いました。 

 （３）採決 

 全員賛成でございます。 

 以上のことから、採決の結果、議案第22号「波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条

例」については、全会一致で可決するものと決定いたしました。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 
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 ５番 田添有喜議員。 

○５番（田添有喜君） 

 本条例は対象施設は鴻ノ巣キャンプ場であり、多額の予算を投じて経営施設建設を行われま

した。そのような中、令和３年度事業開始から開業まで３年有しております。 

そこでいくつかお尋ねをしたいと思うのですが、まず一つ目は、本町には車中泊ができるＲ

Ｖパークまたはトレーラーハウス。そういうものがありますが、本条例制定においてこの車中

泊ができるキャンプ場、そういうものも協議の対象として話題になったかお尋ねをしたいと思

います。 

○議長（百武辰美君） 北村委員長。 

○11番（北村清美君） 

 今回の条例の制定についてはＲＶパーク、トレーラーハウスの設置状況や料金など関わりに

ついては特に協議しておりません。鴻ノ巣公園に設置するキャンプ場のみについて協議が行わ

れております。 

 ただし今後については、波佐見町内のアウトドア施設や、町内で開催されるアウトドアイベ

ントなどと一体的にＰＲを行い、それぞれの用途に応じ、相互に利用客が増えるような取組を

行いたいと思います。 

○議長（百武辰美君） ５番 田添議員。 

○５番（田添有喜君） 

 ちょっと条例の具体的な質問をしたいと思うのですが、第７条の使用料について別紙２に定

めてありますけれども、この使用料としてかなり高額ではないかと思います。審査において使

用料についてどのような協議が行われたのか。また町長が必要と認めるものについては、使用

料の減額や免除するとあるありますけれども、具体的にどのような場合か。お尋ねをしたいと

思います。 

○議長（百武辰美君） 北村委員長。 

○産業厚生委員長（北村清美君） 

 お答えします。別表２に定めてある使用料につきましては、今後想定される指定管理委託を

見据えるとともに、宿泊需要に応じた料金設定を柔軟に行うために、条例で定める規定は使用

料の上限を規定することとし、金額については年に１回程度ほかの宿泊施設の料金改定状況

の、施設の稼働状況を確認しながら定めることにしたいと思います。 

 なお使用料金については現在の想定ではドムアップは金・土・祝日前は２万8,000円、日曜か

ら木曜までは１万9,000円、ピークシーズン３万6,000円としております。 

 またツリーフロアですが、金曜・土曜・祝日前は１万2,000円、日曜から木曜は8,000円、ピ

ークシーズンは１万6,000円としております。 

 ただし今後プレオープンを予定しており、モニターにより体験宿泊を行いながら、アンケー
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トを収集し、最終的な金額を決定したいと考えております。 

 町長が必要と認める使用料の減額免除ができる場合については、町内の公的団体等が施設を

利用し、イベントを行う場合を想定しており、例えば環境協会が行う体験型のイベントなどを

想定しております。以上です。 

○議長（百武辰美君） ５番 田添議員。 

○５番（田添有喜君） 

 本条例は産業厚生委員会に付託をされ、全会一致で可決されましたけれども本来ならば令和

６年４月１日から施行となっておりました。 

 施行日の変更に至った経緯と、本条例制定まで３年を要したことに対して委員長のお考えを

お尋ねしたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 北村委員長。 

○11番（北村清美君） 

 この条例については令和６年第１回（３月）定例会に上程され、産業厚生委員会に付託のう

え継続審議となりました。 

 この経過から当初条例案では附則の施行期日で、令和６年４月１日の施行とされておりまし

たが、継続審議を踏まえた施行日を条例案可決後の公布日から施行すると、先般議案の訂正が

行われたものです。 

 以上で御答弁は終わりますけども。この所見について皆さんにここで委員長としての所見を

述べたいと思います。 

 まず、この計画は３年前から始まりまして、その当時は非常にすばらしいものだな、設備だ

なと思っておりました。ところがこの３年たっても開業していないという事実で、一番問題に

したのはテントの耐用年数ですね。それから基づきますと、今一応耐用年数は９年とされてお

りますけど、もう既に３年をたっていると。非常に傷みが激しくなってるという可能性がある

し現実にそうでした。 

だから、こういう計画は非常に喜ばしいことなのですけども、非常にこういう事態に陥った

ということが非常にずさんではないかと所見で述べておりますけど、これは否めないかと言い

ます。産業委員会としては、このことを特に指摘して、皆さんの猛省を促したいと思います。 

 それとなおかつもう一つ申し上げるとすれば、こういう鴻ノ巣キャンプ場、それからＲＶパ

ーク、トレーラーハウス、ひいては鬼木の民泊それから中尾山伝習館――この町による宿泊の

運営をされているということは非常にいいことだと思います。だからこういう観光需要に対し

て窯業、農業、レクレーションというようなことの３項目で、そして東地区と南地区が分かれ

て宿泊されています。設備をしました。非常にいいことだと思います。 

 だから今後注意すべきことは、先ほど申したとおり計画を密に持って、正確に誤らないよう

にひとつお願いをしたいと思います。 
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 執行部の皆さんには、こういう新しい企画を臆することなく、どんどんチャレンジはしても

らいたいと思います。それを特に切望して終わりたいと思います。 

○議長（百武辰美君） 

 ほかに質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第22号 波佐見町キャンプ場の設置及び管理に関する条例を採決します。本

案に対する委員会の報告は可決であります。本案は委員会報告のとおり決定することに、賛成

の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第22号は委員会報告のとおり可決されました。 

      日程第８ 議案第 39号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第８．議案第39号 波佐見町環境保全条例を議題とします。 

本案は産業厚生委員会に付託しておりましたので、委員長からの審査結果の報告を求めま

す。 

○産業厚生委員長（北村清美君） 

 それでは申し上げます。 

 令和６年６月18日、波佐見町議会議長 百武辰美 様。 

 産業厚生委員会委員長 北村清美。 

委員会審査報告書 

本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第86条の規定

により報告します。 

 事件の番号 議案第39号 

 付託年月日 令和６年６月７日 

 件名 波佐見町環境保全条例 

 審査結果 原案可決すべきものと決定をしております。そして、全会一致でございます。 
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 次に御手元の資料、付託事件審査報告書を見てください。 

付託事件審査報告書 

議案第39号「波佐見町環境保全条例」について、産業厚生委員会における審査の経過と結果

を報告します。 

 １．審査の事項 「波佐見町環境保全条例」 

 ２．第１回審査会。 

 （１） 審査の経過 

  ①審査日時 令和６年６月10日（月） 午前10時。 

  ②審査場所 役場 委員会・災害対策室。 

  ③出席者 委員長 北村清美 

副委員長 岡村達馬 

委員 尾上和孝、横山聖代、城後光、澤田昭則、前田博司。 

議長 百武辰美。 

  ④説明員 住民福祉課課長 井関昌男、住民福祉課課長補佐 山下研一、 

       総務課課長 福田博治 

 （２）審査の概要  

令和６年６月７日に付託を受け、本委員会及び全員協議会において、説明を受け審査を行い

ました。なお、本案件については、付託以前から本委員会において説明を受け、協議を重ねて

きた事案でございます。（令和６年３月７日・３月15日・４月24日・５月29日） 

 これまでの質疑等について担当課から説明がありましたが、理解しがたい場面が多々見受け

られました。 

 なお、条例等の内容に変更はなく、条例の内容自体には問題等はなかったものと判断してお

ります。 

 （３）質疑応答は皆様の御手元にありますので、後でゆっくり見てください。 

 （４）採決 全員賛成でございます。 

 以上のことから、採決の結果、議案第39号「波佐見町環境保全条例」については、全会一致

で可決すべきものと決定いたしました。 

 （５）所見 

 今回の議案第39条「波佐見町環境保全条例」の採決に至るまでは度重なる協議の繰り返しで

ございました。担当の住民福祉課以外に法規担当である総務課長に３回出席してもらい、本委

員会及び全員協議会協議会において説明を受けました。 

 本案件は平成30年３月議会定例会において撤回され、今回改めて議案上程となりましたが、

条例内容の不備も見受けられたため、上程の見直し等を視野に入れ検討を進めた経緯もありま

した。 
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 しかしながら、なぜここまで時間を要したのか。原因としては、条例制定の必要性を唱えな

がらも積極的な取組が見えませんでした。職務を完遂するための問題点の把握や専門家による

助言、及び庁内協議などの欠如により、これまでの各委員が協議の中において十分に理解でき

なかったことは否めません。非常に残念でありました。 

 今回、全会一致で採決しましたが、今後、運用面で問題や課題が出てきた場合は、引き続き

注視するとともに、必要があれば委員会を開催し対応することといたします。 

 なお、今回新しく「環境保全条例」が施行されることになれば、これまで以上にさらなる本

町の環境保全への取組が図れることを期待しております。以上です。 

○議長（百武辰美君） 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 この波佐見町環境保全条例案は、平成30年に提案されまして撤回されたと。今議会に改めて

提案され、産業厚生委員会に付託され、説明会を含めると５回審議されております。 

 ６月10日の同委員会において全会一致で可決するものと決定され、報告されましたが、なぜ

このように長期化したものか。以下質問をいたします。 

 まず第１点ですが、なぜ６年もの長い期間を要したのか。第２点、そもそもこの条例設置の

目的は何だったのか。第３点、この条例案を作成するにあたって、パブリックコメントは実施

されたのか。実施されたとすれば結果はどうだったのか。まずは以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 北村委員長。 

○産業厚生委員長（北村清美君） 

 なぜ５年もの期間を要しましたかという御質問には、本条例については平成30年３月議会で

の提案、その際には条文内容の検討等が不十分として取下げし、今回の令和６年６月議会での

上程となりました。 

この間に同章条文へ罰則規定を加えるための長崎地方検察庁をはじめとする関係機関との協

議や、その記載の是非を問う内部検討会等もありましたが、後の罰則規定の記載を行わないと

判断しましたが、町民はもとより事業者がこの条例に進んで沿っていただくような条文検討

や、多少なりとも影響が懸念される工業、商業等の関係団体への説明等も行ってまいりまし

た。これらの条件、状況により時間を要し、改めて上程するまでは長時間となったことが事実

です。 

 その次の、そもそもこの条例の目的は何だったでしょうか。という御質問ですが当初は町内

事業者の事業活動等をはじめとする周辺環境へもたらす公害等の不安から、将来的に環境保全

の侵害につながるような問題が発生した際、県と連携をとりながらも、本町自らが迅速な対応

をとり、公害等の未然防止を図ることが策定の目的でありました。 
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 しかし今回の上程までの協議検討の中で、町民が健康で文化的な生活を営む上で、必要とさ

れる良好な環境を将来にわたって守り、育み引き継いでいけるよう町、町民、事業者がそれぞ

れの役割を自覚し、協調できるよう必要な事項を定めることが、この条例の大きな目的となっ

ております。 

 それと３番目。この条例を作成するにあたって、パブリックコメントは実施されたのかとい

う御質問ですが、当初条例案見直罰則規定を設けた条例案策定にあたり、平成31年に最初のパ

ブリックコメント募集を町担当班窓口や町ホームページを通じて行い、１団体４名の意見書の

提出を受け、その後の条例検討の糧といたしました。 

 そして今回改めて条例案策定に際して、令和６年１月と３月に前期同様にパブリックコメン

トの募集を行いましたが、これに対しての意見等はありませんでした。以上です。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 この条例案は今の説明のとおり、随分長い間にわたって審議をされたわけでございますけど

も、その審議経過等について、産業厚生委員会の委員長としての思いはいかがでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 北村委員長。 

○11番（北村清美君） 

 お答えします。ここに所見でも申しておりますが、非常に時間がかかりました。経過を簡単

に申し上げますと、簡単なようですけども。今回上程されてから付託をされまして、大体全員

協議会まで入れると６回ほどやっております。 

 なぜこうなったのかですね。そもそも大体基本的にこの環境条例が必要かどうかということ

で、２回ほど提案して取下げたらいいのではないか。上程しないほうがいいのではないか。と

いうように申し上げたことがあります。 

 これはどうしてもこれが環境条例をやると、したいというようなことがありまして、こうい

うことになったわけですけども。 

 現実には皆さん御存じのとおり約６回。２月から会議をしまして、それで２回目、３回目ま

では全く話にならないわけですよ。堂々巡りです。同じことばかり。これではいけないという

ことで法規担当の総務課長も一緒にやろうじゃないかということで、交えて３回ほど会議を開

きました。 

 なぜこうなったかですね。私が一番残念なのは担当の住民福祉課長、それからそして課長補

佐。なぜ問題点を把握したなら委員会個別にあたっていいじゃないですか。それを怠ったため

にこういうように長引いたのです。問題点は何かというのは担当課長、課長補佐が全然把握を

してないということです。そして協議もしていない。この事実があるわけですよ。 

 なぜこういうことになるのか。それは住民福祉課の前々課長、前課長もなかなか取上げきれ

なかった、上程できなかったって事実は分かるのです。なぜここであえてしなきゃいけないの
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か、その熱意がまず伝わってこない。 

そして我々が問題にする点をなぜ把握して聞かなかったかと。普通なら長くかかっても３回

で終わりますよ。おおむね６回ですよ。この事実は重く執行部の方は受け止めてもらいたいと

思うのです。 

 なぜ、それは仕事量も多いでしょう、皆さん各課長とかいろいろ。多いけどもこういう問題

点があれば議員の懐に飛び込んで、何が問題ですか何が問題ですかということを知るべきです

よ。それも一切なかったからね。これが非常に残念なのですよ。 

仕事ってそんなものでしょうか。ここに私は疑問点を持ちます。問題点を把握して、そのた

めの研究をどうすればいいかとあと議論を尽くしてするのが当然のことではないですか。 

職員のＯＢの方たちの話を聞きますと皆さんおっしゃる。幹部の方はこういうことをおっし

ゃいます。非常にうるさい議員がおったと、何回でもですね。いくら説明しても聞きに行った

と。朝をかけ夜をかけ聞きに行って、これでいいでしょうかどうのこうのとかいうことを先輩

の職員さんは行っているわけですよ。なぜその伝統が守れなかったのか。これが残念ですよ

ね。 

 なぜ議会の敷居が高いのか、議員がうるさいのか、そういうような感じがされましたかどう

か分かりませんが、やはり仕事というのはやはり前向きに行かないとですね。なぜ堂々巡りす

るのかというのがこれはあってはならないですよ。特に今回のことは、これからはないように

自覚していただいて、物事にあたってもらいたいと思います。 

 とにかく一歩前に出て、自分から動いていけば物事はすぐ解決しますから。それを怠ったた

めにこういうように延びたということを厳粛に受け止めてもらいたいと思います。執行部の

方、特に行政政策を扱う職員さんですから。波佐見の優秀なエリート職員がここに集まってる

わけですからね。ぜひこの基本的なことを忘れないで、今後仕事にあたってもらいたいと思い

ます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 

 ほかに質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第39号 波佐見町環境保全条例を採決します。本案に対する委員会の報告は可

決であります。本案は委員会報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、議案第39号は委員会報告のとおり可決されました。 

 しばらく休憩をします。11時25分より再開します。 

午後11時11分 休憩 

午前11時25分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

      日程第９ 議案第 40号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第９．議案第40号 波佐見町まちづくり基金条例を議題とします。本案について内容説

明を求めます。 

 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

議案第40号 波佐見町まちづくり基金条例 

波佐見町まちづくり基金条例を別紙のとおり制定する。 

令和６年６月７日提出。 

 提案理由でございますが、住みよい豊かなまちづくりを推進するための経費の財源に充てる

ため、基金条例を制定するものでございます。 

次のページの別紙をお開きください。 

 まず波佐見町まちづくり基金条例の第１条（設置）でございます。住みよい豊かなまちづく

りを推進するための経費の財源に充てるため、地方自治法（昭和22年法律第67号）第241条第１

項の規定に基づき、波佐見町まちづくり基金（以下「基金」という。）を設置するとしており

ます。 

 第２条（積立）でございますが、基金として積み立てる額は、予算で定めるとしておりま

す。 

 第３条（管理）でございますが、第１項には、基金に属する現金は、金融機関への預金その

他最も確実かつ有利な方法により保管しなければならないとし、第２項には、基金に属する現

金は、必要に応じ確実かつ有利な有価証券に代えることができる、としております。 

 第４条（運用基金の処理）でございますが、基金の運用から生じる収益は、一般会計歳入歳

出予算に計上して、この基金に編入するものとするとしております。 

 第５条（繰替運用）でございますが、町長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰

戻しの方法、期間及び利率を定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用すること

ができる、としております。 
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 第６条（処分）でございますが、基金は、次に掲げる事業に要する経費の財源に充てる場合

に限り、一般会計歳入歳出予算に計上し、基金の全部又は一部を処分することができる。とし

ております。 

 第１号には、人材の育成に関する事業。 

 第２号には、地域振興、自治会活動の促進に関する事業。 

 第３号には、住民福祉の推進に関する事業。 

 第４号には、子育て支援に関する事業。 

 第５号には、産業の振興に関する事業。 

 第６号には、歴史、伝統、文化の保護及び芸術文化の振興に関する事業。 

 第７号には、防災対策及び減災対策の推進に関する事業。 

 第８号には、環境保全に資する事業。 

 第９号には、その他まちづくりを推進するため、特に必要と認められる事業としておりま

す。 

 第７条（委任）でございますが、この条例に定めるもののほか、基金の管理に必要な事項

は、町長が別に定めるとしております。 

 なお附則には１に、施行期日について。２に、この条例の制定に伴い、６つの基金の廃止に

ついて。３に（経過措置）について定めています。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 基金は通常定期預金等で運用されると思うのですけども、第５条に振替運用ということでと

いうことで、今度廃止される予定の６つの基金の条例にはこの項目はなかったのですけども、

第５条に繰替運用ですか。ということで確実な繰戻しの方法とか、期間及び利率を定めて、基

金に属する現金を歳計現金に繰替えて運用することができるというようなことを新たに設けて

あるわけですけども、ここのところをちょっと具体的に説明お願いします。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 基金の繰替え運用につきましては、一般会計予算等の現金が不足する場合に限り、繰替運用

ができるとしております。これは今ゼロ金利政策が終わりまして、これから金利が上がってい

く可能性がございます。 

そうした場合に一時借入金を予算で定めておりますけども、その金利が高くなった場合は、

ここに書いてますとおり町長が定める金利で、期間貸付ができるとしておりますので、それよ
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りも安く金利を設定して一時借入れのようなかたちで、現金を一般会計のほうに繰入れて、そ

の後何かの財源が戻ってきた場合に戻すというようなところですれば、有利な方法でできると

いうことで、最近の基金の条例には全て大体入っているというところで。 

以前つくっておりました基金。それからこの繰替運用が向かない基金も多ございますので、

そういった場合においては、していないところもありますけども、この場合今回は６つの基金

を１つにするということで、原資のほうが数億円になるということがありますので、そういっ

た場合には何かの折に、現金が不足する場合には繰替運用ができるとしておいたほうが後々に

いいこともあるというところで、今回はこの繰替運用の条項を設けているところでございま

す。 以上です。 

○議長（百武辰美君） ８番 城後議員。 

○８番（城後光君） 

 今回、６つの基金が統合されて運用されるかたちに変更になると思うのですけども、現時点

で把握されている金額で構いませんので、残高ですね。その基金の残をお知らせください。 

○議長（百武辰美君） 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 今回６つの基金についての令和５年度末残高1,000円単位で申し上げますと、ふるさと創生基

金が6,483万8,000円。人づくり・まちづくり基金が2,301万7,000円。コミュニティ活動支援事

業基金が1,938万7,000円。河川環境基金が828万4,000円。地域振興基金が3,152万9,000円。地

域福祉基金が１億905万6,000円ということで、令和５年度末現在の合計金額にしますと２億

5,611万1,000円ということになります。以上です。 

○議長（百武辰美君） 

 ほかに質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第40号 波佐見町まちづくり基金条例を採決します。 

○議長（百武辰美君） 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 
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○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第40号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 10 議案第 41号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第10．議案第41号 職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。

本案について内容説明を求めます。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 それでは議案第41号 職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について御説明しま

す。職員等の旅費に関する条例の一部を別紙のとおり改正する。 

 令和６年６月７日提出でございます。 

 提案理由でございますが、現下の社会経済情勢等を踏まえ、日当、宿泊料及び食卓料につい

て、所要の改正を行うものでございます。 

 次ページ別紙をお願いいたします。 

 別紙、改正本文になりますが、新旧対照表を用いて説明します。 

 さらに次ページをお願いいたします。今回の改正は町長、副町長、教育長の特別職及び一般

職の日当及び食卓料をそれぞれ300円増額。宿泊料をそれぞれ2,000円増額するもので、現行及

び改正案の金額については記載のとおりでございます。 

 なお附則として、この条例は令和６年７月１日から施行するものとしております。以上で議

案第41号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めますこれで討論を終わります。 

 これから、議案第41号 職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 
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○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第41号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 11 議案第 42号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第11．議案第42号 波佐見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本案について内容説明を求めます。澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

議案第42号 波佐見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す

る条例。 

 波佐見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を別紙のとおり改正す

る。令和６年６月７日提出でございます。 

 提案理由ですが、マイナンバーやマイナンバーカードの利便性を向上するため、「行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」が改正されたことに伴い、

本条例を改正するものであります。この国の法律の行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律、いわゆる番号利用法と呼ばれておりますが、これが改正され

ました。 

 今回の法改正はコロナウイルス感染症対策等の経験を踏まえ、国が社会における抜本的なデ

ジタル化への必要性が顕在化する中で、マイナンバーやマイナンバーカードの利便性を向上さ

せるために改正するものです。 

 これまでこの法律の別表第２に規定されていた個人情報の照会や提供義務ですが、これが廃

止され、各種主務省令に規定するもので、マイナンバー利用の拡大を図りやすくするといった

内容でございます。それでは条例の一部改正について御説明いたします。 

 ２ページ、別紙をお願いいたします。 

 まず第１条については、改正による号ずれを修正するものです。 

第２条の定義ですが、新たに２つの定義が加わります。第５号の特定個人番号利用事務と

は、特に特定個人情報の提供を受けることによって、効率化を図るべきものとして主務省令で

定めるものとなります。次に第６号の利用特定個人情報とは、特定個人番号利用事務を処理す

るために必要な特定個人情報として主務省令で定めるものとなります。 

 第４条については別紙第２の廃止に伴い、新たに第４条で定義された語句に変更するもので

す。 

 第５条については、第１条同様、改正による号ずれを修正するものであります。 

３ページについては新旧対照表となっておりますので、御覧頂ければと思います。 
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 以上で、議案第42号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第42号 波佐見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって議案第42号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 12 議案第 43号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第12．議案第43号 波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本案について内容説明を求めます。 

 石橋子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 議案第43号 波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例。波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

別紙のとおり改正する。 

  提案理由ですが、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する内閣府

令の公布に伴い、保育所等における３歳児及び４歳・５歳児の職員配置基準の見直しのため、

所要の改正を行うものです。 

 ２ページ、別紙をお願いします。波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を次のように改正します。 

 第29条、第31条、第44条は小規模保育事業。第47条は事業所内の保育事業に係る配置基準を

規定しており、いずれも第２項第３号中「20」を「15」に改め、同項第４号中「30」を「25」

に改めるものです。 
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 ４ページ以降が新旧対照表となりますが、１人の保育士さんが受け持つ人数が満３歳以上満

４歳に満たない児童でおおむね15人、満４歳以上の児童で、おおむね25人となり、お子さんへ

の目の届きやすさといった保育会保育環境の改善や、保育士さんの負担軽減を図るものです。 

 また、公布の日から施工するよう附則で定めます。 

 なお、本町の認定こども園、保育所は、県が配置基準を定めており同様の改正をされます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第43号 波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

したがって、議案第43号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 13 議案第 44号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第13．議案第44号 波佐見町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を議題

とします。 

 本案について内容説明を求めます。 

 石橋子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 議案第44号 波佐見町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例。波佐見町後期高

齢者医療に関する条例の一部を別紙のとおり改正する。 

 提案理由ですが、長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の改正に伴

い、条文の繰り上げが生じたことから、改正を行うものです。 

 ２ページ、別紙をお願いします。波佐見町後期高齢者医療に関する条例の一部を次のように
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改正します。 

 第２条第８号中「第５条」を「第３条」に改めるものです。 

 広域連合と町で役割分担をして、後期高齢者医療保険の事務を行っておりますが、傷病手当

金に関する事務が長崎県後期高齢者広域連合の条例では、附則第５条が第３条に繰り上がった

ため、引用条文を見直すものです。 

なお附則において、この条例については公布の日から施行するとしています。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第44号 波佐見町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を採決し

ます。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

 したがって、議案第44号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 14 議案第 45号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第14．議案45号 波佐見町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化の

ための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本案について内容説明を求めます。 

 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 議案第45号 波佐見町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固

定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 波佐見町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税の課

税免除に関する条例の一部を別紙のとおり改正します。 

 提案理由ですが、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第



－208－ 

26条の地方公共団体等を定める省令に基づく長崎県同意基本計画の期間が延長されたことに伴

い、固定資産税の課税免除期間について国の減収補填措置適用期間に合わせ延長するため、所

要の改正を行うものです。 

 ２ページ目、別紙をお開きください。波佐見町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発

展の基盤強化のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を次のように改正いたしま

す。 

 第３条中「令和６年」を「令和７年」に改めます。今回の改正により、固定資産税の課税免

除期間を令和６年３月31日から令和７年３月31日といたします。 

附則ですが、この条例は公布の日から施行する。ただし令和６年４月１日以降に新設され、

または増設される施設または設備について適用し、同日前に新設され、または増設された施設

または設備についてはなお従前の例によるとしております。 

 この条例は国が同意した長崎県の地域経済牽引事業に係る基本計画に基づき、長崎県が承認

した事業者が町への投資を行った際に、町が固定資産税の課税を免除することができると規定

されております。 

 また、町が行った課税免除に対して、法に基づき国の減収補填が措置されるということにな

っております。 

 昨年９月定例会において条例改正を行いましたが、先ほどの提案理由で御説明しましたとお

り長崎県の同意基本計画の期間延長に伴い、固定資産税の課税免除期間について延長を行うも

のです。 

 なお、３ページ目に新旧対照表を添付しております。 

 以上で議案第45号 波佐見町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のた

めの固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の説明を終わります。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第45号 波佐見町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 
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 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって議案第45号は原案のとおり可決されました。 

 会議の途中ですが、しばらく休憩をします。13時10分より再開します。 

午後０時55分 休憩 

午後１時10分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

      日程第 15 議案第 46号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第15．議案第46号 波佐見町公共下水道条例の一部を改正する条例を議題とします。本

案について内容説明を求めます。 

 中村水道課長。 

○水道課長（中村和彦君） 

 議案第46号 波佐見町公共下水道条例の一部を改正する条例。波佐見町公共下水道条例の一

部を別紙のとおり改正する。 

提案理由でございますが、「デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」に基づき、

また、下水道法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、所要の改正をするもの

でございます。 

 次ページをお願いします。別紙をお願いします。改正内容ですが、第６条の２第２項第２号

中「専属」を「選任」に改め、「氏名」の次に「並びに他の営業所の責任技術者を兼任してい

る場合は兼務状況」を加え、同条第３項第２号中「定款」の次に「又は寄附行為」を、「住民

票」の次に「、在留カード又は特別永住者証明書」を加え、同項第４号中「責任」の前に「選

任することとなる責任技術者に係る」を加える。 

 第６条の３第１項第第１号中「が１人以上専属しているものである」を「を選任している」

に改める。 

 第６条の４の見出し中「排水設備工事」を削り、同条第１項中「排水設備工事」及び「（以

下「責任技術者」という。）」を削り、「専属させ」を「選任し」に改め、同項に次のただし

書を加える。 

 ただし、同一の都道府県の区域内における他の営業所について兼任することを妨げない。 

 附則は、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

 法令をはじめとする我が国の社会制度やルールにアナログ的手法を前提とした、アナログ規

制の存在があり、アナログ規制が広く社会に浸透していることが、デジタル化を阻害し、デジ



－210－ 

タル技術の活用を阻んでいるという点があります。 

法律、政令、省令において代表的なアナログ規制である、目視規制、定期検査、点検規制、

実地監査規制、常任専任規制、書面提示規制、対面講習規制、往訪閲覧縦覧規制に該当するア

ナログ行為を求める場合があると解されて、約5,000の条項の法律政令及び省令等の規定を洗い

出し、見直しが行われたところでございます。 

 その中の常任選任規制は物理的に常に事業所や現場にとどまることや、職務の従事や事業者

への所属等について兼任せず、専らその任にあたること。いわゆる１人１現場の紐づけ等を求

めている規制であったものでございます。 

 同一の都道府県の区域における他の営業所について兼任することを認める内容とする改正が

主なものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第46号 波佐見町公共下水道条例の一部を改正する条例を採決します。本案は

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって議案第46号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 16 議案第 47号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第16．議案第47号 専決処分の承認を求めることについてを議題とします。 

 本案について内容説明を求めます。 

 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 議案第47号 専決処分の承認を求めることについて。 

 波佐見町税条例（昭和31年波佐見町条例第16号）の一部を改正する条例について、地方自治

法第179条第１項の規定により専決処分したので、これを報告し承認を求める。 
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 令和６年６月７日提出。 

 ２ページをお願いします。２ページは専決処分書でございます。 

 専決の理由ですが、令和６年３月31日付けで地方税法の一部が改正公布され、令和６年４月

１日から一部の規定が施行されるため、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分するも

のである。 

 ３ページから14ページまでは改正分で、15ページから43ページまでが新旧対照表となってお

りますが、改正項目が多くまた文が複雑で分かりにくい面があると思いますので、説明資料と

して改正概要を作成しましたので、それにより説明いたします。 

 まず説明資料の１．条例改正の趣旨として、令和６年度の税制改正に係る地方税法の改正に

伴って、本町税条例においても必要な措置を講ずることとしております。 

２．条例改正の概要となりますが、今回本町の税条例において改正等が必要となった主なも

のとしましては、（１）から（５）までとなっております。 

まず、（１）でございますが、個人住民税の定額減税（特別控除）の実施に伴うもので、本

条例附則第７条の５から第７条の８までを加えています。改正文でいきますと、４ページから

10ページの15行目までとなっております。 

これは令和６年度限りの措置として、納税者及び配偶者を含めた扶養親族１人につき令和６

年度分の個人住民税所得から１万円の控除を行うため、附則に４条を加えるものでございま

す。 

徴収方法ごとの控除については給与からの特別徴収では６月分は徴収せず、控除後の税額を

７月～令和７年５月分の11か月で徴収をいたします。普通徴収の場合には、第１期分の税額か

ら控除し、第１期分から控除し切れない場合はその残額を。第２期以降の税額から順次工事を

してまいります。 

そして年金からの特別徴収では、10月分の年金特別徴収分から控除し、それでも控除し切れ

ない場合は、12月以降で控除していくこととなっております。 

次の、（２）新たな公益信託制度の創設に伴い、本条例第37条の７第１項第１号ケを改めま

す。なお改正文では３ページ３行目からになります。 

税制改正による公益信託制度の見直しが行われ、公益信託に関する法律において、公益信託

の信託財産とするために支出された当該公益信託に係る信託事務に関する寄附金を税額の控除

の対象とするために改めるものでございます。 

次の、（３）ですね。職権による減免を可能とする規定を第51条第２項中、それから第71条

第２項中、それから第139条の３第２項中に追加するものです。改正文では３ページ、15行目か

らになります。 

住民税及び固定資産税では、本人等の申請に基づいて減免を行っておりますが、明らかに減

免の事由に該当することが認められ、かつ、減免する必要があると町長が認める場合には、申
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請なしに職権による減免を可能とする規定を加えるものでございます。 

次の、（４）です。新築認定長期優良住宅特例に係る申請の見直しに伴い、附則第10条の３

に第３項を追加しております。なお改正分は11ページ、12行目からになります。 

内容につきましては、マンションに減税措置となっております。今回の改正で減税の適用を

受ける場合に、マンション管理組合の管理者から必要書類の提出があり、要件に該当すると認

められた場合には所有者からの申告書の提出がなくても、適用を受けることができることとし

たものでございます。 

次の、（５）ですね。固定資産税の負担調整措置等の期間延長に伴い、附則第11条～第15条

第１項中の期間を変更しております。なお改正文では11ページ、20行目からになっておりま

す。 

平成９年度の評価替え以降、地域や土地によりばらつきのある評価額等に対する課税標準額

の負担割合を均平化する目的で、現行の負担調整措置等を実施されておりますが、その措置を

さらに３年間延長し令和８年度までとするためのものでございます。 

その他（６）といたしまして令和６年度税制改正による、地方税法の一部改正に合わせて字

句の変更、項及び号の加除等による修正、及び令和６年度分個人住民税の特別控除により関連

条項中の読替等を行っております。 

以上が改正の主なものでありますが、これらの施行期日につきましては、改正分の13ページ

から14ページの附則で定めております。 

以上で議案第47号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］  

○議長（百武辰美君） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第47号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。 

本案は原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって、議案第47号は原案のとおり承認されました。 
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      日程第 17 議案第 48号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第17．議案第48号 専決処分の承認を求めることについてを議題とします。本案につい

て内容説明を求めます。 

 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 議案第48号 専決第２号 令和５年度波佐見町の一般会計補正予算（第９号）については、

地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分したものについて承認を求めるも

のでございます。 

内容といたしましては、歳入歳出それぞれ２億8,000万円を減額し、総額を107億4,000万円と

するものでございます。繰越明許費の追加、変更及び廃止については「第２表 繰越明許費補

正」によります。 

地方債の変更については「第３表 地方債補正」によります。 

今回の補正は、令和５年度一般会計の最終補正として、決算見込みによる事業費の増減とそ

れに伴う財源補正を行い、見込まれる決算余剰金を基金へ積み立てることが主なものとなって

おります。 

７ページをお願いいたします。第２表繰越明許費補正ですが、１番で追加としておりますの

は、年度内に事業完了ができなかったものについて、新たに繰越すこととなったものでござい

ます。 

２番の変更分につきましては、さきに承認頂いた繰越事業のうち、９つの事業において令和

５年度の執行状況により繰越額を変更するものでございます。 

３番の廃止につきましては、年度内の工事完了は困難と見込んでいたものが、結果的に年度

内に完了できたため、繰越を廃止するものでございます。 

８ページをお願いいたします。第３表地方債の補正でございます。７つの事業でそれぞれ事

業費や起債対象額の変更によって補正を行っており、内容は記載のとおりとなっております。 

次に歳入に関し主なものを説明いたします。11ページをお願いします。１款，１項，町民税

から、14ページ、１款，５項，入湯税までの各町税につきましては、その納付実績に基づき補

正を行っております。 

15ページをお願いします。15ページの２款，地方譲与税から24ページの９款，地方特例交付

金につきましても実績に基づき補正を行っております。 

25ページをお願いします。10款，１項，地方交付税ですが、３月に特別交付税が交付されま

したので、その実績により4,483万9,000円の補正を行っております。 

26ページをお願いします。11款，交通安全対策特別交付金から39ページの16款，財産収入に

つきましては、それぞれの事業等の実績等に応じ補正を行っております。 
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 40ページをお願いいたします。17款，１項，寄附金ですが２目．ふるさとづくり応援寄附金

は、実績により2,604万4,000円を減額しておりますが、今年度の寄附額は前年度比約9,077万

1,000円減の18億4,395万6,000円となりました。 

 41ページをお願いします。18款，繰入金につきましては各種基金を取崩し、繰入れることと

しておりますが、充当事業の実績に応じて補正をしているところです。 

 42ページをお願いします。42～45ページの20款，諸収入につきましては、それぞれの実績等

に応じて補正を行っております。 

46ページをお願いします。21款，１項．町債ですが、８ページの第３表地方債補正で説明し

たとおり、各事業や起債対象額の変更により、いずれも減額補正を行っております。  

それでは次に歳出に移りますが、こちらは各担当課から説明を申し上げます。まずは税務財

政課所管分から説明をさせていただきます。 

53ページをお願いします。２款，１項，10目．減債基金費の24節．積立金に、決算余剰金の

うち6,000万円を補正して、積み立てることとしております。これにより令和５年度末時点の基

金残高は約３億2,904万円となっております。 

次のページをお願いします。15目．ふるさと納税管理費ですが、寄附額及びかかった経費の

実績に応じ、それぞれ補正額を計上しております。そのうち24節積立金は、利子を含め3,752万

円増となり、令和５年度の積立金が約９億385万円となります。これにより、令和５年度末時点

の基金残高は約20億9,866万円となります。以上、税務財政課の説明を終わらせていただきま

す。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

 それでは総務課関係の説明を行います。大きく飛びまして81ページをお願いいたします。８

款，１項，１目．土木総務費18節．空き家解体補助金とございます。土木費のほうに計上して

おりますが、総務課の所管でございます。 

この空き家解体補助金については、令和５年度から創設をして開始をしたものでございます

が、10件の予算計上に対し６件の実績となったことからの減額となっております。以上で総務

課所管の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 続きまして企画情報課所管の補正の主なものについて説明いたします。52ページをお願いい

たします。２款，１項，６目．企画費のうち18節．負担金、補助及び交付金の上から５行目に

ありますコミュニティ助成事業費補助金250万円の減額については、自治総合センターのコミュ

ニティ助成事業でありまして、宝くじを財源とした助成金で町内の３自治会から申請をいたし

ましたが、２件が採択され１件が採択されなかったことによる減額でございます。 

 次に54ページをお願いいたします。同じく14目．地域情報化管理費のうち、18節．負担金、
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補助及び交付金で、一番下の文書管理システム構築負担金833万9,000円の減額ですが、現在導

入しております文書管理システムの機能拡充等を検討いたしましたが、これを見送ったために

減額するものでございます。 

 次に56ページをお願いいたします。18目．地方創生推進費のうち18節．負担金、補助及び交

付金に計上しております、ここに計上しています６件については、いずれも実績による減額で

ございます。 以上で、企画情報課関連の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

 それでは、住民福祉課所管に関して御説明をいたします。 

63ページをお願いいたします。減額の主なものは19節．扶助費で、実績見込みにより916万

2,000円を減額しております。 

続きまして64ページをお願いいたします。３款，１項，６目．生活支援給付費で、2,567万

4,000円を減額しております。主なものは18節．負担金、補助金及び交付金で、実績見込みによ

り2,453万円を減額しております。 

続きまして72ページをお願いいたします。４款，２項，１目．し尿処理費。同じく２目．塵

芥処理費でございますが、18節．負担金、補助及び交付金で、東彼地区、保健福祉組合分担金

でございますが、実績見込みにより減額をいたしております。 

１目．し尿処理費が259万2,000円を減額。２目．塵芥処理費が243万5,000円を減額しており

ます。 

83ページをお願いいたします。８款，３項，２目．河川公園管理費の11節．役務費で183万

3,000円を減額しております。これも実績見込みにより減額をいたしております。 以上で住民

福祉課所管の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 石橋子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 子ども・健康保険課所管分について説明をいたします。主なものとして、65ページ。３款，

２項，１目．児童福祉総務費は実績を見込み、総額で1,167万4,000円を減額しております。 

 67ページ。４目．子育て世帯生活支援特別給付費は総額で、180万円支給実績に基づき減額し

ています。 

 69ページをお願いします。４款，１項，２目．予防費は総額1,270万7,000円の減額で、新型

コロナワクチン分に係る経費と、通常の予防接種の委託料扶助費ですが、いずれも受診者が想

定を下回り実績に基づき減額をしています。 

 70ページ。３目．母子衛生費 458万4,000円、健康増進費125万6,000円を実績に基づき減額

します。母子衛生費については、出産数の減少によるところが大きいと思われます。  

以上で子ども・健康保険課所管の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 松添長寿支援課長。 
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○長寿支援課長（松添博君） 

 長寿支援課所管分について説明いたします。61ページをお願いいたします。３款，１項，２

目．老人福祉費。老人福祉費全体で908万8,000円を減額しております。主な内容といたしまし

ては、62ページになりますが、27節．介護保険事業特別会計繰出金は、介護保険事業における

保険給付費や地域支援事業の減額実績に伴い、負担すべき繰出金を700万円減額しています。 

 以上で、長寿支援課所管分の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 次に、農林課所管の農政班管轄の主な補正内容について説明いたします。予算書の75ページ

をお願いします。６款，１項，３目．農業振興費 18節．負担金、補助金及び交付金につきま

して、1,116万3,000円の減額となっております。主要な内容につきましては説明欄に記載され

ております。上段部の肥料高騰対策緊急補填事業補助金293万2,000円の減額と、中段分に記載

されております農業者物価高騰対策支援交付金365万1,000円の減額、下段分の農業用水動力費

高騰対策支援事業費補助金436万5,000円の減額で、申請実績によるものです。 

 次に同じく75ページになりますが、６款，１項，６目．水田農業対策費18節．負担金、補助

及び交付金の149万7,000円の減額について、使用内容につきましては説明欄の下段に記載され

ております環境保全型農業直接支払交付金の申請実績によるもので、139万7,000円の減額とな

っております。 

 次に76ページをお願いいたします。６款，１項，７目．農村環境改善センター管理費10節．

需用費の170万5,000円の減額につきましては、電力、水道、ガス等の使用実績による減額とな

っております。 

 次に、同じく76ページ。６款，１項，11目．担い手対策費18節．負担金、補助金及び交付

金。206万9,000円の減額についてですが、主要な部分につきましては説明欄の下段に記載され

ておりますが、新規就農者支援事業費補助金の申請実績によるもので、196万3,000円の減額と

なっております。 

 以上で農林課所管の農政班管轄分の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 太田農林課参事。 

○農林課参事（太田克宏君） 

 引き続き農林課、農地林務班関係の主なものについて御説明いたします。 

75ページをお願いします。６款，１項，５目．土地改良費の18節．負担金、補助及び交付金

ですが、小規模農林事業補助金として174万7,000円を減額しております。これは実績による減

額で、当初の想定よりも申込みが少なかったことによるものです。 

ページが飛びまして、97ページをお願いします。11款，１項，１目．農地農業用施設災害復

旧費。12節．委託料ですが148万3,000円を減額しております。こちらは入札減と一部業務内容
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の変更によるものです。 

次に２目．林道施設災害復旧事業費12節．委託料の320万5,000円の減額につきましては、測

量設計業務については業務量が当初の想定よりも少なかったことと、入札減によるもので305万

6,000円を減額するものです。 

土砂撤去等の委託料につきましては、撤去の業務が発生しなかったので14万9,000円減額する

ものです。 

 以上で農林課所管の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 商工観光課所管分の主なものについて御説明いたします。 

55ページをお願いいたします。２款，１項，17目．諸費でございます。12節．委託料。地域

おこし協力隊事業委託料について予算書減額523万2,000円のうち、商工観光課所管分204万

5,000円を減額いたします。協力隊３名を公募しておりましたが、応募がなかったため今回減額

するものです。 

56ページをお願いいたします。同じく２款，１項，17目．諸費18節．負担金、補助及び交付

金でございます。地域おこし協力隊員の企業等支援事業費補助金について、小橋隊員の任期延

長に伴い令和５年度に支払う必要がなくなったため減額をしております。 

 続きまして18目．地方創生推進費でございます。18節．工事請負費。ＨＡＳＡＭＩキャンプ

サイトパーク整備工事について、実績に応じて148万5,000円を減額しております。 

 78ページをお願いいたします。７款，１項，２目．商工振興費でございます。18節．負担

金、補助及び交付金について総額で237万1,000円を減額しております。それぞれ補助事業の実

績に応じて減額をしております。 

 以上で、商工観光課所管分の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 次に建設課所管分の主なものについて御説明いたします。 

82ページをお願いいたします。８款，土木費２項，３目．道路橋梁改良費。18節．負担金、

補助及び交付金については里道等改修費補助金170万円を実績に基づき減額いたしております。 

 次に83ページをお願いいたします。３項，１目．河川総務費。14節．工事請負費について。

急傾斜地崩壊対策工事については、稗木場地区の対策工事、河川及び排水路改修工事について

は、湯無田郷、金屋郷、折敷瀬郷、三股郷、永尾郷それぞれの普通河川の浚渫工事でございま

す。それぞれ実績に基づき全体で327万3,000円を減額しております。 

 次に85ページをお願いいたします。５項，１目．住宅管理費。18節．負担金、補助及び交付

金については、リフォーム補助金180万円を実績に基づき減額をしております。以上で建設課所
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管の説明を終わります。 

○議長（百武辰美君） 中村水道課長。 

○水道課長（中村和彦君） 

 それでは水道課関係の説明を行います。ページを戻っていただきますが、71ページをお願い

します。４款，１項，５目．環境衛生費18節．負担金、補助及び交付金の浄化槽設置整備事業

費補助金を724万8,000円減額したものです。 

続きまして、73ページをお願いします。４款，３項，１目．上水道管理費18節．負担金、補

助及び交付金の上水道会計補助金を214万8,000円減額したものです。 

次に80ページをお願いします。７款，２項，１目．工業用水道費18節．負担金、補助及び交

付金の工業用水道事業会計補助金を211万7,000円減額したものです。 

 次に84ページをお願いします。８款，４項，４目．下水道費18節．負担金、補助及び交付金

の下水道事業会計補助金を700万円減額したものです。以上が水道課関係になります。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 それでは教育委員会関係を御説明いたします。 

ページは55ページをお願いいたします。２款，１項，17目．地域づくり費の地域おこし協力

隊関係でございますけども、教育委員会でも１名の募集を計画いたしましたところ採用がなか

ったために、その部分を減額させていただきたいと思っております。 

 飛びまして88ページをお願いいたします。10款，１項，２目．12節．委託料。それと14節．

工事請負費でございますけども、業務委託料を工事費とも実績に応じての減額となっておりま

す。 

次ページ89をお願いします。10款，１項，２目．18節．負担金、補助金及び交付金の奨学金

返還支援事業費補助金でございますけども、７名の予定をいたしておりましたけども、４名の

実績ということで分を減額をさせていただいております。 

 続きまして90ページ。次ページをお願いします。こちらから各学校の支出になってまいりま

すけども、各学校の工事費につきましては各学校の工事費の実績に応じて減額をいたしており

ます。 

 それとあと10節の光熱費につきましても実績に応じて減額をいたしております。 

 続きまして、94ページをお願いいたします。10款，４項，４目．12節．委託料でございま

す。芸術文化公演開催委託料の122万円を減額しております。これは２月に行いました林家太平

師匠の講演会部分につきましての減額となっております。 

 それとその下でございますけどもホール舞台諸幕作成等業務委託料。こちらにつきましても

1,154万8,000円減額をいたしておりますけども、一般競争入札で安く購入ができたということ

で、これだけの減額となっております。14節．工事費につきましても実績に応じた減額という
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ことでございます。 

 以上で、議案第48号 専決第２号 令和５年度波佐見町一般会計補正予算（第９号）の説明

を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ６番 岡村達馬議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 75ページ。６款，１項，３目．農業振興費。これ一般質問でも行いましたけど、今農家の収

益そういったものが減っているという報告を受けておりますけども、こういった場合に、対策

支援交付金もしくは補助金あたりが減額されたということは、まず申請がなかったということ

でしょうかそれとも、あるいはこういったお金がありますよ。ということを促すことはなかっ

たのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 伊藤農林課長。 

○農林課長（伊藤幸治君） 

 御質問の件ですけども、物価高騰対策等については十分周知等を行ってまいりました。有線

放送、広報、あとは農業者を通じたりとかいろいろ活動をしてきたのですけども、最終的に申

請件数が少ない部分と、そういった部分で一応予算が減額というかたちになっております。 

 あとは申請件数が少ないという部分じゃなくても、元々がそれほど耕作の農地に対しての補

助ですので、ある程度申請は来たものとは判断しております。 

○議長（百武辰美君） ６番 岡村達馬議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 同じような質問になるんですけども78ページ。７款，１項，２目．商工振興費。今朝も会議

の前に食器の売上げが16％ぐらい減っていると、そういった報告とかですね。これによる物価

高騰の影響等もかなり企業としては受けているという話をお聞きしましたけども、こういった

いわゆる支援事業についての減額ですね。こういったものの必要性。 

それからこの事業においても、そういった企業等に促しはされなかったのでしょうか。 

○議長（百武辰美君） 太田商工観光課長。 

○商工観光課長（太田誠也君） 

 現在の物価高燃料高騰につきましては、昨年度について燃料費等の支援政策として補助金を

支給しておりまして、それにつきましては周知などを徹底して行ったというようなことではご

ざいます。 

今回、こちらのほうただいま質問のありました内容につきましても、これは燃料高騰に限ら

ない。例えばその中小企業小規模企業経営安定利子補給事業費補助金などにつきましては、コ

ロナウイルス感染症の拡大に起因するようなものに対しての利子補給に対しての補助というふ
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うなことで、これも継続的に行っているというふうなところでございますが。 

できるだけいろんな事業の中身につきましては、町の広報やホームページを通じて各事業所

の皆様に周知を図るとともに。あとは商工会や町内の各種団体の皆様にもこういった制度があ

りますよということでの周知なども含めて、実施をしているというようなところでございま

す。 

○議長（百武辰美君） ６番 岡村達馬議員。 

○６番（岡村達馬君） 

 続きまして87ページ。９款，１項，５目．18節．額としては少ないのですけども、ドローン

検定の負担金が減らされておりますけども、こういったまず受講者がなかったためなのか。あ

るいはまた、こういったものを減額して緊急時の災害あたりの体制的には問題はないのでしょ

うか。 

○議長（百武辰美君） 総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 87ページ。９款，１項，５目．18節．件でございますが、ドローン検定受講負担金というこ

とで、当初10名を予定しておりましたが、これはドローン隊の結成に係るもので、４名の実績

となっております。 

ドローン隊については本年４月から発足したわけでございますが、各分団からの希望を募っ

て結成をいたしました。どうしてもまだ初年度ということで、受講者が少なかったものでござ

いますが、今後各分団から応募を募ってドローン隊の拡大を図っていきたいと考えておりま

す。以上です。 

○議長（百武辰美君） 

 皆さんにお願いですが発言される際はマイクをセットされて挙手をお願いいたします。マイ

クを設定してから挙手をして、指名の後に発言をお願いしたいと思います。御協力よろしくお

願いします。 

 質疑を続けます。ほかに質疑はありませんか。 

 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 ７ページに繰越明許費補正がありますけども、追加ということで５件ほどあるわけですが、

そのなかで、合祀墓関係の事業を除いたところの繰越の要因と、それから事業の進捗状況、そ

の後のですね。そして完了がいつの予定なのか。あるいは済んだのか。そのあたりのことを個

別にお願いします。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 ７ページ。繰越明許費の補正で追加の分のまず２款，総務費。１項，総務管理費の社会保



－221－ 

障・税番号制度システム整備事業については、これは中身が２件ございます。一つは総務省関

連の補助金でございまして、マイナンバーカードのローマ字表記に係るシステムの改修の費用

でございまして、これについては繰越した理由としましては、国からの仕様の提示が大幅に遅

れたということで、その提示がないと業者が仕事にかかれないということで遅れたものであり

まして、提示があったからあった後はスムーズに、順調に仕事ができてきている状況でござい

ます。 

もう一つが法務省関連の分で、同じくマイナンバーカードの戸籍の氏名のフリガナを追加す

るための改修の部分でございまして、理由は同じでございます。国からの仕様の提示が遅れた

ために繰り越しせざるを得なかったということで、提示がありましたので今順調に業務をやっ

ているところでございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 ３款，１項．事業名でございますが特定生活支援給付金事業でございます。これは３月補正

で行った生活支援の給付金でございまして、均等割課税世帯に対する分でございます。これは

ずっと説明をさせていただいて、今順調に事務事業を進めている状況でございます。以上で

す。 

○議長（百武辰美君） 朝長教育次長。 

○教育次長（朝長哲也君） 

 教育費関係でございます。まず無形分民俗文化財、映像記録事業。これはここ数年、そうい

った浮立とか何とかそういった波佐見町の無形文化財を映像に残しておりますけども、去年は

波佐見弁の映像を残したいということで、そういった場合にやはり皆さん恥ずかしがって、映

像に御協力頂けなかったということでそういった適当な方をちょっと探してるというような状

況でございまして繰越をさせていただいております。 

 それと文化的景観整備事業でございますけども、ここは鬼木と中尾の文化的景観の整備事業

ということで進めてまいっております。その事業についての繰越し部分でございます。なお土

木費の重点景観計画策定事業も、この文化的景観整備事業の進捗に応じてなされるものでござ

いまして、ちょっと教育委員会の関係の事業が遅れてる関係で２つ合わせて繰越をさせていた

だいております。 

 今のところ各中尾郷と鬼木郷の住民説明会を行っておりまして、今、中尾郷はある程度でき

ているのですけども、今ようやく鬼木郷は田植が終わったというところで、その地元に行って

説明をして、どこの地域どこをその文化的景観ということで残していくかというちょっとサイ

ドの詰めを行ってるところでございます。 

 そういったところの選定を行いまして、今年年明け１月に国のほうに申請を行って、来年度

の認定ということで今事業を進めているところでございます。その関係の繰越しでございま
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す。以上でございます。 

○議長（百武辰美君） 13番 尾上議員。 

○13番（尾上和孝君） 

 １点お尋ねいたします。53ページをお願いいたします。２款，１項，８目．13節．になりま

す。ここで使用料及び賃借料ということで、金額は１万2,000円なのですけど、ホテル利用料と

いうことであがっております。 

通常ホテルとか泊まった場合には、旅費交通費とかそっちのほうで扱われているのですが、

ここでわざわざそのホテル利用料ということで１万2,000円あがっている理由をお知らせくださ

い。 

○議長（百武辰美君） 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 53ページ。２款，１項，８目．13節でございますが、これは１月に発生しました能登半島震

災において職員の災害派遣をしたときに、向こうで職員が泊まった分を町が負担をしたもので

ございます。 

なぜ町が負担をしたかというと、これは後年度ですが石川県のほうからの求償費ということ

で補填がございますので、通常の旅費じゃなくて町が職員の分の支出をするということで支出

した経費でございます。以上です。 

○議長（百武辰美君） 12番 脇坂議員。 

○12番（脇坂正孝君） 

 共同の質問で事業の終わり。これがちょっとはっきり聞き取れなかったような気が、回答さ

れていなかったと思いますけども。最初の社会保障・税番号のシステム整備事業関係。それか

ら特定生活支援給付事業。これは何月何日までは（答えなくて）結構ですけど、何月頃という

そのあたりの終期の設定はできませんか。 

○議長（百武辰美君） 澤田企画情報課長。 

○企画情報課長（澤田健一君） 

 現段階ではお答えできません。 

○議長（百武辰美君） 井関住民福祉課長。 

○住民福祉課長（井関昌男君） 

 この均等割課税世帯分につきましては６月末を締切りという状況で進めております。 

○議長（百武辰美君） 

 ほかに質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第48号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。本案は原案のと

おり承認することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。したがって議案第48号は原案のとおり承認されました。 

 しばらく休憩します。14時20分より再開します。 

午後14時11分 休憩 

午後14時20分 再開 

○議長（百武辰美君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

      日程第 18 議案第 49号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第18．議案第49号 専決処分の承認を求めることについてを議題とします。本案につい

て内容説明を求めます。 

 石橋子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 議案第49号 専決第３号 令和５年度波佐見町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号）について、地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分しましたので承認

を求めるものです。歳入歳出予算の総額からそれぞれ700万円を減額し、総額を16億6,500万円

とするものです。内容につきましては決算見込みに伴う調整となっております。 

２ページをお願いします。１款，１項，国民健康保険料は、実績見込みで調整し、694万

3,000円を減額し、４款，１項，県負担金を171万9,000円増額。６款，２項，他会計繰入金を

140万4,000円減額します。 

 ３ページをお願いします。歳出の主なものとして、２款，保険給付費を総額で2,607万6,000

円減額しますが、１項，療養諸費から５項，葬祭諸費までの実績に応じた減額です。 

４款，１項，保健事業費は健診を普及推進する事業費ですが、269万9,000円減額していま

す。町内医療機関での短期総合健診で予算を確保していましたが、昨年並みの受診数となって

います。 

 ２項，特定健康診査等事業費は、475万6,000円減額しています。主なものとしては特定健診

委託料の減額になりますが、受診率が昨年度よりもやや下がっており目標の60％の達成が困難
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となっています。 

 ５款，１項，基金積立金。令和５年度の決算見込みで剰余が見込まれましたので、3,700万円

を増額しています。 

７款，１項，償還金及び還付加算金。令和５年度の実績見込みで110万円を減額しています。 

８款，１項，予備費については、予算の調整で834万1,000円を増額しています。 

 以上で、令和５年度波佐見町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）の説明を終わり

ます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第49号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。本案は原案の

とおり承認することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

 起立全員であります。したがって議案第49号は原案のとおり承認されました。 

      日程第 19 議案第 50号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第19．議案第50号 専決処分の承認を求めることについてを議題とします。本案につい

て内容説明を求めます。 

○議長（百武辰美君） 石橋子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 議案第50号 専決第４号 令和５年度波佐見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について、地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分しましたので、承認を

求めるものです。 

 歳入歳出の総額からそれぞれ220万円を減額し、総額を１億9,580万円とするものです。内容

につきましては、決算見込みに伴う調整となっております。 

 ２ページをお願いします。歳入の主なものについて１款，１項，後期高齢者医療保険料を実

績見込みで115万3,000円の増額です。５款，３項，雑入は健康診査委託料の実績を実績に応じ

て、広域連合から補填されるもので311万6,000円を減額しています。 
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 続いて３ページで歳出について説明します。１款，１項，総務管理費の280万円の減額は先ほ

どの雑入の減額と関連するものです。２款，１項，後期高齢者医療広域連合納付金は、歳入の

保険料の増額に伴い納付額も増額します。 

 以上で、令和５年度波佐見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第50号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。本案は原案のと

おり承認することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

したがって、議案第50号は原案のとおり承認されました。 

      日程第 20 議案第 51号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第20．議案第51号 専決処分の承認を求めることについてを議題とします。本案につい

て内容説明を求めます。 

 松添長寿支援課長。 

○長寿支援課長（松添博君） 

 議案第51号．専決第５号 令和５年度波佐見町の介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

について、地方自治法第179条第１項の規定により次のとおり専決処分したので、ここに報告し

承認を求めるものでございます。 

歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ2,800万円

を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ13億7,500万円とするものでございます。今回の補正

は決算を見込み、全体の整理を行ったものでございます。 

２ページをお願いいたします。１款，１項，介護保険料について。収納実績に基づき全体で

233万6,000円を増額しています。 
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 ４款，国庫支出金から、６款，県支出金までは国や県、支払基金それぞれが定めた事業費か

ら算定された交付決定額により整理を行っております。 

 ８款，繰入金１項，一般会計繰入金については、それぞれ精算見込みから減額を行っており

ます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出になります。２款，保険給付費については、１項，介護

サービス等諸費から６項，特定入所者介護サービス等費までについて、利用者のサービス利用

に伴うもので、精算見込みにより、それぞれ整理を行い、総額で4,045万1,000円の減額を行っ

ています。 

 ３款，地域支援事業費については、高齢者の地域での生活を支援する事業で、精算見込みに

より324万5,000円を減額しております。 

 ６款，基金積立金に介護給付費準備基金積立金として、4,999万2,000円を追加しておりま

す。令和５年度歳計余剰金見込額から基金に積立てを行い、次年度以降の介護給付費の増工に

対応するものです。 

 以上で、令和５年度波佐見町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）の説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第51号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。本案は原案の

とおり承認することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

起立全員であります。 

 したがって議案第51号は原案のとおり承認されました。 

      日程第 21 議案第 52号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第21．議案第52号 長崎県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約を議題と

します。本案について内容説明を求めます。 
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 石橋子ども・健康保険課長。 

○子ども・健康保険課長（石橋万里子君） 

 議案第52号 長崎県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約について。地方自治

法第291条の３第１項の規定に基づき、長崎県後期高齢者医療広域連合規約の一部を次のとおり

変更することについて、同法第291条の11の規定により議会の議決を求めるものですが、広域連

合の規約改正は構成市町の議会の議決を経て長崎県知事の許可を受ける必要があることから提

案するものです。 

 変更する内容は別表第１中、「被保険者証及び資格証明書」を「資格確認書等」に改めるも

のです。 

 これは提案理由でもありますが、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律等の一部を改正する法律の一部の施行期日を定める政令により、行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律附則第１

条第２号に掲げる規定の施行期日が令和６年12月２日と定められ、現行の被保険者証は発行さ

れなくなります。マイナンバーカードと健康保険証の原則一本化の方針により、マイナ保険証

として利用できることから被保険者証が廃止されるためです。 

 ただしマイナ保険証を保有していない方へは、健康保険証の代わりとして資格確認書を発行

することになりますので、資格確認証の引渡しや返還の受付事務が残るということになるもの

です。 

 ３ページ。新旧対照表に記載していますが、市町において行う事務として被保険者の資格の

管理に関し資格確認証等の引渡し、あるいは返還の受け付けを行うように事務の内容が改めら

れます。 

 附則においてこの規約の施行期日を令和６年12月２日とし、経過措置として令和６年12月１

日以前の市町において行う事務については、なお従前の例によるものとします。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］  

○議長（百武辰美君） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第52号 長崎県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する契約を採決しま



－228－ 

す。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

 したがって議案第52号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 22 議案第 54号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第22．議案第54号 波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例を議題とします。本案について内容説明を求めます。 

 福田総務課長。 

○総務課長（福田博治君） 

 それでは議案第54号．波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例について御説明します。 

 波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を別紙のとおり改正する。 

 令和６年６月18日提出でございます。提案理由でございますが、現下の社会経済情勢等を踏

まえ日当宿泊料及び食卓料について所要の改正を行うものでございます。 

 次ページ別紙をお願いいたします。別紙改正本文になりますが、新旧対照表を用いて説明し

ます。さらに次ページをお願いいたします。今回の改正は議案第41号の職員等の旅費に関する

条例の一部を改正する条例同様に、議長、副議長、委員長、議員の日当及び食卓料をそれぞれ

300円増額。宿泊料をそれぞれ2,000円増額するもので、現行及び改正案については記載のとお

りでございます。 

 なお、附則としてこの条例は令和６年７月１日から施行するものとしております。以上で、

議案第54号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（百武辰美君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第54号 波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
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正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

      ［賛成者起立］ 

○議長（百武辰美君） 

 起立全員であります。 

 したがって議案第54号は原案のとおり可決されました。 

      日程第 23 報告第１号 

○議長（百武辰美君） 

日程第23．報告第１号 専決処分の報告についてを議題とします。本件について報告を求め

ます。 

 本山建設課長。 

○建設課長（本山征一郎君） 

 報告第１号 専決処分の報告について、地方自治法第180条第１項の規定により別紙のとおり

専決処分したので同条第２項の規定により報告する。 

 次ページをお願いいたします。専決第６号 専決処分書。地方自治法第180条第１項及び町長

の専決処分の指定に関する条例。 

 第２条第２号の規定により損害賠償額を次のとおり専決処分する。専決理由でございますが

令和６年４月10日に発生した公営住宅の瑕疵による物損事故において、相手方と損害賠償の額

について、同意を得たことから専決処分をするものでございます。 

 次のページをお願いいたします。別紙でございます。 

別紙、損害賠償の額を定めることについて。 

波佐見町折敷瀬郷において、発生した公営住宅の瑕疵による物損事故について、下記のとお

り損害賠償の額を決定する。 

 それでは今回の事故について説明いたします。 

１．事故発生日時 令和６年４月10日（水）午前９時15分頃 

２．事故発生場所 波佐見町折敷瀬郷 町営住宅集会所南側駐車場 

 ３．損害賠償の相手方 波佐見町折敷瀬郷町営住宅入居者になります 

 ４．事故の概要 令和６年４月10日に午前９時15分頃折敷瀬郷の町営住宅において、建物の

軒天の一部が駐車していた車両に落下し、ヘッドライト及びバンパーが損傷したものでござい

ます。 

５．損害賠償の額 ５万6,584円 

以上でございます。 
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      日程第 24 報告第２号 

○議長（百武辰美君） 

 日程第24．報告第２号 令和５年度波佐見町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてを議題とします。本件について報告を求めます。 

 古賀税務財政課長。 

○税務財政課長（古賀真悟君） 

 報告第２号 令和５年度波佐見町一般会計予算繰越明許費繰越計算書を別紙のとおり調製し

たので、地方自治法施行第146条第２項の規定により報告いたします。 

 次のページの別紙を御覧ください。対象となる事業は新庁舎建設事業や、道路維持及び改良

事業、西ノ原土地区画整理事業、防災行政無線管理費、農地農業用施設災害復旧事業など、合

計17事業の翌年度の繰越額でございます６億1,400万円を繰越明許費として、令和６年度に繰越

しました。その財源内訳につきましては、右側に記載のとおりとなっております。以上で報告

を終わります。 

○議長（百武辰美君） 

 以上２件は報告でございますので、これで御了承願います。 

      日程第 25 閉会中の継続調査申出について 

○議長（百武辰美君） 

  日程第25．閉会中の継続調査申出についてを議題とします。総務文教委員長、産業厚生委

員長、議会運営委員長から会議規則第83条の規定による申出があっております。 

 お諮りします。御手元に配付しましたとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありま

せんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とするこ

とに決定しました。 

 お諮りします。会議規則第44条の規定により、今定例会において議決されました案件につい

て、字句、数字その他の整理に要するものがあった場合、その整理を議長に委任されたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

      ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（百武辰美君） 

 異議なしと認めます。よってこれらの整理に要するものについては議長に委任することに決

定しました。 

 これで本日の会議は全部終了しました。 

以上で本日の会議を閉じます。 
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 令和６年第２回波佐見町議会定例会を閉会します。 

午後２時 45分 閉 会 
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